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(57)【要約】
　端末装置は、サブフレームｎの物理上りリンク共用チ
ャネルで第１のサービングセルおよび第２のサービング
セルに対するＨＡＲＱ応答情報を送信する送信部を有す
る。物理上りリンク共用チャネルは、下りリンク制御情
報フォーマット０／４を含む検出された物理下りリンク
制御チャネルまたは拡張物理下りリンク制御チャネルに
基づいて送信される。端末装置に２つ以上のサービング
セルが設定され、いずれか２つの設定されたサービング
セルのフレーム構成タイプが異なる場合、かつ、プライ
マリーセルがフレーム構成タイプ２である場合、Ｂｃ

Ｄ

Ｌはフレーム構成タイプ２の第１のサービングセルに対
しては以下の数式（１）で与えられる。
【数１】

　フレーム構成タイプ１の第２のサービングセルに対し
ては以下の数式（２）で与えられる。
【数２】
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　端末装置であって、
　サブフレームｎの物理上りリンク共用チャネルで第１のサービングセルおよび第２のサ
ービングセルに対するＨＡＲＱ応答情報を送信する送信部を有し、
　前記物理上りリンク共用チャネルは、下りリンク制御情報フォーマット０／４を含む検
出された物理下りリンク制御チャネルまたは拡張物理下りリンク制御チャネルに基づいて
送信され、
　前記端末装置に２つ以上のサービングセルが設定され、いずれか２つの設定されたサー
ビングセルのフレーム構成タイプが異なる場合、かつ、プライマリーセルがフレーム構成
タイプ２である場合、Ｂｃ

ＤＬはフレーム構成タイプ２の前記第１のサービングセルに対
しては以下の数式（１）で与えられ、
【数１】

　フレーム構成タイプ１の前記第２のサービングセルに対しては以下の数式（２）で与え
られ、
【数２】

　前記Ｂｃ
ＤＬは、前記端末装置が前記第１のサービングセルまたは前記第２のサービン

グセルに対するＨＡＲＱ応答情報をフィードバックするために必要となるサブフレーム数
であり、
　前記ＷＤＡＩ

ＵＬは、前記第１のサービングセルまたは前記第２のサービングセルにお
ける前記物理上りリンク共用チャネルに対応する前記下りリンク制御情報フォーマット０
／４内の下りリンク割り当てインデックスによって決定され、
　前記Ｍｃは、前記第１のサービングセルまたは前記第２のサービングセルに対する前記
サブフレームｎに関連付けられる下りリンク関連セット内のエレメント数であり、
　前記Ｕは、全ての設定されたサービングセルにおけるＵｃの最大値を示し、
　前記Ｕｃは、前記第１のサービングセルまたは前記第２のサービングセルに対するサブ
フレームｎ－ｋで受信される物理下りリンク共用チャネル、または、下りリンク準永続ス
ケジューリングの解除を示している物理下りリンク制御チャネルまたは拡張物理下りリン
ク制御チャネルの総数であり、
　ｍｉｎ（ｘ，ｙ）はｘおよびｙの最小値を表す関数であり、

【数３】

はｚ以上の最小の整数を表す関数である端末装置。
【請求項２】
　前記第１のサービングセルまたは前記第２のサービングセルの下りリンク参照上りリン
ク／下りリンク設定は２または４である請求項１に記載の端末装置。
【請求項３】
　前記第１のサービングセルは前記プライマリーセルまたはセカンダリーセルである請求
項１に記載の端末装置。
【請求項４】
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　前記第２のサービングセルはセカンダリーセルである請求項１に記載の端末装置。
【請求項５】
　前記フレーム構成タイプ１は周波数分割複信に適用できる請求項１に記載の端末装置。
【請求項６】
　前記フレーム構成タイプ２は時分割複信に適用できる請求項１に記載の端末装置。
【請求項７】
　前記下りリンク関連セットは前記サブフレームｎおよび下りリンク参照上りリンク／下
りリンク設定に依存する請求項１に記載の端末装置。
【請求項８】
　端末装置であって、
　サブフレームｎの物理上りリンク共用チャネルでサービングセルに対するＨＡＲＱ応答
情報を送信する送信部を有し、
　前記物理上りリンク共用チャネルは、下りリンク制御情報フォーマット０／４を含む検
出された物理下りリンク制御チャネルまたは拡張物理下りリンク制御チャネルに基づいて
送信され、
　周波数分割複信を用いるプライマリーセルと、少なくとも１つの時分割複信を用いるセ
カンダリーセルを含む２つ以上の下りリンクセルとの集合において、Ｂｃ

ＤＬは１であり
、
　前記Ｂｃ

ＤＬは、前記端末装置が前記サービングセルに対するＨＡＲＱ応答情報をフィ
ードバックするために必要となるサブフレーム数である端末装置。
【請求項９】
　前記サービングセルは周波数分割複信を用いるセカンダリーセルである請求項８に記載
の端末装置。
【請求項１０】
　前記サービングセルは時分割複信を用いるプライマリーセルまたはセカンダリーセルで
ある請求項８に記載の端末装置。
【請求項１１】
　端末装置と通信する基地局装置であって、
　サブフレームｎの物理上りリンク共用チャネルで第１のサービングセルおよび第２のサ
ービングセルに対するＨＡＲＱ応答情報を受信する受信部を有し、
　前記物理上りリンク共用チャネルは、下りリンク制御情報フォーマット０／４を含む検
出された物理下りリンク制御チャネルまたは拡張物理下りリンク制御チャネルに基づいて
送信され、
　前記端末装置に２つ以上のサービングセルを設定し、いずれか２つの設定したサービン
グセルのフレーム構成タイプが異なる場合、かつ、プライマリーセルがフレーム構成タイ
プ２である場合、Ｂｃ

ＤＬはフレーム構成タイプ２の前記第１のサービングセルに対して
は以下の数式（１）で与えられ、
【数４】

　フレーム構成タイプ１の前記第２のサービングセルに対しては以下の数式（２）で与え
られ、

【数５】

　前記Ｂｃ
ＤＬは、前記端末装置が前記第１のサービングセルまたは前記第２のサービン
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グセルに対するＨＡＲＱ応答情報をフィードバックするために必要となるサブフレーム数
であり、
　前記ＷＤＡＩ

ＵＬは、前記第１のサービングセルまたは前記第２のサービングセルにお
ける前記物理上りリンク共用チャネルに対応する前記下りリンク制御情報フォーマット０
／４内の下りリンク割り当てインデックスによって決定され、
　前記Ｍｃは、前記第１のサービングセルまたは前記第２のサービングセルに対する前記
サブフレームｎに関連付けられる下りリンク関連セット内のエレメント数であり、
　前記Ｕは、全ての設定されたサービングセルにおけるＵｃの最大値を示し、
　前記Ｕｃは、前記第１のサービングセルまたは前記第２のサービングセルに対するサブ
フレームｎ－ｋで受信される物理下りリンク共用チャネル、または、下りリンク準永続ス
ケジューリングの解除を示している物理下りリンク制御チャネルまたは拡張物理下りリン
ク制御チャネルの総数であり、
　ｍｉｎ（ｘ，ｙ）はｘおよびｙの最小値を表す関数であり、
【数６】

はｚ以上の最小の整数を表す関数である基地局装置。
【請求項１２】
　前記第１のサービングセルまたは前記第２のサービングセルの下りリンク参照上りリン
ク／下りリンク設定は２または４である請求項１１に記載の基地局装置。
【請求項１３】
　前記第１のサービングセルは前記プライマリーセルまたはセカンダリーセルである請求
項１１に記載の基地局装置。
【請求項１４】
　前記第２のサービングセルはセカンダリーセルである請求項１１に記載の基地局装置。
【請求項１５】
　前記フレーム構成タイプ１は周波数分割複信に適用できる請求項１１に記載の基地局装
置。
【請求項１６】
　前記フレーム構成タイプ２は時分割複信に適用できる請求項１１に記載の基地局装置。
【請求項１７】
　前記下りリンク関連セットは前記サブフレームｎおよび下りリンク参照上りリンク／下
りリンク設定に依存する請求項１１に記載の基地局装置。
【請求項１８】
　端末装置と通信する基地局装置であって、
　サブフレームｎの物理上りリンク共用チャネルでサービングセルに対するＨＡＲＱ応答
情報を受信する受信部を有し、
　前記物理上りリンク共用チャネルは、下りリンク制御情報フォーマット０／４を含む検
出された物理下りリンク制御チャネルまたは拡張物理下りリンク制御チャネルに基づいて
送信され、
　周波数分割複信を用いるプライマリーセルと、少なくとも１つの時分割複信を用いるセ
カンダリーセルを含む２つ以上の下りリンクセルとの集合において、Ｂｃ

ＤＬは１であり
、
　前記Ｂｃ

ＤＬは、前記端末装置が前記サービングセルに対するＨＡＲＱ応答情報をフィ
ードバックするために必要となるサブフレーム数である基地局装置。
【請求項１９】
　前記サービングセルは周波数分割複信を用いるセカンダリーセルである請求項１８に記
載の基地局装置。
【請求項２０】
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　前記サービングセルは時分割複信を用いるプライマリーセルまたはセカンダリーセルで
ある請求項１８に記載の基地局装置。
【請求項２１】
　端末装置の通信方法であって、
　サブフレームｎの物理上りリンク共用チャネルで第１のサービングセルおよび第２のサ
ービングセルに対するＨＡＲＱ応答情報を送信するステップを含み、
　前記物理上りリンク共用チャネルは、下りリンク制御情報フォーマット０／４を含む検
出された物理下りリンク制御チャネルまたは拡張物理下りリンク制御チャネルに基づいて
送信され、
　前記端末装置に２つ以上のサービングセルが設定され、いずれか２つの設定されたサー
ビングセルのフレーム構成タイプが異なる場合、かつ、プライマリーセルがフレーム構成
タイプ２である場合、Ｂｃ

ＤＬはフレーム構成タイプ２の前記第１のサービングセルに対
しては以下の数式（１）で与えられ、
【数７】

　フレーム構成タイプ１の前記第２のサービングセルに対しては以下の数式（２）で与え
られ、
【数８】

　前記Ｂｃ
ＤＬは、前記端末装置が前記第１のサービングセルまたは前記第２のサービン

グセルに対するＨＡＲＱ応答情報をフィードバックするために必要となるサブフレーム数
であり、
　前記ＷＤＡＩ

ＵＬは、前記第１のサービングセルまたは前記第２のサービングセルにお
ける前記物理上りリンク共用チャネルに対応する前記下りリンク制御情報フォーマット０
／４内の下りリンク割り当てインデックスによって決定され、
　前記Ｍｃは、前記第１のサービングセルまたは前記第２のサービングセルに対する前記
サブフレームｎに関連付けられる下りリンク関連セット内のエレメント数であり、
　前記Ｕは、全ての設定されたサービングセルにおけるＵｃの最大値を示し、
　前記Ｕｃは、前記第１のサービングセルまたは前記第２のサービングセルに対するサブ
フレームｎ－ｋで受信される物理下りリンク共用チャネル、または、下りリンク準永続ス
ケジューリングの解除を示している物理下りリンク制御チャネルまたは拡張物理下りリン
ク制御チャネルの総数であり、
　ｍｉｎ（ｘ，ｙ）はｘおよびｙの最小値を表す関数であり、

【数９】

はｚ以上の最小の整数を表す関数である通信方法。
【請求項２２】
　端末装置の通信方法であって、
　サブフレームｎの物理上りリンク共用チャネルでサービングセルに対するＨＡＲＱ応答
情報を送信するステップを含み、
　前記物理上りリンク共用チャネルは、下りリンク制御情報フォーマット０／４を含む検
出された物理下りリンク制御チャネルまたは拡張物理下りリンク制御チャネルに基づいて
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送信され、
　周波数分割複信を用いるプライマリーセルと、少なくとも１つの時分割複信を用いるセ
カンダリーセルを含む２つ以上の下りリンクセルとの集合において、Ｂｃ

ＤＬは１であり
、
　前記Ｂｃ

ＤＬは、前記端末装置が前記サービングセルに対するＨＡＲＱ応答情報をフィ
ードバックするために必要となるサブフレーム数である通信方法。
【請求項２３】
　端末装置と通信する基地局装置の通信方法であって、
　サブフレームｎの物理上りリンク共用チャネルで第１のサービングセルおよび第２のサ
ービングセルに対するＨＡＲＱ応答情報を受信するステップを含み、
　前記物理上りリンク共用チャネルは、下りリンク制御情報フォーマット０／４を含む検
出された物理下りリンク制御チャネルまたは拡張物理下りリンク制御チャネルに基づいて
送信され、
　前記端末装置に２つ以上のサービングセルを設定し、いずれか２つの設定したサービン
グセルのフレーム構成タイプが異なる場合、かつ、プライマリーセルがフレーム構成タイ
プ２である場合、Ｂｃ

ＤＬはフレーム構成タイプ２の前記第１のサービングセルに対して
は以下の数式（１）で与えられ、
【数１０】

　フレーム構成タイプ１の前記第２のサービングセルに対しては以下の数式（２）で与え
られ、
【数１１】

　前記Ｂｃ
ＤＬは、前記端末装置が前記第１のサービングセルまたは前記第２のサービン

グセルに対するＨＡＲＱ応答情報をフィードバックするために必要となるサブフレーム数
であり、
　前記ＷＤＡＩ

ＵＬは、前記第１のサービングセルまたは前記第２のサービングセルにお
ける前記物理上りリンク共用チャネルに対応する前記下りリンク制御情報フォーマット０
／４内の下りリンク割り当てインデックスによって決定され、
　前記Ｍｃは、前記第１のサービングセルまたは前記第２のサービングセルに対する前記
サブフレームｎに関連付けられる下りリンク関連セット内のエレメント数であり、
　前記Ｕは、全ての設定されたサービングセルにおけるＵｃの最大値を示し、
　前記Ｕｃは、前記第１のサービングセルまたは前記第２のサービングセルに対するサブ
フレームｎ－ｋで受信される物理下りリンク共用チャネル、または、下りリンク準永続ス
ケジューリングの解除を示している物理下りリンク制御チャネルまたは拡張物理下りリン
ク制御チャネルの総数であり、
　ｍｉｎ（ｘ，ｙ）はｘおよびｙの最小値を表す関数であり、

【数１２】

はｚ以上の最小の整数を表す関数である通信方法。
【請求項２４】
　端末装置と通信する基地局装置の通信方法であって、
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　サブフレームｎの物理上りリンク共用チャネルでサービングセルに対するＨＡＲＱ応答
情報を受信するステップを含み、
　前記物理上りリンク共用チャネルは、下りリンク制御情報フォーマット０／４を含む検
出された物理下りリンク制御チャネルまたは拡張物理下りリンク制御チャネルに基づいて
送信され、
　周波数分割複信を用いるプライマリーセルと、少なくとも１つの時分割複信を用いるセ
カンダリーセルを含む２つ以上の下りリンクセルとの集合において、Ｂｃ

ＤＬは１であり
、
　前記Ｂｃ

ＤＬは、前記端末装置が前記サービングセルに対するＨＡＲＱ応答情報をフィ
ードバックするために必要となるサブフレーム数である通信方法。
【請求項２５】
　端末装置に実装される集積回路であって、
　サブフレームｎの物理上りリンク共用チャネルで第１のサービングセルおよび第２のサ
ービングセルに対するＨＡＲＱ応答情報を送信する機能を実現し、
　前記物理上りリンク共用チャネルは、下りリンク制御情報フォーマット０／４を含む検
出された物理下りリンク制御チャネルまたは拡張物理下りリンク制御チャネルに基づいて
送信され、
　前記端末装置に２つ以上のサービングセルが設定され、いずれか２つの設定されたサー
ビングセルのフレーム構成タイプが異なる場合、かつ、プライマリーセルがフレーム構成
タイプ２である場合、Ｂｃ

ＤＬはフレーム構成タイプ２の前記第１のサービングセルに対
しては以下の数式（１）で与えられ、

【数１３】

　フレーム構成タイプ１の前記第２のサービングセルに対しては以下の数式（２）で与え
られ、

【数１４】

　前記Ｂｃ
ＤＬは、前記端末装置が前記第１のサービングセルまたは前記第２のサービン

グセルに対するＨＡＲＱ応答情報をフィードバックするために必要となるサブフレーム数
であり、
　前記ＷＤＡＩ

ＵＬは、前記第１のサービングセルまたは前記第２のサービングセルにお
ける前記物理上りリンク共用チャネルに対応する前記下りリンク制御情報フォーマット０
／４内の下りリンク割り当てインデックスによって決定され、
　前記Ｍｃは、前記第１のサービングセルまたは前記第２のサービングセルに対する前記
サブフレームｎに関連付けられる下りリンク関連セット内のエレメント数であり、
　前記Ｕは、全ての設定されたサービングセルにおけるＵｃの最大値を示し、
　前記Ｕｃは、前記第１のサービングセルまたは前記第２のサービングセルに対するサブ
フレームｎ－ｋで受信される物理下りリンク共用チャネル、または、下りリンク準永続ス
ケジューリングの解除を示している物理下りリンク制御チャネルまたは拡張物理下りリン
ク制御チャネルの総数であり、
　ｍｉｎ（ｘ，ｙ）はｘおよびｙの最小値を表す関数であり、
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【数１５】

はｚ以上の最小の整数を表す関数である集積回路。
【請求項２６】
　端末装置に実装される集積回路であって、
　サブフレームｎの物理上りリンク共用チャネルでサービングセルに対するＨＡＲＱ応答
情報を送信する機能を実現し、
　前記物理上りリンク共用チャネルは、下りリンク制御情報フォーマット０／４を含む検
出された物理下りリンク制御チャネルまたは拡張物理下りリンク制御チャネルに基づいて
送信され、
　周波数分割複信を用いるプライマリーセルと、少なくとも１つの時分割複信を用いるセ
カンダリーセルを含む２つ以上の下りリンクセルとの集合において、Ｂｃ

ＤＬは１であり
、
　前記Ｂｃ

ＤＬは、前記端末装置が前記サービングセルに対するＨＡＲＱ応答情報をフィ
ードバックするために必要となるサブフレーム数である集積回路。
【請求項２７】
　端末装置と通信する基地局装置に実装される集積回路であって、
　サブフレームｎの物理上りリンク共用チャネルで第１のサービングセルおよび第２のサ
ービングセルに対するＨＡＲＱ応答情報を受信する機能を実現し、
　前記物理上りリンク共用チャネルは、下りリンク制御情報フォーマット０／４を含む検
出された物理下りリンク制御チャネルまたは拡張物理下りリンク制御チャネルに基づいて
送信され、
　前記端末装置に２つ以上のサービングセルを設定し、いずれか２つの設定したサービン
グセルのフレーム構成タイプが異なる場合、かつ、プライマリーセルがフレーム構成タイ
プ２である場合、Ｂｃ

ＤＬはフレーム構成タイプ２の前記第１のサービングセルに対して
は以下の数式（１）で与えられ、

【数１６】

　フレーム構成タイプ１の前記第２のサービングセルに対しては以下の数式（２）で与え
られ、
【数１７】

　前記Ｂｃ
ＤＬは、前記端末装置が前記第１のサービングセルまたは前記第２のサービン

グセルに対するＨＡＲＱ応答情報をフィードバックするために必要となるサブフレーム数
であり、
　前記ＷＤＡＩ

ＵＬは、前記第１のサービングセルまたは前記第２のサービングセルにお
ける前記物理上りリンク共用チャネルに対応する前記下りリンク制御情報フォーマット０
／４内の下りリンク割り当てインデックスによって決定され、
　前記Ｍｃは、前記第１のサービングセルまたは前記第２のサービングセルに対する前記
サブフレームｎに関連付けられる下りリンク関連セット内のエレメント数であり、
　前記Ｕは、全ての設定されたサービングセルにおけるＵｃの最大値を示し、
　前記Ｕｃは、前記第１のサービングセルまたは前記第２のサービングセルに対するサブ
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フレームｎ－ｋで受信される物理下りリンク共用チャネル、または、下りリンク準永続ス
ケジューリングの解除を示している物理下りリンク制御チャネルまたは拡張物理下りリン
ク制御チャネルの総数であり、
　ｍｉｎ（ｘ，ｙ）はｘおよびｙの最小値を表す関数であり、
【数１８】

はｚ以上の最小の整数を表す関数である集積回路。
【請求項２８】
　端末装置と通信する基地局装置に実装される集積回路であって、
　サブフレームｎの物理上りリンク共用チャネルでサービングセルに対するＨＡＲＱ応答
情報を受信する機能を実現し、
　前記物理上りリンク共用チャネルは、下りリンク制御情報フォーマット０／４を含む検
出された物理下りリンク制御チャネルまたは拡張物理下りリンク制御チャネルに基づいて
送信され、
　周波数分割複信を用いるプライマリーセルと、少なくとも１つの時分割複信を用いるセ
カンダリーセルを含む２つ以上の下りリンクセルとの集合において、Ｂｃ

ＤＬは１であり
、
　前記Ｂｃ

ＤＬは、前記端末装置が前記サービングセルに対するＨＡＲＱ応答情報をフィ
ードバックするために必要となるサブフレーム数である集積回路。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、端末装置、基地局装置、通信方法、および、集積回路に関する。
　本願は、２０１３年１１月２６日に、日本に出願された特願２０１３－２４３４１６号
に基づき優先権を主張し、その内容をここに援用する。
【背景技術】
【０００２】
　３ＧＰＰ（Third Generation Partnership Project）によるＷＣＤＭＡ（Wideband Cod
e Division Multiple Access）（登録商標）、ＬＴＥ（Long Term Evolution）、ＬＴＥ
－Ａ（LTE-Advanced）やＩＥＥＥ（The Institute of Electrical and Electronics engi
neers）による無線ＬＡＮ（WLAN: Wireless Local Area Network）、ＷｉＭＡＸ（Worldw
ide Interoperability for Microwave Access）のような通信システムに含まれる、基地
局装置（基地局、セル、第１の通信装置（端末装置とは異なる通信装置）、eNodeB）およ
び端末装置（端末、移動端末、移動局装置、第２の通信装置（基地局装置とは異なる通信
装置）、ＵＥ（User Equipment）、ユーザ装置）は、複数の送受信アンテナをそれぞれ備
え、ＭＩＭＯ（Multi Input Multi Output）技術を用いることにより、データ信号を空間
多重し、高速なデータ通信を実現する。
【０００３】
　また、３ＧＰＰにおいて、基地局装置と端末装置とのデータ通信の高速化を実現するた
めに、複数のコンポーネントキャリアを用いて同時に通信を行なうキャリアアグリゲーシ
ョン（CA: Carrier Aggregation）が採用されている（非特許文献１）。
【０００４】
　３ＧＰＰでは、双方向の通信方式（複信方式）のフレーム構造タイプとして、周波数分
割複信（FDD: Frequency Division Duplex）および時分割複信（TDD: Time Division Dup
lex）が採用されている。また、ＦＤＤにおいて、同時に双方向の通信が可能な全二重（
フルデュプレックス）方式（Full Duplex）と一方向の通信を切り替えて双方向の通信を
実現する半二重（ハーフデュプレックス）方式（Half Duplex）が採用されている（非特
許文献２）。なお、ＴＤＤを採用したＬＴＥをＴＤ－ＬＴＥ，ＬＴＥ　ＴＤＤと呼称する
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【０００５】
　また、３ＧＰＰでは、ＴＤＤをサポートしているコンポーネントキャリア（ＴＤＤキャ
リア）とＦＤＤをサポートしているコンポーネントキャリア（ＦＤＤキャリア）とを集約
して通信を行なうＴＤＤ－ＦＤＤキャリアアグリゲーション（TDD-FDD CA）が検討されて
いる（非特許文献３）。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【０００６】
【非特許文献１】3rd Generation Partnership Project Technical Specification Group
 Radio Access Network; Evolved Universal Terrestrial Radio Access (E-UTRA) and E
volved Universal Terrestrial Radio Access Network (E-UTRAN); Overall description
; Stage 2 (Release 10), TS36.300 v10.10.0 (2013-06).
【非特許文献２】3rd Generation Partnership Project Technical Specification Group
 Radio Access Network; Evolved Universal Terrestrial Radio Access (E-UTRA); Phys
ical Channels and Modulation (Release 8), TS36.211 v8.8.0 (2009-09).
【非特許文献３】"Potential solutions of TDD-FDD joint operation", R1-132886, 3GP
P TSG-RAN WG1 Meeting #74, Barcelona, Spain, 19th - 23rd Aug 2013.
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　ＴＤＤセルとＦＤＤセルによるキャリアアグリゲーションには、あるフレーム構成タイ
プのセルＰＤＳＣＨを示すＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨまたはＳＰＳリリースを示すＰＤＣ
ＣＨ／ＥＰＤＣＣＨに対応するＨＡＲＱ応答情報を前記セルとは異なるフレーム構成タイ
プのセルで送受信する仕組みが備わっておらず、適切な通信が行なえないという問題が生
じる。
【０００８】
　本発明のいくつかの態様は、上記問題を鑑みてなされたものであり、適切な通信を可能
とする端末装置等を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　［１］この発明のいくつかの態様は上述した課題を解決するためになされたもので、本
発明の第１の態様による端末装置は、サブフレームｎの物理上りリンク共用チャネルで第
１のサービングセルおよび第２のサービングセルに対するＨＡＲＱ応答情報を送信する送
信部を有し、前記物理上りリンク共用チャネルは、下りリンク制御情報フォーマット０／
４を含む検出された物理下りリンク制御チャネルまたは拡張物理下りリンク制御チャネル
に基づいて送信され、前記端末装置に２つ以上のサービングセルが設定され、いずれか２
つの設定されたサービングセルのフレーム構成タイプが異なる場合、かつ、プライマリー
セルがフレーム構成タイプ２である場合、Ｂｃ

ＤＬはフレーム構成タイプ２の前記第１の
サービングセルに対しては以下の数式（１）で与えられ、
【数１】

　フレーム構成タイプ１の前記第２のサービングセルに対しては以下の数式（２）で与え
られ、
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【数２】

　前記Ｂｃ
ＤＬは、前記端末装置が前記第１のサービングセルまたは前記第２のサービン

グセルに対するＨＡＲＱ応答情報をフィードバックするために必要となるサブフレーム数
であり、前記ＷＤＡＩ

ＵＬは、前記第１のサービングセルまたは前記第２のサービングセ
ルにおける前記物理上りリンク共用チャネルに対応する前記下りリンク制御情報フォーマ
ット０／４内の下りリンク割り当てインデックスによって決定され、前記Ｍｃは、前記第
１のサービングセルまたは前記第２のサービングセルに対する前記サブフレームｎに関連
付けられる下りリンク関連セット内のエレメント数であり、前記Ｕは、全ての設定された
サービングセルにおけるＵｃの最大値を示し、前記Ｕｃは、前記第１のサービングセルま
たは前記第２のサービングセルに対するサブフレームｎ－ｋで受信される物理下りリンク
共用チャネル、または、下りリンク準永続スケジューリングの解除を示している物理下り
リンク制御チャネルまたは拡張物理下りリンク制御チャネルの総数であり、ｍｉｎ（ｘ，
ｙ）はｘおよびｙの最小値を表す関数であり、

【数３】

はｚ以上の最小の整数を表す関数である。
【００１０】
　［２］本発明の第１の態様による端末装置において、前記第１のサービングセルまたは
前記第２のサービングセルの下りリンク参照上りリンク／下りリンク設定は２または４で
あってもよい。
【００１１】
　［３］本発明の第１の態様による端末装置において、前記第１のサービングセルは前記
プライマリーセルまたはセカンダリーセルであってもよい。
【００１２】
　［４］本発明の第１の態様による端末装置において、前記第２のサービングセルはセカ
ンダリーセルであってもよい。
【００１３】
　［５］本発明の第１の態様による端末装置において、前記フレーム構成タイプ１は周波
数分割複信に適用できてもよい。
【００１４】
　［６］本発明の第１の態様による端末装置において、前記フレーム構成タイプ２は時分
割複信に適用できてもよい。
【００１５】
　［７］本発明の第１の態様による端末装置において、前記下りリンク関連セットは前記
サブフレームｎおよび下りリンク参照上りリンク／下りリンク設定に依存してもよい。
【００１６】
　［８］本発明の第２の端末装置は、サブフレームｎの物理上りリンク共用チャネルでサ
ービングセルに対するＨＡＲＱ応答情報を送信する送信部を有し、前記物理上りリンク共
用チャネルは、下りリンク制御情報フォーマット０／４を含む検出された物理下りリンク
制御チャネルまたは拡張物理下りリンク制御チャネルに基づいて送信され、周波数分割複
信を用いるプライマリーセルと、少なくとも１つの時分割複信を用いるセカンダリーセル
を含む２つ以上の下りリンクセルとの集合において、Ｂｃ

ＤＬは１であり、前記Ｂｃ
ＤＬ

は、前記端末装置が前記サービングセルに対するＨＡＲＱ応答情報をフィードバックする
ために必要となるサブフレーム数である。
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【００１７】
　［９］本発明の第２の態様による端末装置は、前記サービングセルは周波数分割複信を
用いるセカンダリーセルであってもよい。
【００１８】
　［１０］本発明の第２の態様による端末装置は、前記サービングセルは時分割複信を用
いるプライマリーセルまたはセカンダリーセルであってもよい。
【００１９】
　［１１］本発明の第３の態様による基地局装置は、端末装置と通信する基地局装置であ
って、サブフレームｎの物理上りリンク共用チャネルで第１のサービングセルおよび第２
のサービングセルに対するＨＡＲＱ応答情報を受信する受信部を有し、前記物理上りリン
ク共用チャネルは、下りリンク制御情報フォーマット０／４を含む検出された物理下りリ
ンク制御チャネルまたは拡張物理下りリンク制御チャネルに基づいて送信され、前記端末
装置に２つ以上のサービングセルを設定し、いずれか２つの設定したサービングセルのフ
レーム構成タイプが異なる場合、かつ、プライマリーセルがフレーム構成タイプ２である
場合、Ｂｃ

ＤＬはフレーム構成タイプ２の前記第１のサービングセルに対しては以下の数
式（１）で与えられ、
【数４】

　フレーム構成タイプ１の前記第２のサービングセルに対しては以下の数式（２）で与え
られ、
【数５】

　前記Ｂｃ
ＤＬは、前記端末装置が前記第１のサービングセルまたは前記第２のサービン

グセルに対するＨＡＲＱ応答情報をフィードバックするために必要となるサブフレーム数
であり、前記ＷＤＡＩ

ＵＬは、前記第１のサービングセルまたは前記第２のサービングセ
ルにおける前記物理上りリンク共用チャネルに対応する前記下りリンク制御情報フォーマ
ット０／４内の下りリンク割り当てインデックスによって決定され、前記Ｍｃは、前記第
１のサービングセルまたは前記第２のサービングセルに対する前記サブフレームｎに関連
付けられる下りリンク関連セット内のエレメント数であり、前記Ｕは、全ての設定された
サービングセルにおけるＵｃの最大値を示し、前記Ｕｃは、前記第１のサービングセルま
たは前記第２のサービングセルに対するサブフレームｎ－ｋで受信される物理下りリンク
共用チャネル、または、下りリンク準永続スケジューリングの解除を示している物理下り
リンク制御チャネルまたは拡張物理下りリンク制御チャネルの総数であり、ｍｉｎ（ｘ，
ｙ）はｘおよびｙの最小値を表す関数であり、
【数６】

はｚ以上の最小の整数を表す関数である。
【００２０】
　［１２］本発明の第３の態様による基地局装置において、前記第１のサービングセルま
たは前記第２のサービングセルの下りリンク参照上りリンク／下りリンク設定は２または
４であってもよい。
【００２１】
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　［１３］本発明の第３の態様による基地局装置において、前記第１のサービングセルは
前記プライマリーセルまたはセカンダリーセルであってもよい。
【００２２】
　［１４］本発明の第３の態様による基地局装置において、前記第２のサービングセルは
セカンダリーセルであってもよい。
【００２３】
　［１５］本発明の第３の態様による基地局装置において、前記フレーム構成タイプ１は
周波数分割複信に適用できてもよい。
【００２４】
　［１６］本発明の第３の態様による基地局装置において、前記フレーム構成タイプ２は
時分割複信に適用できてもよい。
【００２５】
　［１７］本発明の第３の態様による基地局装置において、前記下りリンク関連セットは
前記サブフレームｎおよび下りリンク参照上りリンク／下りリンク設定に依存してもよい
。
【００２６】
　［１８］本発明の第４の態様による基地局装置は、端末装置と通信する基地局装置であ
って、サブフレームｎの物理上りリンク共用チャネルでサービングセルに対するＨＡＲＱ
応答情報を受信する受信部を有し、前記物理上りリンク共用チャネルは、下りリンク制御
情報フォーマット０／４を含む検出された物理下りリンク制御チャネルまたは拡張物理下
りリンク制御チャネルに基づいて送信され、周波数分割複信を用いるプライマリーセルと
、少なくとも１つの時分割複信を用いるセカンダリーセルを含む２つ以上の下りリンクセ
ルとの集合において、Ｂｃ

ＤＬは１であり、前記Ｂｃ
ＤＬは、前記端末装置が前記サービ

ングセルに対するＨＡＲＱ応答情報をフィードバックするために必要となるサブフレーム
数である。
【００２７】
　［１９］本発明の第４の態様による基地局装置において、前記サービングセルは周波数
分割複信を用いるセカンダリーセルであってもよい。
【００２８】
　［２０］本発明の第４の態様による基地局装置において、前記サービングセルは時分割
複信を用いるプライマリーセルまたはセカンダリーセルであってもよい。
【００２９】
　［２１］本発明の第５の態様による通信方法は、端末装置の通信方法であって、サブフ
レームｎの物理上りリンク共用チャネルで第１のサービングセルおよび第２のサービング
セルに対するＨＡＲＱ応答情報を送信するステップを含み、前記物理上りリンク共用チャ
ネルは、下りリンク制御情報フォーマット０／４を含む検出された物理下りリンク制御チ
ャネルまたは拡張物理下りリンク制御チャネルに基づいて送信され、前記端末装置に２つ
以上のサービングセルが設定され、いずれか２つの設定されたサービングセルのフレーム
構成タイプが異なる場合、かつ、プライマリーセルがフレーム構成タイプ２である場合、
Ｂｃ

ＤＬはフレーム構成タイプ２の前記第１のサービングセルに対しては以下の数式（１
）で与えられ、
【数７】

　フレーム構成タイプ１の前記第２のサービングセルに対しては以下の数式（２）で与え
られ、
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【数８】

　前記Ｂｃ
ＤＬは、前記端末装置が前記第１のサービングセルまたは前記第２のサービン

グセルに対するＨＡＲＱ応答情報をフィードバックするために必要となるサブフレーム数
であり、前記ＷＤＡＩ

ＵＬは、前記第１のサービングセルまたは前記第２のサービングセ
ルにおける前記物理上りリンク共用チャネルに対応する前記下りリンク制御情報フォーマ
ット０／４内の下りリンク割り当てインデックスによって決定され、前記Ｍｃは、前記第
１のサービングセルまたは前記第２のサービングセルに対する前記サブフレームｎに関連
付けられる下りリンク関連セット内のエレメント数であり、前記Ｕは、全ての設定された
サービングセルにおけるＵｃの最大値を示し、前記Ｕｃは、前記第１のサービングセルま
たは前記第２のサービングセルに対するサブフレームｎ－ｋで受信される物理下りリンク
共用チャネル、または、下りリンク準永続スケジューリングの解除を示している物理下り
リンク制御チャネルまたは拡張物理下りリンク制御チャネルの総数であり、ｍｉｎ（ｘ，
ｙ）はｘおよびｙの最小値を表す関数であり、

【数９】

はｚ以上の最小の整数を表す関数である。
【００３０】
　［２２］本発明の第６の態様による通信方法は、端末装置の通信方法であって、サブフ
レームｎの物理上りリンク共用チャネルでサービングセルに対するＨＡＲＱ応答情報を送
信するステップを含み、前記物理上りリンク共用チャネルは、下りリンク制御情報フォー
マット０／４を含む検出された物理下りリンク制御チャネルまたは拡張物理下りリンク制
御チャネルに基づいて送信され、周波数分割複信を用いるプライマリーセルと、少なくと
も１つの時分割複信を用いるセカンダリーセルを含む２つ以上の下りリンクセルとの集合
において、Ｂｃ

ＤＬは１であり、前記Ｂｃ
ＤＬは、前記端末装置が前記サービングセルに

対するＨＡＲＱ応答情報をフィードバックするために必要となるサブフレーム数である。
【００３１】
　［２３］本発明の第６の態様による通信方法は、端末装置と通信する基地局装置の通信
方法であって、サブフレームｎの物理上りリンク共用チャネルで第１のサービングセルお
よび第２のサービングセルに対するＨＡＲＱ応答情報を受信するステップを含み、前記物
理上りリンク共用チャネルは、下りリンク制御情報フォーマット０／４を含む検出された
物理下りリンク制御チャネルまたは拡張物理下りリンク制御チャネルに基づいて送信され
、前記端末装置に２つ以上のサービングセルを設定し、いずれか２つの設定したサービン
グセルのフレーム構成タイプが異なる場合、かつ、プライマリーセルがフレーム構成タイ
プ２である場合、Ｂｃ

ＤＬはフレーム構成タイプ２の前記第１のサービングセルに対して
は以下の数式（１）で与えられ、
【数１０】

　フレーム構成タイプ１の前記第２のサービングセルに対しては以下の数式（２）で与え
られ、
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【数１１】

　前記Ｂｃ
ＤＬは、前記端末装置が前記第１のサービングセルまたは前記第２のサービン

グセルに対するＨＡＲＱ応答情報をフィードバックするために必要となるサブフレーム数
であり、前記ＷＤＡＩ

ＵＬは、前記第１のサービングセルまたは前記第２のサービングセ
ルにおける前記物理上りリンク共用チャネルに対応する前記下りリンク制御情報フォーマ
ット０／４内の下りリンク割り当てインデックスによって決定され、前記Ｍｃは、前記第
１のサービングセルまたは前記第２のサービングセルに対する前記サブフレームｎに関連
付けられる下りリンク関連セット内のエレメント数であり、前記Ｕは、全ての設定された
サービングセルにおけるＵｃの最大値を示し、前記Ｕｃは、前記第１のサービングセルま
たは前記第２のサービングセルに対するサブフレームｎ－ｋで受信される物理下りリンク
共用チャネル、または、下りリンク準永続スケジューリングの解除を示している物理下り
リンク制御チャネルまたは拡張物理下りリンク制御チャネルの総数であり、ｍｉｎ（ｘ，
ｙ）はｘおよびｙの最小値を表す関数であり、

【数１２】

はｚ以上の最小の整数を表す関数である。
【００３２】
　［２４］本発明の第７の態様による通信方法は、端末装置と通信する基地局装置の通信
方法であって、サブフレームｎの物理上りリンク共用チャネルでサービングセルに対する
ＨＡＲＱ応答情報を受信するステップを含み、前記物理上りリンク共用チャネルは、下り
リンク制御情報フォーマット０／４を含む検出された物理下りリンク制御チャネルまたは
拡張物理下りリンク制御チャネルに基づいて送信され、周波数分割複信を用いるプライマ
リーセルと、少なくとも１つの時分割複信を用いるセカンダリーセルを含む２つ以上の下
りリンクセルとの集合において、Ｂｃ

ＤＬは１であり、前記Ｂｃ
ＤＬは、前記端末装置が

前記サービングセルに対するＨＡＲＱ応答情報をフィードバックするために必要となるサ
ブフレーム数である。
【００３３】
　［２５］本発明の第８の態様による集積回路は、端末装置に実装される集積回路であっ
て、サブフレームｎの物理上りリンク共用チャネルで第１のサービングセルおよび第２の
サービングセルに対するＨＡＲＱ応答情報を送信する機能を実現し、前記物理上りリンク
共用チャネルは、下りリンク制御情報フォーマット０／４を含む検出された物理下りリン
ク制御チャネルまたは拡張物理下りリンク制御チャネルに基づいて送信され、前記端末装
置に２つ以上のサービングセルが設定され、いずれか２つの設定されたサービングセルの
フレーム構成タイプが異なる場合、かつ、プライマリーセルがフレーム構成タイプ２であ
る場合、Ｂｃ

ＤＬはフレーム構成タイプ２の前記第１のサービングセルに対しては以下の
数式（１）で与えられ、

【数１３】

　フレーム構成タイプ１の前記第２のサービングセルに対しては以下の数式（２）で与え
られ、
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【数１４】

　前記Ｂｃ
ＤＬは、前記端末装置が前記第１のサービングセルまたは前記第２のサービン

グセルに対するＨＡＲＱ応答情報をフィードバックするために必要となるサブフレーム数
であり、前記ＷＤＡＩ

ＵＬは、前記第１のサービングセルまたは前記第２のサービングセ
ルにおける前記物理上りリンク共用チャネルに対応する前記下りリンク制御情報フォーマ
ット０／４内の下りリンク割り当てインデックスによって決定され、前記Ｍｃは、前記第
１のサービングセルまたは前記第２のサービングセルに対する前記サブフレームｎに関連
付けられる下りリンク関連セット内のエレメント数であり、前記Ｕは、全ての設定された
サービングセルにおけるＵｃの最大値を示し、前記Ｕｃは、前記第１のサービングセルま
たは前記第２のサービングセルに対するサブフレームｎ－ｋで受信される物理下りリンク
共用チャネル、または、下りリンク準永続スケジューリングの解除を示している物理下り
リンク制御チャネルまたは拡張物理下りリンク制御チャネルの総数であり、ｍｉｎ（ｘ，
ｙ）はｘおよびｙの最小値を表す関数であり、

【数１５】

はｚ以上の最小の整数を表す関数である。
【００３４】
　［２６］本発明の第９の態様による集積回路は、端末装置に実装される集積回路であっ
て、サブフレームｎの物理上りリンク共用チャネルでサービングセルに対するＨＡＲＱ応
答情報を送信する機能を実現し、前記物理上りリンク共用チャネルは、下りリンク制御情
報フォーマット０／４を含む検出された物理下りリンク制御チャネルまたは拡張物理下り
リンク制御チャネルに基づいて送信され、周波数分割複信を用いるプライマリーセルと、
少なくとも１つの時分割複信を用いるセカンダリーセルを含む２つ以上の下りリンクセル
との集合において、Ｂｃ

ＤＬは１であり、前記Ｂｃ
ＤＬは、前記端末装置が前記サービン

グセルに対するＨＡＲＱ応答情報をフィードバックするために必要となるサブフレーム数
である。
【００３５】
　［２７］本発明の第９の態様による集積回路は、端末装置と通信する基地局装置に実装
される集積回路であって、サブフレームｎの物理上りリンク共用チャネルで第１のサービ
ングセルおよび第２のサービングセルに対するＨＡＲＱ応答情報を受信する機能を実現し
、前記物理上りリンク共用チャネルは、下りリンク制御情報フォーマット０／４を含む検
出された物理下りリンク制御チャネルまたは拡張物理下りリンク制御チャネルに基づいて
送信され、前記端末装置に２つ以上のサービングセルを設定し、いずれか２つの設定した
サービングセルのフレーム構成タイプが異なる場合、かつ、プライマリーセルがフレーム
構成タイプ２である場合、Ｂｃ

ＤＬはフレーム構成タイプ２の前記第１のサービングセル
に対しては以下の数式（１）で与えられ、
【数１６】

　フレーム構成タイプ１の前記第２のサービングセルに対しては以下の数式（２）で与え
られ、
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【数１７】

　前記Ｂｃ
ＤＬは、前記端末装置が前記第１のサービングセルまたは前記第２のサービン

グセルに対するＨＡＲＱ応答情報をフィードバックするために必要となるサブフレーム数
であり、前記ＷＤＡＩ

ＵＬは、前記第１のサービングセルまたは前記第２のサービングセ
ルにおける前記物理上りリンク共用チャネルに対応する前記下りリンク制御情報フォーマ
ット０／４内の下りリンク割り当てインデックスによって決定され、前記Ｍｃは、前記第
１のサービングセルまたは前記第２のサービングセルに対する前記サブフレームｎに関連
付けられる下りリンク関連セット内のエレメント数であり、前記Ｕは、全ての設定された
サービングセルにおけるＵｃの最大値を示し、前記Ｕｃは、前記第１のサービングセルま
たは前記第２のサービングセルに対するサブフレームｎ－ｋで受信される物理下りリンク
共用チャネル、または、下りリンク準永続スケジューリングの解除を示している物理下り
リンク制御チャネルまたは拡張物理下りリンク制御チャネルの総数であり、ｍｉｎ（ｘ，
ｙ）はｘおよびｙの最小値を表す関数であり、

【数１８】

はｚ以上の最小の整数を表す関数である。
【００３６】
　［２８］本発明の第１０の態様による集積回路は、端末装置と通信する基地局装置に実
装される集積回路であって、サブフレームｎの物理上りリンク共用チャネルでサービング
セルに対するＨＡＲＱ応答情報を受信する機能を実現し、前記物理上りリンク共用チャネ
ルは、下りリンク制御情報フォーマット０／４を含む検出された物理下りリンク制御チャ
ネルまたは拡張物理下りリンク制御チャネルに基づいて送信され、周波数分割複信を用い
るプライマリーセルと、少なくとも１つの時分割複信を用いるセカンダリーセルを含む２
つ以上の下りリンクセルとの集合において、Ｂｃ

ＤＬは１であり、前記Ｂｃ
ＤＬは、前記

端末装置が前記サービングセルに対するＨＡＲＱ応答情報をフィードバックするために必
要となるサブフレーム数である。
【発明の効果】
【００３７】
　この発明のいくつかの態様によれば、基地局装置と端末装置が通信する通信システムに
おいて、端末装置は適切な送信制御および受信制御を行なうことで、通信効率を向上させ
ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００３８】
【図１】本発明の第１の実施形態に係る基地局装置１の構成を示す概略ブロック図である
。
【図２】本発明の第１の実施形態に係る端末装置２の構成を示す概略ブロック図である。
【図３】ＴＤＤ　ＵＬ／ＤＬ設定におけるサブフレームパターンの構成を示す図である。
【図４】本発明の第１の実施形態に係るＰＤＣＣＨに対応するＨＡＲＱ応答情報のＰＵＣ
ＣＨリソースの配置の一例を示す図である。
【図５】本発明の第１の実施形態に係るＥＰＤＣＣＨに対応するＨＡＲＱ応答情報のＰＵ
ＣＣＨリソースの配置の一例を示す図である。
【図６】本発明の第１の実施形態に係るＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨが送信されたサブフレ
ームとＨＡＲＱ応答情報が送信するサブフレームの対応を示す図である。
【図７】本発明の第１の実施形態に係るＴＤＤにおけるＨＡＲＱ応答情報が含まれるＰＵ
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ＣＣＨリソースの計算式を示す図である。
【図８】本発明の第１の実施形態に係るＴＤＤとＦＤＤのキャリアアグリゲーションにお
けるＨＡＲＱ応答情報の送信タイミングの一例を示す図である。
【図９】本発明の第１の実施形態に係るＴＤＤとＦＤＤのキャリアアグリゲーションにお
けるＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨが送信されたサブフレームとＨＡＲＱ応答情報が送信する
サブフレームの対応の一例を示す図である。
【図１０】本発明の第１の実施形態に係るＵＬ－ＤＬ設定の組み合わせと下りリンク参照
ＵＬ－ＤＬ設定との対応を示す図である。
【図１１】本発明の第１の実施形態に係るＴＤＤとＦＤＤのキャリアアグリゲーションに
おけるＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨが送信されたサブフレームとＨＡＲＱ応答情報が送信す
るサブフレームの対応の一例を示す図である。
【図１２】本発明の第１の実施形態に係るＤＡＩの値とＰＤＳＣＨ送信または下りリンク
ＳＰＳの解放を示すＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨのサブフレーム数の対応を示す図である。
【図１３】本発明の第１の実施形態に係る上りリンク関連インデックスを示す図である。
【図１４】本発明の第１の実施形態にＨＡＲＱ応答情報ビットをフィードバックするのに
必要な下りリンクサブフレームの数の計算式を示す図である。
【図１５】本発明の第１の実施形態に係るＴＤＤとＦＤＤのキャリアアグリゲーションに
おけるＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨが送信されたサブフレームとＨＡＲＱ応答情報が送信す
るサブフレームの対応の一例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００３９】
　本実施形態の通信システムは、複数のコンポーネントキャリアを集約（統合、集合）し
て通信を行なうキャリアアグリゲーションが適用される。セルはコンポーネントキャリア
を用いて構成することができるため、キャリアアグリゲーションをセルアグリゲーション
と呼称する場合もある。つまり、本実施形態の通信システムは、複数のセルを集約して通
信を行なうことができる。また、本実施形態の通信システムにおけるセルアグリゲーショ
ンは、複数のセルのうち、ＴＤＤ方式が適用されるセル（ＴＤＤセル、ＴＤＤサービング
セル、ＴＤＤキャリア、ＴＤＤコンポーネントキャリア）とＦＤＤ方式が適用されるセル
（ＦＤＤセル、ＦＤＤサービングセル、ＦＤＤキャリア、ＦＤＤコンポーネントキャリア
）を集約して通信を行なう。すなわち、本実施形態の通信システムは、異なるフレーム構
造タイプ（Frame Structure Type）が設定された複数のセルにおけるセルアグリゲーショ
ンが適用される。なお、フレーム構造タイプは、デュプレックスモード（Duplex mode）
と呼称される場合がある。ＬＴＥおよびＬＴＥ－Ａにおいて、フレーム構造タイプ１はＦ
ＤＤ、フレーム構成タイプ２はＴＤＤと定義されている。
【００４０】
　セルアグリゲーションは、１つのプライマリーセルと１つ以上のセカンダリーセルを集
約して通信を行なうことである。また、プライマリーセルは、上りリンクコンポーネント
キャリアおよび下りリンクコンポーネントキャリアを用いて構成されるのに対し、セカン
ダリーセルは、下りリンクコンポーネントキャリアのみ用いて構成されてもよい。
【００４１】
　設定された複数のサービングセル（複数のセル）は、１つのプライマリーセルと１つま
たは複数のセカンダリーセルとを含む。プライマリーセルは、初期コネクション確立（in
itial connection establishment）プロシージャが行なわれたサービングセル、コネクシ
ョン再確立（connection re-establishment）プロシージャを開始したサービングセル、
または、ハンドオーバプロシージャにおいてプライマリーセルと指示されたセルである。
ＲＲＣコネクションが確立された時点、または、後に、セカンダリーセルが設定されても
よい。なお、１つの基地局装置１によって複数のサービングセルが構成されてもよいし、
複数の基地局装置１によって複数のサービングセルが構成されてもよい。
【００４２】
　また、上りリンクおよび下りリンクの周波数帯（UL/DL operating band）とデュプレッ
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クスモード（ＴＤＤ、ＦＤＤ）が１つのインデックスに対応付けられている。また、１つ
のテーブルで上りリンクおよび下りリンクの周波数帯（オペレーティングバンド）とデュ
プレックスモードが管理されている。このインデックスをＥ－ＵＴＲＡオペレーティング
バンド（E-UTRA Operating Band）やＥ－ＵＴＲＡバンド（E-UTRA Band）、バンドと呼称
する場合もある。例えば、インデックス１はバンド１、インデックス２はバンド２、イン
デックスｎはバンドｎと呼称される場合もある。例えば、バンド１は、上りリンクのオペ
レーティングバンドが１９２０ＭＨｚ～１９８０ＭＨｚで、下りリンクのオペレーティン
グバンドが２１１０ＭＨｚ～２１７０ＭＨｚで、デュプレックスモードがＦＤＤである。
また、バンド３３は、上りリンクおよび下りリンクのオペレーティングバンドが１９００
ＭＨｚ～１９２０ＭＨｚで、デュプレックスモードがＴＤＤである。
【００４３】
　また、キャリアアグリゲーションが可能なバンドの組み合わせ（E-UTRA CA Band）が設
定されてもよい。例えば、バンド１とバンド５内のコンポーネントキャリアによるキャリ
アアグリゲーションは可能であることが示されてもよい。すなわち、異なるバンドのコン
ポーネントキャリアによるキャリアアグリゲーションの可否が示されてもよい。
【００４４】
　端末装置２がサポートしているバンドおよびキャリアアグリゲーションが可能なバンド
の組み合わせは、端末装置２の機能情報（UE capability, UE-EUTRA-Capability）に設定
され、基地局装置１は、端末装置２から機能情報が送信されることによって、その端末装
置２が有している機能を把握することができる。
【００４５】
　設定された複数のセルの一部に対して、本発明が適用されてもよい。端末装置２に設定
されるセルを、サービングセルと呼称する場合もある。
【００４６】
　ＴＤＤは、上りリンク信号と下りリンク信号を時分割多重することによって、単一の周
波数帯域（キャリア周波数、コンポーネントキャリア）において下りリンクと上りリンク
の通信を可能にする技術である。ＬＴＥでは、予め設定することで、サブフレーム単位で
下りリンクと上りリンクを切り替えることができる。なお、ＴＤＤでは、下りリンク送信
が可能なサブフレーム（下りリンクサブフレーム、下りリンク送信に対して予約されたサ
ブフレーム）と上りリンク送信が可能なサブフレーム（上りリンクサブフレーム、上りリ
ンク送信に対して予約されたサブフレーム）、さらに、ガード期間（GP: Guard Period）
を設けることにより、下りリンク送信と上りリンク送信を時間領域（シンボル領域）で切
り替え可能なサブフレーム（スペシャルサブフレーム）が定義されている。なお、スペシ
ャルサブフレームにおいて、下りリンク送信が可能な時間領域（時間領域に対応するシン
ボル）を下りリンクパイロットタイムスロット（DwPTS: Downlink Pilot Time Slot）と
呼称し、上りリンク送信が可能な時間領域（時間領域に対応するシンボル）を上りリンク
パイロットタイムスロット（UpPTS: Uplink Pilot Time Slot）と呼称する。例えば、端
末装置２は、サブフレームｉが下りリンクサブフレームである場合、基地局装置１から送
信された下りリンク信号を受信することができ、サブフレームｉとは異なるサブフレーム
ｊが上りリンクサブフレームである場合、端末装置２から基地局装置１へ上りリンク信号
を送信することができる。また、サブフレームｉやサブフレームｊとは異なるサブフレー
ムｋがスペシャルサブフレームである場合、下りリンクの時間領域ＤｗＰＴＳで下りリン
ク信号を受信することができ、上りリンクの時間領域ＵｐＰＴＳで上りリンク信号を送信
することができる。
【００４７】
　また、ＬＴＥ、ＬＴＥ－ＡにおいてＴＤＤ方式で通信を行なうために、特定の情報要素
（ＴＤＤ　ＵＬ／ＤＬ（ＵＬ－ＤＬ）設定（TDD UL/DL configuration(s), TDD uplink-d
ownlink configuration(s)）、ＴＤＤ設定（TDD configuration(s), tdd-Config, TDD co
nfig）、ＵＬ／ＤＬ（ＵＬ－ＤＬ）設定（uplink-downlink configuration(s)））で通知
される。端末装置２は、通知された情報に基づいて、あるサブフレームを上りリンクサブ
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フレーム、下りリンクサブフレーム、スペシャルサブフレームの何れかとみなして、送受
信処理を行なうことができる。
【００４８】
　また、スペシャルサブフレームの構成（スペシャルサブフレーム内のＤｗＰＴＳとＵｐ
ＰＴＳとＧＰの長さ）は、複数のパターンが定義され、テーブル管理されている。複数の
パターンはそれぞれ値（インデックス）と対応付けられており、その値が通知されること
によって、端末装置は、通知された値に対応付けられたパターンに基づいて、スペシャル
サブフレームの処理を行なう。すなわち、スペシャルサブフレームの構成に関する情報も
基地局装置１から端末装置２へ通知することができる。
【００４９】
　また、上りリンクのトラフィックと下りリンクのトラフィック（情報量、データ量、通
信量）に応じて、上りリンクリソースと下りリンクリソースの比率を変更するトラフィッ
ク適応制御技術をＴＤＤに適用してもよい。例えば、下りリンクサブフレームと上りリン
クサブフレームの比率をダイナミックに変更することができる。あるサブフレームに対し
て、下りリンクサブフレームおよび上りリンクサブフレームを適応的に切り替えることが
できる。このようなサブフレームをフレキシブルサブフレームと呼称する。基地局装置１
は、フレキシブルサブフレームにおいて、条件（状況）に応じて、上りリンク信号の受信
または下りリンク信号の送信を行なうことができる。また、端末装置２は、基地局装置１
によって、フレキシブルサブフレームにおいて上りリンク信号の送信を指示されない限り
、該フレキシブルサブフレームを下りリンクサブフレームとみなして受信処理を行なうこ
とができる。また、このような下りリンクサブフレームと上りリンクサブフレームの比率
や上りリンクと下りリンクのサブフレーム、ＴＤＤ　ＵＬ／ＤＬ（再）設定をダイナミッ
クに変更するＴＤＤをダイナミックＴＤＤ（DTDD: Dynamic TDD）あるいはｅＩＭＴＡ（e
nhanced Interference Mitigation and Traffic Adaptation）と呼称する場合もある。例
えば、Ｌ１シグナリングでＴＤＤ　ＵＬ／ＤＬ設定情報が送信されてもよい。
【００５０】
　一方、ＦＤＤは、異なる周波数帯域（キャリア周波数、コンポーネントキャリア）にお
いて下りリンクと上りリンクの通信を可能にする技術である。
【００５１】
　その通信システムは、基地局装置１がカバーするエリアをセル状に複数配置するセルラ
ー通信システムが適用されてもよい。また、単一の基地局装置１は複数のセルを管理して
もよい。また、単一の基地局装置１は複数のＲＲＨ（Remote Radio Head）を管理しても
よい。また、単一の基地局装置１は複数のローカルエリアを管理してもよい。また、単一
の基地局装置１は複数のＨｅｔＮｅｔ（Heterogeneous Network）を管理してもよい。ま
た、単一の基地局装置１は複数の小電力基地局装置（LPN: Low Power Node）を管理して
もよい。
【００５２】
　その通信システムにおいて、端末装置２は、セル固有参照信号（CRS: Cell-specific R
eference Signal(s)）に基づいて参照信号受信電力（RSRP: Reference Signal Received 
Power）を測定している。
【００５３】
　その通信システムにおいて、ＬＴＥで定義されている一部の物理チャネルや信号が配置
されないキャリア（コンポーネントキャリア）を使用し、通信を行なってもよい。ここで
、そのようなキャリアをニューキャリアタイプ（NCT: New Carrier Type）と呼称する。
例えば、ニューキャリアタイプには、セル固有参照信号や物理下りリンク制御チャネル、
同期信号（プライマリー同期信号、セカンダリー同期信号）が配置されなくてもよい。ま
た、ニューキャリアタイプが設定されたセルにおいて、モビリティ測定、時間／周波数同
期検出を行なうための物理チャネル（PDCH: Physical Discovery Channel, NDS: New Dis
covery Signal(s), DRS: Discovery Reference Signal, DS: Discovery Signal）の導入
が検討されている。なお、ニューキャリアタイプは、追加キャリアタイプ（ACT: Additio
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nal Carrier Type）と呼称する場合もある。また、ＮＣＴに対し、既存のキャリアタイプ
をレガシーキャリアタイプ（LCT: Legacy Carrier Type）と呼称する場合もある。
【００５４】
　本実施形態において、“Ｘ／Ｙ”は、“ＸまたはＹ”の意味を含む。本実施形態におい
て、“Ｘ／Ｙ”は、“ＸおよびＹ”の意味を含む。本実施形態において、“Ｘ／Ｙ”は、
“Ｘおよび／またはＹ”の意味を含む。
【００５５】
　（物理チャネル）
　ＬＴＥおよびＬＴＥ－Ａで使用される主な物理チャネル（または物理信号）について説
明する。チャネルとは、信号の送信に用いられる媒体を意味する。物理チャネルとは、信
号の送信に用いられる物理的な媒体を意味する。物理チャネルは、ＬＴＥおよびＬＴＥ－
Ａおよびそれ以降の規格リリースにおいて、今後追加、または、その構造やフォーマット
形式が変更または追加される可能性があるが、そのような場合でも本発明の各実施形態の
説明に影響しない。
【００５６】
　ＬＴＥおよびＬＴＥ－Ａでは、物理チャネルのスケジューリングについて無線フレーム
を用いて管理している。１無線フレームは１０ｍｓであり、１無線フレームは１０サブフ
レームで構成される。さらに、１サブフレームは２スロットで構成される（すなわち、１
スロットは０．５ｍｓである）。また、物理チャネルが配置されるスケジューリングの最
小単位としてリソースブロックを用いて管理している。リソースブロックとは、周波数軸
を複数サブキャリア（例えば、１２サブキャリア）の集合で構成される一定の周波数領域
と、一定の送信時間間隔（例えば、１スロット、７シンボル）で構成される領域で定義さ
れる。
【００５７】
　通信精度を向上させるために、物理チャネルの冗長部に当たるサイクリックプレフィッ
クス（CP: Cyclic Prefix）が物理チャネルに付与されて送信される。ＣＰの長さによっ
て、１スロット内に配置されるシンボルの数が変わる。例えば、標準ＣＰ（Normal CP）
の場合、１スロット内に７シンボル配置することができ、拡張ＣＰ（Extended CP）の場
合、１スロット内に６シンボル配置することができる。
【００５８】
　また、サブキャリア間隔を狭くすることで、１リソースブロック内に、２４サブキャリ
ア配置することもできる。特定の物理チャネルに対して適用されてもよい。
【００５９】
　物理チャネルは、上位層から出力される情報を伝送するリソースエレメントのセットに
対応する。物理信号は、物理層で使用され、上位層から出力される情報を伝送しない。つ
まり、無線リソース制御（RRC: Radio Resource Control）メッセージやシステム情報（S
I: System Information）などの上位層の制御情報は、物理チャネルで伝送される。
【００６０】
　下りリンク物理チャネルには、物理下りリンク共用チャネル（PDSCH: Physical Downli
nk Shared Channel）、物理報知チャネル（PBCH: Physical Broadcast Channel）、物理
マルチキャストチャネル（PMCH: Physical Multicast Channel）、物理制御フォーマット
インディケータチャネル（PCFICH: Physical Control Format Indicator Channel）、物
理下りリンク制御チャネル（PDCCH: Physical Downlink Control Channel）、物理ハイブ
リットＡＲＱインディケータチャネル（PHICH: Physical Hybrid ARQ Indicator Channel
）、拡張物理下りリンク制御チャネル（EPDCCH: Enhanced Physical Downlink Control C
hannel）がある。また、下りリンク物理信号は、種々の参照信号と種々の同期信号がある
。下りリンク参照信号（DL-RS: Downlink Reference Signal）には、セル固有参照信号（
CRS: Cell specific Reference Signal）、端末装置固有参照信号（UERS: UE specific R
eference Signal）、チャネル状態情報参照信号（CSI-RS: Channel State Information R
eference Signal）がある。同期信号（Synchronization Signal）には、プライマリー同
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期信号（PSS: Primary Synchronization Signal）とセカンダリー同期信号（SSS: Second
ary Synchronization Signal）がある。
【００６１】
　上りリンク物理チャネルには、物理上りリンク共用チャネル（PUSCH: Physical Uplink
 Shared Channel）、物理上りリンク制御チャネル（PUCCH: Physical Uplink Control Ch
annel）、物理ランダムアクセスチャネル（PRACH: Physical Random Access Channel）が
ある。また、上りリンク物理信号には、種々の参照信号がある。上りリンク参照信号には
、復調参照信号（DMRS: Demodulation Reference Signal）とサウンディング参照信号（S
RS: Sounding Reference Signal）がある。
【００６２】
　同期信号（Synchronization Signal）は、３種類のＰＳＳと、周波数領域で互い違いに
配置される３１種類の符号から構成されるＳＳＳとで構成され、ＰＳＳとＳＳＳとの組み
合わせによって、基地局装置１を識別する５０４通りの物理層セル識別子（PCI: Physica
l layer Cell Identity, Physical Cell Identity, Physical Cell Identifier）と無線
同期のためのフレームタイミングが示される。端末装置２は、セルサーチによって受信し
た同期信号のセル識別子を特定する。なお、セル識別子は、セルＩＤと呼称される場合も
ある。物理層セル識別子は、物理セルＩＤと呼称される場合もある。
【００６３】
　物理報知チャネル（PBCH: Physical Broadcast Channel）は、セル内の端末装置２で共
通に用いられる制御パラメータ（報知情報やシステムインフォメーション）を通知する目
的で送信される。また、ＰＢＣＨで通知されない報知情報（例えば、ＳＩＢ１や一部のシ
ステムインフォメーション）は、ＤＬ－ＳＣＨを介して、ＰＤＳＣＨで送信される。報知
情報として、セル個別の識別子を示すセルグローバル識別子（CGI: Cell Global Identif
ier）、ページングによる待ち受けエリアを管理するトラッキングエリア識別子（TAI: Tr
acking Area Identifier）、ランダムアクセス設定情報（送信タイミングタイマーなど）
、共通無線リソース設定情報（共有無線リソース設定情報）などが通知される。
【００６４】
　下りリンク参照信号は、その用途によって複数のタイプに分類される。例えば、セル固
有参照信号（CRS: Cell-specific reference signals）は、セル毎に所定の電力で送信さ
れるパイロット信号であり、所定の規則に基づいて周波数領域および時間領域で周期的に
繰り返される下りリンク参照信号である。端末装置２は、セル固有参照信号を受信するこ
とでセル毎の受信品質を測定する。また、端末装置２は、セル固有参照信号と同じアンテ
ナポートで送信される物理下りリンク制御チャネル、または物理下りリンク共用チャネル
の復調のための参照信号としてもセル固有参照信号を使用する。セル固有参照信号に使用
される系列は、セル毎に識別可能な系列が用いられる。ＣＲＳは、基地局装置１より全て
の下りリンクサブフレームで送信されてもよいが、端末装置２は、指定された下りリンク
サブフレームでのみ受信してもよい。
【００６５】
　また、下りリンク参照信号は下りリンクの伝搬路変動の推定にも用いられる。伝搬路変
動の推定に用いられる下りリンク参照信号のことをチャネル状態情報参照信号（CSI-RS: 
Channel State Information Reference Signals）あるいはＣＳＩ参照信号と呼称しても
よい。また、実際には信号の送られない、または、ゼロパワーで送信されるＣＳＩ参照信
号は、ゼロパワーチャネル状態情報参照信号（ZP CSI-RS: Zero Power Channel State In
formation Reference Signals）あるいはゼロパワーＣＳＩ参照信号と呼称してもよい。
また、実際に信号が送信されるＣＳＩ参照信号は、非ゼロパワーチャネル状態情報参照信
号（NZP CSI-RS: Non Zero Power Channel State Information Reference Signals）ある
いは非ゼロパワーＣＳＩ参照信号と呼称してもよい。
【００６６】
　また、干渉成分を測定するために用いられる下りリンクリソースの事をチャネル状態情
報干渉測定リソース（CSI-IMR: Channel State Information - Interference Measuremen
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t Resource）あるいはＣＳＩ－ＩＭリソースと呼称してもよい。ＣＳＩ－ＩＭリソースに
含まれるゼロパワーＣＳＩ参照信号を用いて、端末装置２はＣＱＩの値を算出するために
干渉信号の測定を行なってもよい。また、端末装置２毎に個別に設定される下りリンク参
照信号は、端末装置固有参照信号（UERS: UE specific Reference Signals）または個別
参照信号（Dedicated Reference Signals）、下りリンク復調参照信号（DL DMRS: Downli
nk Demodulation Reference Signals）などと称され、物理下りリンク制御チャネル、ま
たは物理下りリンク共用チャネルの復調に用いられる。
【００６７】
　なお、これらの下りリンク参照信号の系列は、擬似ランダム系列に基づいて生成されて
もよい。また、これらの下りリンク参照信号の系列は、Ｚａｄｏｆｆ－Ｃｈｕ系列に基づ
いて生成されてもよい。また、これらの下りリンク参照信号の系列は、ゴールド系列に基
づいて生成されてもよい。また、これらの下りリンク参照信号の系列は、擬似ランダム系
列やＺａｄｏｆｆ－Ｃｈｕ系列、ゴールド系列の亜種または変形であってもよい。
【００６８】
　物理下りリンク共用チャネル（PDSCH: Physical Downlink Shared Channel）は、下り
リンクデータ（ＤＬ－ＳＣＨ）を送信するために使用される。また、ＰＤＳＣＨは、シス
テムインフォメーションがＤＬ－ＳＣＨで送信される場合にも使用される。物理下りリン
ク共用チャネルの無線リソース割り当て情報は、物理下りリンク制御チャネルで示される
。また、ＰＤＳＣＨは、下りリンクと上りリンクに関するパラメータ（情報要素、ＲＲＣ
メッセージ）を通知するためにも使用される。
【００６９】
　物理下りリンク制御チャネル（PDCCH: Physical Downlink Control Channel）は、各サ
ブフレームの先頭からいくつかのＯＦＤＭシンボルで送信され、端末装置２に対して基地
局装置１のスケジューリングに従ったリソース割り当て情報や、送信電力の増減の調整量
を指示する目的で使用される。端末装置２は、レイヤー３メッセージ（ページング、ハン
ドオーバコマンド、ＲＲＣメッセージなど）を送受信する前に自局宛の物理下りリンク制
御チャネルを監視（モニタ）し、送信時には上りリンクグラント、受信時には下りリンク
グラント（下りリンクアサインメントとも呼称される）と呼ばれるリソース割り当て情報
を自局宛の物理下りリンク制御チャネルから取得する必要がある。なお、物理下りリンク
制御チャネルは、上述したＯＦＤＭシンボルで送信される以外に、基地局装置１から端末
装置２に対して個別（ｄｅｄｉｃａｔｅｄ）に割り当てられるリソースブロックの領域で
送信されるように構成することも可能である。この基地局装置１から端末装置２に対して
個別（ｄｅｄｉｃａｔｅｄ）に割り当てられるリソースブロックの領域で送信される物理
下りリンク制御チャネルはエンハンスト物理下りリンク制御チャネル（EPDCCH: Enhanced
 PDCCH）と呼称される場合もある。また、上述したＯＦＤＭシンボルで送信されるＰＤＣ
ＣＨは第１の制御チャネルと呼称される場合もある。また、ＥＰＤＣＣＨは第２の制御チ
ャネルと呼称される場合もある。また、ＰＤＣＣＨが割り当て可能なリソース領域は第１
の制御チャネル領域、ＥＰＤＣＣＨが割り当て可能なリソース領域は第２の制御チャネル
領域と呼称される場合もある。なお、以降に記述するＰＤＣＣＨには基本的にＥＰＤＣＣ
Ｈを含んでいるものとする。
【００７０】
　基地局装置１は、スペシャルサブフレームのＤｗＰＴＳにおいて、ＰＣＦＩＣＨ、ＰＨ
ＩＣＨ、ＰＤＣＣＨ、ＥＰＤＣＣＨ、ＰＤＳＣＨ、同期信号（ＰＳＳ／ＳＳＳ）、下りリ
ンク参照信号を送信してもよい。また、基地局装置１は、スペシャルサブフレームのＤｗ
ＰＴＳにおいて、ＰＢＣＨを送信しなくてもよい。
【００７１】
　また、端末装置２は、スペシャルサブフレームのＵｐＰＴＳにおいて、ＰＲＡＣＨ、お
よびＳＲＳを送信してもよい。また、端末装置２は、スペシャルサブフレームのＵｐＰＴ
Ｓにおいて、ＰＵＣＣＨ、ＰＵＳＣＨ、およびＤＭＲＳを送信しなくてもよい。
【００７２】



(24) JP WO2015/080140 A1 2015.6.4

10

20

30

40

50

　また、端末装置２は、スペシャルサブフレームがＧＰおよびＵｐＰＴＳのみによって構
成されている場合には、スペシャルサブフレームのＵｐＰＴＳにおいて、ＰＵＣＣＨおよ
び／またはＰＵＳＣＨおよび／またはＤＭＲＳを送信してもよい。
【００７３】
　ここで、端末装置２は、ＰＤＣＣＨ候補（PDCCH candidates）および／またはＥＰＤＣ
ＣＨ候補（EPDCCH candidates）のセットをモニタする。以下、説明の簡略化のために、
ＰＤＣＣＨは、ＥＰＤＣＣＨを含んでもよい。ＰＤＣＣＨ候補とは、基地局装置１によっ
て、ＰＤＣＣＨがマップおよび送信される可能性のある候補を示している。また、ＰＤＣ
ＣＨ候補は、１つまたは複数の制御チャネル要素（CCE: Control Channel Element）から
構成される。また、モニタとは、モニタされる全てのＤＣＩフォーマットに応じて、ＰＤ
ＣＣＨ候補のセット内のＰＤＣＣＨそれぞれに対して、端末装置２がデコード（復号）を
試みるということまで含まれてもよい。
【００７４】
　ここで、端末装置２が、モニタするＰＤＣＣＨ候補のセットは、サーチスペースとも称
される。サーチスペースとは、基地局装置１によってＰＤＣＣＨの送信に用いられる可能
性のあるリソースのセットである。ＰＤＣＣＨ領域には、コモンサーチスペース（CSS: C
ommon Search Space）と端末装置スペシフィックサーチスペース（USS: UE-specific Sea
rch Space）が構成（定義、設定）される。
【００７５】
　ＣＳＳは、複数の端末装置２に対する下りリンク制御情報の送信に用いられる。すなわ
ち、ＣＳＳは、複数の端末装置２に対して共通のリソースによって定義される。また、Ｕ
ＳＳは、ある特定の端末装置２に対する下りリンク制御情報の送信に用いられる。すなわ
ち、ＵＳＳは、ある特定の端末装置２に対して個別に設定される。また、ＵＳＳは、複数
の端末装置２に対して重複して設定されてもよい。
【００７６】
　下りリンク制御情報（ＤＣＩ）は、特定のフォーマット（構成、形式）で基地局装置１
から端末装置２へ送信される。このフォーマットをＤＣＩフォーマットと呼称してもよい
。なお、ＤＣＩフォーマットを送信するとは、あるフォーマットのＤＣＩを送信すること
を含む。ＤＣＩフォーマットは、ＤＣＩを送信するためのフォーマットと言い換えること
ができる。基地局装置１から端末装置２へ送信されるＤＣＩフォーマットには複数のフォ
ーマットが用意されている（例えば、ＤＣＩフォーマット０／１／１Ａ／１Ｂ／１Ｃ／１
Ｄ／２／２Ａ／２Ｂ／２Ｃ／２Ｄ／３／３Ａ／４）。ＤＣＩフォーマットには、種々の下
りリンク制御情報に対応するフィールド（ビットフィールド）がセットされている。
【００７７】
　基地局装置１は、複数の端末装置２に対して共通のＤＣＩ（単一のＤＣＩ）をあるＤＣ
Ｉフォーマットで送信する場合には、ＰＤＣＣＨ（またはＥＰＤＣＣＨ）ＣＳＳで送信し
、端末装置２に対して個別にＤＣＩをあるＤＣＩフォーマットで送信する場合には、ＰＤ
ＣＣＨ（またはＥＰＤＣＣＨ）ＵＳＳで送信する。
【００７８】
　ＤＣＩフォーマットで送信されるＤＣＩには、ＰＵＳＣＨやＰＤＳＣＨのリソース割り
当て、変調符号化方式、サウンディング参照信号要求（ＳＲＳリクエスト）、チャネル状
態情報要求（ＣＳＩリクエスト）、単一のトランスポートブロックの初送または再送の指
示、ＰＵＳＣＨに対する送信電力制御コマンド、ＰＵＣＣＨに対する送信電力制御コマン
ド、ＵＬ　ＤＭＲＳのサイクリックシフトおよびＯＣＣ（Orthogonal Code Cover）のイ
ンデックスなどがある。この他にも種々のＤＣＩは仕様書によって定義されている。
【００７９】
　上りリンク送信制御（例えば、ＰＵＳＣＨのスケジューリングなど）に用いられるフォ
ーマットを上りリンクＤＣＩフォーマット（例えば、ＤＣＩフォーマット０／４）または
上りリンクに関連するＤＣＩと呼称してもよい。上りリンク送信制御を上りリンクグラン
ト（uplink grant）とも称する。下りリンク受信制御（例えば、ＰＤＳＣＨのスケジュー



(25) JP WO2015/080140 A1 2015.6.4

10

20

30

40

50

リングなど）に用いられるフォーマットを下りリンクＤＣＩフォーマット（例えば、ＤＣ
Ｉフォーマット１／１Ａ／１Ｂ／１Ｃ／１Ｄ／２／２Ａ／２Ｂ／２Ｃ／２Ｄ）または下り
リンクに関連するＤＣＩと呼称してもよい。下りリンク受信制御を、下りリンクグラント
（downlink grant）、下りリンクアサインメント（downlink assignment）または下りリ
ンク割り当て（downlink allocation）とも称する。複数の端末装置２それぞれの送信電
力を調整するために用いられるフォーマットをグループトリガリングＤＣＩフォーマット
（例えば、ＤＣＩフォーマット３／３Ａ）と呼称してもよい。
【００８０】
　例えば、ＤＣＩフォーマット０は、１つのサービングセルにおける１つのＰＵＳＣＨの
スケジューリングを行なうために必要なＰＵＳＣＨのリソース割り当てに関する情報や変
調方式に関する情報、ＰＵＳＣＨに対する送信電力制御（TPC: Transmit Power Control
）コマンドに関する情報などを送信するために用いられる。また、これらのＤＣＩはＰＤ
ＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨで送信される。ＤＣＩフォーマットは、少なくとも１つのＤＣＩで
構成されていると言える。
【００８１】
　端末装置２は、ＰＤＣＣＨ領域のＣＳＳおよび／またはＵＳＳにおいてＰＤＣＣＨをモ
ニタし、自装置宛てのＰＤＣＣＨを検出する。
【００８２】
　また、下りリンク制御情報の送信（ＰＤＣＣＨでの送信）には、基地局装置１が端末装
置２に割り当てたＲＮＴＩが利用される。具体的には、ＤＣＩフォーマット（下りリンク
制御情報でも良い）に巡回冗長検査（CRC: Cyclic Redundancy check）パリティビットが
付加され、付加された後に、ＣＲＣパリティビットがＲＮＴＩによってスクランブルされ
る。
【００８３】
　端末装置２は、ＲＮＴＩによってスクランブルされたＣＲＣパリティビットが付加され
たＤＣＩフォーマットに対してデコードを試み、ＣＲＣが成功したＤＣＩフォーマットを
、自装置宛のＤＣＩフォーマットとして検出する（ブラインドデコーディングとも呼称さ
れる）。すなわち、端末装置２は、ＲＮＴＩによってスクランブルされたＣＲＣを伴うＰ
ＤＣＣＨに対してデコードを試み、ＣＲＣが成功したＰＤＣＣＨを、自装置宛のＰＤＣＣ
Ｈとして検出する。
【００８４】
　ここで、ＲＮＴＩには、Ｃ－ＲＮＴＩ(Cell-Radio Network Temporary Identifier)が
含まれる。Ｃ－ＲＮＴＩは、ＲＲＣ接続およびスケジューリングの識別に対して使用され
るユニークな（一意的な）識別子である。Ｃ－ＲＮＴＩは、動的にスケジュールされるユ
ニキャスト送信のために利用される。
【００８５】
　また、ＲＮＴＩには、Ｔｅｍｐｏｒａｒｙ　Ｃ－ＲＮＴＩが含まれる。Ｔｅｍｐｏｒａ
ｒｙ　Ｃ－ＲＮＴＩは、ランダムアクセスプロシージャに対して使用される識別子である
。例えば、端末装置２は、Ｔｅｍｐｏｒａｒｙ　Ｃ－ＲＮＴＩによってスクランブルされ
たＣＲＣが付加された上りリンクに関連するＤＣＩフォーマット（例えば、ＤＣＩフォー
マット０）を、ＣＳＳのみでデコードしてもよい。また、端末装置２は、Ｔｅｍｐｏｒａ
ｒｙ　Ｃ－ＲＮＴＩによってスクランブルされたＣＲＣが付加された下りリンクに関連す
るＤＣＩフォーマット（例えば、ＤＣＩフォーマット１Ａ）を、ＣＳＳおよびＵＳＳでデ
コードを試みてもよい。
【００８６】
　また、基地局装置１は、ＤＣＩをＣＳＳで送信する場合、ＤＣＩ（ＤＣＩフォーマット
）にＴｅｍｐｏｒａｒｙ　Ｃ－ＲＮＴＩまたはＣ－ＲＮＴＩでスクランブルしたＣＲＣパ
リティビットを付加し、ＤＣＩをＵＳＳで送信する場合、ＤＣＩ（ＤＣＩフォーマット）
にＣ－ＲＮＴＩでスクランブルしたＣＲＣを付加してもよい。
【００８７】



(26) JP WO2015/080140 A1 2015.6.4

10

20

30

40

50

　物理上りリンク共用チャネル（Physical Uplink Shared Channel; PUSCH）は、主に上
りリンクデータと上りリンク制御情報（Uplink Control Information; UCI）を送信する
ために用いられる。ＰＵＳＣＨで送信されるＵＣＩは、チャネル状態情報（CSI: Channel
 State Information）、および／または、ＡＣＫ／ＮＡＣＫを含む。また、ＰＵＳＣＨで
送信されるＣＳＩは、アピリオディックＣＳＩ（A-CSI: Aperiodic CSI）とピリオディッ
クＣＳＩ（P-CSI: Periodic CSI）を含む。また、下りリンクの場合と同様に物理上りリ
ンク共用チャネルのリソース割り当て情報は、物理下りリンク制御チャネルで示される。
また、ダイナミックスケジューリンググラントによってスケジュールされるＰＵＳＣＨは
、上りリンクデータを伝送する。また、ランダムアクセスレスポンスグラントによってス
ケジュールされるＰＵＳＣＨは、ランダムアクセスに関連した自局の情報（例えば、端末
装置２の識別情報、メッセージ３）を送信する。また、検出したグラントの種類に応じて
、ＰＵＳＣＨでの送信に対する送信電力をセットするために使用されるパラメータが異な
ってもよい。なお、制御データは、チャネル品質情報（ＣＱＩおよび／またはＰＭＩ）、
ＨＡＲＱ応答情報（ＨＡＲＱ－ＡＣＫ、ＨＡＲＱ－ＡＣＫ　ｒｅｓｐｏｎｓｅ）、および
ＲＩという形で送信される。つまり、制御データは、上りリンク制御情報という形で送信
される。
【００８８】
　物理上りリンク制御チャネル（PUCCH: Physical Uplink Control Channel）は、物理下
りリンク共用チャネルで送信された下りリンクデータの受信確認応答（ACK/NACK: Acknow
ledgement/Negative Acknowledgement）や下りリンクの伝搬路情報（チャネル状態情報）
の通知、上りリンクのリソース割り当て要求（無線リソース要求）であるスケジューリン
グリクエスト（SR: Scheduling Request）を行なうために使用される。チャネル状態情報
（CSI: Channel State Information）は、チャネル品質指標（CQI: Channel Quality Ind
icator）、プリコーディングマトリックス指標（PMI: Precoding Matrix Indicator）、
プリコーディングタイプ指標（PTI: Precoding Type Indicator）、ランク指標（RI: Ran
k Indicator）を含む。各インディケータ（Indicator）は、インディケーション（Indica
tion）と表記される場合もあるが、その用途と意味は同じである。また、送信するＵＣＩ
に応じて、ＰＵＣＣＨのフォーマットを切り替えてもよい。例えば、ＵＣＩがＨＡＲＱ応
答情報および／またはＳＲから構成される場合、ＵＣＩはフォーマット１／１ａ／１ｂ／
３のＰＵＣＣＨ（PUCCH format 1/1a/1b/3）で送信されてもよい。また、ＵＣＩがＣＳＩ
から構成される場合、ＵＣＩはフォーマット２／２ａ／２ｂのＰＵＣＣＨ（PUCCH format
 2/2a/2b）で送信されてもよい。また、ＰＵＣＣＨフォーマット１／１ａ／１ｂには、Ｓ
ＲＳとの衝突を避けるために、１シンボル分パンクチャした短縮フォーマット（shortene
d format）とパンクチャしていない標準フォーマット（Normal format）がある。例えば
、同じサブフレームでＰＵＣＣＨとＳＲＳの同時送信が有効である場合は、ＳＲＳサブフ
レームでＰＵＣＣＨフォーマット１／１ａ／１ｂは短縮フォーマットで送信される。同じ
サブフレームでＰＵＣＣＨとＳＲＳの同時送信が有効でない場合は、ＳＲＳサブフレーム
でＰＵＣＣＨフォーマット１／１ａ／１ｂは標準フォーマットで送信される。その際、Ｓ
ＲＳの送信が生じたとしてもＳＲＳは送信されなくてもよい。
【００８９】
　ＣＳＩ報告（CSI report）には、周期的またはＣＳＩ報告をトリガーするためのイベン
ト条件が満たされた場合に、チャネル状態情報を報告するピリオディックＣＳＩ報告と、
ＤＣＩフォーマットに含まれているＣＳＩリクエストによって、ＣＳＩ報告が要求された
場合にチャネル状態情報を報告するアピリオディックＣＳＩ報告がある。ピリオディック
ＣＳＩ報告は、ＰＵＣＣＨまたはＰＵＳＣＨで行なわれ、アピリオディックＣＳＩ報告は
、ＰＵＳＣＨで行なわれる。端末装置２は、ＤＣＩフォーマットに含まれる情報（ＣＳＩ
リクエスト）に基づいて指示された場合、ＰＵＳＣＨで上りリンクデータを伴わないＣＳ
Ｉを送信することもできる。
【００９０】
　上りリンク参照信号（UL-RS: Uplink Reference Signal）は、基地局装置１が、物理上
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りリンク制御チャネルＰＵＣＣＨおよび／または物理上りリンク共用チャネルＰＵＳＣＨ
を復調するために使用する復調参照信号（DMRS: Demodulation Reference Signal）と、
基地局装置１が、主に、上りリンクのチャネル状態を推定するために使用するサウンディ
ング参照信号（SRS: Sounding Reference Signal）が含まれる。また、サウンディング参
照信号には、上位層によって周期的に送信するように設定される周期的サウンディング参
照信号（P-SRS: Periodic SRS）と、下りリンク制御情報フォーマットに含まれるＳＲＳ
リクエストによって送信が要求される非周期的サウンディング参照信号（A-SRS: Aperiod
ic SRS）とがある。上りリンク参照信号は、上りリンクパイロット信号、上りリンクパイ
ロットチャネルと呼称する場合もある。
【００９１】
　なお、これらの上りリンク参照信号の系列は、擬似ランダム系列に基づいて生成されて
もよい。また、これらの上りリンク参照信号の系列は、Ｚａｄｏｆｆ－Ｃｈｕ系列に基づ
いて生成されてもよい。また、これらの上りリンク参照信号の系列は、ゴールド系列に基
づいて生成されてもよい。また、これらの上りリンク参照信号の系列は、擬似ランダム系
列やＺａｄｏｆｆ－Ｃｈｕ系列、ゴールド系列の亜種・変形であってもよい。
【００９２】
　また、周期的サウンディング参照信号をピリオディックサウンディング参照信号、トリ
ガータイプ０サウンディング参照信号（Trigger Type 0 SRS）と呼称する場合もある。ま
た、非周期的サウンディング参照信号をアピリオディックサウンディング参照信号、トリ
ガータイプ１サウンディング参照信号（Trigger Type 1 SRS）と呼称する場合もある。
【００９３】
　さらに、Ａ－ＳＲＳは、協調通信において、上りリンクのチャネル推定用に特化した信
号（例えば、トリガータイプ１ａＳＲＳと呼称される場合もある）と、ＴＤＤにおけるチ
ャネル相反性（channel reciprocity）を利用してチャネル状態（ＣＳＩ，ＣＱＩ，ＰＭ
Ｉ，ＲＩ）を基地局装置１に測定させるために使用される信号（例えば、トリガータイプ
１ｂＳＲＳと呼称される場合もある）とに分けられてもよい。なお、ＤＭＲＳはＰＵＳＣ
ＨとＰＵＣＣＨそれぞれに対応して、設定される。また、ＤＭＲＳは、ＰＵＳＣＨまたは
ＰＵＣＣＨと同じサブフレームで時間多重されて、送信される。
【００９４】
　また、ＤＭＲＳは、ＰＵＳＣＨに対する場合とＰＵＣＣＨに対する場合で、時間多重方
法が異なってもよい。例えば、ＰＵＳＣＨに対するＤＭＲＳは、７シンボルで構成される
１スロット内に１シンボルだけ配置されるのに対して、ＰＵＣＣＨに対するＤＭＲＳは、
７シンボルで構成される１スロット内に３シンボル配置される。
【００９５】
　また、ＳＲＳは、上位層シグナリングによって種々のパラメータ（帯域幅、サイクリッ
クシフト、送信サブフレームなど）が通知される。また、ＳＲＳは、上位層シグナリング
（higher layer signaling）によって通知されるＳＲＳの設定に含まれる送信サブフレー
ムに関する情報に基づいて、ＳＲＳを送信するサブフレームが決定される。送信サブフレ
ームに関する情報には、セル固有に設定される情報（共有情報）と端末装置固有に設定さ
れる情報（専用情報、個別情報）とがある。セル固有に設定される情報には、セル内のす
べての端末装置２が共有するＳＲＳが送信されるサブフレームを示す情報が含まれる。ま
た、端末装置固有に設定される情報には、セル固有に設定されるサブフレームのサブセッ
トとなるサブフレームオフセットと周期（periodicity）を示す情報が含まれる。これら
の情報によって、端末装置２は、ＳＲＳを送信することができるサブフレーム（ＳＲＳサ
ブフレーム、ＳＲＳ送信サブフレームと呼称する場合もある）を決定することができる。
また、端末装置２は、セル固有に設定されたＳＲＳが送信されるサブフレームにおいて、
ＰＵＳＣＨを送信する場合、ＳＲＳが送信されるシンボル分だけＰＵＳＣＨの時間リソー
スをパンクチャし、該時間リソースでＰＵＳＣＨを送信することができる。このことによ
り、端末装置２間のＰＵＳＣＨの送信とＳＲＳの送信の衝突を回避することができる。Ｐ
ＵＳＣＨを送信する端末装置２に対しては、特性劣化を防ぐことができる。また、ＳＲＳ
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を送信する端末装置２に対しては、チャネル推定精度を確保することができる。ここで、
端末装置固有に設定される情報は、Ｐ－ＳＲＳとＡ－ＳＲＳとで独立に設定されてもよい
。
【００９６】
　例えば、第１の上りリンク参照信号は、上位層シグナリングによって種々のパラメータ
が設定された場合に、設定された送信サブフレームに基づいて周期的に送信される。また
、第２の上りリンク参照信号は、下りリンク制御情報フォーマットに含まれる第２の上り
リンク参照信号の送信要求に関するフィールド（ＳＲＳリクエスト）によって、送信要求
が指示される場合に、非周期的に送信される。端末装置２は、ある下りリンク制御情報フ
ォーマットに含まれるＳＲＳリクエストがポジティブまたはポジティブに相当するインデ
ックス（値）を示している場合、所定の送信サブフレームでＡ－ＳＲＳを送信する。また
、端末装置２は、検出したＳＲＳリクエストがネガティブまたはネガティブに相当するイ
ンデックス（値）を示す場合、所定のサブフレームでＡ－ＳＲＳを送信しない。なお、セ
ル固有に設定される情報（共有パラメータ、共有情報）は、システムインフォメーション
または専用制御チャネル（DCCH: Dedicated Control Channel）を用いて通知される。ま
た、端末装置固有に設定される情報（専用パラメータ、個別パラメータ、専用情報、個別
情報）は、共有制御チャネル（CCCH: Common Control Channel）を用いて通知される。こ
れらの情報は、ＲＲＣメッセージで通知されてもよい。ＲＲＣメッセージは、上位層によ
って通知されてもよい。
【００９７】
　物理ランダムアクセスチャネル（PRACH: Physical Random Access Channel）は、プリ
アンブル系列を通知するために使用されるチャネルであり、ガードタイムを有する。プリ
アンブル系列は、６４種類のシーケンスを用意して６ビットの情報を表現するように構成
されている。物理ランダムアクセスチャネルは、端末装置２の基地局装置１へのアクセス
手段として用いられる。端末装置２は、スケジューリング要求（SR: Scheduling Request
）に対する物理上りリンク制御チャネル未設定時の無線リソース要求や、上りリンク送信
タイミングを基地局装置の受信タイミングウィンドウに合わせるために必要な送信タイミ
ング調整情報（タイミングアドバンス（TA: Timing Advance）とも呼称される）を基地局
装置１に要求するために物理ランダムアクセスチャネルを用いる。
【００９８】
　具体的には、端末装置２は、基地局装置１より設定された物理ランダムアクセスチャネ
ル用の無線リソースを用いてプリアンブル系列を送信する。送信タイミング調整情報を受
信した端末装置２は、報知情報によって共通的に設定される（またはレイヤー３メッセー
ジで個別に設定される）送信タイミング調整情報の有効時間を計時する送信タイミングタ
イマーを設定し、送信タイミングタイマーの有効時間中（計時中）は送信タイミング調整
状態、有効期間外（停止中）は送信タイミング非調整状態（送信タイミング未調整状態）
として上りリンクの状態を管理する。レイヤー３メッセージは、端末装置２と基地局装置
１の無線リソース制御（RRC: Radio Resource Control）層でやり取りされる制御平面（C
-plane: Control-plane）のメッセージであり、ＲＲＣシグナリングまたはＲＲＣメッセ
ージと同義の意味で使用される。また、ＲＲＣシグナリングは、上位層シグナリングや専
用シグナリング（Dedicated signaling）と呼称する場合もある。
【００９９】
　ランダムアクセスプロシージャには、コンテンションベースのランダムアクセスプロシ
ージャ（Contention based Random Access procedure）とノンコンテンションベースのラ
ンダムアクセスプロシージャ（Non-contention based Random Access procedure）の２つ
のランダムアクセスプロシージャが含まれる。コンテンションベースのランダムアクセス
プロシージャは、複数の端末装置２間で衝突が発生する可能性のあるランダムアクセスで
ある。
【０１００】
　また、ノンコンテンションベースのランダムアクセスプロシージャは、複数の端末装置
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２間で衝突が発生しないランダムアクセスである。
【０１０１】
　ノンコンテンションベースのランダムアクセスプロシージャは、３ステップから成り、
下りリンクの専用シグナリング（Dedicated signaling）によって、ランダムアクセスプ
リアンブルアサインメント（Random Access Preamble assignment）が基地局装置１から
端末装置２に通知される。その際、ランダムアクセスプリアンブルアサインメントは、基
地局装置１が端末装置２に対してノンコンテンション用のランダムアクセスプリアンブル
を割り当て、ハンドオーバに対するソース基地局装置（Source eNB）によって送信され、
ターゲット基地局装置（Target eNB）によって生成されたハンドオーバコマンド、または
、下りリンクデータアライバルの場合ＰＤＣＣＨによってシグナルされる。
【０１０２】
　そのランダムアクセスプリアンブルアサインメントを受信した端末装置２は、上りリン
クにおいてＲＡＣＨでランダムアクセスプリアンブル（メッセージ１）を送信する。その
際、端末装置２は、割り当てられたノンコンテンション用のランダムアクセスプリアンブ
ルを送信する。
【０１０３】
　ランダムアクセスプリアンブルを受信した基地局装置１は、下りリンクデータ（DL-SCH
: Downlink Shared Channel）でランダムアクセスレスポンスを端末装置２へ送信する。
また、ランダムアクセスレスポンスで送信される情報には、ハンドオーバに対する最初の
上りリンクグラント（ランダムアクセスレスポンスグラント）とタイミング調整情報（Ti
ming Alignment information）、下りリンクデータアライバルに対するタイミング調整情
報、ランダムアクセスプリアンブル識別子が含まれる。下りリンクデータは下りリンク共
用チャネルデータ（ＤＬ－ＳＣＨデータ）と呼称される場合もある。
【０１０４】
　ここで、ノンコンテンションベースのランダムアクセスプロシージャは、ハンドオーバ
、下りリンクデータアライバル、ポジショニングに対して適用される。コンテンションベ
ースのランダムアクセスプロシージャは、ＲＲＣ_ＩＤＬＥからの初期アクセス、ＲＲＣ
コネクションの再確立、ハンドオーバ、下りリンクデータアライバル、上りリンクデータ
アライバルに対して適用される。
【０１０５】
　本実施形態に関わるランダムアクセスプロシージャは、コンテンションベースのランダ
ムアクセスプロシージャである。コンテンションベースのランダムアクセスプロシージャ
の例を説明する。
【０１０６】
　端末装置２は、基地局装置１によって送信されたシステムインフォメーションブロック
タイプ２（ＳＩＢ２）を取得する。ＳＩＢ２は、セル内における全ての端末装置２（また
は、複数の端末装置２）に対して共通の設定（共通の情報）である。例えば、該共通の設
定には、ＰＲＡＣＨの設定が含まれる。
【０１０７】
　端末装置２は、ランダムアクセスプリアンブルの番号をランダムに選択する。また、端
末装置２は、選択した番号のランダムアクセスプリアンブル（メッセージ１）を、ＰＲＡ
ＣＨを用いて基地局装置１に送信する。基地局装置１は、ランダムアクセスプリアンブル
を用いて上りリンクの送信タイミングを推定する。
【０１０８】
　基地局装置１は、ＰＤＳＣＨを用いてランダムアクセスレスポンス（メッセージ２）を
送信する。ランダムアクセスレスポンスには、基地局装置１によって検出されたランダム
アクセスプリアンブルに対する複数の情報が含まれる。例えば、該複数の情報には、ラン
ダムアクセスプリアンブルの番号、Ｔｅｍｐｏｒａｒｙ　Ｃ－ＲＮＴＩ、ＴＡコマンド（
Timing Advance Command）、および、ランダムアクセスレスポンスグラントが含まれる。
【０１０９】
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　端末装置２は、ランダムアクセスレスポンスグラントを用いてスケジューリングされた
ＰＵＳＣＨで、上りリンクデータ（メッセージ３）を送信（初期送信）する。該上りリン
クデータには、端末装置２を識別するための識別子（InitialUE-IdentityまたはC-RNTIを
示す情報）が含まれる。
【０１１０】
　基地局装置１は、上りリンクデータの復号に失敗した場合、Ｔｅｍｐｏｒａｒｙ　Ｃ－
ＲＮＴＩによってスクランブルされたＣＲＣパリティビットが付加されたＤＣＩフォーマ
ットを用いて、上りリンクデータの再送信を指示する。端末装置２は、該ＤＣＩフォーマ
ットによって上りリンクデータの再送信を指示された場合、Ｔｅｍｐｏｒａｒｙ　Ｃ－Ｒ
ＮＴＩによってスクランブルされたＣＲＣパリティビットが付加されたＤＣＩフォーマッ
トを用いてスケジュールされたＰＵＳＣＨで、同一の上りリンクデータを再送信する。
【０１１１】
　また、基地局装置１は、上りリンクデータの復号に失敗した場合、ＰＨＩＣＨ（ＮＡＣ
Ｋ）を用いて、上りリンクデータの再送信を指示することができる。端末装置２は、該Ｎ
ＡＣＫによって上りリンクデータの再送信を指示された場合、ＰＵＳＣＨで、同一の上り
リンクデータを再送信する。
【０１１２】
　基地局装置１は、上りリンクデータの復号に成功し、上りリンクデータを取得すること
によって、何れの端末装置２がランダムアクセスプリアンブルおよび上りリンクデータの
送信を行なっていたかを知ることができる。すなわち、基地局装置１は、上りリンクデー
タの復号に成功する前は、何れの端末装置２がランダムアクセスプリアンブルおよび上り
リンクデータの送信を行なっているかを知ることはできない。
【０１１３】
　基地局装置１は、InitialUE-Identityを含むメッセージ３を受信した場合、受信したIn
itialUE-Identityに基づいて生成したコンテンションレゾリューション識別子（contenti
on resolution identity）（メッセージ４）を、ＰＤＳＣＨを用いて端末装置２に送信す
る。端末装置２は、受信したコンテンションレゾリューション識別子と、送信したInitia
lUE-Identityがマッチした場合に、（１）ランダムアクセスプリアンブルのコンテンショ
ンレゾリューションに成功したとみなし、（２）Ｔｅｍｐｏｒａｒｙ　Ｃ－ＲＮＴＩの値
をＣ－ＲＮＴＩにセットし、（３）Ｔｅｍｐｏｒａｒｙ　Ｃ－ＲＮＴＩを破棄し、（４）
ランダムアクセスプロシージャが正しく完了したとみなす。
【０１１４】
　また、基地局装置１は、Ｃ－ＲＮＴＩを示す情報を含むメッセージ３を受信した場合、
受信したＣ－ＲＮＴＩによってスクランブルされたＣＲＣパリティビットが付加されたＤ
ＣＩフォーマット（メッセージ４）を、端末装置２に送信する。端末装置２は、Ｃ－ＲＮ
ＴＩによってスクランブルされたＣＲＣパリティビットが付加されたＤＣＩフォーマット
をデコードした場合に、（１）ランダムアクセスプリアンブルのコンテンションレゾリュ
ーションに成功したとみなし、（２）Ｔｅｍｐｏｒａｒｙ　Ｃ－ＲＮＴＩを破棄し、（３
）ランダムアクセスプロシージャが正しく完了したとみなす。
【０１１５】
　すなわち、基地局装置１は、コンテンションベースのランダムアクセスプロシージャの
一環として（as part of contention based random access procedure）、ランダムアク
セスレスポンスグラントを用いて、ＰＵＳＣＨをスケジュールする。
【０１１６】
　端末装置２は、ランダムアクセスレスポンスグラントを用いてスケジュールされたＰＵ
ＳＣＨで、上りリンクデータ（メッセージ３）を送信する。すなわち、端末装置２は、コ
ンテンションベースのランダムアクセスプロシージャの一環として、ランダムアクセスレ
スポンスグラントに対応するＰＵＳＣＨでの送信を行なう。
【０１１７】
　また、基地局装置１は、コンテンションベースのランダムアクセスプロシージャの一環
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として、Ｔｅｍｐｏｒａｒｙ　Ｃ－ＲＮＴＩによってスクランブルされたＣＲＣが付加さ
れたＤＣＩフォーマットを用いて、ＰＵＳＣＨをスケジュールする。また、基地局装置１
は、コンテンションベースのランダムアクセスプロシージャの一環として、ＰＨＩＣＨ（
ＮＡＣＫ）を用いて、ＰＵＳＣＨでの送信をスケジュール／指示する。
【０１１８】
　端末装置２は、Ｔｅｍｐｏｒａｒｙ　Ｃ－ＲＮＴＩによってスクランブルされたＣＲＣ
が付加されたＤＣＩフォーマットを用いてスケジュールされたＰＵＳＣＨで、上りリンク
データ（メッセージ３）を送信（再送信）する。また、端末装置２は、ＰＨＩＣＨの受信
に応じて、スケジュールされたＰＵＳＣＨで、上りリンクデータ（メッセージ３）を送信
（再送信）する。すなわち、端末装置２は、コンテンションベースのランダムアクセスプ
ロシージャの一環として、同一の上りリンクデータ（トランスポートブロック）の再送信
に対応するＰＵＳＣＨでの送信を行なう。
【０１１９】
　以下、論理チャネルについて説明する。論理チャネルは、ＲＲＣメッセージや情報要素
を伝送するために用いられる。また、論理チャネルは、トランスポートチャネルを介して
、物理チャネルで送信される。
【０１２０】
　報知制御チャネル（BCCH: Broadcast Control Channel）は、システム制御情報を報知
するために用いられる論理チャネルである。例えば、システム情報や初期アクセスに必要
な情報は、このチャネルを用いて送信される。ＭＩＢ（Master Information Block）やＳ
ＩＢ１（System Information Block Type 1）は、この論理チャネルを用いて伝送される
。
【０１２１】
　共有制御チャネル（CCCH: Common Control Channel）は、ネットワークとＲＲＣコネク
ションを持たない端末装置とネットワーク間で制御情報を送信するために用いられる論理
チャネルである。例えば、端末固有の制御情報や設定情報は、この論理チャネルを用いて
送信される。
【０１２２】
　専用制御チャネル（DCCH: Dedicated Control Channel）は、ＲＲＣコネクションを持
つ端末装置２とネットワーク間を双方向で専用制御情報（個別制御情報）を送信するため
に用いられる論理チャネルである。例えば、セル固有の再設定情報は、この論理チャネル
を用いて送信される。
【０１２３】
　ＣＣＣＨやＤＣＣＨを用いるシグナリングをＲＲＣシグナリングと総称する場合もある
。
【０１２４】
　上りリンク電力制御に関する情報は、報知情報として通知される情報と、同じセル内の
端末装置２間で共有される情報（共有情報）として通知される情報と、端末装置固有の専
用情報として通知される情報と、がある。端末装置２は、報知情報として通知される情報
のみ、または、報知情報／共有情報として通知される情報と、専用情報として通知される
情報に基づいて送信電力をセットする。
【０１２５】
　無線リソース制御設定共有情報は、報知情報（またはシステム情報）として通知されて
もよい。また、無線リソース制御設定共有情報は、専用情報（モビリティ制御情報）とし
て通知されてもよい。
【０１２６】
　無線リソース設定は、ランダムアクセスチャネル（ＲＡＣＨ）設定、報知制御チャネル
（ＢＣＣＨ）設定、ページング制御チャネル（ＰＣＣＨ）設定、物理ランダムアクセスチ
ャネル（ＰＲＡＣＨ）設定、物理下りリンク共用チャネル（ＰＤＳＣＨ）設定、物理上り
リンク共用チャネル（ＰＵＳＣＨ）設定、物理上りリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）設
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定、サウンディング参照信号（ＳＲＳ）設定、上りリンク電力制御に関する設定、上りリ
ンクサイクリックプレフィックス長に関する設定などを含む。つまり、無線リソース設定
は、物理チャネル／物理信号を生成するために用いられるパラメータを通知するために設
定される。報知情報として通知される場合と再設定情報として通知される場合で、通知さ
れるパラメータ（情報要素）は異なっていてもよい。
【０１２７】
　種々の物理チャネル／物理信号（ＰＲＡＣＨ，ＰＵＣＣＨ，ＰＵＳＣＨ、ＳＲＳ，ＵＬ
　ＤＭＲＳ、ＣＲＳ，ＣＳＩ－ＲＳ、ＰＤＣＣＨ、ＰＤＳＣＨ、ＰＳＳ／ＳＳＳ、ＵＥＲ
Ｓ，ＰＢＣＨ，ＰＭＣＨなど）に関するパラメータを設定するために必要な情報要素は、
同一セル内の端末装置２間で共有する共有設定情報と、端末装置２毎に設定される専用設
定情報で構成される。共有設定情報は、システムインフォメーションで送信されてもよい
。また、共有設定情報は、再設定を行なう場合には、専用情報として送信されてもよい。
これらの設定は、パラメータの設定を含む。パラメータの設定とは、パラメータの値の設
定を含む。また、パラメータの設定とは、パラメータがテーブル管理されている場合、イ
ンデックスの値の設定を含む。
【０１２８】
　上記物理チャネルのパラメータに関する情報は、ＲＲＣメッセージを用いて端末装置２
へ送信される。つまり、端末装置２は、受信したＲＲＣメッセージに基づいて、各物理チ
ャネルのリソース割り当てや送信電力を設定する。ＲＲＣメッセージには、報知チャネル
に関するメッセージ、マルチキャストチャネルに関するメッセージ、ページングチャネル
に関するメッセージ、下りリンクの各チャネルに関するメッセージ、上りリンクの各チャ
ネルに関するメッセージなどがある。各ＲＲＣメッセージは、情報要素（IE: Informatio
n element）を含んで構成されてもよい。また、情報要素は、パラメータに相当する情報
が含まれてもよい。なお、ＲＲＣメッセージは、メッセージと呼称される場合もある。ま
た、メッセージクラスは、１つ以上のメッセージのセットである。メッセージには、情報
要素が含まれてもよい。情報要素には、無線リソース制御に関する情報要素、セキュリテ
ィ制御に関する情報要素、モビリティ制御に関する情報要素、測定に関する情報要素、マ
ルチメディアブロードキャストマルチキャストサービス（MBMS: Multimedia Broadcast M
ulticast Service）に関する情報要素などがある。また、情報要素には、下位の情報要素
が含まれてもよい。情報要素は、パラメータとして設定されてもよい。また、情報要素は
、１つ以上のパラメータを示す制御情報として定義されてもよい。
【０１２９】
　情報要素（IE: Information Element）は、システムインフォメーション（SI: System 
Information）または専用シグナリング（Dedicated signaling）で種々のチャネル／信号
／情報に対するパラメータを規定（指定、設定）するために使われる。また、ある情報要
素は、１つ以上のフィールドを含む。情報要素は、１つ以上の情報要素で構成されてもよ
い。なお、情報要素に含まれるフィールドをパラメータと呼称する場合もある。つまり、
情報要素は、１種類（１つ）以上のパラメータを含んでもよい。また、端末装置２は、種
々のパラメータに基づいて無線リソース割り当て制御や上りリンク電力制御、送信制御等
を行なう。また、システムインフォメーションは情報要素として定義されてもよい。
【０１３０】
　情報要素を構成するフィールドには、情報要素が設定されてもよい。また、情報要素を
構成するフィールドには、パラメータが設定されてもよい。
【０１３１】
　ＲＲＣメッセージは、１つ以上の情報要素を含む。また、複数のＲＲＣメッセージがセ
ットされたＲＲＣメッセージをメッセージクラスと呼称する。
【０１３２】
　システムインフォメーションを用いて端末装置２に通知される上りリンク送信電力制御
に関するパラメータには、ＰＵＳＣＨに対する標準電力、ＰＵＣＣＨに対する標準電力、
伝搬路損失補償係数α、ＰＵＣＣＨフォーマット毎に設定される電力オフセットのリスト
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、プリアンブルとメッセージ３の電力オフセットがある。さらに、システムインフォメー
ションを用いて端末装置２に通知されるランダムアクセスチャネルに関するパラメータに
は、プリアンブルに関するパラメータ、ランダムアクセスチャネルの送信電力制御に係る
パラメータ、ランダムアクセスプリアンブルの送信制御に係るパラメータがある。これら
のパラメータは、初期アクセス時または無線リンク障害（RLF: Radio Link Failure）発
生後の再接続／再確立時に使用される。
【０１３３】
　送信電力を設定するために用いられる情報は、報知情報として端末装置２に通知されて
もよい。また、送信電力を設定するために用いられる情報は、共有情報として端末装置２
に通知されてもよい。また、送信電力を設定するために用いられる情報は、専用情報（個
別情報）として端末装置２に通知されてもよい。
【０１３４】
　（第１の実施形態）
　以下、本発明の第１の実施形態について説明する。第１の実施形態における通信システ
ムは、基地局装置１（以下、アクセスポイント、ポイント、送信ポイント、受信ポイント
、セル、サービングセル、送信装置、受信装置、送信局、受信局、送信アンテナ群、送信
アンテナポート群、受信アンテナ群、受信アンテナポート群、通信装置、通信端末、ｅＮ
ｏｄｅＢとも呼称される）として、プライマリー基地局装置（マクロ基地局装置、第１の
基地局装置、第１の通信装置、サービング基地局装置、アンカー基地局装置、マスター基
地局装置、第１のアクセスポイント、第１のポイント、第１の送信ポイント、第１の受信
ポイント、マクロセル、第１のセル、プライマリーセル、マスターセル、マスタースモー
ルセルとも呼称される）を備える。なお、プライマリーセルとマスターセル（マスタース
モールセル）は独立に構成されてもよい。さらに、第１の実施形態における通信システム
は、セカンダリー基地局装置（ＲＲＨ（Remote Radio Head）、リモートアンテナ、張り
出しアンテナ、分散アンテナ、第２のアクセスポイント、第２のポイント、第２の送信ポ
イント、第２の受信ポイント、参照点、小電力基地局装置（LPN: Low Power Node）、マ
イクロ基地局装置、ピコ基地局装置、フェムト基地局装置、スモール基地局装置、ローカ
ルエリア基地局装置、ファントム基地局装置、家庭（屋内）向け基地局装置（Home eNode
B, Home NodeB, HeNB, HNB）、第２の基地局装置、第２の通信装置、協調基地局装置群、
協調基地局装置セット、協調基地局装置、マイクロセル、ピコセル、フェムトセル、スモ
ールセル、ファントムセル、ローカルエリア、第２のセル、セカンダリーセルとも呼称さ
れる）を備えてもよい。また、第１の実施形態に係る通信システムは、端末装置２（以下
、移動局、移動局装置、移動端末、受信装置、送信装置、受信端末、送信端末、第３の通
信装置、受信アンテナ群、受信アンテナポート群、送信アンテナ群、送信アンテナポート
群、ユーザ装置、ユーザ端末（UE: User Equipment）とも呼称される）を備える。ここで
、セカンダリー基地局装置は、複数のセカンダリー基地局装置として示されてもよい。例
えば、プライマリー基地局装置とセカンダリー基地局装置は、ヘテロジーニアスネットワ
ーク配置を利用して、セカンダリー基地局装置のカバレッジの一部または全てが、プライ
マリー基地局装置のカバレッジに含まれ、端末装置と通信が行なわれてもよい。
【０１３５】
　また、第１の実施形態に係る通信システムは、基地局装置１と端末装置２とで構成され
る。単一の基地局装置１は、１つ以上の端末装置２を管理してもよい。また、単一の基地
局装置１は、１つ以上のセル（サービングセル、プライマリーセル、セカンダリーセル、
フェムトセル、ピコセル、スモールセル、ファントムセル）を管理してもよい。また、単
一の基地局装置１は、１つ以上の周波数帯域（コンポーネントキャリア、キャリア周波数
）を管理してもよい。また、単一の基地局装置１は、１つ以上の小電力基地局装置（LPN:
 Low Power Node）を管理してもよい。また、単一の基地局装置１は、１つ以上の家庭（
屋内）向け基地局装置（HeNB: Home eNodeB）を管理してもよい。また、単一の基地局装
置１は、１つ以上のアクセスポイントを管理してもよい。基地局装置１間は、有線（光フ
ァイバ、銅線、同軸ケーブルなど）または無線（Ｘ２インタフェース、Ｘ３インタフェー
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ス、Ｘｎインタフェースなど）で接続されてもよい。つまり、複数の基地局装置１間では
、光ファイバで高速（遅延なし）で通信してもよい（Ideal backhaul）し、Ｘ２インタフ
ェースで低速で通信してもよい（Non ideal backhaul）。その際、端末装置２の種々の情
報（設定情報やチャネル状態情報（CSI）、端末装置２の機能情報（UE capability）、ハ
ンドオーバのための情報など）を通信してもよい。また、複数の基地局装置１は、ネット
ワークで管理されてもよい。また、単一の基地局装置１は、１つ以上の中継局装置（Rela
y）を管理してもよい。
【０１３６】
　また、第１の実施形態に係る通信システムは、複数の基地局装置または小電力基地局装
置または家庭用基地局装置で協調通信（CoMP: Coordination Multiple Points）を実現し
てもよい。つまり、第１の実施形態に係る通信システムは、端末装置２と通信を行なうポ
イント（送信ポイントおよび／または受信ポイント）をダイナミックに切り替えるダイナ
ミックポイントセレクション（DPS: Dynamic Point Selection）を行なってもよい。また
、第１の実施形態に係る通信システムは、協調スケジューリング（CS: Coordinated Sche
duling）や協調ビームフォーミング（CB: Coordinated Beamforming）を行なってもよい
。また、第１の実施形態に係る通信システムは、ジョイント送信（JT: Joint Transmissi
on）やジョイント受信（JR: Joint Reception）を行なってもよい。
【０１３７】
　また、近くに配置された複数の小電力基地局装置またはスモールセルは、クラスタリン
グ（クラスター化、グループ化）されてもよい。クラスタリングされた複数の小電力基地
局装置は、同じ設定情報を通知してもよい。また、クラスター化されたスモールセルの領
域（カバレッジ）をローカルエリアと呼称する場合もある。
【０１３８】
　下りリンク送信において、基地局装置１は、送信点（TP: Transmission Point）と呼称
される場合もある。また、上りリンク送信において、基地局装置１は、受信点（RP: Rece
ption Point）と呼称される場合もある。また、下りリンク送信点および上りリンク受信
点は、下りリンクパスロス測定用のパスロス参照点（Pathloss Reference Point, Refere
nce Point）になりうる。また、パスロス測定用の参照点は、送信点や受信点とは独立に
設定されてもよい。
【０１３９】
　また、スモールセルやファントムセル、ローカルエリアセルは、第３のセルとして設定
されてもよい。また、スモールセルやファントムセル、ローカルエリアセルは、プライマ
リーセルとして再設定されてもよい。また、スモールセルやファントムセル、ローカルエ
リアセルは、セカンダリーセルとして再設定されてもよい。スモールセルやファントムセ
ル、ローカルエリアセルは、サービングセルとして再設定されてもよい。また、スモール
セルやファントムセル、ローカルエリアセルはサービングセルに含まれてもよい。
【０１４０】
　スモールセルを構成可能な基地局装置１は必要に応じて、間欠受信（DRX: Discrete Re
ception）や間欠送信（DTX: Discrete Transmission）を行なってもよい。また、スモー
ルセルを構成可能な基地局装置１は、断続的または準静的に、一部の装置（例えば、送信
部や受信部）の電源のオン／オフを行なってもよい。
【０１４１】
　マクロセルを構成する基地局装置１とスモールセルを構成する基地局装置１とは、独立
な識別子（ID: Identity, Identifier）が設定される場合がある。つまり、マクロセルと
スモールセルの識別子は、独立に設定される場合がある。例えば、セル固有参照信号（CR
S: Cell specific Reference Signal）がマクロセルおよびスモールセルから送信される
場合、送信周波数および無線リソースが同じであっても、異なる識別子でスクランブルさ
れる場合もある。マクロセルに対するセル固有参照信号は物理層セルＩＤ（PCI: Physica
l layer Cell Identity）でスクランブルされ、スモールセルに対するセル固有参照信号
は仮想セルＩＤ（VCI: Virtual Cell Identity）でスクランブルされてもよい。マクロセ
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ルでは物理層セルＩＤ（PCI: Physical layer Cell Identity）でスクランブルされ、ス
モールセルではグローバルセルＩＤ（GCI: Global Cell Identity）でスクランブルされ
てもよい。マクロセルでは第１の物理レイヤセルＩＤでスクランブルされ、スモールセル
では第２の物理層セルＩＤでスクランブルされてもよい。マクロセルでは第１の仮想セル
ＩＤでスクランブルされ、スモールセルでは第２の仮想セルＩＤでスクランブルされても
よい。ここで、仮想セルＩＤは、物理チャネル／物理信号に設定されるＩＤであってもよ
い。また、仮想セルＩＤは、物理層セルＩＤとは独立に設定されるＩＤであってもよい。
また、仮想セルＩＤは、物理チャネル／物理信号に用いられる系列のスクランブルに使用
されるＩＤであってもよい。
【０１４２】
　また、スモールセルまたはスモールセルとして設定されたサービングセルまたはスモー
ルセルに対応するコンポーネントキャリアでは、一部の物理チャネル／物理信号が送信さ
れなくてもよい。例えば、セル固有参照信号（CRS: Cell specific Reference Signal(s)
）や物理下りリンク制御チャネル（PDCCH: Physical Downlink Control Channel）が送信
されなくてもよい。また、スモールセルまたはスモールセルとして設定されたサービング
セルまたはスモールセルに対応するコンポーネントキャリアでは、新しい物理チャネル／
物理信号が送信されてもよい。
【０１４３】
　以下では、１つまたは複数のＨＡＲＱ－ＡＣＫフィードバックビット｛oACKc,0, o

ACK
c

,1,…, oACKc,OACKc-1｝の構成を説明する。
【０１４４】
　ＨＡＲＱ－ＡＣＫビットは上位層から各々のセルの各々のサブフレームにおいて受信さ
れる。各々の正の応答（ＡＣＫ）はビット値‘１’としてエンコードされ、各々の負の応
答（ＮＡＣＫ）はビット値‘０’としてエンコードされる。上位層でＰＵＣＣＨフォーマ
ット３が設定されＨＡＲＱ－ＡＣＫフィードバック情報の送信のために用いられる場合、
ＨＡＲＱ－ＡＣＫフィードバックはサービングセルの各々におけるＨＡＲＱ－ＡＣＫビッ
トの連結によって構成される。１つのコードワード送信モードのような、送信モード１、
２、５、６、または、７が設定されたセルにおいて、１ビットのＨＡＲＱ－ＡＣＫ情報ａ

ｋが前記セルにおいて用いられる。他の送信モード、すなわち２つ以上のコードワード送
信モードが設定されたセルにおいて、２ビットのＨＡＲＱ－ＡＣＫ情報ａｋ，ａｋ+1がセ
ルにおいて用いられる。ここで、ａｋがコードワード０に対応し、ａｋ＋１がコードワー
ド１に対応する。
【０１４５】
　ＨＡＲＱ－ＡＣＫフィードバックビット｛oACKc,0, o

ACK
c,1,…, oACKc,OACKc-1｝は、

サービングセルｃによって個別に領域が設定される。
【０１４６】
　サービングセルｃ毎のＨＡＲＱ－ＡＣＫフィードバックビットは、符号化される前に全
てのサービングセルで集約したＨＡＲＱ－ＡＣＫフィードバックビットのビット列に並び
替えられる。全てのサービングセルで集約したＨＡＲＱ－ＡＣＫフィードバックビットは
、サービングセルのインデックスの小さい順番から割当てられる。また、サービングセル
毎の複数のＨＡＲＱ－ＡＣＫフィードバックビットは、受信した下りリンクグラントに含
まれたＤＡＩの値の小さい順番から割当てられる。
【０１４７】
　以下では、ＨＡＲＱプロセス（HARQ process）について説明する。
【０１４８】
　ＰＤＳＣＨの再送処理は非同期型ＨＡＲＱ（ａｓｙｎｃｈｒｏｎｏｕｓ　ＨＡＲＱ）で
あり、下りリンクサブフレームとＰＤＳＣＨの再送タイミングとが独立で設定される。そ
のため、初送のＰＤＳＣＨと再送のＰＤＳＣＨを紐付けるために、ＨＡＲＱプロセス番号
を用いる。基地局装置１はＨＡＲＱプロセス番号を前記再送のＰＤＳＣＨを示すＰＤＣＣ
Ｈに含まれるＤＣＩによって端末装置２に通知する。端末装置２は、前記ＤＣＩに含まれ



(36) JP WO2015/080140 A1 2015.6.4

10

20

30

40

50

るＨＡＲＱプロセス番号から、バッファに保存されてＨＡＲＱプロセス番号に紐付けられ
たＰＤＳＣＨと前記再送ＰＤＳＣＨとをＨＡＲＱ合成を行う。ＨＡＲＱ合成は、チェイス
合成法（chase combining、ＣＣ）やＩＲ法（incremental redundancy）などが用いられ
る。最大下りリンクＨＡＲＱプロセス数は、ＦＤＤで８、ＴＤＤで最大１５である。最大
下りリンクＨＡＲＱプロセス数に伴い、ＨＡＲＱプロセス番号を通知するＤＣＩのビット
フィールドは、ＦＤＤセルで３ビット、ＴＤＤで４ビット設定される。
【０１４９】
　以下では、ＨＡＲＱ応答情報のＰＵＣＣＨリソースに関する処理または設定について説
明する。ＨＡＲＱ応答情報は、制御チャネルの検出によって示されるＰＤＳＣＨ送信に対
する応答情報、および、ＳＰＳ（semi-persistent scheduling）のリリース（解放、終了
）を示す制御情報を含む制御チャネルに対する応答情報を含む。ＨＡＲＱ応答情報は、正
常に受信したことを示すＡＣＫ、正常に受信できなかったことを示すＮＡＣＫ、および／
または、送信されていない（受信していない）ことを示すＤＴＸを示す。
【０１５０】
　端末装置２は、ＰＵＣＣＨおよび／またはＰＵＳＣＨを通じて、ＨＡＲＱ応答情報を基
地局装置１に送信する。基地局装置１は、ＰＵＣＣＨおよび／またはＰＵＳＣＨを通じて
、端末装置２からのＨＡＲＱ応答情報を受信する。これにより、基地局装置１は、端末装
置２がＰＤＳＣＨまたは制御チャネルを正しく受信できたか否かが分かる。
【０１５１】
　次に、基地局装置１に構成されるＰＵＣＣＨリソースに関して説明する。ＨＡＲＱ応答
情報は、サイクリックシフトされた擬似ＣＡＺＡＣ（Ｃｏｎｓｔａｎｔ－Ａｍｐｌｉｔｕ
ｄｅ　Ｚｅｒｏ－ＡｕｔｏＣｏｒｒｅｌａｔｉｏｎ）系列を用いてＳＣ－ＦＤＭＡサンプ
ル領域に拡散され、さらに符号長が４の直交符号ＯＣＣ（Ｏｒｔｈｏｇｏｎａｌ　Ｃｏｖ
ｅｒ　Ｃｏｄｅ）を用いてスロット内の４ＳＣ－ＦＤＭＡシンボルに拡散される。また、
２つの符号により拡散されたシンボルは、２つの周波数が異なるＲＢにマッピングされる
。こうして、ＰＵＣＣＨリソースは、サイクリックシフト量、直交符号および／またはマ
ッピングされるＲＢの３つの要素により規定される。なお、ＳＣ－ＦＤＭＡサンプル領域
におけるサイクリックシフトは、周波数領域で一様増加する位相回転で表現することもで
きる。
【０１５２】
　ＰＵＣＣＨの送信に用いられる上りリンク制御チャネル領域（ＰＵＣＣＨ領域）は、所
定数のＲＢペアであり、上りリンクシステム帯域幅に対して両端のＲＢペアを用いて構成
される。ＰＵＣＣＨの送信に用いられる物理リソースは、第１スロットと第２スロットと
で異なる周波数の２つのＲＢから構成される。ＰＵＣＣＨの送信に用いられる物理リソー
スは、ｍ（ｍ＝０、１、２、・・・）で表される。１つのＰＵＣＣＨは、いずれかのＰＵ
ＣＣＨの送信に用いられる物理リソースに配置される。これにより、１つのＰＵＣＣＨが
、異なる周波数のリソースを用いて送信されるため、周波数ダイバーシチ効果が得られる
。
【０１５３】
　ＰＵＣＣＨの送信のために用いられるリソースであるＰＵＣＣＨリソース（上りリンク
制御チャネル論理リソース）は、直交符号、サイクリックシフト量、および／または周波
数リソースを用いて規定される。例えば、ＰＵＣＣＨリソースを構成する要素は、ＯＣ０
、ＯＣ１、ＯＣ２の３つの直交符号と、ＣＳ０、ＣＳ２、ＣＳ４、ＣＳ６、ＣＳ８、ＣＳ
１０の６つのサイクリックシフト量と、周波数リソースを示すｍを想定した場合のＰＵＣ
ＣＨリソースを用いることができる。ＰＵＣＣＨリソース（上りリンク制御チャネル論理
リソース）を示すインデクスであるｎＰＵＣＣＨに対応して、直交符号とサイクリックシ
フト量とｍとの各組み合わせが一意に規定されている。ＰＵＣＣＨリソースを示すインデ
クスは、ＰＵＣＣＨリソース番号とも呼称される。なお、ｎＰＵＣＣＨと、直交符号とサ
イクリックシフト量とｍとの各組み合わせとの対応は一例であり、他の対応であってもよ
い。例えば、連続するｎＰＵＣＣＨ間で、サイクリックシフト量が変わるように対応させ
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てもよいし、ｍが変わるように対応させてもよい。また、ＣＳ０、ＣＳ２、ＣＳ４、ＣＳ
６、ＣＳ８、ＣＳ１０とは異なるサイクリックシフト量であるＣＳ１、ＣＳ３、ＣＳ５、
ＣＳ７、ＣＳ９、ＣＳ１１を用いてもよい。また、ここではｍの値がＮＦ２以上の場合を
示している。ｍがＮＦ２未満である周波数リソースは、チャネル状態情報のフィードバッ
クのためのＰＵＣＣＨ送信に予約されたＮＦ２個の周波数リソースである。
【０１５４】
　次に、ＨＡＲＱ応答情報の送信に用いられる送信モードについて説明する。ＨＡＲＱ応
答情報は、様々な送信モード（送信方法）を規定される。ＨＡＲＱ応答情報の送信に用い
られる送信モードは、基地局装置１に固有の情報または設定、端末装置２に固有の情報ま
たは設定、および／または、ＨＡＲＱ応答情報に対応するＰＤＣＣＨに関する情報、上位
層の設定などによって、決定される。ＨＡＲＱ応答情報の送信に用いられる送信モードは
、ＨＡＲＱ応答情報バンドリング（HARQ-ACK bundling）、ＨＡＲＱ応答情報多重（HARQ-
ACK multiplexing）である。
【０１５５】
　ある上りリンクサブフレームにおいて、複数のＨＡＲＱ応答情報が送信される場合があ
る。ある上りリンクサブフレームで送信されるＨＡＲＱ応答情報の数は、１つのＰＤＳＣ
Ｈで送信されるコードワード（トランスポートブロック）の数、サブフレーム設定、およ
び／または、キャリアアグリゲーションの設定によって決定される。例えば、１つのＰＤ
ＳＣＨはＭＩＭＯ（Multi Input Multi Output）送信により、最大２つのコードワードを
送信することができ、それぞれのコードワードに対してＨＡＲＱ応答情報が生成される。
また、例えば、ＴＤＤにおいて、サブフレームの種類は、サブフレーム設定に基づいて決
定される。そのため、ある上りリンクサブフレームにおいて、複数の下りリンクサブフレ
ームにおけるＰＤＳＣＨ送信に対するＨＡＲＱ応答情報を送信する場合、それぞれの下り
リンクサブフレームにおけるＰＤＳＣＨのコードワードに対する複数のＨＡＲＱ応答情報
が生成される。また、例えば、複数のセルによりキャリアアグリゲーションが設定される
場合、それぞれのセルで送信されるＰＤＳＣＨのコードワードに対する複数のＨＡＲＱ応
答情報が生成される。
【０１５６】
　ある上りリンクサブフレームにおいて、複数のＨＡＲＱ応答情報が送信される場合、そ
れらのＨＡＲＱ応答情報は、ＨＡＲＱ応答情報バンドリングおよび／またはＨＡＲＱ応答
情報多重を用いて送信される。
【０１５７】
　ＨＡＲＱ応答情報バンドリングは、複数のＨＡＲＱ応答情報に対して論理積演算を行う
。ＨＡＲＱ応答情報バンドリングは様々な単位で行うことができる。例えば、ＨＡＲＱ応
答情報バンドリングは、複数の下りリンクサブフレームにおける全てのコードワードに対
して行われる。ＨＡＲＱ応答情報バンドリングは、１つの下りリンクサブフレーム内の全
てのコードワードに対して行われる。特に、１つのサービングセル内の１つの下りリンク
サブフレーム内の全てのコードワードに対してＨＡＲＱ応答情報バンドリングを行うこと
を空間ＨＡＲＱ応答情報バンドリングとも呼称される。ＨＡＲＱ応答情報バンドリングは
、ＨＡＲＱ応答情報の情報量を削減できる。ＨＡＲＱ応答情報多重は、複数のＨＡＲＱ応
答情報に対して多重を行う。なお、ＨＡＲＱ応答情報バンドリングを行った情報がさらに
多重されてもよい。なお、以下の説明では、ＨＡＲＱ応答情報バンドリングを行った情報
は、単にＨＡＲＱ応答情報とも呼称される。
【０１５８】
　また、ＨＡＲＱ応答情報を送信するＰＵＣＣＨは、複数種類のフォーマットを規定する
ことができる。ＨＡＲＱ応答情報を送信するＰＵＣＣＨのフォーマットは、ＰＵＣＣＨフ
ォーマット１ａ、ＰＵＣＣＨフォーマット１ｂ、チャネル選択を行うＰＵＣＣＨフォーマ
ット１ｂ（PUCCH 1b with channel selection）、ＰＵＣＣＨフォーマット３などである
。ＨＡＲＱ応答情報の送信に用いられる送信モードは、送信するＰＵＣＣＨフォーマット
も含まれる。
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【０１５９】
　ＰＵＣＣＨフォーマット１ａは、１ビットのＨＡＲＱ応答情報を送信するために用いら
れるＰＵＣＣＨフォーマットである。ＰＵＣＣＨフォーマット１ａでＨＡＲＱ応答情報が
送信される場合、１つのＰＵＣＣＨリソースが割り当てられ、ＨＡＲＱ応答情報はそのＰ
ＵＣＣＨリソースを用いて送信される。
【０１６０】
　ＰＵＣＣＨフォーマット１ｂは、２ビットのＨＡＲＱ応答情報を送信するために用いら
れるＰＵＣＣＨフォーマットである。ＰＵＣＣＨフォーマット１ｂでＨＡＲＱ応答情報が
送信される場合、１つのＰＵＣＣＨリソースが割り当てられ、ＨＡＲＱ応答情報はそれら
のＰＵＣＣＨリソースを用いて送信される。
【０１６１】
　チャネル選択を行うＰＵＣＣＨフォーマット１ｂは、２、３または４つのＨＡＲＱ応答
情報を送信するために用いられるＰＵＣＣＨフォーマットである。２、３または４つのＨ
ＡＲＱ応答情報を送信するために用いられるＰＵＣＣＨフォーマットは、それぞれ２、３
または４つのＰＵＣＣＨリソース（チャネル）が設定される。チャネル選択は、設定され
た複数のＰＵＣＣＨリソースのいずれかを選択し、選択されたＰＵＣＣＨリソースが情報
の一部として用いられる。さらに、その選択されたＰＵＣＣＨリソースで送信できる２ビ
ットの情報も情報の一部として用いられる。その２ビットの情報は、ＱＰＳＫ変調される
ため、１つのシンボルとして送信される。すなわち、チャネル選択を行うＰＵＣＣＨフォ
ーマット１ｂでは、２、３または４つのＨＡＲＱ応答情報は、設定された複数のＰＵＣＣ
Ｈリソースの中から選択されたＰＵＣＣＨリソースと、その選択されたＰＵＣＣＨリソー
スで送信できる２ビットの情報との、組み合わせを用いて、送信される。その組み合わせ
と、それぞれのＨＡＲＱ応答情報は、予め規定される。また、ＨＡＲＱ応答情報は、ＡＣ
Ｋ、ＮＡＣＫ、ＤＴＸ、またはＮＡＣＫ／ＤＴＸである。ＮＡＣＫ／ＤＴＸは、ＮＡＣＫ
またはＤＴＸを示す。例えば、キャリアアグリゲーションが設定されない場合、２、３ま
たは４つのＨＡＲＱ応答情報は、それぞれ２、３または４つの下りリンクサブフレームで
送信されるＰＤＳＣＨ送信に対するＨＡＲＱ応答情報である。
【０１６２】
　ＰＵＣＣＨフォーマット３は、最大２０ビットのＨＡＲＱ応答情報を送信するために用
いられるＰＵＣＣＨフォーマットである。ＰＵＣＣＨフォーマット３における１つのＰＵ
ＣＣＨリソースが設定される。ＰＵＣＣＨフォーマット３における１つのＰＵＣＣＨリソ
ースは、最大２０ビットのＨＡＲＱ応答情報を送信する。ＰＵＣＣＨフォーマット１ａ／
１ｂにおけるＰＵＣＣＨリソースと、ＰＵＣＣＨフォーマット３におけるＰＵＣＣＨリソ
ースとは、独立である。例えば、基地局装置１は、ＰＵＣＣＨフォーマット１ａ／１ｂに
おけるＰＵＣＣＨリソースと、ＰＵＣＣＨフォーマット３におけるＰＵＣＣＨリソースと
が、それぞれ異なる物理リソース（すなわち、ＰＵＣＣＨの送信に用いられる物理リソー
スを構成する２つのＲＢ）を用いて構成されるように、設定することが好ましい。
【０１６３】
　ＨＡＲＱ応答情報がＰＵＣＣＨで送信される場合、ＨＡＲＱ応答情報は明示的および／
または黙示的に設定されるＰＵＣＣＨリソースにマッピングされ送信される。ＨＡＲＱ応
答情報の送信に用いられるＰＵＣＣＨリソースは、基地局装置１に固有の情報または設定
、端末装置２に固有の情報または設定、および／または、ＨＡＲＱ応答情報に対応するＰ
ＤＣＣＨまたはＥＰＤＣＣＨに関する情報などによって、一意に決定される。例えば、Ｈ
ＡＲＱ応答情報の送信に用いられるＰＵＣＣＨリソースを示すＰＵＣＣＨリソース番号は
、それらの情報に含まれるパラメータおよび／またはそれらの情報から得られるパラメー
タと、所定の方法（演算）とを用いて、算出される。
【０１６４】
　通常のＦＤＤセル（例えば、キャリアアグリゲーションを行わないＦＤＤセルや、ＦＤ
Ｄセルとのみキャリアアグリゲーションを行うＦＤＤセル）では、下りリンクコンポーネ
ントキャリアにおいて送信したＰＤＳＣＨ、または、サブフレームｎ－４における下りリ
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ンクＳＰＳ（Semi-Persistent Scheduling）の開放（ＳＰＳリリース）を示すＰＤＣＣＨ
に対応するＨＡＲＱ応答情報は、下りリンクコンポーネントキャリアに対応する上りリン
クコンポーネントキャリアによって送信される。サブフレームｎに配置された前記ＰＤＳ
ＣＨに対応するＨＡＲＱ応答情報は、サブフレームｎ＋４に配置されたＰＵＣＣＨ／ＰＵ
ＳＣＨによって送信される。すなわち、端末装置２は、あるサブフレームにおいてＰＤＳ
ＣＨを受信後、前記ＰＤＳＣＨに対応するＨＡＲＱ応答情報を４サブフレーム後のＰＵＣ
ＣＨ／ＰＵＳＣＨによって基地局に送信する。これにより、基地局は送信した前記ＰＤＳ
ＣＨに対応するＨＡＲＱ応答情報を端末装置２から受信し、ＡＣＫ／ＮＡＣＫの情報に基
づいて前記ＰＤＳＣＨを再送するか否かを判断することができる。
【０１６５】
　すなわち、ＦＤＤセルにおいて、端末装置２に１つのサービングセルが設定された場合
、もしくは、端末装置２に１つより多くのサービングセルが設定され、プライマリーセル
がＦＤＤセルである場合、端末装置２は、サブフレームｎ－４で、端末装置２を対象とし
、かつ、ＨＡＲＱ応答情報が与えられるＰＤＳＣＨ送信の検出にあたり、サブフレームｎ
で前記ＨＡＲＱ応答情報を送信する。
【０１６６】
　一方、通常のＴＤＤセル（例えば、キャリアアグリゲーションを行わないＴＤＤセルや
、ＴＤＤセルとのみキャリアアグリゲーションを行うＴＤＤセル）では、下りリンクサブ
フレームの４サブフレーム後に上りリンクサブフレームが必ず設定されるとは限らない。
そのため、下りリンクサブフレームに対応する上りリンクサブフレームが定義される。Ｐ
ＤＣＣＨまたはＥＰＤＣＣＨによって示されるＰＤＳＣＨ送信におけるＨＡＲＱ応答情報
多重の詳細の一例は、図６に示す下りリンク関連付けセット（Downlink association set
）を用いる。図６は、下りリンク関連付けセットのインデックスＫ：｛ｋ０、ｋ１、．．
．、ｋＭ－１｝の一例を示す図である。サブフレームｎで配置されるＰＵＣＣＨ／ＰＵＳ
ＣＨに含まれるＨＡＲＱ応答情報は、サブフレームｎ－ｋｉにおける関連するＰＤＣＣＨ
の検出によって示されるＰＤＳＣＨ、または、サブフレームｎ－ｋｉにおける下りリンク
ＳＰＳの開放を示すＰＤＣＣＨに対応する。言い換えると、サブフレームｎでＰＤＣＣＨ
の検出によって示されるＰＤＳＣＨ、または、下りリンクＳＰＳの開放を示すＰＤＣＣＨ
に対応するＨＡＲＱ応答情報は、サブフレームｎ＋ｋｉでＰＵＣＣＨ／ＰＵＳＣＨに含ん
で送信される。
【０１６７】
　すなわち、ＴＤＤセルにおいて、端末装置２に１つのサービングセルが設定される場合
、もしくは、端末装置２に１つより多くのサービングセルが設定され、全てのＵＬ－ＤＬ
設定が同じ場合、端末装置２は、ｎ－ｋのサブフレームで、端末装置２を対象とし、かつ
、ＨＡＲＱ応答情報が与えられるＰＤＳＣＨ送信の検出にあたり、上りリンクサブフレー
ムｎでＨＡＲＱ応答情報を送信する。ここで、ｋはセットＫに属し（ｋ∈Ｋ）、セットＫ
は図６によって定義される。
【０１６８】
　図４は、ＴＤＤセルにおけるＰＤＣＣＨによって示されるＰＤＳＣＨ送信におけるＨＡ
ＲＱ応答情報多重の一例を示す図である。図４では、チャネル選択を行うＰＵＣＣＨフォ
ーマット１ｂを用いて、４つの下りリンクサブフレーム（４ビット）に対するＨＡＲＱ応
答情報が送信される場合において、ＨＡＲＱ応答情報多重のために用いられるＰＵＣＣＨ
リソースが示されている。また、ある上りリンクサブフレームｎにおいて、サブフレーム
ｎ－ｋｉから引き出されるＰＵＣＣＨリソースが示される。ここで、サブフレームｎ－ｋ

ｉは、サブフレームｎに対してｋｉ個前のサブフレームを示す。また、ＨＡＲＱ応答情報
多重するサブフレーム（ビット）の数がＭであるとすると、ｉは０以上でありＭ－１以下
の整数である。つまり、図４では、サブフレームｎにおいて、４つの下りリンクサブフレ
ーム（サブフレームｎ－ｋ０、サブフレームｎ－ｋ１、サブフレームｎ－ｋ２、および、
サブフレームｎ－ｋ３）から引き出されるＰＵＣＣＨリソースを用いて、４ビットのＨＡ
ＲＱ応答情報が送信される。また、Ｍの値と、ｋｉの値は、サブフレームｎの番号と、サ
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ブフレーム設定とで規定される。ここで、ｎ－ｋ（ｋはＫに含まれる各ｋｉ）で表現され
るサブフレームの集合を含む時間窓をバンドリングウィンドウと呼称することができる。
バンドリングウィンドウ内のサブフレーム数とはＭであり，バンドリングウィンドウ内の
サブフレームとはサブフレームｎ－ｋ０からサブフレームｎ－ｋＭ－１を意味する。バン
ドリングウィンドウのサイズ（時間長）は、対応する上りリンクサブフレームを有するサ
ブフレームｎに応じて異なることができる。また、バンドリングウィンドウのサイズはＴ
ＤＤのサブフレーム構成（ＵＬ／ＤＬコンフィグレーション）に応じで異なることができ
る。
【０１６９】
　なお、ＦＤＤセルは、ＴＤＤセルにおけるＰＤＣＣＨによって示されるＰＤＳＣＨ送信
におけるＨＡＲＱ応答情報多重と同様に定義し直すと、全てのサブフレームｎのＭの値は
１であり、全てのサブフレームｎにｋ０が定義され、全てのｋ０が４である、下りリンク
関連セットＫとして書き直すことができる。
【０１７０】
　ＰＤＣＣＨによって示されるＰＤＳＣＨ送信におけるＨＡＲＱ応答情報のために用いら
れるＰＵＣＣＨリソースは、少なくとも、上位層で設定されるパラメータN(1)PUCCHと、
そのＨＡＲＱ応答情報に関連するＰＤＣＣＨの送信のために用いられる最初のＣＣＥ番号
nCCEとに基づいて決定される。また、図４に示すように、ＰＤＣＣＨによって示されるＰ
ＤＳＣＨ送信におけるＨＡＲＱ応答情報のために用いられるＰＵＣＣＨリソースのインデ
ックスは、それぞれのサブフレームにおいて、nCCEがマッピングされるＯＦＤＭシンボル
の順に与えられる。すなわち、ＨＡＲＱ応答情報多重するサブフレーム間で、ブロックイ
ンタリーブが行われる。これにより、ＰＤＣＣＨがマッピングできる領域であるＰＤＣＣ
Ｈ領域を構成するＯＦＤＭシンボル数がサブフレーム毎に設定できるため、ＰＵＣＣＨリ
ソースを前方に集められる可能性が高くなる。そのため、ＨＡＲＱ応答情報のために用い
られるＰＵＣＣＨリソースが効率的に用いられる。
【０１７１】
　図５は、ＥＰＤＣＣＨによって示されるＰＤＳＣＨ送信におけるＨＡＲＱ応答情報多重
の一例を示す図である。図５では、チャネル選択を行うＰＵＣＣＨフォーマット１ｂを用
いて、４つの下りリンクサブフレーム（４ビット）に対するＨＡＲＱ応答情報が送信され
る場合において、ＨＡＲＱ応答情報多重のために用いられるＰＵＣＣＨリソースが示され
ている。また、ある上りリンクサブフレームｎにおいて、サブフレームｎ－ｋｉから引き
出されるＰＵＣＣＨリソースが示される。ここで、サブフレームｎ－ｋｉは、サブフレー
ムｎに対してｋｉ個前のサブフレームを示す。また、ＨＡＲＱ応答情報多重するサブフレ
ーム（ビット）の数がＭであるとすると、ｉは０以上でありＭ－１以下の整数である。つ
まり、図５では、サブフレームｎにおいて、４つの下りリンクサブフレーム（サブフレー
ムｎ－ｋ０、サブフレームｎ－ｋ１、サブフレームｎ－ｋ２、および、サブフレームｎ－
ｋ３）から引き出されるＰＵＣＣＨリソースを用いて、４ビットのＨＡＲＱ応答情報が送
信される。また、Ｍの値と、ｋｉの値は、サブフレームｎの番号と、サブフレーム設定と
で規定される。
【０１７２】
　ＥＰＤＣＣＨによって示されるＰＤＳＣＨ送信におけるＨＡＲＱ応答情報のために用い
られるＰＵＣＣＨリソースは、少なくとも、上位層で設定されるパラメータN(e1)PUCCHと
、そのＨＡＲＱ応答情報に関連するＥＰＤＣＣＨの送信のために用いられる最初のＣＣＥ
番号nECCEとに基づいて決定される。また、図５に示すように、ＥＰＤＣＣＨによって示
されるＰＤＳＣＨ送信におけるＨＡＲＱ応答情報のために用いられるＰＵＣＣＨリソース
のインデックスは、サブフレームｎ－ｋ０にマッピングされるＥＰＤＣＣＨから順に与え
られる。
【０１７３】
　以下では、ＰＤＣＣＨまたはＥＰＤＣＣＨによって示されるＰＤＳＣＨ送信におけるＨ
ＡＲＱ応答情報多重の詳細を説明する。
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【０１７４】
　ＰＤＣＣＨまたはＥＰＤＣＣＨによって示されるＰＤＳＣＨ送信におけるＨＡＲＱ応答
情報多重の詳細の一例は、図６に示す下りリンク関連付けセット（Downlink association
 set）と、図７に示すＨＡＲＱ応答情報の送信に用いられるＰＵＣＣＨリソースの演算と
を用いる。図６は、下りリンク関連付けセットのインデックスＫ：｛ｋ０、ｋ１、．．．
、ｋＭ－１｝の一例を示す図である。図７は、ＨＡＲＱ応答情報の送信に用いられるＰＵ
ＣＣＨリソースを与える数式の一例を示す図である。
【０１７５】
　１よりも大きいＭを有するサブフレームｎでＨＡＲＱ応答情報多重を行う場合において
、サブフレームｎ－ｋｉから引き出されるＰＵＣＣＨリソースであるn(1)PUCCH,iと、サ
ブフレームｎ－ｋｉからのACK/NACK/DTXの応答であるHARQ-ACK(i)とは、以下のように示
される。ただし、Ｍは、図６によって定義されるセットＫの中のエレメントの数である。
Ｍは、多重を行うＨＡＲＱ応答情報に基づく数である。また、ｋｉはセットＫに含まれ、
ｉは０以上Ｍ－１以下である。例えば、上りリンク－下りリンク設定が２である場合、サ
ブフレーム２におけるセットＫは｛８、７、４、６｝であり、Ｍは４であり、ｋ０は８で
あり、ｋ１は７であり、ｋ２は４であり、ｋ３は６である。
【０１７６】
　サブフレームｎ－ｋｉにおける関連するＰＤＣＣＨの検出によって示されるＰＤＳＣＨ
送信、または、サブフレームｎ－ｋｉにおける下りリンクＳＰＳ（Semi-Persistent Sche
duling）の開放（ＳＰＳリリース）を示すＰＤＣＣＨに対するＰＵＣＣＨリソースは、図
７の数式（ａ）によって与えられる。ただし、nCCE,iはサブフレームｎ－ｋｉの中で関連
するＰＤＣＣＨの送信のために用いられる最初のＣＣＥの番号（インデックス）であり、
N(1)PUCCHは上位層で設定されるパラメータである。また、NDLRBは下りリンクにおけるリ
ソースブロック数であり、NRBscはリソースブロック当たりのサブキャリア数である。
【０１７７】
　また、サブフレームｎ－ｋｉにおける関連するＥＰＤＣＣＨの検出によって示されるＰ
ＤＳＣＨ送信、または、サブフレームｎ－ｋｉにおける下りリンクＳＰＳ（Semi-Persist
ent Scheduling）の開放（ＳＰＳリリース）を示すＥＰＤＣＣＨに対するＰＵＣＣＨリソ
ースは、図７の数式（ｂ－１）および数式（ｂ－２）によって与えられる。ＥＰＤＣＣＨ
セット（EPDCCH-PRB-set）ｑが分散送信に設定される場合、ＰＵＣＣＨリソースは図７の
数式（ｂ－１）が用いられる。ＥＰＤＣＣＨセット（EPDCCH-PRB-set）ｑが局所送信に設
定される場合、ＰＵＣＣＨリソースは図７の数式（ｂ－２）が用いられる。ただし、nECC
E,qはサブフレームｎ－ｋｉでありＥＰＤＣＣＨセットｑの中で関連するＤＣＩ割り当て
の送信のために用いられる最初のＣＣＥの番号（インデックス）である。つまり、そのＣ
ＣＥの番号は、そのＥＰＤＣＣＨを構成するために用いられる最小のＥＣＣＥのインデッ
クスである。N(e1)PUCCH,qはＥＰＤＣＣＨセットｑにおいて、上位層で設定されるパラメ
ータである。NECCE,qRBはサブフレームｎ－ｋｉにおいて、ＥＰＤＣＣＨセットｑのため
に設定されるリソースブロックの総数である。
【０１７８】
　すなわち、サブフレームｎにおいて、Ｍ個のＰＵＣＣＨリソースが与えられる。そのＭ
個のＰＵＣＣＨリソースは、チャネル選択を行うＰＵＣＣＨフォーマット１ｂのＰＵＣＣ
Ｈの送信に用いられる。例えば、上りリンク－下りリンク設定が２である場合、サブフレ
ーム２において、４つのＰＵＣＣＨリソースが与えられる。その４つのＰＵＣＣＨリソー
スは、チャネル選択を行うＰＵＣＣＨフォーマット１ｂのＰＵＣＣＨの送信に用いられる
。
【０１７９】
　ここで、図６に示す下りリンク関連付けセット内のセットＫのそれぞれが示すサブフレ
ームは、下りリンクサブフレーム、スペシャルサブフレームおよび／またはフレキシブル
サブフレームである。これにより、下りリンクサブフレームおよびスペシャルサブフレー
ムに加えて、フレキシブルサブフレームが設定され得る場合でも、下りリンクサブフレー
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ム、スペシャルサブフレームおよび／またはフレキシブルサブフレームで送信されるＰＤ
ＳＣＨに対するＨＡＲＱ応答情報が効率的に送信されることが可能になる。
【０１８０】
　以下では、上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定と下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定について説
明する。
【０１８１】
　基地局装置１または端末装置２は、ある条件を満たすと、一方を上りリンク参照ＵＬ－
ＤＬ設定として設定し、もう一方を下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定として設定してもよい
。例えば、端末装置２は、第１の設定に関する情報と第２の設定に関する情報の２つを受
信してから上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定と下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定に設定しても
よい。なお、上りリンクに関連するＤＣＩフォーマット（例えば、ＤＣＩフォーマット０
／４）は、上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定で設定されている下りリンクサブフレームで送
信されてもよい。
【０１８２】
　また、上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定と下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定は同じテーブル
を使用してそれぞれ設定されてもよい。ただし、同じテーブルに基づいて上りリンク参照
ＵＬ－ＤＬ設定と下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定のインデックスが設定される場合、上り
リンク参照ＵＬ－ＤＬ設定と下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定は異なるインデックスで設定
されることが好ましい。つまり、上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定と下りリンク参照ＵＬ－
ＤＬ設定は、異なるサブフレームパターンが設定されることが好ましい。
【０１８３】
　また、１つのサービングセルに対して上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定と下りリンク参照
ＵＬ－ＤＬ設定は独立に設定できる。また、１つのサービングセルに対して、該サービン
グセルのＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨから該サービングセルのＰＤＳＣＨ／ＰＵＳＣＨをス
ケジューリングするセルフスケジューリング（self scheduling）と、該サービングセル
とは異なるサービングセルのＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨから該サービングセルのＰＤＳＣ
Ｈ／ＰＵＳＣＨをスケジューリングするクロスキャリアスケジューリング（cross carrie
r scheduling）とで、個別に上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定と下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ
設定を設定できる。
【０１８４】
　１つのサービングセル（プライマリーセル、セカンダリーセル）に対して、複数のＴＤ
Ｄ　ＵＬ／ＤＬ設定が示される場合には、条件に応じて、何れか一方を上りリンク参照Ｕ
Ｌ－ＤＬ設定として設定し、もう一方を下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定として設定しても
よい。なお、上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定は、少なくとも物理下りリンク制御チャネル
が配置されるサブフレームと前記物理下りリンク制御チャネルが対応する物理上りリンク
共用チャネルが配置されるサブフレームとの対応を決定するために用いられ、実際の信号
の送信方向（つまり、上りリンクまたは下りリンク）とは異なってもよい。下りリンク参
照ＵＬ－ＤＬ設定は、少なくとも物理下りリンク共用チャネルが配置されるサブフレーム
と前記物理下りリンク共用チャネルに対応するＨＡＲＱ応答情報が送信されるサブフレー
ムとの対応を決定するために用いられ、実際の信号の送信方向（つまり、上りリンクまた
は下りリンク）とは異なっても構わない。すなわち、上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定は、
ＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨ／ＰＨＩＣＨが配置されるサブフレームｎと前記ＰＤＣＣＨ／
ＥＰＤＣＣＨ／ＰＨＩＣＨが対応するＰＵＳＣＨが配置されるサブフレームｎ＋ｋとの対
応を特定（選択、決定）するために用いられる。１つのプライマリーセルが設定されてい
る場合、または、１つのプライマリーセルおよび１つのセカンダリーセルが設定され、プ
ライマリーセルに対する上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定およびセカンダリーセルに対する
上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定が同じ場合は、２つのサービングセルのそれぞれにおいて
、対応する上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定が、ＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨ／ＰＨＩＣＨが
配置されるサブフレームと前記ＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨ／ＰＨＩＣＨが対応するＰＵＳ
ＣＨが配置されるサブフレームとの対応を決定するために用いられる。また、下りリンク
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参照ＵＬ－ＤＬ設定は、ＰＤＳＣＨが配置されるサブフレームｎと前記ＰＤＳＣＨに対応
するＨＡＲＱ応答情報が送信されるサブフレームｎ＋ｋとの対応を特定（選択、決定）す
るために用いられる。１つのプライマリーセルが設定されている場合、または、１つのプ
ライマリーセルおよび１つのセカンダリーセルが設定され、プライマリーセルに対する下
りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定およびセカンダリーセルに対する下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ
設定が同じ場合は、２つのサービングセルのそれぞれにおいて、対応する下りリンク参照
ＵＬ－ＤＬ設定が、ＰＤＳＣＨが配置されるサブフレームｎと前記ＰＤＳＣＨに対応する
ＨＡＲＱ応答情報が送信されるサブフレームｎ＋ｋとの対応を特定（選択、決定）するた
めに用いられる。
【０１８５】
　下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定が端末装置２に設定される一例として、２つ以上のＴＤ
Ｄセルが端末装置２に設定され、少なくとも２つのサービングセルのＵＬ－ＤＬ設定が異
なって設定される場合である。このとき、プライマリーセルかセカンダリーセルかと図１
０で定義されたセット番号とプライマリーセルＵＬ－ＤＬ設定とセカンダリーセルＵＬ－
ＤＬ設定のペアとの組み合わせから、そのサービングセルの下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設
定が決定される。このとき、サブフレームｎで配置されるＰＵＣＣＨ／ＰＵＳＣＨに含ま
れるＨＡＲＱ応答情報は、サブフレームｎ－ｋにおける関連するＰＤＣＣＨの検出によっ
て示されるＰＤＳＣＨ、または、サブフレームｎ－ｋにおける下りリンクＳＰＳの開放を
示すＰＤＣＣＨに対応する。ここで、ｋは前記下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定から図６で
定義された値を用いて対応付けが行われる。
【０１８６】
　すなわち、ＴＤＤセルにおいて、端末装置２に１つよりも多くサービングセルが設定さ
れ、少なくとも２つのサービングセルが異なるＵＬ－ＤＬ設定を有し、そして該サービン
グセルがプライマリーセルである場合に、プライマリーセルのＵＬ－ＤＬ設定は該サービ
ングセルに対する下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定である。
【０１８７】
　すなわち、ＴＤＤセルにおいて、端末装置２に１つよりも多くサービングセルが設定さ
れ、少なくとも２つのサービングセルが異なるＵＬ－ＤＬ設定を有し、該サービングセル
がセカンダリーセルであり、そして、プライマリーセルＵＬ－ＤＬ設定とセカンダリーセ
ルＵＬ－ＤＬ設定のペアが図１０のセット１に属する、該サービングセルのスケジューリ
ングに対して他のサービングセルからのＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨのモニタを端末装置２
に設定されず、プライマリーセルＵＬ－ＤＬ設定とセカンダリーセルＵＬ－ＤＬ設定のペ
アが図１０のセット２かセット３に属する、または、該サービングセルのスケジューリン
グに対して他のサービングセルからのＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨのモニタを端末装置２に
設定されて、プライマリーセルＵＬ－ＤＬ設定とセカンダリーセルＵＬ－ＤＬ設定のペア
が図１０のセット４かセット５に属する、の何れかの場合、該サービングセルの下りリン
ク参照ＵＬ－ＤＬ設定は図１０で定義される。
【０１８８】
　すなわち、ＴＤＤセルにおいて、端末装置２に１つよりも多くサービングセルが設定さ
れ、少なくとも２つのサービングセルが異なるＵＬ－ＤＬ設定を有し、少なくとも１つの
サービングセルの下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定がＴＤＤ　ＵＬ－ＤＬ設定５である場合
、端末装置２は２つよりも多くサービングセルが設定されることを予期しない。
【０１８９】
　すなわち、ＴＤＤセルにおいて、端末装置２に１つより多くのサービングセルが設定さ
れ、少なくとも２つのサービングセルは異なるＵＬ－ＤＬ設定を有する場合、端末装置２
は、サービングセルｃに対するｎ－ｋのサブフレームで、端末装置２を対象とし、かつ、
ＨＡＲＱ応答情報が与えられるＰＤＳＣＨ送信の検出にあたり、上りリンクサブフレーム
ｎでＨＡＲＱ応答情報を送信する。ここで、ｋはセットＫｃに属し（ｋ∈Ｋｃ）、セット
Ｋは図６によって定義される。また、ここで、セットＫｃは、サービングセルｃに対する
下りリンクサブフレームまたはスペシャルサブフレームに相当するサブフレームｎ－ｋで



(44) JP WO2015/080140 A1 2015.6.4

10

20

30

40

50

あるような、セットＫに属するｋの値を含む。また、ここで、図６のＵＬ－ＤＬ設定は該
ＦＤＤセルの下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定を参照する。
【０１９０】
　以下では、異なるフレーム構造タイプが適用される複数のセルが集約される場合も想定
したＨＡＲＱ応答情報の送信タイミングを説明する。
【０１９１】
　ここで、異なるフレーム構造タイプが適用される複数のセルが集約されるとは、例えば
、フレーム構造タイプがタイプ１（ＦＤＤ）であるセルとフレーム構造タイプがタイプ２
（ＴＤＤ）であるセルを集約することを含む。また、異なるフレーム構造タイプが適用さ
れる複数のセルが集約されるとは、例えば、フレーム構造タイプがタイプ１（ＦＤＤ）で
ある複数のセルとフレーム構造タイプがタイプ２（ＴＤＤ）である複数のセルを集約する
ことを含む。つまり、異なるフレーム構造タイプが適用される複数のセルが集約されると
は、例えば、フレーム構造タイプがタイプ１（ＦＤＤ）である１つ以上のセルとフレーム
構造タイプがタイプ２（ＴＤＤ）である１つ以上のセルを集約することを含む。なお、フ
レーム構造タイプについては、一例であり、タイプ３やタイプ４が定義された場合も同様
に適用されてもよい。以下、プライマリーセルがＴＤＤであるセルをＴＤＤプライマリー
セル、セカンダリーセルがＴＤＤであるセルをＴＤＤセカンダリー、プライマリーセルが
ＦＤＤであるセルをＦＤＤプライマリーセル、セカンダリーセルがＦＤＤであるセルをＦ
ＤＤセカンダリーセルと呼称する。キャリアアグリゲーションが設定された場合、端末装
置２はプライマリーセルにおいてＰＵＣＣＨを送信し、基地局装置１はプライマリーセル
において端末装置２からのＰＵＣＣＨを受信する。端末装置２はセカンダリーセルにおい
てＰＵＣＣＨを送信する必要は無く、基地局装置１はセカンダリーセルにおいて端末装置
２からのＰＵＣＣＨを受信する必要は無い。
【０１９２】
　ここで、ＦＤＤセルに対しても上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定または下りリンク参照Ｕ
Ｌ－ＤＬ設定ができる。また、ＦＤＤセルに対して上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定のみ設
定することができる。また、ＦＤＤセルに対して下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定のみ設定
することができる。また、スケジューリング方法（セルフスケジューリング、クロスキャ
リアスケジューリング）によって上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定および下りリンク参照Ｕ
Ｌ－ＤＬ設定が個別に設定される。例えば、セルフスケジューリングの場合はＦＤＤセル
に上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定が設定されず、クロスキャリアスケジューリングの場合
はＦＤＤセルに上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定が設定される。また、サービングセルの種
類（プライマリーセル、セカンダリーセル）やサービングセルの集約の組み合わせに依存
して設定されてもよい。例えば、端末装置２にＦＤＤプライマリーセルとして設定された
場合、ＦＤＤプライマリーセルに下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定が設定されず、端末装置
２にＦＤＤセカンダリーセルとして設定され、プライマリーセルがＴＤＤの場合、ＦＤＤ
セカンダリーセルに下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定が設定される。
【０１９３】
　ＦＤＤセルに上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定が設定されない場合、基地局装置１はＦＤ
Ｄの送信タイミングでＰＵＳＣＨのスケジューリングおよびＰＨＩＣＨの送信を行う。Ｆ
ＤＤセルに下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定が設定されない場合、基地局装置１はＦＤＤの
送信タイミングでＰＤＳＣＨのスケジューリングを行い、端末装置２はＦＤＤの送信タイ
ミングで前記ＰＤＳＣＨに対応するＨＡＲＱ応答情報を送信する。
【０１９４】
　プライマリーセルがＴＤＤセルである場合の、ＦＤＤセルにおけるＨＡＲＱ応答情報の
送信タイミングの一例を示す。
【０１９５】
　全てのＵＬ－ＤＬ設定において、サブフレーム２では上りリンクサブフレームが設定さ
れる。そこで、プライマリーセルがＴＤＤセルである場合の、ＦＤＤセカンダリーセルで
検出されるＰＤＳＣＨまたは下りリンクＳＰＳの開放を示すＰＤＣＣＨに対応する全ての
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ＨＡＲＱ応答情報はサブフレーム２のタイミングで送信する。つまり、ＴＤＤプライマリ
ーセルとキャリアアグリゲーションを行っているＦＤＤセカンダリーセルのＨＡＲＱ応答
情報の送信タイミングは、ＴＤＤ　ＵＬ－ＤＬ設定５に従って送信される。
【０１９６】
　すなわち、ＦＤＤセルにおいて、端末装置２に１つよりも多いサービングセルが設定さ
れ、プライマリーセルがＴＤＤセルである場合、該ＦＤＤセルの下りリンク参照ＵＬ－Ｄ
Ｌ設定はＴＤＤ　ＵＬ－ＤＬ設定５であり、端末装置２は２つよりも多くサービングセル
が設定されることを予期しない。
【０１９７】
　すなわち、ＦＤＤセルにおいて、端末装置２に１つよりも多いサービングセルが設定さ
れ、プライマリーセルがＴＤＤセルである場合、端末装置２は、ｎ－ｋのサブフレームで
、端末装置２を対象とし、かつ、ＨＡＲＱ応答情報が与えられるＰＤＳＣＨ送信の検出に
あたり、上りリンクサブフレームｎでＨＡＲＱ応答情報を送信する。ここで、ｋはセット
Ｋに属し（ｋ∈Ｋ）、セットＫは図６によって定義される。また、ここで、図６のＵＬ－
ＤＬ設定は該ＦＤＤセルの下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定を参照する。
【０１９８】
　プライマリーセルがＴＤＤセルである場合の、ＦＤＤセルにおけるＨＡＲＱ応答情報の
送信タイミングの一例を示す。
【０１９９】
　上記の一例は、ＴＤＤプライマリーセルで全てのＴＤＤ　ＵＬ－ＤＬ設定が使われるこ
とを想定したＨＡＲＱ応答情報送信タイミングであり、予めＴＤＤ　ＵＬ－ＤＬ設定５の
ＨＡＲＱ応答情報送信タイミングで設定される。ところで、ＨＡＲＱ応答情報の送信タイ
ミングは上位層で設定されてもよい。例えば、ＴＤＤ　ＵＬ－ＤＬ設定の使用が０、１、
または、２に制限された場合においては、上位層によって下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定
は２に設定すればよい。つまり、ＴＤＤプライマリーセルとキャリアアグリゲーションを
行っているＦＤＤセカンダリーセルのＨＡＲＱ応答情報の送信タイミングを決定する下り
リンク参照ＵＬ－ＤＬ設定は上位層で設定される。
【０２００】
　すなわち、ＦＤＤセルにおいて、端末装置２に１つよりも多いサービングセルが設定さ
れ、プライマリーセルがＴＤＤセルである場合、該ＦＤＤセルの下りリンク参照ＵＬ－Ｄ
Ｌ設定は上位層で設定される。
【０２０１】
　すなわち、ＦＤＤセルにおいて、端末装置２に１つよりも多いサービングセルが設定さ
れ、プライマリーセルがＴＤＤセルであり、そして、少なくとも１つのサービングセルが
ＴＤＤ　ＵＬ－ＤＬ設定５である場合、端末装置２は２つよりも多くサービングセルが設
定されることを予期しない。
【０２０２】
　すなわち、ＦＤＤセルにおいて、端末装置２に１つよりも多いサービングセルが設定さ
れ、プライマリーセルがＴＤＤセルである場合、端末装置２は、ｎ－ｋのサブフレームで
、端末装置２を対象とし、かつ、ＨＡＲＱ応答情報が与えられるＰＤＳＣＨ送信の検出に
あたり、上りリンクサブフレームｎでＨＡＲＱ応答情報を送信する。ここで、ｋはセット
Ｋに属し（ｋ∈Ｋ）、セットＫは図６によって定義される。また、ここで、図６のＵＬ－
ＤＬ設定は該ＦＤＤセルの下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定を参照する。
【０２０３】
　なお、ＦＤＤセルに上位層から仮想ＴＤＤ　ＵＬ－ＤＬ設定（virtual TDD UL-DL conf
iguration、TDD-FDD UL-DL configuration）が設定され、前記仮想ＴＤＤ　ＵＬ－ＤＬ設
定に基づいてＦＤＤセルの下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定が設定されてもよい。この場合
、ＴＤＤプライマリーセルのＴＤＤ　ＵＬ－ＤＬ設定とＦＤＤセカンダリーセルの仮想Ｔ
ＤＤ　ＵＬ－ＤＬ設定のペアから図１０を用いてＦＤＤセルの下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ
設定が決定される。
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【０２０４】
　プライマリーセルがＴＤＤセルである場合の、ＦＤＤセルにおけるＨＡＲＱ応答情報の
送信タイミングの一例を示す。
【０２０５】
　ＦＤＤセカンダリーセルで検出されるＰＤＳＣＨまたは下りリンクＳＰＳの開放を示す
ＰＤＣＣＨに対応するＨＡＲＱ応答情報は、ＰＵＣＣＨを用いて送信されることがある。
ＰＵＣＣＨは、ＴＤＤプライマリーセルの上りリンクサブフレームから送信される。つま
り、ＴＤＤプライマリーセルとキャリアアグリゲーションを行っているＦＤＤセカンダリ
ーセルのＨＡＲＱ応答情報の送信タイミングを決定する下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定は
プライマリーセルのＴＤＤ　ＵＬ－ＤＬ設定に従う。
【０２０６】
　すなわち、ＦＤＤセルにおいて、端末装置２に１つよりも多いサービングセルが設定さ
れ、プライマリーセルがＴＤＤセルである場合、該ＦＤＤセルの下りリンク参照ＵＬ－Ｄ
Ｌ設定はプライマリーセルのＴＤＤ　ＵＬ－ＤＬ設定である。
【０２０７】
　すなわち、ＦＤＤセルにおいて、端末装置２に１つよりも多いサービングセルが設定さ
れ、プライマリーセルがＴＤＤセルであり、そして、少なくとも１つのサービングセルが
ＴＤＤ　ＵＬ－ＤＬ設定５である場合、端末装置２は２つよりも多くサービングセルが設
定されることを予期しない。
【０２０８】
　すなわち、ＦＤＤセルにおいて、端末装置２に１つよりも多いサービングセルが設定さ
れ、プライマリーセルがＴＤＤセルである場合、端末装置２は、ｎ－ｋのサブフレームで
、端末装置２を対象とし、かつ、ＨＡＲＱ応答情報が与えられるＰＤＳＣＨ送信の検出に
あたり、上りリンクサブフレームｎでＨＡＲＱ応答情報を送信する。ここで、ｋはセット
Ｋに属し（ｋ∈Ｋ）、セットＫは図６によって定義される。また、ここで、図６のＵＬ－
ＤＬ設定は該ＦＤＤセルの下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定を参照する。
【０２０９】
　プライマリーセルがＴＤＤセルである場合の、ＦＤＤセルにおけるＨＡＲＱ応答情報の
送信タイミングの一例を示す。
【０２１０】
　上記のＦＤＤセルのＨＡＲＱ応答情報をＴＤＤプライマリーセルのＴＤＤ　ＵＬ－ＤＬ
設定に従って送信する場合、ＴＤＤプライマリーセルが上りリンクサブフレームとなるサ
ブフレームでは対応付けが出来ていないので、ＦＤＤセカンダリーセルにおいても前記サ
ブフレームではＰＤＳＣＨまたは下りリンクＳＰＳの開放を示すＰＤＣＣＨのスケジュー
リングをしない。そこで、上りリンクサブフレームとなるサブフレームにもＰＤＳＣＨお
よび下りリンクＳＰＳの開放を示すＰＤＣＣＨとＨＡＲＱ応答情報の送信タイミングの対
応付けされたテーブルを用いる。図９および図１５は、ＴＤＤプライマリーセルの場合に
おけるＦＤＤセカンダリーセルのＰＤＳＣＨおよび下りリンクＳＰＳの開放を示すＰＤＣ
ＣＨとそれに対応するＨＡＲＱ応答情報送信タイミングの一例である。図９または図１５
で定義された送信タイミングを用いることで、ＴＤＤプライマリーセルで上りリンクサブ
フレームとなるサブフレームにおいてもＦＤＤセカンダリーセルではＰＤＳＣＨおよび下
りリンクＳＰＳの開放を示すＰＤＣＣＨを送信することができ、それに対応するＨＡＲＱ
応答情報がＴＤＤプライマリーセルの上りリンクサブフレームで送信される。つまり、Ｆ
ＤＤセルのＨＡＲＱ応答情報の送信タイミングを決定する下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定
はプライマリーセルのＴＤＤ　ＵＬ－ＤＬ設定に従い、ＴＤＤプライマリーセルとキャリ
アアグリゲーションを行っているＦＤＤセカンダリーセルのためのＨＡＲＱ応答情報送信
タイミングのテーブルを用いて送信タイミングが決定される。
【０２１１】
　図９のテーブルは、図１５のテーブルに比べてＨＡＲＱ応答情報フィードバックの遅延
が小さい。その為、ＨＡＲＱによるスループット特性は良好となる。一方で、図１５のテ
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ーブルは、図９のテーブルに比べてＴＤＤ　ＵＬ－ＤＬ設定内の最大のＭの数が小さくな
るように定義される。そのため、ＴＤＤ　ＵＬ－ＤＬ設定が２、４、５以外ではＭが４以
下となるので、ＴＤＤ　ＵＬ－ＤＬ設定が０、１、３、６でＰＵＣＣＨフォーマット１ｂ
を用いてＨＡＲＱ応答情報をフィードバックすることが可能となる。
【０２１２】
　すなわち、ＦＤＤセルにおいて、端末装置２に１つよりも多いサービングセルが設定さ
れ、プライマリーセルがＴＤＤセルである場合、該ＦＤＤセルの下りリンク参照ＵＬ－Ｄ
Ｌ設定はプライマリーセルのＴＤＤ　ＵＬ－ＤＬ設定である。
【０２１３】
　ＦＤＤセルにおいて、端末装置２に１つよりも多いサービングセルが設定され、プライ
マリーセルがＴＤＤセルであり、そして、少なくとも１つのサービングセルがＴＤＤ　Ｕ
Ｌ－ＤＬ設定５である場合、端末装置２は２つよりも多くサービングセルが設定されるこ
とを予期しない。
【０２１４】
　ＦＤＤセルにおいて、端末装置２に１つよりも多いサービングセルが設定され、プライ
マリーセルがＴＤＤセルである場合、端末装置２は、ｎ－ｋのサブフレームで、端末装置
２を対象とし、かつ、ＨＡＲＱ応答情報が与えられるＰＤＳＣＨ送信の検出にあたり、上
りリンクサブフレームｎでＨＡＲＱ応答情報を送信する。ここで、ｋはセットＫに属し（
ｋ∈Ｋ）、セットＫは図９によって定義される。また、ここで、図９のＵＬ－ＤＬ設定は
該ＦＤＤセルの下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定を参照する。
【０２１５】
　なお、該ＦＤＤセルの下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定は上位層で設定されてもよい。
【０２１６】
　すなわち、ＦＤＤセルにおいて、端末装置２に１つよりも多いサービングセルが設定さ
れ、プライマリーセルがＴＤＤセルである場合、該ＦＤＤセルの下りリンク参照ＵＬ－Ｄ
Ｌ設定は上位層で設定される。
【０２１７】
　また、図９や図１５のテーブルの代わりに図１１のテーブルを用いてもよい。図１１は
、ＴＤＤプライマリーセルの場合におけるＦＤＤセカンダリーセルのＰＤＳＣＨおよび下
りリンクＳＰＳの開放を示すＰＤＣＣＨとそれに対応するＨＡＲＱ応答情報送信タイミン
グの一例である。図１１のテーブルは、ＴＤＤ　ＵＬ－ＤＬ設定０、１、２、３、４、６
で、ＴＤＤプライマリーセルで上りリンクサブフレームとなるサブフレームのＨＡＲＱ応
答情報送信タイミングが定義され、ＴＤＤ　ＵＬ－ＤＬ設定５では、ＴＤＤプライマリー
セルで上りリンクサブフレームとなるサブフレームのＨＡＲＱ応答情報送信タイミングが
定義されない。このテーブルを用いることで、最大下りリンクＨＡＲＱプロセス数が１６
以下で設定することができる。前記ＴＤＤ　ＵＬ－ＤＬ設定は下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ
設定であってもよい。
【０２１８】
　また、図９や図１５で定義された送信タイミングを用いてＴＤＤ　ＵＬ－ＤＬ設定５の
セットＫが設定された場合、基地局装置１はあるセルにおいて１無線フレーム内のＰＤＳ
ＣＨの送信数を９に制限するようにスケジューリングしてもよい。また、端末装置２はあ
るセルにおいて１無線フレーム内で１０サブフレーム以上のＰＤＳＣＨの受信を期待しな
い。これにより、最大下りリンクＨＡＲＱプロセス数が１６以下で通信することができる
。
【０２１９】
　プライマリーセルがＴＤＤセルである場合の、ＦＤＤセルにおけるＨＡＲＱ応答情報の
送信タイミングの一例を示す。
【０２２０】
　図９や図１５で定義された送信タイミングでは、最大下りリンクＨＡＲＱプロセス数が
１７以上必要になることがある。例えば、図９のＴＤＤ　ＵＬ－ＤＬ設定５は最大下りリ
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ンクＨＡＲＱプロセス数が１９必要になる。最大下りリンクＨＡＲＱプロセス数が１７以
上を超える場合、ＨＡＲＱプロセス番号を通知するＤＣＩに５ビット以上のビットフィー
ルドが必要になる。そこで、最大下りリンクＨＡＲＱプロセス数が１７を超えないセット
Ｋで定義された送信タイミングを用いる。例えば、ＴＤＤ　ＵＬ－ＤＬ設定０、１、２、
３、４、６は図９や図１５の送信タイミングテーブルで定義したセットＫを用い、ＴＤＤ
　ＵＬ－ＤＬ設定５は図６の送信タイミングテーブルで定義したセットＫを用いる。これ
により、最大下りリンクＨＡＲＱプロセス数が１６以下で設定することができる。
【０２２１】
　すなわち、ＦＤＤセルにおいて、端末装置２に１つよりも多いサービングセルが設定さ
れ、プライマリーセルがＴＤＤセルである場合、該ＦＤＤセルの下りリンク参照ＵＬ－Ｄ
Ｌ設定はプライマリーセルのＴＤＤ　ＵＬ－ＤＬ設定である。
【０２２２】
　ＦＤＤセルにおいて、端末装置２に１つよりも多いサービングセルが設定され、プライ
マリーセルがＴＤＤセルであり、そして、少なくとも１つのサービングセルがＴＤＤ　Ｕ
Ｌ－ＤＬ設定５である場合、端末装置２は２つよりも多くサービングセルが設定されるこ
とを予期しない。また、端末装置２に１つよりも多いサービングセルが設定され、プライ
マリーセルがＴＤＤセルであり、少なくとも１つのサービングセルがＦＤＤであり、そし
て、少なくとも１つのサービングセルがＴＤＤ　ＵＬ－ＤＬ設定２または４である場合、
端末装置２は４つよりも多くサービングセルが設定されることを予期しない。
【０２２３】
　ＦＤＤセルにおいて、端末装置２に１つよりも多いサービングセルが設定され、プライ
マリーセルがＴＤＤセルである場合、端末装置２は、ｎ－ｋのサブフレームで、端末装置
２を対象とし、かつ、ＨＡＲＱ応答情報が与えられるＰＤＳＣＨ送信の検出にあたり、上
りリンクサブフレームｎでＨＡＲＱ応答情報を送信する。ここで、ｋはセットＫに属し（
ｋ∈Ｋ）、セットＫは図６または図９のテーブルによって定義される。また、ここで、該
ＦＤＤセルの下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定が０、１、２、３、４、６の場合に図９のＵ
Ｌ－ＤＬ設定を参照する。また、ここで、該ＦＤＤセルの下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定
が５の場合に図６のＵＬ－ＤＬ設定を参照する。
【０２２４】
　以下では、異なるフレーム構造タイプが適用される複数のセルが集約される場合のＦＤ
ＤセカンダリーセルにＴＤＤプライマリーセルとは異なる下りリンク関連セットのテーブ
ルが定義された場合におけるキャリアアグリゲーションが可能なコンポーネントキャリア
（ＣＣ）数を説明する。
【０２２５】
　ＰＵＣＣＨフォーマット３では、最大２０ビットのＨＡＲＱ応答情報を送信することが
できる。キャリアアグリゲーションを行う場合には、空間ＨＡＲＱ応答情報バンドリング
を行なって、ＨＡＲＱ応答情報を送信するビット数を圧縮する。しかしながら、空間ＨＡ
ＲＱ応答情報バンドリングを行なっても２０ビットを超える場合には、ＨＡＲＱ応答情報
を送信することができない。例えば、プライマリーセルがＴＤＤであってＦＤＤセルとＴ
ＤＤセルがキャリアアグリゲーションされ、プライマリーセルに図６、セカンダリーセル
に図９のテーブルが適用された場合において、ＴＤＤプライマリーセルのＴＤＤ　ＵＬ－
ＤＬ設定が２であり、ＦＤＤセカンダリーセルのＴＤＤ　ＵＬ－ＤＬ設定が２である場合
、ＰＵＳＣＨ送信または下りリンクＳＰＳの解放を示すＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨに対応
するＨＡＲＱ応答情報の空間ＨＡＲＱ応答情報バンドリングを行った後のビット数は最大
９ビットである。しかし、ＴＤＤ　ＵＬ－ＤＬ設定が２であるＴＤＤセルにＴＤＤ　ＵＬ
－ＤＬ設定が２であるＦＤＤセルを４つ設定した場合、空間ＨＡＲＱ応答情報バンドリン
グを行った後のビット数は最大２４ビットとなり、ＰＵＣＣＨフォーマット３の送信可能
なビット数を超える。そのため、端末装置２はＰＵＣＣＨフォーマット３を用いてＨＡＲ
Ｑ応答情報を送信することができない。
【０２２６】
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　そこで、ＴＤＤ　ＵＬ－ＤＬ設定に依存してキャリアアグリゲーションが可能なサービ
ングセル数を制限する。
【０２２７】
　例えば、プライマリーセルがＴＤＤであって、図１５のテーブルがＦＤＤセカンダリー
セルに適用された場合、基地局装置１は、端末装置２にＴＤＤプライマリーセルと、少な
くとも１つのＦＤＤセルに下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定が５である場合、２つ以上のＦ
ＤＤセカンダリーセルを設定しない。基地局装置１は、端末装置２にＴＤＤプライマリー
セルと、少なくとも１つのＦＤＤセルに下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定が２、または、４
である場合、４つ以上のＦＤＤセカンダリーセルを設定しない。
【０２２８】
　端末装置２に１つよりも多いサービングセルが設定され、プライマリーセルがＴＤＤセ
ルであり、少なくとも１つのサービングセルがＦＤＤであり、そして、少なくとも１つの
サービングセルが下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定２または４である場合、端末装置２は４
つよりも多くサービングセルが設定されることを予期しない。少なくとも１つのサービン
グセルがＴＤＤ　ＵＬ－ＤＬ設定５である場合、端末装置２は２つよりも多くサービング
セルが設定されることを予期しない。
【０２２９】
　例えば、プライマリーセルがＴＤＤであって、図９のテーブルがＦＤＤセカンダリーセ
ルに適用された場合、基地局装置１は、端末装置２にＴＤＤプライマリーセルと、少なく
とも１つのＦＤＤセルに下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定が５である場合、２つ以上のＦＤ
Ｄセカンダリーセルを設定しない。基地局装置１は、端末装置２にＴＤＤプライマリーセ
ルと、少なくとも１つのＦＤＤセルに下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定が３、または、４で
ある場合、３つ以上のＦＤＤセカンダリーセルを設定しない。基地局装置１は、端末装置
２にＴＤＤプライマリーセルと、少なくとも１つのＦＤＤセルに下りリンク参照ＵＬ－Ｄ
Ｌ設定が２である場合、４つ以上のＦＤＤセカンダリーセルを設定しない。
【０２３０】
　端末装置２に１つよりも多いサービングセルが設定され、プライマリーセルがＴＤＤセ
ルであり、少なくとも１つのサービングセルがＦＤＤであり、そして、少なくとも１つの
サービングセルが下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定２である場合、端末装置２は４つよりも
多くサービングセルが設定されることを予期しない。端末装置２に１つよりも多いサービ
ングセルが設定され、プライマリーセルがＴＤＤセルであり、少なくとも１つのサービン
グセルがＦＤＤであり、そして、少なくとも１つのサービングセルが下りリンク参照ＵＬ
－ＤＬ設定３または４である場合、端末装置２は３つよりも多くサービングセルが設定さ
れることを予期しない。少なくとも１つのサービングセルがＴＤＤ　ＵＬ－ＤＬ設定５で
ある場合、端末装置２は２つよりも多くサービングセルが設定されることを予期しない。
【０２３１】
　また、ＴＤＤ　ＵＬ－ＤＬ設定内の最大のＭの値に依存してキャリアアグリゲーション
が可能なサービングセル数を制限することもできる。
【０２３２】
　ＴＤＤ　ＵＬ－ＤＬ設定内の最大のＭの値が７以上の場合、３つ以上のサービングセル
を設定しない。ＴＤＤ　ＵＬ－ＤＬ設定内の最大のＭの値が６の場合、４つ以上のサービ
ングセルを設定しない。ＴＤＤ　ＵＬ－ＤＬ設定内の最大のＭの値が５の場合、５つ以上
のサービングセルを設定しない。
【０２３３】
　以下では、異なるフレーム構造タイプが適用される複数のセルが集約される場合のＦＤ
ＤセカンダリーセルにＴＤＤプライマリーセルとは異なる下りリンク関連セットのテーブ
ルが定義された場合におけるチャネル選択を行うＰＵＣＣＨフォーマット１ｂのサポート
について説明する。
【０２３４】
　ＴＤＤセルとＦＤＤセルとのキャリアアグリゲーションが設定され、プライマリーセル
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がＴＤＤである場合に、ＴＤＤ　ＵＬ－ＤＬ設定内の最大のＭの値が４以下の場合に、チ
ャネル選択を行うＰＵＣＣＨフォーマット１ｂまたはＰＵＣＣＨフォーマット３を用いて
ＨＡＲＱ応答情報が送信される。ＴＤＤ　ＵＬ－ＤＬ設定内の最大のＭの値が５以上の場
合には、ＰＵＣＣＨフォーマット３のみを用いてＨＡＲＱ応答情報が送信される。
【０２３５】
　例えば、ＦＤＤセカンダリーセルに図１５のテーブルで下りリンク関連セットが定義さ
れた場合には、下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定が２、４、または、５の場合に、ＰＵＣＣ
Ｈフォーマット３のみサポートされ、チャネル選択を行うＰＵＣＣＨフォーマット１ｂは
サポートされない。
【０２３６】
　端末装置２に１つよりも多くのサービングセルが設定され、プライマリーセルがＴＤＤ
であり、少なくとも１つのサービングセルの下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定が５である場
合、最大２つまでの前記サービングセルに対してＰＵＣＣＨフォーマット３のみをサポー
トする。端末装置２に１つよりも多くのサービングセルが設定され、プライマリーセルが
ＴＤＤであり、少なくとも１つのサービングセルの下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定が２、
または、４である場合、最大４つまでの前記サービングセルに対してＰＵＣＣＨフォーマ
ット３のみをサポートする。端末装置２に１つよりも多くのサービングセルが設定され、
プライマリーセルがＴＤＤであり、少なくとも１つのサービングセルの下りリンク参照Ｕ
Ｌ－ＤＬ設定が２、４、５である場合、チャネル選択を行うＰＵＣＣＨフォーマット１ｂ
はサポートされない。
【０２３７】
　また、例えば、ＦＤＤセカンダリーセルに図９のテーブルで下りリンク関連セットが定
義された場合には、下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定が２、３、４、または、５の場合に、
ＰＵＣＣＨフォーマット３のみサポートされ、チャネル選択を行うＰＵＣＣＨフォーマッ
ト１ｂはサポートされない。
【０２３８】
　端末装置２に１つよりも多くのサービングセルが設定され、プライマリーセルがＴＤＤ
であり、少なくとも１つのサービングセルの下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定が５である場
合、最大２つまでの前記サービングセルに対してＰＵＣＣＨフォーマット３のみをサポー
トする。端末装置２に１つよりも多くのサービングセルが設定され、プライマリーセルが
ＴＤＤであり、少なくとも１つのサービングセルの下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定が３、
または、４である場合、最大３つまでの前記サービングセルに対してＰＵＣＣＨフォーマ
ット３のみをサポートする。端末装置２に１つよりも多くのサービングセルが設定され、
プライマリーセルがＴＤＤであり、少なくとも１つのサービングセルの下りリンク参照Ｕ
Ｌ－ＤＬ設定が２である場合、最大４つまでの前記サービングセルに対してＰＵＣＣＨフ
ォーマット３のみをサポートする。端末装置２に１つよりも多くのサービングセルが設定
され、プライマリーセルがＴＤＤであり、少なくとも１つのサービングセルの下りリンク
参照ＵＬ－ＤＬ設定が２、４、５である場合、チャネル選択を行うＰＵＣＣＨフォーマッ
ト１ｂはサポートされない。
【０２３９】
　更に、サブフレーム毎にＰＵＣＣＨフォーマットの送信を切り替えてもよい。例えば、
ＴＤＤセルとＦＤＤセルとのキャリアアグリゲーションが設定され、プライマリーセルが
ＴＤＤである場合に、サブフレームｎにおいて、Ｍの値が４以下の場合に、チャネル選択
を行うＰＵＣＣＨフォーマット１ｂまたはＰＵＣＣＨフォーマット３を用いてＨＡＲＱ応
答情報が送信される。サブフレームｎにおいて、Ｍの値が５以上の場合には、ＰＵＣＣＨ
フォーマット３のみを用いてＨＡＲＱ応答情報が送信される。
【０２４０】
　例えば、ＦＤＤセカンダリーセルに図９のテーブルで下りリンク関連セットが定義され
、下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定が３である場合には、サブフレーム２では、ＰＵＣＣＨ
フォーマット３のみでＨＡＲＱ応答情報が送信され、サブフレーム３または４では、チャ
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ネル選択を行うＰＵＣＣＨフォーマット１ｂまたはＰＵＣＣＨフォーマット３でＨＡＲＱ
応答情報が送信される。サブフレーム３または４で、チャネル選択を行うＰＵＣＣＨフォ
ーマット１ｂで送信するかＰＵＣＣＨフォーマット３で送信するかの選択は上位層で設定
される。サブフレーム２では、上位層の設定に関わらずＰＵＣＣＨフォーマット３で送信
が設定される。
【０２４１】
　端末装置２に１つよりも多くのサービングセルが設定され、プライマリーセルがＴＤＤ
であり、少なくとも１つのサービングセルの下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定が５である場
合、最大２つまでの前記サービングセルに対してＰＵＣＣＨフォーマット３のみをサポー
トする。端末装置２に１つよりも多くのサービングセルが設定され、プライマリーセルが
ＴＤＤであり、少なくとも１つのサービングセルの下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定が２で
ある場合、最大４つまでの前記サービングセルに対してＰＵＣＣＨフォーマット３のみを
サポートする。端末装置２に１つよりも多くのサービングセルが設定され、プライマリー
セルがＴＤＤであり、少なくとも１つのサービングセルの下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定
が２、５である場合、チャネル選択を行うＰＵＣＣＨフォーマット１ｂはサポートされな
い。端末装置２に１つよりも多くのサービングセルが設定され、プライマリーセルがＴＤ
Ｄであり、少なくとも１つのサービングセルの下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定が３、４で
ある場合、サブフレームｎにおいて、Ｍが４より大きい場合はＰＵＣＣＨフォーマット３
でＨＡＲＱ応答情報が送信され、Ｍが４以下の場合は、チャネル選択を行うＰＵＣＣＨフ
ォーマット１ｂまたはＰＵＣＣＨフォーマット３でＨＡＲＱ応答情報が送信される。
【０２４２】
　以下、プライマリーセルがＦＤＤセルである場合の、ＴＤＤセルにおけるＨＡＲＱ応答
情報の送信タイミングの一例を示す。
【０２４３】
　プライマリーセルがＦＤＤセルである場合、全てのサブフレームにおいて上りリンクリ
ソース（上りリンクコンポーネントキャリア）が設定される。ＰＤＳＣＨまたは下りリン
クＳＰＳの開放を示すＰＤＣＣＨに対応するＨＡＲＱ応答情報の送信タイミングはＦＤＤ
セルで設定されたＨＡＲＱ応答情報の送信タイミングに従って送信すれば良い。つまり、
ＴＤＤセルにおいても、プライマリーセルがＦＤＤセルである場合には、ＦＤＤセルが１
つ設定された場合やＦＤＤセルのみでキャリアアグリゲーションされた場合のＨＡＲＱ応
答情報の送信タイミングと同じとなる。つまり、端末装置２は、あるサブフレームにおい
てＰＤＳＣＨを受信後、前記ＰＤＳＣＨに対応するＨＡＲＱ応答情報を４サブフレーム後
のＰＵＣＣＨ／ＰＵＳＣＨによって基地局装置１に送信する。
【０２４４】
　すなわち、ＴＤＤセルにおいて、端末装置２に１つよりも多くサービングセルが設定さ
れ、少なくとも２つのサービングセルは異なるフレーム構成タイプを有し、そしてプライ
マリーセルがＦＤＤセルである場合、端末装置２は、サブフレームｎ－４で、端末装置２
を対象とし、かつ、ＨＡＲＱ応答情報が与えられるＰＤＳＣＨ送信の検出にあたり、サブ
フレームｎで前記ＨＡＲＱ応答情報を送信する。
【０２４５】
　プライマリーセルがＦＤＤセルである場合の、ＴＤＤセルにおけるＨＡＲＱ応答情報の
送信タイミングの一例を示す。
【０２４６】
　プライマリーセルがＦＤＤセルであって、ＴＤＤセルで送信されたＰＤＳＣＨまたは下
りリンクＳＰＳの開放を示すＰＤＣＣＨに対応するＨＡＲＱ応答情報をＦＤＤプライマリ
ーセルで送信される場合であっても、そのＴＤＤサービングセルの送信タイミングを用い
て送信される。つまり、端末装置２は、サブフレームｎにおいてＰＤＳＣＨを受信後、前
記ＰＤＳＣＨに対応するＨＡＲＱ応答情報をサブフレームｎ＋ｋに配置されるＰＵＣＣＨ
／ＰＵＳＣＨによって基地局装置１に送信する。
【０２４７】
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　基地局装置１は、ＦＤＤのセルがプライマリーセルであり、ＴＤＤのセルがセカンダリ
ーセルである場合、前記ＴＤＤのセルで送信される前記ＰＤＳＣＨに対する前記ＨＡＲＱ
応答情報を、前記ＰＤＳＣＨを送信した４サブフレーム後のサブフレームで受信する。端
末装置２は、前記ＦＤＤのセルがプライマリーセルであり、前記ＴＤＤのセルがセカンダ
リーセルである場合、前記ＴＤＤのセルで送信される前記ＰＤＳＣＨに対する前記ＨＡＲ
Ｑ応答情報を、前記ＴＤＤのセルで送信される前記ＰＤＳＣＨが送信された４サブフレー
ム後のサブフレームで送信する。
【０２４８】
　すなわち、ＴＤＤセルにおいて、端末装置２に１つよりも多いサービングセルが設定さ
れ、プライマリーセルがＦＤＤセルである場合、端末装置２は、ｎ－ｋのサブフレームで
、端末装置２を対象とし、かつ、ＨＡＲＱ応答情報が与えられるＰＤＳＣＨ送信の検出に
あたり、上りリンクサブフレームｎでＨＡＲＱ応答情報を送信する。ここで、ｋはセット
Ｋに属し（ｋ∈Ｋ）、セットＫは図６によって定義される。また、ここで、図６のＵＬ－
ＤＬ設定は該ＴＤＤセルの下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定を参照する。
【０２４９】
　これにより、ＴＤＤセルとＦＤＤセルのキャリアアグリゲーションを行った場合におい
ても、端末装置２はＰＤＳＣＨまたは下りリンクＳＰＳの開放を示すＰＤＣＣＨに対応す
るＨＡＲＱ応答情報を効率良く送信することができる。
【０２５０】
　以下、ＦＤＤセルおよびＴＤＤセルの上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定の切り替えについ
て説明する。上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定は、集約されたセルの種類（ＦＤＤセル、Ｔ
ＤＤセル）、ＴＤＤ　ＵＬ－ＤＬ設定が同じであるか異なるか、クロスキャリアスケジュ
ーリングが設定されるか否か、に依存して設定される。
【０２５１】
　ＦＤＤセルにおいて、端末装置２に１つ以上のＦＤＤセルが設定される場合、該ＦＤＤ
セルの上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定は設定されない。
【０２５２】
　ＦＤＤセルにおいて、端末装置２に２つ以上のサービングセルが設定され、該ＦＤＤセ
ルがプライマリーセルか、端末装置２に該ＦＤＤセルのスケジューリングに対する他のＴ
ＤＤセルのＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨのモニタを行うことが設定されない場合、該ＦＤＤ
セルの上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定は設定されない。
【０２５３】
　ＦＤＤセルにおいて、端末装置２に２つ以上のサービングセルが設定され、該ＦＤＤセ
ルがセカンダリーセルで、端末装置２に該ＦＤＤセルのスケジューリングに対する他のＴ
ＤＤセルのＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨのモニタを行うことが設定される場合、該ＦＤＤセ
ルの上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定は前記ＴＤＤセルのＵＬ－ＤＬ設定である。
【０２５４】
　ＴＤＤセルにおいて、端末装置２に１つ以上のＴＤＤセルが設定され、全てのＴＤＤセ
ルのＵＬ－ＤＬ設定が同じである場合、該ＴＤＤセルの上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定は
該ＴＤＤのＵＬ－ＤＬ設定である。
【０２５５】
　ＴＤＤセルにおいて、端末装置２に２つ以上のＴＤＤセルが設定され、少なくとも２つ
のＴＤＤセルのＵＬ－ＤＬ設定が異なり、該ＴＤＤセルがプライマリーセルか、端末装置
２に該ＴＤＤセルのスケジューリングに対する他のＴＤＤセルのＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣ
Ｈのモニタを行うことが設定されない場合、該ＴＤＤセルの上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設
定は該ＴＤＤセルのＵＬ－ＤＬ設定である。
【０２５６】
　ＴＤＤセルにおいて、端末装置２に２つ以上のＴＤＤセルが設定され、少なくとも２つ
のＴＤＤセルのＵＬ－ＤＬ設定が異なり、該ＴＤＤセルがセカンダリーセルで、端末装置
２に該ＴＤＤセルのスケジューリングに対する他のＴＤＤセルのＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣ
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Ｈのモニタを行うことが設定される場合、該ＴＤＤセルの上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定
は、該ＴＤＤセルと前記他のＴＤＤセルとのＵＬ－ＤＬ設定の組み合わせによって予め定
められたテーブルから決定される。
【０２５７】
　ＴＤＤセルにおいて、端末装置２に２つ以上のサービングセルが設定され、該ＴＤＤセ
ルがセカンダリーセルで、端末装置２に該ＴＤＤセルのスケジューリングに対する他のＦ
ＤＤセルのＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨのモニタを行うことが設定される場合、該ＴＤＤセ
ルの上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定は設定されない。
【０２５８】
　これにより、ＴＤＤセルとＦＤＤセルのキャリアアグリゲーションを行った場合におい
ても、端末装置２は効率良くＰＵＳＣＨを受信することができる。
【０２５９】
　以下、ＤＡＩ（Downlink Assignment Index）について説明する。
【０２６０】
　ＤＡＩは、基地局装置１から送信したが伝送途中で消失したＰＤＳＣＨ送信を割り当て
るＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨおよび下りリンクＳＰＳリリースを指示するＰＤＣＣＨ／Ｅ
ＰＤＣＣＨの検出のために用いられる。
【０２６１】
　例えば、ＨＡＲＱ応答情報バンドリングによって複数の下りリンクサブフレームにおけ
る複数のＨＡＲＱ応答情報を１つの上りリンクサブフレームによって送信する状況におい
て、ある下りリンクサブフレームによって送信されたＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨが消失し
て端末装置２が前記ＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨが検出できなかった場合でも、端末装置２
は他の下りリンクサブフレームによって送信されたＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨで指示され
るＰＤＳＣＨの受信が成功した場合はＡＣＫを返すため、基地局装置１は消失した前記Ｐ
ＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨを検知することができない。
【０２６２】
　そこで、ＤＡＩを用いて基地局装置１は端末装置２に複数の下りリンクサブフレームに
おけるＰＤＳＣＨ送信に対するＨＡＲＱ応答情報を送信できる１つの上りリンクサブフレ
ームに対応する複数の下りリンクサブフレームのうちのＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨおよび
下りリンクＳＰＳリリースを指示するＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨの送信数に基づく値をＤ
ＣＩフォーマットに含めて通知する。端末装置２は、基地局装置１が送信したＰＤＳＣＨ
送信を割り当てるＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨおよび下りリンクＳＰＳリリースを指示する
ＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨの送信数に基づく値をＤＡＩによって取得し、前記ＰＤＣＣＨ
／ＥＰＤＣＣＨの送信数に基づく値と実際に前記ＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨの受信成功数
とを比較する。もし前記送信数に基づく値と前記受信成功数が異なる場合、端末装置２は
ある下りリンクサブフレームによって送信されたＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨが消失したと
判断し、ＮＡＣＫを基地局装置１に返す。基地局装置１は、ＮＡＣＫを受信するので、消
失した前記ＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨに対応するＰＤＳＣＨも含めて再送処理を行う。こ
れにより、ＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨが送信途中で消失した場合においても、端末装置２
側で検知することができ、再送処理を行うことが可能となる。
【０２６３】
　また、ＤＡＩは、ＨＡＲＱ応答情報多重で送信される際に、多重されるＨＡＲＱ応答情
報のビット数を決定するために用いられる。ＤＡＩは、ＰＵＣＣＨ／ＰＵＳＣＨで送信さ
れるＨＡＲＱ応答情報のビット数を決定するために用いられる。ＤＡＩは、ＰＵＣＣＨ／
ＰＵＳＣＨで送信されるＨＡＲＱ応答情報のビット配置を決定するために用いられる。
【０２６４】
　下りリンクグラントに含んで通知されるＤＡＩは、複数の下りリンクサブフレームにお
けるＰＤＳＣＨ送信に対するＨＡＲＱ応答情報を送信できる１つの上りリンクサブフレー
ムに対応する複数の下りリンクサブフレームのうちの現在のサブフレームまでにＰＤＳＣ
Ｈ送信を割り当てるＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨおよび下りリンクＳＰＳリリースを指示す
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るＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨの累積値を示す。言い換えると、サブフレームｎ－ｋｉにお
けるＰＤＳＣＨ送信をトリガーする下りリンクグラントに含まれるＤＡＩは、サブフレー
ムｎに対応するバンドリングウィンドウ中のサブフレームｎ－ｋｉ以前のサブフレーム（
ｎ－ｋ０からｎ－ｋｉ－１）のうち、端末装置２向けのＰＤＳＣＨ送信（動的スケジュー
リング（Ｄｙｎａｍｉｃ　Ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇ）によるＰＤＳＣＨ送信および／または
準定常的スケジューリング（Ｓｅｍｉ　Ｐｅｒｓｉｓｔｅｎｔ　Ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇ）
によるＰＤＳＣＨ送信）が行われたサブフレーム数を示す。なお、ＤＡＩフィールドが２
ビットである場合、実際のサブフレーム数に替えて、サブフレーム数の４に対する剰余が
示されてもよい。
【０２６５】
　上りリンクグラントに含んで通知されるＤＡＩは、複数の下りリンクサブフレームにお
けるＰＤＳＣＨ送信に対するＨＡＲＱ応答情報を送信できる１つの上りリンクサブフレー
ムに対応する複数の下りリンクサブフレームのうちの全てのＰＤＳＣＨ送信を割り当てる
ＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨおよび下りリンクＳＰＳリリースを指示するＰＤＣＣＨ／ＥＰ
ＤＣＣＨの値を示す。言い換えると、サブフレームｎにおけるＰＵＳＣＨ送信をトリガー
する上りリンクグラントに含まれるＤＡＩは、サブフレームｎに対応するバンドリングウ
ィンドウ中で、端末装置２向けのＰＤＳＣＨ送信が行われたサブフレーム数を示す。
【０２６６】
　ＦＤＤセルとＴＤＤセルとのキャリアアグリゲーションにおいて、ＰＤＳＣＨ送信に対
するＨＡＲＱ応答情報を送信できる１つの上りリンクサブフレームに対応する複数の下り
リンクサブフレームの関係について説明する。図８は、ＰＤＳＣＨ送信に対するＨＡＲＱ
応答情報の送信における上りリンクサブフレームと下りリンクサブフレームの関係の一例
である。図８は、サービングセル１はＴＤＤセル、サービングセル２はＦＤＤセルを想定
している。サブフレーム１の下りリンクサブフレームで送信されたＰＤＳＣＨ送信に対す
るＨＡＲＱ応答情報は、サービングセル１の上りリンクサブフレームで送信されると共に
、サービングセル２の下りリンクサブフレームで送信されたＰＤＳＣＨ送信に対するＨＡ
ＲＱ応答情報も、サービングセル１の上りリンクサブフレームで送信される。図８の例で
は、サービングセル１のサブフレーム０および１のＰＤＳＣＨ送信に対するＨＡＲＱ応答
情報は、サービングセル１のサブフレーム７の上りリンクサブフレームによって送信され
る。１つの上りリンクサブフレームに対して複数の下りリンクサブフレームが関連付けら
れているため、ＤＡＩの情報を用いてＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨの消失の検知を行う。ま
た、サービングセル２のサブフレーム０，１，２および３のＰＤＳＣＨ送信に対するＨＡ
ＲＱ応答情報も、サービングセル１のサブフレーム７の上りリンクサブフレームによって
送信される。こちらも１つの上りリンクサブフレームに対して複数の下りリンクサブフレ
ームが関連付けられている。すなわち、ＦＤＤセルにおけるＰＤＳＣＨ送信を示すＰＤＣ
ＣＨ／ＥＰＤＣＣＨにもＤＡＩの情報を含めることで、ＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨの消失
の検知が可能となり、効率よく通信することができる。
【０２６７】
　ＤＡＩは、端末個別に設定される。
【０２６８】
　上りリンクグラントに含んで通知されるＤＡＩは、キャリアアグリゲーションしたセル
間で共通に設定される。なお、上りリンクグラントに含んで通知されるＤＡＩは、キャリ
アアグリゲーションしたセル間で個別に設定されてもよい。ＤＡＩがキャリアアグリゲー
ションしたセル間で個別に設定される場合は、例えば、セカンダリーセルでＰＵＣＣＨを
送信することが許可される場合である。
【０２６９】
　下りリンクグラントに含んで通知されるＤＡＩは、キャリアアグリゲーションしたセル
間で個別に設定される。
【０２７０】
　以下では、異なるフレーム構造タイプが適用される複数のセルが集約される場合も想定
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したＤＡＩのフィールドの存在およびＤＡＩの適用について説明する。
【０２７１】
　ＤＡＩの設定は、ＨＡＲＱ応答情報が送信されるセルのフレーム構成タイプによって、
切り替わる。例えば、ＦＤＤセルのＨＡＲＱ応答情報をＴＤＤセルで返す場合には、ＦＤ
Ｄセルで送信されるＤＣＩにＤＡＩフィールドが設定される。一方で、ＴＤＤセルのＨＡ
ＲＱ応答情報をＦＤＤセルで返す場合には、ＴＤＤセルで送信されるＤＣＩにＤＡＩフィ
ールドが設定されなくてもよい。
【０２７２】
　更に、ＤＡＩの設定は、ＨＡＲＱ応答情報の送信タイミングによって、切り替えてもよ
い。例えば、ＦＤＤセルのＨＡＲＱ応答情報をＴＤＤセルのＨＡＲＱ応答情報送信タイミ
ングを用いてＴＤＤセルで返す場合には、１つの上りリンクサブフレームで複数の下りリ
ンクサブフレームに対するＨＡＲＱ応答情報を返すため、ＤＡＩフィールドが設定される
。ＴＤＤセルのＨＡＲＱ応答情報をＦＤＤセルのＨＡＲＱ応答情報送信タイミングを用い
てＦＤＤセルで返す場合には、１つの上りリンクサブフレームで１つの下りリンクサブフ
レームに対応するＨＡＲＱ応答情報を返すため、ＤＡＩフィールドが設定されない。一方
で、ＴＤＤセルのＨＡＲＱ応答情報をＴＤＤセルのＨＡＲＱ応答情報送信タイミングを用
いてＦＤＤセルで返す場合には、１つの上りリンクサブフレームで複数の下りリンクサブ
フレームに対応するＨＡＲＱ応答情報を返すため、ＤＡＩフィールドが設定される。また
、ＴＤＤセルのＨＡＲＱ応答情報送信タイミングがＦＤＤセルでも適用された場合、ＦＤ
ＤセルのＨＡＲＱ応答情報をＦＤＤセルで返す場合には、ＤＣＩにＤＡＩフィールドが設
定される。
【０２７３】
　すなわち、ＦＤＤセルのＨＡＲＱ応答情報をＴＤＤセルのＨＡＲＱ応答情報送信タイミ
ングを用いてＴＤＤセルで返す場合には、ＤＣＩにＤＡＩフィールドが設定される。ＴＤ
ＤセルのＨＡＲＱ応答情報をＴＤＤセルのＨＡＲＱ応答情報送信タイミングを用いてＦＤ
Ｄセルで返す場合には、ＤＣＩにＤＡＩフィールドが設定される。ＦＤＤセルのＨＡＲＱ
応答情報をＴＤＤセルのＨＡＲＱ応答情報送信タイミングを用いてＦＤＤセルで返す場合
には、ＤＣＩにＤＡＩフィールドが設定される。ＴＤＤセルのＨＡＲＱ応答情報をＦＤＤ
セルのＨＡＲＱ応答情報送信タイミングを用いてＦＤＤセルで返す場合には、ＤＣＩにＤ
ＡＩフィールドが設定されなくてもよい。
【０２７４】
　基地局装置１は第１のＤＣＩフォーマットまたは第２のＤＣＩフォーマットを用いてＰ
ＤＣＣＨで送信する。端末装置２は第１のＤＣＩフォーマットまたは第２のＤＣＩフォー
マットを用いて送信されたＰＤＣＣＨで受信する。端末装置２にＦＤＤのセルとＴＤＤの
セルとの統合が設定される場合、所定のサブフレーム内の現在までのサブフレームにおけ
るＰＤＳＣＨ送信あるいは下りリンク準定常的スケジューリングのリリースを示すＰＤＣ
ＣＨまたはＥＰＤＣＣＨの累積数を示す第１のＤＡＩは、前記ＦＤＤのセルにおける前記
第１のＤＣＩフォーマットに存在し、前記ＦＤＤのセルで適用され、第２のＤＡＩは、前
記ＦＤＤのセルにおける前記第２のＤＣＩフォーマットに存在し、前記ＦＤＤのセルで適
用される。
【０２７５】
　以下、更にプライマリーセルおよびセカンダリーセルの組み合わせによるＤＡＩのフィ
ールドの存在およびＤＡＩの適用の一例を記載する。
【０２７６】
　下りリンクグラントに関するＤＣＩの中に含まれるＤＡＩのフィールドの存在の一例を
示す。
【０２７７】
　ＴＤＤセルでＰＤＳＣＨを送信する場合は、下りリンクグラントに関するＤＣＩの中に
ＤＡＩを含めて送信する。加えて、ＴＤＤセルがプライマリーセルで設定されて、かつ、
ＦＤＤセルでＰＤＳＣＨを送信する場合も、下りリンクグラントに関するＤＣＩの中にＤ
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ＡＩを含めて送信する。
【０２７８】
　すなわち、全てのＵＬ－ＤＬ設定によるＴＤＤセル、もしくは、プライマリーセルがＴ
ＤＤによって運用されているＦＤＤセカンダリーセル（ＴＤＤプライマリーセルに集合さ
れるＦＤＤセル）に対して、ＤＣＩフォーマット１／１Ｂ／１Ｄ／２／２Ａ／２Ｂ／２Ｃ
／２Ｄ、または、あるセルの１つのＰＤＳＣＨのコードワードのコンパクトスケジューリ
ングおよびＰＤＣＣＨオーダーによって初期化されたランダムアクセスプロシージャのた
めに用いられるＤＣＩフォーマット１Ａによって送信されるＤＣＩの中には、２ビットの
ＤＡＩのフィールドが存在する。
【０２７９】
　すなわち、プライマリーセルがＴＤＤで運用されないＦＤＤセル（ＴＤＤプライマリー
セルに集合されないＦＤＤセル）に対して、ＤＣＩフォーマット１／１Ｂ／１Ｄ／２／２
Ａ／２Ｂ／２Ｃ／２Ｄ、または、あるセルの１つのＰＤＳＣＨのコードワードのコンパク
トスケジューリングおよびＰＤＣＣＨオーダーによって初期化されたランダムアクセスプ
ロシージャのために用いられるＤＣＩフォーマット１Ａによって送信されるＤＣＩの中に
は、ＤＡＩのフィールドが存在しない。言い換えると、プライマリーセルがＦＤＤで設定
される端末装置２に対してＦＤＤセルで送信されるＤＣＩの中には、ＤＡＩのフィールド
が存在しない。
【０２８０】
　下りリンクグラントに関するＤＣＩの中に含まれるＤＡＩのフィールドの存在の一例を
示す。
【０２８１】
　例えば、ＦＤＤプライマリーセルとＴＤＤセカンダリーセルが設定された端末装置２に
おいて、ＴＤＤセカンダリーセルの下りリンクサブフレーム数はＦＤＤプライマリーセル
の上りリンクサブフレーム数よりも少ない。そのため、ＤＡＩの値は常に１が設定される
。このような状況において、ＤＡＩの情報を必要としないので、ＴＤＤセルのＰＤＳＣＨ
スケジューリングを制御するＤＣＩからＤＡＩの情報を除外しても良い。つまり、プライ
マリーセルがＦＤＤである場合、ＴＤＤセルおよびＦＤＤセルにおいてＤＡＩフィールド
を設定しない。
【０２８２】
　ＴＤＤプライマリーセルのとき、ＴＤＤセルでＰＤＳＣＨを送信する場合も、ＦＤＤセ
ルでＰＤＳＣＨを送信する場合も、下りリンクグラントに関するＤＣＩの中にＤＡＩを含
めて送信する。一方で、ＦＤＤプライマリーセルのとき、ＴＤＤセルでＰＤＳＣＨを送信
する場合と、ＦＤＤセルでＰＤＳＣＨを送信する場合の両方で、下りリンクグラントに関
するＤＣＩの中にＤＡＩを含めないで送信する。
【０２８３】
　すなわち、プライマリーセルがＴＤＤであるときのみ、サービングセル（ＦＤＤセル、
または、ＴＤＤセル）に対して、ＤＣＩフォーマット１／１Ｂ／１Ｄ／２／２Ａ／２Ｂ／
２Ｃ／２Ｄ、または、あるセルの１つのＰＤＳＣＨのコードワードのコンパクトスケジュ
ーリングおよびＰＤＣＣＨオーダーによって初期化されたランダムアクセスプロシージャ
のために用いられるＤＣＩフォーマット１Ａによって送信されるＤＣＩの中には、２ビッ
トのＤＡＩのフィールドが存在する。一方で、プライマリーセルがＦＤＤであるときは、
前記ＤＣＩの中に、ＤＡＩのフィールドが存在しない。
【０２８４】
　下りリンクグラントに関するＤＣＩの中に含まれるＤＡＩのフィールドの存在の一例を
示す。
【０２８５】
　ＦＤＤセルにＤＡＩが配置される必要があるのは、ＴＤＤセルとＦＤＤセルとのキャリ
アアグリゲーションを行い、かつ、プライマリーセルがＴＤＤセルである場合であり、Ｆ
ＤＤセカンダリーセルに対してＤＣＩの中にＤＡＩフィールドを配置する。つまり、セカ
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ンダリーセルにおいては、ＵＳＳのみ設定される。ＤＡＩのフィールドの存在は、ＦＤＤ
セルのスケジューリングを指示するＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨが配置されるＵＳＳに依存
して決定される。
【０２８６】
　すなわち、全てのＵＬ－ＤＬ設定によるＴＤＤセルに対して、もしくは、ＴＤＤ－ＦＤ
Ｄ－ＣＡ設定が上位層で設定されて、ＦＤＤセルに対するＵＳＳに配置される、ＤＣＩフ
ォーマット１／１Ｂ／１Ｄ／２／２Ａ／２Ｂ／２Ｃ／２Ｄ、または、あるセルの１つのＰ
ＤＳＣＨのコードワードのコンパクトスケジューリングおよびＰＤＣＣＨオーダーによっ
て初期化されたランダムアクセスプロシージャのために用いられるＤＣＩフォーマット１
Ａによって送信されるＤＣＩの中には、ＤＡＩのフィールドが存在する。
【０２８７】
　なお、ＴＤＤ－ＦＤＤ－ＣＡ設定が上位層で設定された場合に、ＦＤＤセルのＵＳＳで
送信されるＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨに含まれるＤＣＩフォーマットの中にＤＡＩを含む
一例を示したが、ＴＤＤ－ＦＤＤ－ＣＡ設定が上位層で設定された場合に、ＦＤＤセルの
ＣＳＳで送信されるＤＣＩフォーマットの中にＤＡＩを含んで送信されてもよい。
【０２８８】
　下りリンクグラントに関するＤＣＩの中に含まれるＤＡＩのフィールドの存在の一例を
示す。
【０２８９】
　ＨＡＲＱ応答情報を含んだＰＵＣＣＨは主にプライマリーセルの上りリンクサブフレー
ムのＰＵＣＣＨリソースで送信される。ＴＤＤプライマリーセルの上りリンクサブフレー
ム数よりもＦＤＤセカンダリーセルの下りリンクサブフレーム数が多いため、ＦＤＤセル
を指示するＤＣＩにもＤＡＩの情報が必要となった。一方で、ＨＡＲＱ応答情報を含んだ
ＰＵＣＣＨが、ＦＤＤセカンダリーセルの上りリンクサブフレームで送信が可能な場合、
ＦＤＤセルを指示するＤＣＩにＤＡＩの情報は必要ではない。
【０２９０】
　すなわち、全てのＵＬ－ＤＬ設定によるＴＤＤセル、もしくは、上位層によってＦＤＤ
セカンダリーセルでＰＵＣＣＨが送信されると設定されず、プライマリーセルがＴＤＤに
よって運用されているＦＤＤセカンダリーセル（ＴＤＤプライマリーセルに集合されるＦ
ＤＤセル）に対して、ＤＣＩフォーマット１／１Ｂ／１Ｄ／２／２Ａ／２Ｂ／２Ｃ／２Ｄ
、または、あるセルの１つのＰＤＳＣＨのコードワードのコンパクトスケジューリングお
よびＰＤＣＣＨオーダーによって初期化されたランダムアクセスプロシージャのために用
いられるＤＣＩフォーマット１Ａによって送信されるＤＣＩの中には、２ビットのＤＡＩ
のフィールドが存在する。
【０２９１】
　すなわち、一方で、上位層によってＦＤＤセカンダリーセルでＰＵＣＣＨが送信される
と設定された場合において、ＦＤＤセルに対して送信される前記ＤＣＩの中には、ＤＡＩ
のフィールドが存在しない。
【０２９２】
　下りリンクグラントに関するＤＣＩの中に含まれるＤＡＩのフィールドの存在の一例を
示す。
【０２９３】
　上位層によってＦＤＤセカンダリーセルでＰＵＣＣＨが送信されると設定される場合に
ＴＤＤセルに対して、または、上位層によってＦＤＤセカンダリーセルでＰＵＣＣＨが送
信されると設定されず、プライマリーセルがＴＤＤである場合にサービングセル（ＦＤＤ
セル、または、ＴＤＤセル）に対して、ＤＣＩフォーマット１／１Ｂ／１Ｄ／２／２Ａ／
２Ｂ／２Ｃ／２Ｄ、または、あるセルの１つのＰＤＳＣＨのコードワードのコンパクトス
ケジューリングおよびＰＤＣＣＨオーダーによって初期化されたランダムアクセスプロシ
ージャのために用いられるＤＣＩフォーマット１Ａによって送信されるＤＣＩの中には、
２ビットのＤＡＩのフィールドが存在する。
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【０２９４】
　一方で、上位層によってセカンダリーセルでＰＵＣＣＨが送信されると設定された場合
におけるＦＤＤセルに対して、または、上位層によってセカンダリーセルでＰＵＣＣＨの
送信が設定されず、プライマリーセルがＴＤＤでない場合におけるサービングセルに対し
て、送信される前記ＤＣＩの中には、ＤＡＩのフィールドが存在しない。
【０２９５】
　上りリンクグラントに関するＤＣＩの中に含まれるＤＡＩのフィールドの存在の一例を
示す。
【０２９６】
　ＵＬ－ＤＬ設定が１－６で設定されたＴＤＤセルでＰＤＳＣＨを送信する場合は、上り
リンクグラントに関するＤＣＩの中にＤＡＩを含めて送信する。加えて、ＴＤＤセルがプ
ライマリーセルで設定されて、かつ、ＦＤＤセルでＰＤＳＣＨを送信する場合も、上りリ
ンクグラントに関するＤＣＩの中にＤＡＩを含めて送信する。
【０２９７】
　すなわち、ＵＬ－ＤＬ設定が１－６で設定されたＴＤＤセル、もしくは、プライマリー
セルがＴＤＤによって運用されているＦＤＤセカンダリーセル（ＴＤＤプライマリーセル
に集合されるＦＤＤセル）に対して、ＤＣＩフォーマット０／４によって送信されるＤＣ
Ｉの中には、２ビットのＤＡＩのフィールドが存在する。
【０２９８】
　すなわち、ＵＬ－ＤＬ設定が１－６で設定されないＴＤＤセル、もしくは、プライマリ
ーセルがＴＤＤによって運用されないＦＤＤセル（ＴＤＤプライマリーセルに集合されな
いＦＤＤセル）に対して、ＤＣＩフォーマット０／４によって送信されるＤＣＩの中には
、ＤＡＩのフィールドが存在しない。
【０２９９】
　上りリンクグラントに関するＤＣＩの中に含まれるＤＡＩのフィールドの存在の一例を
示す。
【０３００】
　プライマリーセルがＴＤＤのとき、ＵＬ－ＤＬ設定が１－６で設定されたＴＤＤセルで
ＰＤＳＣＨを送信する場合も、ＦＤＤセルでＰＤＳＣＨを送信する場合も、上りリンクグ
ラントに関するＤＣＩの中にＤＡＩを含めて送信する。一方で、プライマリーセルがＦＤ
Ｄのとき、ＴＤＤセルでＰＤＳＣＨを送信する場合でも、ＦＤＤセルでＰＤＳＣＨを送信
する場合でも、上りリンクグラントに関するＤＣＩの中にＤＡＩを含めないで送信する。
【０３０１】
　すなわち、プライマリーセルがＴＤＤであるときのみ、ＦＤＤセルまたはＵＬ－ＤＬ設
定が１－６に設定されたＴＤＤセルに対して、ＤＣＩフォーマット０／４によって送信さ
れるＤＣＩの中には、２ビットのＤＡＩのフィールドが存在する。
【０３０２】
　すなわち、プライマリーセルがＴＤＤでないときは、ＤＣＩフォーマット０／４によっ
て送信されるＤＣＩの中に、ＤＡＩのフィールドは存在しない。
【０３０３】
　上りリンクグラントに関するＤＣＩの中に含まれるＤＡＩのフィールドの存在の一例を
示す。
【０３０４】
　上りリンクグラントでも、ＤＡＩのフィールドの存在は、ＦＤＤセルのスケジューリン
グを指示するＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨが配置されるＵＳＳに依存して決定される。
【０３０５】
　すなわち、ＵＬ－ＤＬ設定が１－６で設定されたＴＤＤセルに対して、もしくは、ＴＤ
Ｄ－ＦＤＤ－ＣＡ設定が上位層で設定されて、ＦＤＤセルのＵＳＳに配置される、ＤＣＩ
フォーマット０／４によって送信されるＤＣＩの中には、２ビットのＤＡＩのフィールド
が存在する。
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【０３０６】
　なお、ＴＤＤ－ＦＤＤ－ＣＡ設定が上位層で設定された場合に、ＦＤＤセルのＵＳＳで
送信されるＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨに含まれるＤＣＩフォーマットの中にＤＡＩを含む
一例を示したが、ＴＤＤ－ＦＤＤ－ＣＡ設定が上位層で設定された場合に、ＦＤＤセルの
ＣＳＳで送信されるＤＣＩフォーマットの中にＤＡＩを含んで送信されてもよい。
【０３０７】
　すなわち、ＵＬ－ＤＬ設定が０で設定されたＴＤＤセルに対して、または、ＴＤＤ－Ｆ
ＤＤ－ＣＡ設定が上位層で設定されないＦＤＤセルに対してＤＣＩフォーマット０／４に
よって送信されるＤＣＩの中には、ＤＡＩのフィールドが存在しない。
【０３０８】
　上りリンクグラントに関するＤＣＩの中に含まれるＤＡＩのフィールドの存在の一例を
示す。
【０３０９】
　上位層によってＦＤＤセカンダリーセルでＰＵＣＣＨが送信されると設定されない場合
において、プライマリーセルがＴＤＤによって運用されているＦＤＤセカンダリーセル（
ＴＤＤプライマリーセルに集合されるＦＤＤセル）またはＵＬ－ＤＬ設定が１－６で設定
されたＴＤＤセルに対してＤＣＩフォーマット０／４によって送信されるＤＣＩの中には
、２ビットのＤＡＩのフィールドが存在する。
【０３１０】
　上位層によってＦＤＤセカンダリーセルでＰＵＣＣＨが送信されると設定された場合に
おいて、ＦＤＤセルおよびＵＬ－ＤＬ設定が０で設定されたＴＤＤセルに対してＤＣＩフ
ォーマット０／４によって送信されるＤＣＩの中には、ＤＡＩのフィールドが存在しない
。
【０３１１】
　上りリンクグラントに関するＤＣＩの中に含まれるＤＡＩのフィールドの存在の一例を
示す。
【０３１２】
　上位層によってＦＤＤセカンダリーセルでＰＵＣＣＨが送信されると設定された場合に
おいて、ＵＬ－ＤＬ設定が１－６で設定されたＴＤＤセルに対してＤＣＩフォーマット０
／４によって送信されるＤＣＩの中には、２ビットのＤＡＩのフィールドが存在する。
【０３１３】
　上位層によってＦＤＤセカンダリーセルでＰＵＣＣＨが送信されると設定された場合に
おいて、ＵＬ－ＤＬ設定が０で設定されたＴＤＤセルおよびＦＤＤセルに対してＤＣＩフ
ォーマット０／４によって送信されるＤＣＩの中には、ＤＡＩのフィールドが存在しない
。
【０３１４】
　下りリンクグラントに関するＤＣＩの中に含まれるＤＡＩのフィールドの適用の一例を
示す。
【０３１５】
　ＴＤＤセルとＦＤＤセルでキャリアアグリゲーションを行った時に、ＤＡＩフィールド
はＦＤＤセルに対して常に適用されてもよい。
【０３１６】
　１つ以上のＴＤＤセルが設定されて、全てのＴＤＤセルのＵＬ－ＤＬ設定が同じ場合に
、ＵＬ－ＤＬ設定が１－６で設定されたＴＤＤセルで、下りリンクグラントに関するＤＣ
Ｉの中のＤＡＩのフィールドを適用する。加えて、２つ以上のＴＤＤセルが設定されて、
少なくとも２つのＴＤＤセルが異なるＵＬ－ＤＬ設定で設定された場合に、下りリンク参
照ＵＬ－ＤＬ設定が１－６で設定されたＴＤＤセルで、下りリンクグラントに関するＤＣ
Ｉの中のＤＡＩのフィールドを適用する。加えて、プライマリーセルがＴＤＤであり、少
なくとも１つのセカンダリーセルがＦＤＤの場合、ＦＤＤセルで、下りリンクグラントに
関するＤＣＩの中のＤＡＩのフィールドを適用する。
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【０３１７】
　すなわち、端末装置２に１つのＴＤＤセルが設定された場合、もしくは、端末装置２に
１つより多くのＴＤＤセルが設定されて、全てのＴＤＤセルのＵＤ－ＤＬ設定が同じ場合
において、ＤＡＩのフィールドはＵＬ－ＤＬ設定が１－６で設定されたサービングセルに
適用する。端末装置２に１つより多くのサービングセルが設定されて、少なくとも２つの
ＴＤＤセルが異なるＵＬ－ＤＬ設定を有する場合、もしくは、少なくとも１つのサービン
グセルがＦＤＤである場合において、ＤＡＩフィールドはＦＤＤセルまたは下りリンク参
照ＵＬ－ＤＬ設定が１－６で設定されたＴＤＤセルに適用する。
【０３１８】
　下りリンクグラントに関するＤＣＩの中に含まれるＤＡＩのフィールドの適用の一例を
示す。
【０３１９】
　下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定は、主にＴＤＤセルで設定される。一方で、ＴＤＤセル
とＦＤＤセルでキャリアアグリゲーションを行った時に、ＦＤＤセルに対しても下りリン
ク参照ＵＬ－ＤＬ設定が適用されてもよい。その際、ＤＡＩフィールドの適用は下りリン
ク参照ＵＬ－ＤＬ設定に従う。
【０３２０】
　１つ以上のＴＤＤセルが設定されて、全てのＴＤＤセルのＵＬ－ＤＬ設定が同じ場合に
、ＵＬ－ＤＬ設定が１－６で設定されたＴＤＤセルで、下りリンクグラントに関するＤＣ
Ｉの中のＤＡＩのフィールドを適用する。加えて、２つ以上のＴＤＤセルが設定されて、
少なくとも２つのＴＤＤセルが異なるＵＬ－ＤＬ設定で設定された場合に、下りリンク参
照ＵＬ－ＤＬ設定が１－６で設定されたＴＤＤセルで、下りリンクグラントに関するＤＣ
Ｉの中のＤＡＩのフィールドを適用する。加えて、プライマリーセルがＴＤＤであり、少
なくとも１つのセカンダリーセルがＦＤＤの場合、下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定が１－
６で設定されたＦＤＤセルで、下りリンクグラントに関するＤＣＩの中のＤＡＩのフィー
ルドを適用する。
【０３２１】
　すなわち、端末装置２に１つのサービングセルが設定された場合、もしくは、端末装置
２に１つより多くのサービングセルが設定されて、全てのサービングセルのＵＤ－ＤＬ設
定が同じ場合において、ＤＡＩのフィールドはＵＬ－ＤＬ設定が１－６で設定されたサー
ビングセルのみに適用する。端末装置２に１つより多くのサービングセルが設定されて、
少なくとも２つのサービングセルが異なるＵＬ－ＤＬ設定を有する場合、もしくは、少な
くとも１つのサービングセルがＦＤＤセルである場合において、ＤＡＩフィールドは下り
リンク参照ＵＬ－ＤＬ設定が１－６で設定されたサービングセル（ＦＤＤセル、ＴＤＤセ
ル）に適用する。
【０３２２】
　上りリンクグラントに関するＤＣＩの中に含まれるＤＡＩのフィールドの適用の一例を
示す。
【０３２３】
　１つ以上のＴＤＤセルが設定されて、全てのＴＤＤセルのＵＬ－ＤＬ設定が同じ場合に
、ＵＬ－ＤＬ設定が１－６で設定されたＴＤＤセルで、上りリンクグラントに関するＤＣ
Ｉの中のＤＡＩのフィールドを適用する。加えて、２つ以上のＴＤＤセルが設定されて、
少なくとも２つのＴＤＤセルが異なるＵＬ－ＤＬ設定で設定された場合に、上りリンク参
照ＵＬ－ＤＬ設定が１－６で設定されたＴＤＤセルで、上りリンクグラントに関するＤＣ
Ｉの中のＤＡＩのフィールドを適用する。加えて、プライマリーセルがＴＤＤであり、少
なくとも１つのセカンダリーセルがＦＤＤの場合、ＦＤＤセルで、上りリンクグラントに
関するＤＣＩの中のＤＡＩのフィールドを適用する。
【０３２４】
　すなわち、端末装置２に１つのＴＤＤセルが設定された場合、もしくは、端末装置２に
１つより多くのＴＤＤセルが設定されて、全てのＴＤＤセルのＵＤ－ＤＬ設定が同じ場合
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において、ＤＡＩのフィールドはＵＬ－ＤＬ設定が１－６で設定されたサービングセルに
適用する。端末装置２に１つより多くのサービングセルが設定されて、少なくとも２つの
ＴＤＤセルが異なるＵＬ－ＤＬ設定を有する場合、もしくは、少なくとも１つのサービン
グセルがＦＤＤである場合において、ＤＡＩフィールドはＦＤＤセルまたは上りリンク参
照ＵＬ－ＤＬ設定が１－６で設定されたＴＤＤセルに適用する。
【０３２５】
　上りリンクグラントに関するＤＣＩの中に含まれるＤＡＩのフィールドの適用の一例を
示す。
【０３２６】
　１つ以上のＴＤＤセルが設定されて、全てのＴＤＤセルのＵＬ－ＤＬ設定が同じ場合に
、ＵＬ－ＤＬ設定が１－６で設定されたＴＤＤセルで、上りリンクグラントに関するＤＣ
Ｉの中のＤＡＩのフィールドを適用する。加えて、２つ以上のＴＤＤセルが設定されて、
少なくとも２つのＴＤＤセルが異なるＵＬ－ＤＬ設定で設定された場合に、上りリンク参
照ＵＬ－ＤＬ設定が１－６で設定されたＴＤＤセルで、上りリンクグラントに関するＤＣ
Ｉの中のＤＡＩのフィールドを適用する。加えて、プライマリーセルがＴＤＤであり、少
なくとも１つのセカンダリーセルがＦＤＤの場合、上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定が１－
６で設定されたＦＤＤセルで、上りリンクグラントに関するＤＣＩの中のＤＡＩのフィー
ルドを適用する。
【０３２７】
　すなわち、端末装置２に１つのＴＤＤセルが設定された場合、もしくは、端末装置２に
１つより多くのＴＤＤセルが設定されて、全てのＴＤＤセルのＵＤ－ＤＬ設定が同じ場合
において、ＤＡＩのフィールドはＵＬ－ＤＬ設定が１－６で設定されたサービングセルに
適用する。端末装置２に１つより多くのサービングセルが設定されて、少なくとも２つの
ＴＤＤセルが異なるＵＬ－ＤＬ設定を有する場合、もしくは、少なくとも１つのサービン
グセルがＦＤＤである場合において、ＤＡＩフィールドはＦＤＤセルまたは上りリンク参
照ＵＬ－ＤＬ設定が１－６で設定されたＴＤＤセルに適用する。
【０３２８】
　上記の下りリンクグラントまたは上りリンクグラントに関するＤＣＩの中に含まれるＤ
ＡＩのフィールドの存在およびＤＡＩの適用の組み合わせは限定されるものではないが、
以下に、好ましい組み合わせの一例を記載する。
【０３２９】
　下りリンクグラントまたは上りリンクグラントに関するＤＣＩの中に含まれるＤＡＩの
フィールドの存在およびＤＡＩの適用の組み合わせの一例を示す。
【０３３０】
　端末装置２に１つのＴＤＤセルが設定された場合、または、端末装置２に１つより多く
のサービングセルが設定され、プライマリーセルがＴＤＤセルである場合、基地局装置１
はＴＤＤセルおよびＦＤＤセルに関連付けて送信するＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨの中に含
まれるＤＣＩにＤＡＩフィールドを設定する。
【０３３１】
　全てのＵＬ－ＤＬ設定によるＴＤＤセル、もしくは、プライマリーセルがＴＤＤによっ
て運用されているＦＤＤセカンダリーセル（ＴＤＤプライマリーセルに集合されるＦＤＤ
セル）に対して、ＤＣＩフォーマット１／１Ｂ／１Ｄ／２／２Ａ／２Ｂ／２Ｃ／２Ｄ、ま
たは、あるセルの１つのＰＤＳＣＨのコードワードのコンパクトスケジューリングおよび
ＰＤＣＣＨオーダーによって初期化されたランダムアクセスプロシージャのために用いら
れるＤＣＩフォーマット１Ａによって送信されるＤＣＩの中には、２ビットのＤＡＩのフ
ィールドが存在する。
【０３３２】
　そして、端末装置２に１つのＴＤＤセルが設定された場合、もしくは、端末装置２に１
つより多くのＴＤＤセルが設定されて、全てのＴＤＤセルのＵＤ－ＤＬ設定が同じ場合に
おいて、前記ＤＡＩのフィールドはＵＬ－ＤＬ設定が１－６で設定されたサービングセル
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に適用する。端末装置２に１つより多くのサービングセルが設定されて、少なくとも２つ
のＴＤＤセルが異なるＵＬ－ＤＬ設定を有する場合、もしくは、少なくとも１つのサービ
ングセルがＦＤＤである場合において、前記ＤＡＩフィールドはＦＤＤセルまたは下りリ
ンク参照ＵＬ－ＤＬ設定が１－６で設定されたＴＤＤセルに適用する。言い換えると、端
末装置２に１つのＴＤＤセルが設定された場合、もしくは、端末装置２に１つより多くの
サービングセルが設定されて、全てのサービングセルのＵＤ－ＤＬ設定が同じ場合におい
て、前記ＤＡＩのフィールドはＵＬ－ＤＬ設定が０で設定されたサービングセルには適用
しない。端末装置２に１つより多くのサービングセルが設定されて、少なくとも２つのサ
ービングセルが異なるＵＬ－ＤＬ設定を有する場合において、前記ＤＡＩフィールドは下
りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定が０で設定されたサービングセルには適用しない。
【０３３３】
　一方で、プライマリーセルがＴＤＤで運用されないＦＤＤセル（ＴＤＤプライマリーセ
ルに集合されないＦＤＤセル）に対して送信される前記ＤＣＩの中には、ＤＡＩのフィー
ルドが存在しない。言い換えると、プライマリーセルがＦＤＤで設定される端末装置２に
対してＦＤＤセルで送信されるＤＣＩの中には、ＤＡＩのフィールドが存在しない。
【０３３４】
　ＴＤＤセルに対して、ＲＡ－ＲＮＴＩ、Ｐ－ＲＮＴＩ、または、ＳＩ－ＲＮＴＩによっ
てＣＲＣがスクランブルされたＤＣＩフォーマット１Ａによって送信されたＤＣＩの中に
は、２ビットのＤＡＩのフィールドが存在する。
【０３３５】
　ＦＤＤセルに対して、ＲＡ－ＲＮＴＩ、Ｐ－ＲＮＴＩ、または、ＳＩ－ＲＮＴＩによっ
てＣＲＣがスクランブルされたＤＣＩフォーマット１Ａによって送信されたＤＣＩの中に
は、ＤＡＩのフィールドが存在しない。
【０３３６】
　また、ＵＬ－ＤＬ設定が１－６で設定されたＴＤＤセル、もしくは、プライマリーセル
がＴＤＤによって運用されているＦＤＤセカンダリーセル（ＴＤＤプライマリーセルに集
合されるＦＤＤセル）に対して、ＤＣＩフォーマット０／４によって送信されるＤＣＩの
中には、２ビットのＤＡＩのフィールドが存在する。
【０３３７】
　そして、端末装置２に１つのＴＤＤセルが設定された場合、もしくは、端末装置２に１
つより多くのＴＤＤセルが設定されて、全てのＴＤＤセルのＵＤ－ＤＬ設定が同じ場合に
おいて、前記ＤＡＩのフィールドはＵＬ－ＤＬ設定が１－６で設定されたサービングセル
に適用する。端末装置２に１つより多くのサービングセルが設定されて、少なくとも２つ
のＴＤＤセルが異なるＵＬ－ＤＬ設定を有する場合、もしくは、少なくとも１つのサービ
ングセルがＦＤＤである場合において、前記ＤＡＩフィールドはＦＤＤセルまたは上りリ
ンク参照ＵＬ－ＤＬ設定が１－６で設定されたＴＤＤセルに適用する。
【０３３８】
　一方で、ＵＬ－ＤＬ設定が１－６で設定されないＴＤＤセル、もしくは、プライマリー
セルがＴＤＤによって運用されないＦＤＤセル（ＴＤＤプライマリーセルに集合されない
ＦＤＤセル）に対して、ＤＣＩフォーマット０／４によって送信されるＤＣＩの中には、
ＤＡＩのフィールドが存在しない。言い換えると、ＵＬ－ＤＬ設定が０で設定されたＴＤ
Ｄセル、もしくは、プライマリーセルがＦＤＤによって運用されるＦＤＤセルに対して、
ＤＣＩフォーマット０／４によって送信されるＤＣＩの中には、ＤＡＩのフィールドが存
在しない。
【０３３９】
　下りリンクグラントまたは上りリンクグラントに関するＤＣＩの中に含まれるＤＡＩの
フィールドの存在およびＤＡＩの適用の組み合わせの一例を示す。
【０３４０】
　端末装置２に１つのＴＤＤセルが設定された場合、または、端末装置２に１つより多く
のサービングセルが設定され、プライマリーセルがＴＤＤである場合、基地局装置１はサ



(63) JP WO2015/080140 A1 2015.6.4

10

20

30

40

50

ービングセル（ＴＤＤセル、ＦＤＤセル）に関連付けて送信するＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣ
Ｈの中に含まれるＤＣＩにＤＡＩフィールドを設定する。
【０３４１】
　プライマリーセルがＴＤＤであるときのみ、サービングセル（ＦＤＤセル、または、Ｔ
ＤＤセル）に対して、ＤＣＩフォーマット１／１Ｂ／１Ｄ／２／２Ａ／２Ｂ／２Ｃ／２Ｄ
、または、あるセルの１つのＰＤＳＣＨのコードワードのコンパクトスケジューリングお
よびＰＤＣＣＨオーダーによって初期化されたランダムアクセスプロシージャのために用
いられるＤＣＩフォーマット１Ａによって送信されるＤＣＩの中には、２ビットのＤＡＩ
のフィールドが存在する。一方で、プライマリーセルがＦＤＤであるときは、前記ＤＣＩ
の中に、ＤＡＩのフィールドが存在しない。
【０３４２】
　なお、プライマリーセルがＴＤＤであるか否かに関わらず、ＵＬ－ＤＬ設定が０で設定
されたＴＤＤセルに対して、ＤＣＩフォーマット１／１Ｂ／１Ｄ／２／２Ａ／２Ｂ／２Ｃ
／２Ｄ、または、あるセルの１つのＰＤＳＣＨのコードワードのコンパクトスケジューリ
ングおよびＰＤＣＣＨオーダーによって初期化されたランダムアクセスプロシージャのた
めに用いられるＤＣＩフォーマット１Ａによって送信される前記ＤＣＩに、２ビットのフ
ィールドを予約してもよい。
【０３４３】
　そして、端末装置２に１つのサービングセルが設定された場合、もしくは、端末装置２
に１つより多くのサービングセルが設定されて、全てのサービングセルのＵＤ－ＤＬ設定
が同じ場合において、前記ＤＡＩのフィールドはＵＬ－ＤＬ設定が１－６で設定されたサ
ービングセルに適用する。端末装置２が１つより多くのサービングセルが設定されて、少
なくとも２つのサービングセルが異なるＵＬ－ＤＬ設定を有する場合、もしくは、少なく
とも１つのセルがＦＤＤセルである場合において、前記ＤＡＩフィールドはＦＤＤセルま
たは下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定が１－６で設定されたＴＤＤセルに適用する。言い換
えると、端末装置２に１つのサービングセルが設定された場合、もしくは、端末装置２に
１つより多くのサービングセルが設定されて、全てのサービングセルのＵＤ－ＤＬ設定が
同じ場合において、前記ＤＡＩのフィールドはＵＬ－ＤＬ設定が０で設定されたサービン
グセルには適用しない。端末装置２が１つより多くのサービングセルが設定されて、少な
くとも２つのサービングセルが異なるＵＬ－ＤＬ設定を有する場合、もしくは、少なくと
も１つのサービングセルがＦＤＤセルである場合において、前記ＤＡＩフィールドは下り
リンク参照ＵＬ－ＤＬ設定が０で設定されたサービングセルには適用しない。
【０３４４】
　また、ＴＤＤセルに対して、ＲＡ－ＲＮＴＩ、Ｐ－ＲＮＴＩ、または、ＳＩ－ＲＮＴＩ
によってＣＲＣがスクランブルされたＤＣＩフォーマット１Ａによって送信されたＤＣＩ
の中には、２ビットのＤＡＩのフィールドが存在する。
【０３４５】
　一方で、ＦＤＤセルに対して、ＲＡ－ＲＮＴＩ、Ｐ－ＲＮＴＩ、または、ＳＩ－ＲＮＴ
ＩによってＣＲＣがスクランブルされたＤＣＩフォーマット１Ａによって送信されたＤＣ
Ｉの中には、ＤＡＩのフィールドが存在しない。
【０３４６】
　プライマリーセルがＴＤＤであるときのみ、ＦＤＤセルまたはＵＬ－ＤＬ設定が１－６
に設定されたＴＤＤセルに対して、ＤＣＩフォーマット０／４によって送信されるＤＣＩ
の中には、２ビットのＤＡＩのフィールドが存在する。一方で、プライマリーセルがＴＤ
Ｄでないときは、ＤＣＩフォーマット０／４によって送信されるＤＣＩの中に、ＤＡＩの
フィールドは存在しない。
【０３４７】
　そして、端末装置２に１つのＴＤＤセルが設定された場合、もしくは、端末装置２に１
つより多くのＴＤＤセルが設定されて、全てのＴＤＤセルのＵＤ－ＤＬ設定が同じ場合に
おいて、前記ＤＡＩのフィールドはＵＬ－ＤＬ設定が１－６で設定されたサービングセル
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に適用する。端末装置２に１つより多くのサービングセルが設定されて、少なくとも２つ
のＴＤＤセルが異なるＵＬ－ＤＬ設定を有する場合、もしくは、少なくとも１つのサービ
ングセルがＦＤＤである場合において、前記ＤＡＩフィールドはＦＤＤセルまたは上りリ
ンク参照ＵＬ－ＤＬ設定が１－６で設定されたＴＤＤセルに適用する。
【０３４８】
　なお、ＵＬ－ＤＬ設定が０で設定されたＴＤＤセルに対してＤＣＩフォーマット０／４
によって送信される前記ＤＣＩには、ＤＡＩのためのフィールドを予約しなくてもよい。
【０３４９】
　下りリンクグラントまたは上りリンクグラントに関するＤＣＩの中に含まれるＤＡＩの
フィールドの存在およびＤＡＩの適用の組み合わせの一例を示す。
【０３５０】
　端末装置２に１つのＴＤＤセルが設定された場合、端末装置２に１つより多くのサービ
ングセルが設定され、全てのサービングセルがＴＤＤである場合、または、端末装置２に
１つより多くのサービングセルが設定され、少なくとも一つはＦＤＤセカンダリーセルが
設定された場合、基地局装置１はＴＤＤセルおよびＦＤＤセルに関連付けて送信するＰＤ
ＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨの中に含まれるＤＣＩにＤＡＩフィールドを設定する。ＦＤＤセル
に関連付けられてＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨに対応するＨＡＲＱ応答情報が端末装置２で
送信されるタイミング（サブフレーム）は、下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定に従う。
【０３５１】
　また、全てのＵＬ－ＤＬ設定によるＴＤＤセル、もしくは、プライマリーセルがＴＤＤ
によって運用されているＦＤＤセカンダリーセル（ＴＤＤプライマリーセルに集合される
ＦＤＤセル）に対して、ＤＣＩフォーマット１／１Ｂ／１Ｄ／２／２Ａ／２Ｂ／２Ｃ／２
Ｄ、または、あるセルの１つのＰＤＳＣＨのコードワードのコンパクトスケジューリング
およびＰＤＣＣＨオーダーによって初期化されたランダムアクセスプロシージャのために
用いられるＤＣＩフォーマット１Ａによって送信されるＤＣＩの中には、ＤＡＩのフィー
ルドが存在する。
【０３５２】
　そして、端末装置２に１つのサービングセルが設定された場合、もしくは、端末装置２
に１つより多くのサービングセルが設定されて、全てのサービングセルのＵＤ－ＤＬ設定
が同じ場合において、前記ＤＡＩのフィールドはＵＬ－ＤＬ設定が１－６で設定されたサ
ービングセルのみに適用する。端末装置２に１つより多くのサービングセルが設定されて
、少なくとも２つのサービングセルが異なるＵＬ－ＤＬ設定を有する場合、もしくは、少
なくとも１つのサービングセルがＦＤＤセルである場合において、前記ＤＡＩフィールド
は下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定が１－６で設定されたサービングセルに適用する。言い
換えると、端末装置２に１つのサービングセルが設定された場合、もしくは、端末装置２
に１つより多くのサービングセルが設定されて、全てのサービングセルのＵＤ－ＤＬ設定
が同じ場合において、前記ＤＡＩのフィールドはＵＬ－ＤＬ設定が０で設定されたサービ
ングセルには適用しない。端末装置２に１つより多くのサービングセルが設定されて、少
なくとも２つのサービングセルが異なるＵＬ－ＤＬ設定を有する場合において、前記ＤＡ
Ｉフィールドは下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定が０で設定されたサービングセルには適用
しない。
【０３５３】
　そして、プライマリーセルがＴＤＤで運用されないＦＤＤセル（ＴＤＤプライマリーセ
ルに集合されないＦＤＤセル）に対して送信される前記ＤＣＩの中には、ＤＡＩのフィー
ルドが存在しない。言い換えると、プライマリーセルがＦＤＤで設定される端末装置２に
対して送信されるＤＣＩの中には、ＤＡＩのフィールドが存在しない。
【０３５４】
　また、ＴＤＤセルに対して、ＲＡ－ＲＮＴＩ、Ｐ－ＲＮＴＩ、または、ＳＩ－ＲＮＴＩ
によってＣＲＣがスクランブルされたＤＣＩフォーマット１Ａによって送信されたＤＣＩ
の中には、２ビットのＤＡＩのフィールドが存在する。
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【０３５５】
　一方で、ＦＤＤセルに対して、ＲＡ－ＲＮＴＩ、Ｐ－ＲＮＴＩ、または、ＳＩ－ＲＮＴ
ＩによってＣＲＣがスクランブルされたＤＣＩフォーマット１Ａによって送信されたＤＣ
Ｉの中には、ＤＡＩのフィールドが存在しない。
【０３５６】
　また、ＵＬ－ＤＬ設定が１－６で設定されたＴＤＤセル、もしくは、プライマリーセル
がＴＤＤによって運用されているＦＤＤセカンダリーセル（ＴＤＤプライマリーセルに集
合されるＦＤＤセル）に対して、ＤＣＩフォーマット０／４によって送信されるＤＣＩの
中には、２ビットのＤＡＩのフィールドが存在する。
【０３５７】
　そして、端末装置２に１つのＴＤＤセルが設定された場合、もしくは、端末装置２に１
つより多くのＴＤＤセルが設定されて、全てのＴＤＤセルのＵＤ－ＤＬ設定が同じ場合に
おいて、前記ＤＡＩのフィールドはＵＬ－ＤＬ設定が１－６で設定されたサービングセル
に適用する。端末装置２に１つより多くのサービングセルが設定されて、少なくとも２つ
のＴＤＤセルが異なるＵＬ－ＤＬ設定を有する場合、もしくは、少なくとも１つのサービ
ングセルがＦＤＤである場合において、前記ＤＡＩフィールドは上りリンク参照ＵＬ－Ｄ
Ｌ設定が１－６で設定されたサービングセルに適用する。
【０３５８】
　一方で、ＵＬ－ＤＬ設定が０で設定されたＴＤＤセル、または、プライマリーセルがＴ
ＤＤによって運用されないＦＤＤセル（ＴＤＤプライマリーセルに集合されないＦＤＤセ
ル）に対して、ＤＣＩフォーマット０／４によって送信されるＤＣＩの中には、ＤＡＩの
フィールドが存在しない。
【０３５９】
　下りリンクグラントまたは上りリンクグラントに関するＤＣＩの中に含まれるＤＡＩの
フィールドの存在およびＤＡＩの適用の組み合わせの一例を示す。
【０３６０】
　端末装置２に１つのＴＤＤセルが設定された場合、または、端末装置２に１つより多く
のサービングセルが設定され、プライマリーセルがＴＤＤである場合、基地局装置１はＴ
ＤＤセルおよびＦＤＤセルに関連付けて送信するＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨの中に含まれ
るＤＣＩにＤＡＩフィールドを設定する。ＦＤＤセルに関連付けられてＰＤＣＣＨ／ＥＰ
ＤＣＣＨに対応するＨＡＲＱ応答情報が端末装置２で送信されるタイミング（サブフレー
ム）は、下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定に従う。
【０３６１】
　プライマリーセルがＴＤＤであるときのみ、ＤＣＩフォーマット１／１Ｂ／１Ｄ／２／
２Ａ／２Ｂ／２Ｃ／２Ｄ、または、あるセルの１つのＰＤＳＣＨのコードワードのコンパ
クトスケジューリングおよびＰＤＣＣＨオーダーによって初期化されたランダムアクセス
プロシージャのために用いられるＤＣＩフォーマット１Ａによって送信されるＤＣＩの中
には、ＤＡＩのフィールドが存在する。一方で、プライマリーセルがＴＤＤでないときは
、前記ＤＣＩの中に、ＤＡＩのフィールドが存在しない。
【０３６２】
　なお、ＵＬ－ＤＬ設定が０で設定されたＴＤＤセルに対して、ＤＣＩフォーマット１／
１Ｂ／１Ｄ／２／２Ａ／２Ｂ／２Ｃ／２Ｄ、または、あるセルの１つのＰＤＳＣＨのコー
ドワードのコンパクトスケジューリングおよびＰＤＣＣＨオーダーによって初期化された
ランダムアクセスプロシージャのために用いられるＤＣＩフォーマット１Ａによって送信
される前記ＤＣＩに、２ビットのフィールドを予約してもよい。
【０３６３】
　そして、端末装置２に１つのサービングセルが設定された場合、もしくは、端末装置２
に１つより多くのサービングセルが設定されて、全てのサービングセルのＵＤ－ＤＬ設定
が同じ場合において、前記ＤＡＩのフィールドはＵＬ－ＤＬ設定が１－６で設定されたサ
ービングセルに適用する。端末装置２が１つより多くのサービングセルが設定されて、少
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なくとも２つのサービングセルが異なるＵＬ－ＤＬ設定を有する場合、もしくは、少なく
とも１つのサービングセルがＦＤＤである場合において、前記ＤＡＩフィールドは下りリ
ンク参照ＵＬ－ＤＬ設定が１－６で設定されたサービングセルに適用する。言い換えると
、端末装置２に１つのサービングセルが設定された場合、もしくは、端末装置２に１つよ
り多くのサービングセルが設定されて、全てのサービングセルのＵＤ－ＤＬ設定が同じ場
合において、前記ＤＡＩのフィールドはＵＬ－ＤＬ設定が０で設定されたサービングセル
には適用しない。端末装置２が１つより多くのサービングセルが設定されて、少なくとも
２つのサービングセルが異なるＵＬ－ＤＬ設定を有する場合、もしくは、少なくとも１つ
のサービングセルがＦＤＤセルである場合において、前記ＤＡＩフィールドは下りリンク
参照ＵＬ－ＤＬ設定が０で設定されたサービングセルには適用しない。
【０３６４】
　また、ＴＤＤセルに対して、ＲＡ－ＲＮＴＩ、Ｐ－ＲＮＴＩ、または、ＳＩ－ＲＮＴＩ
によってＣＲＣがスクランブルされたＤＣＩフォーマット１Ａによって送信されたＤＣＩ
の中には、２ビットのＤＡＩのフィールドが存在する。
【０３６５】
　一方で、ＦＤＤセルに対して、ＲＡ－ＲＮＴＩ、Ｐ－ＲＮＴＩ、または、ＳＩ－ＲＮＴ
ＩによってＣＲＣがスクランブルされたＤＣＩフォーマット１Ａによって送信されたＤＣ
Ｉの中には、ＤＡＩのフィールドが存在しない。
【０３６６】
　また、プライマリーセルがＴＤＤであるときのみ、サービングセルに対して、ＤＣＩフ
ォーマット０／４によって送信されるＤＣＩの中には、２ビットのＤＡＩのフィールドが
存在する。一方で、プライマリーセルがＴＤＤでないときは、ＤＣＩフォーマット０／４
によって送信されるＤＣＩの中に、ＤＡＩのフィールドは存在しない。
【０３６７】
　そして、端末装置２に１つのＴＤＤセルが設定された場合、もしくは、端末装置２に１
つより多くのＴＤＤセルが設定されて、全てのＴＤＤセルのＵＤ－ＤＬ設定が同じ場合に
おいて、前記ＤＡＩのフィールドはＵＬ－ＤＬ設定が１－６で設定されたサービングセル
に適用する。端末装置２に１つより多くのサービングセルが設定されて、少なくとも２つ
のＴＤＤセルが異なるＵＬ－ＤＬ設定を有する場合、もしくは、少なくとも１つのサービ
ングセルがＦＤＤである場合において、前記ＤＡＩフィールドは上りリンク参照ＵＬ－Ｄ
Ｌ設定が１－６で設定されたサービングセルに適用する。
【０３６８】
　下りリンクグラントまたは上りリンクグラントに関するＤＣＩの中に含まれるＤＡＩの
フィールドの存在およびＤＡＩの適用の組み合わせの一例を示す。
【０３６９】
　端末装置２に１つのＴＤＤセルが設定された場合、端末装置２に１つより多くのサービ
ングセルが設定され、全てのサービングセルがＴＤＤである場合、基地局装置１はＴＤＤ
セルに関連付けて送信するＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨの中に含まれるＤＣＩにＤＡＩフィ
ールドを設定する。また、端末装置２にＴＤＤ－ＦＤＤ－ＣＡ設定が上位層で設定されて
、少なくとも一つはＦＤＤセルが設定された場合、基地局装置１はＦＤＤセルに関連付け
られたＵＳＳに配置して送信するＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨの中に含まれるＤＣＩにＤＡ
Ｉフィールドを設定する。
【０３７０】
　なお、ＴＤＤ－ＦＤＤ－ＣＡ設定は、端末装置２に少なくとも２つのサービングセルの
フレーム構成タイプが異なることを許可する設定である。
【０３７１】
　全てのＵＬ－ＤＬ設定によるＴＤＤセルに対して、もしくは、ＴＤＤ－ＦＤＤ－ＣＡ設
定が上位層で設定されて、ＦＤＤセルに対するＵＳＳに配置される、ＤＣＩフォーマット
１／１Ｂ／１Ｄ／２／２Ａ／２Ｂ／２Ｃ／２Ｄ、または、あるセルの１つのＰＤＳＣＨの
コードワードのコンパクトスケジューリングおよびＰＤＣＣＨオーダーによって初期化さ
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れたランダムアクセスプロシージャのために用いられるＤＣＩフォーマット１Ａによって
送信されるＤＣＩの中には、ＤＡＩのフィールドが存在する。
【０３７２】
　そして、端末装置２に１つのサービングセルが設定された場合、もしくは、端末装置２
に１つより多くのサービングセルが設定されて、全てのサービングセルのＵＤ－ＤＬ設定
が同じ場合において、前記ＤＡＩのフィールドはＵＬ－ＤＬ設定が１－６で設定されたサ
ービングセルのみに適用する。端末装置２に１つより多くのサービングセルが設定されて
、少なくとも２つのサービングセルが異なるＵＬ－ＤＬ設定を有する場合、もしくは、少
なくとも１つのセカンダリーセルがＦＤＤである場合において、前記ＤＡＩフィールドは
ＦＤＤセルまたは下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定が１－６で設定されたＴＤＤセルに適用
する。言い換えると、端末装置２に１つのサービングセルが設定された場合、もしくは、
端末装置２に１つより多くのサービングセルが設定されて、全てのサービングセルのＵＤ
－ＤＬ設定が同じ場合において、前記ＤＡＩのフィールドはＵＬ－ＤＬ設定が０で設定さ
れたサービングセルには適用しない。端末装置２に１つより多くのサービングセルが設定
されて、少なくとも２つのサービングセルが異なるＵＬ－ＤＬ設定を有する場合において
、前記ＤＡＩフィールドは下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定が０で設定されたサービングセ
ルには適用しない。
【０３７３】
　そして、ＴＤＤ－ＦＤＤ－ＣＡ設定が上位層で設定されず、ＦＤＤセルに対して送信さ
れる前記ＤＣＩの中には、ＤＡＩのフィールドが存在しない。
【０３７４】
　また、ＴＤＤに対して、ＲＡ－ＲＮＴＩ、Ｐ－ＲＮＴＩ、または、ＳＩ－ＲＮＴＩによ
ってＣＲＣがスクランブルされたＤＣＩフォーマット１Ａによって送信されたＤＣＩの中
には、２ビットのＤＡＩのフィールドが存在する。
【０３７５】
　一方で、ＦＤＤに対して、ＲＡ－ＲＮＴＩ、Ｐ－ＲＮＴＩ、または、ＳＩ－ＲＮＴＩに
よってＣＲＣがスクランブルされたＤＣＩフォーマット１Ａによって送信されたＤＣＩの
中には、ＤＡＩのフィールドが存在しない。
【０３７６】
　また、ＵＬ－ＤＬ設定が１－６で設定されたＴＤＤセルに対して、もしくは、ＴＤＤ－
ＦＤＤ－ＣＡ設定が上位層で設定されて、ＦＤＤセルのＵＳＳに配置される、ＤＣＩフォ
ーマット０／４によって送信されるＤＣＩの中には、２ビットのＤＡＩのフィールドが存
在する。
【０３７７】
　一方で、ＵＬ－ＤＬ設定が０で設定されたＴＤＤセルに対して、または、ＴＤＤ－ＦＤ
Ｄ－ＣＡ設定が上位層で設定されないＦＤＤセルに対してＤＣＩフォーマット０／４によ
って送信されるＤＣＩの中には、ＤＡＩのフィールドが存在しない。
【０３７８】
　下りリンクグラントまたは上りリンクグラントに関するＤＣＩの中に含まれるＤＡＩの
フィールドの存在およびＤＡＩの適用の組み合わせの一例を示す。
【０３７９】
　上位層によってセカンダリーセルにおいてＰＵＣＣＨが送信可能と設定されない場合、
更に、端末装置２に１つのＴＤＤセルが設定された場合、または、端末装置２に１つより
多くのサービングセルが設定され、プライマリーセルがＴＤＤセルである場合、基地局装
置１はＴＤＤセルおよびＦＤＤセルに関連付けて送信するＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨの中
に含まれるＤＣＩにＤＡＩフィールドを設定する。言い換えると、上位層によってセカン
ダリーセルにおいてＰＵＣＣＨが送信可能と設定される場合、基地局装置１はＦＤＤセル
に関連付けて送信するＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨの中に含まれるＤＣＩにＤＡＩフィール
ドを設定しない。
【０３８０】



(68) JP WO2015/080140 A1 2015.6.4

10

20

30

40

50

　全てのＵＬ－ＤＬ設定によるＴＤＤセル、もしくは、上位層によってＦＤＤセカンダリ
ーセルでＰＵＣＣＨが送信されると設定されず、プライマリーセルがＴＤＤによって運用
されているＦＤＤセカンダリーセル（ＴＤＤプライマリーセルに集合されるＦＤＤセル）
に対して、ＤＣＩフォーマット１／１Ｂ／１Ｄ／２／２Ａ／２Ｂ／２Ｃ／２Ｄ、または、
あるセルの１つのＰＤＳＣＨのコードワードのコンパクトスケジューリングおよびＰＤＣ
ＣＨオーダーによって初期化されたランダムアクセスプロシージャのために用いられるＤ
ＣＩフォーマット１Ａによって送信されるＤＣＩの中には、２ビットのＤＡＩのフィール
ドが存在する。
【０３８１】
　そして、端末装置２に１つのＴＤＤセルが設定された場合、もしくは、端末装置２に１
つより多くのＴＤＤセルが設定されて、全てのＴＤＤセルのＵＤ－ＤＬ設定が同じ場合に
おいて、前記ＤＡＩのフィールドはＵＬ－ＤＬ設定が１－６で設定されたサービングセル
に適用する。端末装置２に１つより多くのサービングセルが設定されて、少なくとも２つ
のＴＤＤセルが異なるＵＬ－ＤＬ設定を有する場合、もしくは、少なくとも１つのサービ
ングセルがＦＤＤである場合において、前記ＤＡＩフィールドはＦＤＤセルまたは下りリ
ンク参照ＵＬ－ＤＬ設定が１－６で設定されたＴＤＤセルに適用する。言い換えると、端
末装置２に１つのＴＤＤセルが設定された場合、もしくは、端末装置２に１つより多くの
サービングセルが設定されて、全てのサービングセルのＵＤ－ＤＬ設定が同じ場合におい
て、前記ＤＡＩのフィールドはＵＬ－ＤＬ設定が０で設定されたサービングセルには適用
しない。端末装置２に１つより多くのサービングセルが設定されて、少なくとも２つのサ
ービングセルが異なるＵＬ－ＤＬ設定を有する場合において、前記ＤＡＩフィールドは下
りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定が０で設定されたサービングセルには適用しない。
【０３８２】
　一方で、上位層によってＦＤＤセカンダリーセルでＰＵＣＣＨが送信されると設定され
た場合において、ＦＤＤセルに対して送信される前記ＤＣＩの中には、ＤＡＩのフィール
ドが存在しない。
【０３８３】
　また、ＴＤＤに対して、ＲＡ－ＲＮＴＩ、Ｐ－ＲＮＴＩ、または、ＳＩ－ＲＮＴＩによ
ってＣＲＣがスクランブルされたＤＣＩフォーマット１Ａによって送信されたＤＣＩの中
には、２ビットのＤＡＩのフィールドが存在する。
【０３８４】
　一方で、ＦＤＤに対して、ＲＡ－ＲＮＴＩ、Ｐ－ＲＮＴＩ、または、ＳＩ－ＲＮＴＩに
よってＣＲＣがスクランブルされたＤＣＩフォーマット１Ａによって送信されたＤＣＩの
中には、ＤＡＩのフィールドが存在しない。
【０３８５】
　また、上位層によってＦＤＤセカンダリーセルでＰＵＣＣＨが送信されると設定されな
い場合において、プライマリーセルがＴＤＤによって運用されているＦＤＤセカンダリー
セル（ＴＤＤプライマリーセルに集合されるＦＤＤセル）またはＵＬ－ＤＬ設定が１－６
で設定されたＴＤＤセルに対してＤＣＩフォーマット０／４によって送信されるＤＣＩの
中には、２ビットのＤＡＩのフィールドが存在する。
【０３８６】
　そして、端末装置２に１つのＴＤＤセルが設定された場合、もしくは、端末装置２に１
つより多くのＴＤＤセルが設定されて、全てのＴＤＤセルのＵＤ－ＤＬ設定が同じ場合に
おいて、前記ＤＡＩのフィールドはＵＬ－ＤＬ設定が１－６で設定されたサービングセル
に適用する。端末装置２に１つより多くのサービングセルが設定されて、少なくとも２つ
のＴＤＤセルが異なるＵＬ－ＤＬ設定を有する場合、もしくは、少なくとも１つのサービ
ングセルがＦＤＤである場合において、前記ＤＡＩフィールドはＦＤＤセルまたは上りリ
ンク参照ＵＬ－ＤＬ設定が１－６で設定されたＴＤＤセルに適用する。
【０３８７】
　一方で、上位層によってＦＤＤセカンダリーセルでＰＵＣＣＨが送信されると設定され
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た場合において、ＦＤＤセルおよびＵＬ－ＤＬ設定が０で設定されたＴＤＤセルに対して
ＤＣＩフォーマット０／４によって送信されるＤＣＩの中には、ＤＡＩのフィールドが存
在しない。
【０３８８】
　下りリンクグラントまたは上りリンクグラントに関するＤＣＩの中に含まれるＤＡＩの
フィールドの存在およびＤＡＩの適用の組み合わせの一例を示す。
【０３８９】
　ＨＡＲＱ応答情報を含んだＰＵＣＣＨがＦＤＤセカンダリーセルの上りリンクサブフレ
ームで送信が可能と設定された場合、ＴＤＤセルに対してＤＡＩを含んで送信され、また
は、ＨＡＲＱ応答情報を含んだＰＵＣＣＨがＦＤＤセカンダリーセルの上りリンクサブフ
レームで送信が可能と設定されない場合、プライマリーセルがＴＤＤのときに、サービン
グセル（ＦＤＤセル、ＴＤＤセル）に対してＤＡＩを含んで送信される。
【０３９０】
　すなわち、上位層によってセカンダリーセルにおいてＰＵＣＣＨが送信可能と設定され
ない場合、端末装置２に１つのＴＤＤセルが設定された場合、または、端末装置２に１つ
より多くのサービングセルが設定され、プライマリーセルがＴＤＤである場合、基地局装
置１はサービングセル（ＴＤＤセル、ＦＤＤセル）に関連付けて送信するＰＤＣＣＨ／Ｅ
ＰＤＣＣＨの中に含まれるＤＣＩにＤＡＩフィールドを設定する。
【０３９１】
　上位層によってＦＤＤセカンダリーセルでＰＵＣＣＨが送信されると設定される場合に
ＴＤＤセルに対して、または、上位層によってＦＤＤセカンダリーセルでＰＵＣＣＨが送
信されると設定されず、プライマリーセルがＴＤＤである場合にサービングセル（ＦＤＤ
セル、または、ＴＤＤセル）に対して、ＤＣＩフォーマット１／１Ｂ／１Ｄ／２／２Ａ／
２Ｂ／２Ｃ／２Ｄ、または、あるセルの１つのＰＤＳＣＨのコードワードのコンパクトス
ケジューリングおよびＰＤＣＣＨオーダーによって初期化されたランダムアクセスプロシ
ージャのために用いられるＤＣＩフォーマット１Ａによって送信されるＤＣＩの中には、
２ビットのＤＡＩのフィールドが存在する。
【０３９２】
　そして、端末装置２に１つのＴＤＤセルが設定された場合、もしくは、端末装置２に１
つより多くのＴＤＤセルが設定されて、全てのＴＤＤセルのＵＤ－ＤＬ設定が同じ場合に
おいて、前記ＤＡＩのフィールドはＵＬ－ＤＬ設定が１－６で設定されたサービングセル
に適用する。端末装置２に１つより多くのサービングセルが設定されて、少なくとも２つ
のＴＤＤセルが異なるＵＬ－ＤＬ設定を有する場合、もしくは、少なくとも１つのサービ
ングセルがＦＤＤである場合において、前記ＤＡＩフィールドはＦＤＤセルまたは下りリ
ンク参照ＵＬ－ＤＬ設定が１－６で設定されたＴＤＤセルに適用する。言い換えると、端
末装置２に１つのＴＤＤセルが設定された場合、もしくは、端末装置２に１つより多くの
サービングセルが設定されて、全てのサービングセルのＵＤ－ＤＬ設定が同じ場合におい
て、前記ＤＡＩのフィールドはＵＬ－ＤＬ設定が０で設定されたサービングセルには適用
しない。端末装置２に１つより多くのサービングセルが設定されて、少なくとも２つのサ
ービングセルが異なるＵＬ－ＤＬ設定を有する場合において、前記ＤＡＩフィールドは下
りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定が０で設定されたサービングセルには適用しない。
【０３９３】
　一方で、上位層によってセカンダリーセルでＰＵＣＣＨが送信されると設定された場合
におけるＦＤＤセルに対して、または、上位層によってセカンダリーセルでＰＵＣＣＨの
送信が設定されず、プライマリーセルがＴＤＤでない場合におけるサービングセルに対し
て、送信される前記ＤＣＩの中には、ＤＡＩのフィールドが存在しない。
【０３９４】
　また、ＴＤＤに対して、ＲＡ－ＲＮＴＩ、Ｐ－ＲＮＴＩ、または、ＳＩ－ＲＮＴＩによ
ってＣＲＣがスクランブルされたＤＣＩフォーマット１Ａによって送信されたＤＣＩの中
には、２ビットのＤＡＩのフィールドが存在する。
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【０３９５】
　一方で、ＦＤＤに対して、ＲＡ－ＲＮＴＩ、Ｐ－ＲＮＴＩ、または、ＳＩ－ＲＮＴＩに
よってＣＲＣがスクランブルされたＤＣＩフォーマット１Ａによって送信されたＤＣＩの
中には、ＤＡＩのフィールドが存在しない。
【０３９６】
　また、上位層によってＦＤＤセカンダリーセルでＰＵＣＣＨが送信されると設定された
場合において、ＵＬ－ＤＬ設定が１－６で設定されたＴＤＤセルに対してＤＣＩフォーマ
ット０／４によって送信されるＤＣＩの中には、２ビットのＤＡＩのフィールドが存在す
る。
【０３９７】
　そして、端末装置２に１つのＴＤＤセルが設定された場合、もしくは、端末装置２に１
つより多くのＴＤＤセルが設定されて、全てのＴＤＤセルのＵＤ－ＤＬ設定が同じ場合に
おいて、前記ＤＡＩのフィールドはＵＬ－ＤＬ設定が１－６で設定されたサービングセル
に適用する。端末装置２に１つより多くのサービングセルが設定されて、少なくとも２つ
のＴＤＤセルが異なるＵＬ－ＤＬ設定を有する場合、もしくは、少なくとも１つのサービ
ングセルがＦＤＤである場合において、前記ＤＡＩフィールドはＦＤＤセルまたは上りリ
ンク参照ＵＬ－ＤＬ設定が１－６で設定されたＴＤＤセルに適用する。
【０３９８】
　一方で、上位層によってＦＤＤセカンダリーセルでＰＵＣＣＨが送信されると設定され
た場合において、ＵＬ－ＤＬ設定が０で設定されたＴＤＤセルおよびＦＤＤセルに対して
ＤＣＩフォーマット０／４によって送信されるＤＣＩの中には、ＤＡＩのフィールドが存
在しない。
【０３９９】
　なお、ＴＤＤセルとＦＤＤセルがキャリアアグリゲーションした場合、上りリンクグラ
ントに含んで通知されるＤＡＩは、３ビット以上のフィールドが設定されてもよい。下り
リンクグラントに含んで通知されるＤＡＩは、３ビット以上のフィールドが設定されても
よい。
【０４００】
　ＤＡＩの使用の一例を示す。
【０４０１】
　設定されたサービングセルにおいて、下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定が０である場合、
ＤＣＩフォーマット１／１Ａ／１Ｂ／１Ｄ／２／２Ａ／２Ｂ／２Ｃ／２Ｄに含まれるＤＡ
Ｉは使わない。設定されたサービングセルにおいて、上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定が０
である場合、ＤＣＩフォーマット０／４に含まれるＤＡＩは使わない。
【０４０２】
　ＤＡＩの使用の一例を示す。
【０４０３】
　設定されたサービングセルにおいて、ＴＤＤプライマリーセルの下りリンク参照ＵＬ－
ＤＬ設定が０である場合、ＤＣＩフォーマット１／１Ａ／１Ｂ／１Ｄ／２／２Ａ／２Ｂ／
２Ｃ／２Ｄに含まれるＤＡＩは使わない。設定されたサービングセルにおいて、ＴＤＤプ
ライマリーセルの上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定が０である場合、ＤＣＩフォーマット０
／４に含まれるＤＡＩは使わない。
【０４０４】
　ＤＡＩの使用の一例を示す。
【０４０５】
　設定されたサービングセルにおいて、プライマリーセルがＦＤＤセルである、もしくは
、サービングセルの下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定が０である場合、ＤＣＩフォーマット
１／１Ａ／１Ｂ／１Ｄ／２／２Ａ／２Ｂ／２Ｃ／２Ｄに含まれるＤＡＩは使わない。設定
されたサービングセルにおいて、プライマリーセルがＦＤＤセルである、もしくは、サー
ビングセルの上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定が０である場合、ＤＣＩフォーマット０／４
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に含まれるＤＡＩは使わない。
【０４０６】
　ＤＡＩの使用の一例を示す。
【０４０７】
　設定されたサービングセルにおいて、プライマリーセルがＦＤＤセルである、もしくは
、ＴＤＤプライマリーセルの下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定が０である場合、ＤＣＩフォ
ーマット１／１Ａ／１Ｂ／１Ｄ／２／２Ａ／２Ｂ／２Ｃ／２Ｄに含まれるＤＡＩは使わな
い。設定されたサービングセルにおいて、プライマリーセルがＦＤＤセルである、もしく
は、ＴＤＤプライマリーセルの上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定が０である場合、ＤＣＩフ
ォーマット０／４に含まれるＤＡＩは使わない。
【０４０８】
　ＴＤＤセルにおいて、上りリンクグラントに含んで通知されるＤＡＩの値は、VULDAIと
WULDAIの決定に用いられる。VULDAIは、１つのＴＤＤサービングセルが設定されて端末装
置２にＰＵＣＣＨフォーマット３が設定されない場合に、上りリンクグラントに含んで通
知されるＤＡＩの値を用いて決定される。WULDAIは、端末装置２に１つより多くのサービ
ングセルが設定される場合に、または、端末装置２に１つのサービングセルとＰＵＣＣＨ
フォーマット３が設定される場合に、上りリンクグラントに含んで通知されるＤＡＩの値
を用いて決定される。
【０４０９】
　基地局装置１は、ＤＡＩを含んだ上りリンクグラントを図１３のテーブルに従って送信
する。図１３は、上りリンク関連インデックスを示す一例である。上りリンク関連インデ
ックスｋ’は図１３のテーブルを用いて定義される。ＤＡＩを含んだ上りリンクグラント
がサブフレームｎで送信された場合、サブフレームｎ＋ｋ’でＰＵＳＣＨが送信される。
前記ＰＵＳＣＨが送信されるサブフレームで端末装置２がＨＡＲＱ応答情報を送信する場
合、ＤＡＩの情報を用いてＨＡＲＱ応答情報が構成され、前記ＰＵＳＣＨで送信される。
【０４１０】
　すなわち、ＴＤＤ　ＵＬ－ＤＬ設定が１から６である１つの設定されたサービングセル
において、端末装置２にＰＵＣＣＨフォーマット３が設定されない場合、サブフレームｎ
－ｋ’で端末装置２により検出されたＤＣＩフォーマット０／４に含まれるＤＡＩの値VU
L
DAIは、全てのサブフレームｎ－ｋのうちの端末装置２に対応するＰＤＳＣＨ送信および
下りリンクＳＰＳの解放を示すＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨを含むサブフレームの総数を示
す。ここで、ｋ’は図１３のテーブルで定義され、また、ｋはＫに属する（ｋ∈Ｋ）。VU
L
DAIの値は、全てのサブフレームのうちのＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨに対応するＰＤＳＣ
Ｈ送信とＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨに対応しないのＰＤＳＣＨ送信の全てを含む。端末装
置２に対して指示するＰＤＳＣＨ送信および下りリンクＳＰＳリソースの解放を示すＰＤ
ＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨの両方が無い場合、端末装置２は送信されたＤＣＩフォーマットの
中のＤＡＩの値に４が設定されることを期待することができる。
【０４１１】
　すなわち、端末装置２に１つよりも多くのサービングセルが設定され、ＴＤＤ　ＵＬ－
ＤＬ設定が１から６であるＴＤＤセルにおいて、または、端末装置２に１つのサービング
セルとＰＵＣＣＨフォーマット３が設定され、ＴＤＤ　ＵＬ－ＤＬ設定が１から６のＴＤ
Ｄセルにおいて、WULDAIの値は、サブフレームｎ－ｋ’でＤＣＩフォーマット０／４の中
のＤＡＩによって決定される。ここで、ｋ’は図１３のテーブルで定義される。端末装置
２に対して指示するＰＤＳＣＨ送信および下りリンクＳＰＳリソースの解放を示すＰＤＣ
ＣＨ／ＥＰＤＣＣＨの両方が無い場合、端末装置２は送信されたＤＣＩフォーマットの中
のＤＡＩによってWULDAIに４が設定されることを期待することができる。
【０４１２】
　すなわち、あるサービングセルの上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定が｛１，２，３，４，
５，６｝のうちのいずれかに属する場合、WULDAIの値は、前記サービングセルで送信され
るＰＵＳＣＨに対応し、サブフレームｎ－ｋ’で送信されるＤＣＩフォーマット０／４の
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中のＤＡＩによって決定される。ここで、ｋ’は図１３のテーブルで定義され、図１３の
テーブルのＴＤＤ　ＵＬ－ＤＬ設定は前記サービングセルの上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設
定を参照する。端末装置２に対して指示するＰＤＳＣＨ送信および下りリンクＳＰＳリソ
ースの解放を示すＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨの両方が無い場合、端末装置２は送信された
ＤＣＩフォーマットの中のＤＡＩによってWULDAIに４が設定されることを期待することが
できる。
【０４１３】
　以下では、異なるフレーム構造タイプが適用される複数のセルが集約される場合のWULD
AIの決定について説明する。
【０４１４】
　プライマリーセルがＴＤＤセルの場合、ＦＤＤセルにおいても、上りリンクグラントに
含まれるＤＡＩの値によってWULDAIが設定される場合がある。
【０４１５】
　ＴＤＤプライマリーセルである場合のみにサービングセルにＤＡＩフィールドが設定さ
れる場合であって、ＦＤＤセルに上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定が設定される場合の一例
を示す。
【０４１６】
　プライマリーセルがＴＤＤセルであり、あるサービングセルの上りリンク参照ＵＬ－Ｄ
Ｌ設定が｛１，２，３，４，５，６｝のうちのいずれかに属する場合、WULDAIの値は、前
記サービングセルで送信されるＰＵＳＣＨに対応し、サブフレームｎ－ｋ’で送信される
ＤＣＩフォーマット０／４の中のＤＡＩによって決定される。ここで、ｋ’は図１３のテ
ーブルで定義され、図１３のテーブルのＴＤＤ　ＵＬ－ＤＬ設定は前記サービングセルの
上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定を参照する。端末装置２に対して指示するＰＤＳＣＨ送信
および下りリンクＳＰＳリソースの解放を示すＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨの両方が無い場
合、端末装置２は送信されたＤＣＩフォーマットの中のＤＡＩによってWULDAIに４が設定
されることを期待することができる。
【０４１７】
　ＴＤＤプライマリーセルである場合のみにサービングセルにＤＡＩフィールドが設定さ
れる場合であって、ＦＤＤセルに上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定が設定されない場合の一
例を示す。
【０４１８】
　プライマリーセルがＴＤＤセルであり、ある設定されたＴＤＤセルの上りリンク参照Ｕ
Ｌ－ＤＬ設定が｛１，２，３，４，５，６｝のうちのいずれかに属する場合、WULDAIの値
は、前記ＴＤＤセルで送信されるＰＵＳＣＨに対応し、サブフレームｎ－ｋ’で送信され
るＤＣＩフォーマット０／４の中のＤＡＩ、または、ＦＤＤセルで送信されるＰＵＳＣＨ
に対応し、サブフレームｎ－４で送信されるＤＣＩフォーマット０／４の中のＤＡＩ、に
よって決定される。ここで、ｋ’は図１３のテーブルで定義され、図１３のテーブルのＴ
ＤＤ　ＵＬ－ＤＬ設定は前記ＴＤＤセルの上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定を参照する。端
末装置２に対して指示するＰＤＳＣＨ送信および下りリンクＳＰＳリソースの解放を示す
ＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨの両方が無い場合、端末装置２は送信されたＤＣＩフォーマッ
トの中のＤＡＩによってWULDAIに４が設定されることを期待することができる。
【０４１９】
　ＴＤＤセルとＴＤＤプライマリーセルで設定されたＦＤＤセカンダリーセルに対してＤ
ＡＩフィールドが設定される場合であって、ＦＤＤセルに上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定
が設定される場合の一例を示す。
【０４２０】
　ＴＤＤセルまたはＴＤＤプライマリーセルと集約されたＦＤＤセカンダリーセルにおい
て、あるサービングセルの上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定が｛１，２，３，４，５，６｝
のうちのいずれかに属する場合、WULDAIの値は、前記サービングセルで送信されるＰＵＳ
ＣＨに対応し、サブフレームｎ－ｋ’で送信されるＤＣＩフォーマット０／４の中のＤＡ
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Ｉによって決定される。ここで、ｋ’は図１３のテーブルで定義され、図１３のテーブル
のＴＤＤ　ＵＬ－ＤＬ設定は前記サービングセルの上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定を参照
する。端末装置２に対して指示するＰＤＳＣＨ送信および下りリンクＳＰＳリソースの解
放を示すＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨの両方が無い場合、端末装置２は送信されたＤＣＩフ
ォーマットの中のＤＡＩによってWULDAIに４が設定されることを期待することができる。
【０４２１】
　ＴＤＤセルとＴＤＤプライマリーセルで設定されたＦＤＤセカンダリーセルに対してＤ
ＡＩフィールドが設定される場合であって、ＦＤＤセルに上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定
が設定されない場合の一例を示す。
【０４２２】
　ＴＤＤセルまたはＴＤＤプライマリーセルと集約されたＦＤＤセカンダリーセルにおい
て、あるＴＤＤセルの上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定が｛１，２，３，４，５，６｝のう
ちのいずれかに属する場合、WULDAIの値は、前記ＴＤＤセルで送信されるＰＵＳＣＨに対
応し、サブフレームｎ－ｋ’で送信されるＤＣＩフォーマット０／４の中のＤＡＩ、また
は、ＦＤＤセルで送信されるＰＵＳＣＨに対応し、サブフレームｎ－４で送信されるＤＣ
Ｉフォーマット０／４の中のＤＡＩ、によって決定される。ここで、ｋ’は図１３のテー
ブルで定義され、図１３のテーブルのＴＤＤ　ＵＬ－ＤＬ設定は前記ＴＤＤセルの上りリ
ンク参照ＵＬ－ＤＬ設定を参照する。端末装置２に対して指示するＰＤＳＣＨ送信および
下りリンクＳＰＳリソースの解放を示すＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨの両方が無い場合、端
末装置２は送信されたＤＣＩフォーマットの中のＤＡＩによってWULDAIに４が設定される
ことを期待することができる。
【０４２３】
　ＴＤＤセルにおいて、下りリンクグラントに含まれて通知されるＤＡＩの値は、VDLDAI
の決定に用いられる。
【０４２４】
　端末装置２に１つのＴＤＤセル、または、同じＴＤＤ　ＵＬ－ＤＬ設定のＴＤＤセルが
２つ以上、設定された場合のＴＤＤ　ＵＬ－ＤＬ設定が１から６のＴＤＤセルにおいて、
または、端末装置２に２つ以上のＴＤＤセルが設定され、少なくとも２つのＴＤＤセルの
ＴＤＤ　ＵＬ－ＤＬ設定が異なる場合の下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定が｛１，２，３，
４，５，６｝のいずれかに属するＴＤＤセルにおいて、ＤＣＩフォーマット１／１Ａ／１
Ｂ／１Ｄ／２／２Ａ／２Ｂ／２Ｃ／２Ｄに含まれるＤＡＩの値は、各々の設定されたサー
ビングセルのサブフレームｎ－ｋのうちの現在までのサブフレームにおけるＰＤＳＣＨ送
信あるいは下りリンクＳＰＳ（準定常的スケジューリング）のリリースを示すＰＤＣＣＨ
またはＥＰＤＣＣＨの累積数を示し、前記ＤＡＩの値はサブフレーム毎に更新される。VD
L
DAI,cは、サービングセルｃにおいてサブフレームｎ－ｋｍで端末装置２によって検出さ
れたＤＣＩフォーマット１／１Ａ／１Ｂ／１Ｄ／２／２Ａ／２Ｂ／２Ｃ／２Ｄを付随して
送られるＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨの中のＤＡＩの値として示す。ここで、ｋｍは図６の
テーブルで定義されたセットＫで端末装置２が１／１Ａ／１Ｂ／１Ｄ／２／２Ａ／２Ｂ／
２Ｃ／２Ｄで検出したｋｍのうちで最も小さい値である。なお、１つのサービングセルが
設定された場合、VDLDAI,cのｃの表記は削除されても良い。
【０４２５】
　以下では、異なるフレーム構造タイプが適用される複数のセルが集約される場合のVDLD
AI,cの決定について説明する。
【０４２６】
　プライマリーセルがＴＤＤセルの場合、ＦＤＤセルにおいても、下りリンクグラントに
含まれるＤＡＩの値によってVDLDAI,cが設定される場合がある。
【０４２７】
　ＴＤＤプライマリーセルである場合のみにサービングセルにＤＡＩフィールドが設定さ
れる場合であって、下りリンク関連セットが定義されるテーブルがＴＤＤセルとＦＤＤセ
ルとで個別に設定される場合の一例を示す。
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【０４２８】
　プライマリーセルがＴＤＤである場合、ＦＤＤセルまたは下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設
定が１から６であるＴＤＤセルにおいて、ＤＣＩフォーマット１／１Ａ／１Ｂ／１Ｄ／２
／２Ａ／２Ｂ／２Ｃ／２Ｄに含まれるＤＡＩの値は、各々の設定されたサービングセルの
サブフレームｎ－ｋのうちの現在までのサブフレームにおけるＰＤＳＣＨ送信あるいは下
りリンクＳＰＳ（準定常的スケジューリング）のリリースを示すＰＤＣＣＨまたはＥＰＤ
ＣＣＨの累積数を示し、前記ＤＡＩの値はサブフレーム毎に更新される。VDLDAI,cは、サ
ービングセルｃにおいてサブフレームｎ－ｋｍで端末装置２によって検出されたＤＣＩフ
ォーマット１／１Ａ／１Ｂ／１Ｄ／２／２Ａ／２Ｂ／２Ｃ／２Ｄを付随して送られるＰＤ
ＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨの中のＤＡＩの値として示す。ここで、ｋｍは、ＦＤＤセルにおい
ては図９のテーブルで定義されたセットＫで、ＴＤＤセルにおいては図６のテーブルで定
義されたセットＫで、端末装置２が１／１Ａ／１Ｂ／１Ｄ／２／２Ａ／２Ｂ／２Ｃ／２Ｄ
で検出したｋｍのうちで最も小さい値である。
【０４２９】
　ＴＤＤセルとＴＤＤプライマリーセルで設定されたＦＤＤセカンダリーセルに対してＤ
ＡＩフィールドが設定される場合であって、下りリンク関連セットが定義されるテーブル
がＴＤＤセルとＦＤＤセルとで個別に設定される場合の一例を示す。
【０４３０】
　ＴＤＤプライマリーセルと集約されたＦＤＤセカンダリーセルまたは下りリンク参照Ｕ
Ｌ－ＤＬ設定が１から６であるＴＤＤセルにおいて、ＤＣＩフォーマット１／１Ａ／１Ｂ
／１Ｄ／２／２Ａ／２Ｂ／２Ｃ／２Ｄに含まれるＤＡＩの値は、各々の設定されたサービ
ングセルのサブフレームｎ－ｋのうちの現在までのサブフレームにおけるＰＤＳＣＨ送信
あるいは下りリンクＳＰＳ（準定常的スケジューリング）のリリースを示すＰＤＣＣＨま
たはＥＰＤＣＣＨの累積数を示し、前記ＤＡＩの値はサブフレーム毎に更新される。VDLD
AI,cは、サービングセルｃにおいてサブフレームｎ－ｋｍで端末装置２によって検出され
たＤＣＩフォーマット１／１Ａ／１Ｂ／１Ｄ／２／２Ａ／２Ｂ／２Ｃ／２Ｄを付随して送
られるＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨの中のＤＡＩの値として示す。ここで、ｋｍは、ＦＤＤ
セルにおいては図９のテーブルで定義されたセットＫで、ＴＤＤセルにおいては図６のテ
ーブルで定義されたセットＫで、端末装置２が１／１Ａ／１Ｂ／１Ｄ／２／２Ａ／２Ｂ／
２Ｃ／２Ｄで検出したｋｍのうちで最も小さい値である。
【０４３１】
　ＴＤＤプライマリーセルである場合のみにサービングセルにＤＡＩフィールドが設定さ
れる場合であって、下りリンク関連セットが定義されるテーブルがＴＤＤセルとＦＤＤセ
ルとで共通に設定される場合の一例を示す。
【０４３２】
　プライマリーセルがＴＤＤである場合、ＦＤＤセルまたは下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設
定が１から６であるＴＤＤセルにおいて、ＤＣＩフォーマット１／１Ａ／１Ｂ／１Ｄ／２
／２Ａ／２Ｂ／２Ｃ／２Ｄに含まれるＤＡＩの値は、各々の設定されたサービングセルの
サブフレームｎ－ｋのうちの現在までのサブフレームにおけるＰＤＳＣＨ送信あるいは下
りリンクＳＰＳ（準定常的スケジューリング）のリリースを示すＰＤＣＣＨまたはＥＰＤ
ＣＣＨの累積数を示し、前記ＤＡＩの値はサブフレーム毎に更新される。VDLDAI,cは、サ
ービングセルｃにおいてサブフレームｎ－ｋｍで端末装置２によって検出されたＤＣＩフ
ォーマット１／１Ａ／１Ｂ／１Ｄ／２／２Ａ／２Ｂ／２Ｃ／２Ｄを付随して送られるＰＤ
ＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨの中のＤＡＩの値として示す。ここで、ｋｍは図６のテーブルで定
義されたセットＫで、端末装置２が１／１Ａ／１Ｂ／１Ｄ／２／２Ａ／２Ｂ／２Ｃ／２Ｄ
で検出したｋｍのうちで最も小さい値である。
【０４３３】
　ＴＤＤセルとＴＤＤプライマリーセルで設定されたＦＤＤセカンダリーセルに対してＤ
ＡＩフィールドが設定される場合であって、下りリンク関連セットが定義されるテーブル
がＴＤＤセルとＦＤＤセルとで共通に設定される場合の一例を示す。
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【０４３４】
　ＴＤＤプライマリーセルと集約されたＦＤＤセカンダリーセルまたは下りリンク参照Ｕ
Ｌ－ＤＬ設定が１から６であるＴＤＤセルにおいて、ＤＣＩフォーマット１／１Ａ／１Ｂ
／１Ｄ／２／２Ａ／２Ｂ／２Ｃ／２Ｄに含まれるＤＡＩの値は、各々の設定されたサービ
ングセルのサブフレームｎ－ｋのうちの現在までのサブフレームにおけるＰＤＳＣＨ送信
あるいは下りリンクＳＰＳ（準定常的スケジューリング）のリリースを示すＰＤＣＣＨま
たはＥＰＤＣＣＨの累積数を示し、前記ＤＡＩの値はサブフレーム毎に更新される。VDLD
AI,cは、サービングセルｃにおいてサブフレームｎ－ｋｍで端末装置２によって検出され
たＤＣＩフォーマット１／１Ａ／１Ｂ／１Ｄ／２／２Ａ／２Ｂ／２Ｃ／２Ｄを付随して送
られるＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨの中のＤＡＩの値として示す。ここで、ｋｍは図６のテ
ーブルで定義されたセットＫで、端末装置２が１／１Ａ／１Ｂ／１Ｄ／２／２Ａ／２Ｂ／
２Ｃ／２Ｄで検出したｋｍのうちで最も小さい値である。
【０４３５】
　ＴＤＤにおいて、各ＴＤＤサービングセルのＰＤＳＣＨ送信を割り当てたＰＤＣＣＨ／
ＥＰＤＣＣＨおよび下りリンクＳＰＳの解放を示すＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨの総数を示
すUDAI,cが設定される。
【０４３６】
　すなわち、全てのＴＤＤ　ＵＬ－ＤＬ設定のＴＤＤセルにおいて、UDAI,cは、サブフレ
ームｃのサブフレームｎ－ｋのうちの端末装置２で検出したＰＤＳＣＨ送信を割り当てた
ＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨおよび下りリンクＳＰＳの解放を示すＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣ
Ｈの総数を示す。ここで、ｋはＫに属する（ｋ∈Ｋ）。NSPSはサブフレームｎ－ｋのうち
のＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨに伴わないＰＤＳＣＨ送信の数を示し、NSPSは０か１である
。ここで、ｋはＫに属する（ｋ∈Ｋ）。
【０４３７】
　以下では、異なるフレーム構造タイプが適用される複数のセルが集約される場合のUDAI
,cの決定について説明する。
【０４３８】
　ＴＤＤプライマリーセルである場合のみにサービングセルにＤＡＩフィールドが設定さ
れる場合の一例を示す。
【０４３９】
　全てのＴＤＤ　ＵＬ－ＤＬ設定のＴＤＤセルにおいて、UDAI,cは、サブフレームｃのサ
ブフレームｎ－ｋのうちの端末装置２で検出したＰＤＳＣＨ送信を割り当てたＰＤＣＣＨ
／ＥＰＤＣＣＨおよび下りリンクＳＰＳの解放を示すＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨの総数を
示す。ここで、ｋはＫに属する（ｋ∈Ｋ）。NSPSはサブフレームｎ－ｋのうちのＰＤＣＣ
Ｈ／ＥＰＤＣＣＨに伴わないＰＤＳＣＨ送信の数を示し、NSPSは０か１である。ここで、
ｋはＫに属する（ｋ∈Ｋ）。
【０４４０】
　サービングセルにおいて、プライマリーセルがＴＤＤである場合、UDAI,cは、サブフレ
ームｃのサブフレームｎ－ｋのうちの端末装置２で検出したＰＤＳＣＨ送信を割り当てた
ＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨおよび下りリンクＳＰＳの解放を示すＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣ
Ｈの総数を示す。ここで、ｋはＫに属する（ｋ∈Ｋ）。NSPSはサブフレームｎ－ｋのうち
のＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨに伴わないＰＤＳＣＨ送信の数を示し、NSPSは０か１である
。ここで、ｋはＫに属する（ｋ∈Ｋ）。
【０４４１】
　ＴＤＤセルとＴＤＤプライマリーセルで設定されたＦＤＤセカンダリーセルに対してＤ
ＡＩフィールドが設定される場合の一例を示す。
【０４４２】
　ＴＤＤセル、もしくは、ＴＤＤプライマリーセルと集約されたＦＤＤセカンダリーセル
において、UDAI,cは、サブフレームｃのサブフレームｎ－ｋのうちの端末装置２で検出し
たＰＤＳＣＨ送信を割り当てたＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨおよび下りリンクＳＰＳの解放
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を示すＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨの総数を示す。ここで、ｋはＫに属する（ｋ∈Ｋ）。NS
PSはサブフレームｎ－ｋのうちのＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨに伴わないＰＤＳＣＨ送信の
数を示し、NSPSは０か１である。ここで、ｋはＫに属する（ｋ∈Ｋ）。
【０４４３】
　以下では、ＰＵＣＣＨフォーマット３がＨＡＲＱ応答情報の送信として設定された場合
における１つまたは複数のＨＡＲＱ－ＡＣＫフィードバックビット｛oACKc,0, o

ACK
c,1,

…, oACKc,OACKc-1｝（ＨＡＲＱ－ＡＣＫフィードバックビット列）の構成について説明
する。
【０４４４】
　上りリンクグラントに含まれるＤＡＩの値に基づいて、ＨＡＲＱ－ＡＣＫフィードバッ
クビットのビット数が決定される。
【０４４５】
　下りリンクグラントに含まれるＤＡＩの値に基づいて、ＨＡＲＱ－ＡＣＫフィードバッ
クビットの配置が決定される。
【０４４６】
　ＦＤＤのセルとＴＤＤのセルとを用いて、基地局と通信する端末であって、第１のＤＣ
Ｉフォーマットまたは第２のＤＣＩフォーマットを用いて送信されたＰＤＣＣＨで受信す
る受信部を備える。前記基地局により前記ＦＤＤのセルと前記ＴＤＤのセルとの統合が設
定される場合、所定のサブフレーム内の現在までのサブフレームにおけるＰＤＳＣＨ送信
あるいは下りリンク準定常的スケジューリングのリリースを示すＰＤＣＣＨまたはＥＰＤ
ＣＣＨの累積数を示す第１のＤＡＩは、前記第１のＤＣＩフォーマットに含まれて受信し
、前記ＦＤＤのセルにおける前記ＰＤＳＣＨ送信あるいは前記ＰＤＣＣＨまたはＥＰＤＣ
ＣＨに対応するＨＡＲＱ－ＡＣＫフィードバックビットを決定し、前記第１のＤＡＩとは
異なる第２のＤＡＩは、前記第２のＤＣＩフォーマットに含まれて受信し、前記ＦＤＤの
セルにおける前記ＨＡＲＱ－ＡＣＫフィードバックビットの大きさを決定する。また、前
記ＨＡＲＱ応答情報は、ＰＵＣＣＨフォーマット３によって送信される。また、前記ＴＤ
Ｄのセルはプライマリーセルであり、前記ＦＤＤのセルはセカンダリーセルである。また
、前記ＴＤＤのセルにおける下りリンク関連セットを定義するテーブルと、前記ＦＤＤの
セルにおける下りリンク関連セットを定義するテーブルと、が異なる。前記第１のＤＡＩ
は、全ての下りリンク参照上りリンク－下りリンク設定で前記ＦＤＤのセルで使用される
。
【０４４７】
　ＰＵＣＣＨフォーマット３がＨＡＲＱ応答情報の送信として設定された場合、ＲＲＣで
設定されたｃ番目のサービングセルに対するＨＡＲＱ－ＡＣＫフィードバックビット｛oA
CK

c,0, o
ACK

c,1,…, oACKc,OACKc-1｝は次の条件で構成される。ｃは０または０より大き
く、ｃ番目のサービングセルで設定された送信モードが１つのトランスポートブロックを
サポートする、または、空間ＨＡＲＱ応答情報バンドリングが適用された場合にOACKcはB
DL

cと等しく（OACKc＝BDLc）、それ以外の場合にOACKcはBDLcの２倍と等しい（OACKc＝2B
DL

c）。ここで、BDLcは端末装置２がｃ番目のサービングセルに対するＨＡＲＱ応答情報
ビットをフィードバックするのに必要な下りリンクサブフレームの数である。
【０４４８】
　以下では、端末装置２に１つのＴＤＤセルが設定される、または、２つ以上のＴＤＤセ
ルが設定され、全てのＴＤＤセルのＴＤＤ　ＵＬ－ＤＬ設定が同じ場合のBDLcの決定につ
いて説明する。
【０４４９】
　サブフレームｎにおいて、ＰＵＣＣＨでＨＡＲＱ応答情報を送信、もしくは、ＤＣＩフ
ォーマットに対応されないＰＵＳＣＨが送信、もしくは、ＴＤＤ　ＵＬ－ＤＬ設定が０の
サービングセルでＤＣＩフォーマットに対応してＰＵＳＣＨが送信される場合、図１４の
数式（ａ－１）を適用する。ＴＤＤ　ＵＬ－ＤＬ設定が１から６のいずれかが設定された
サービングセルでＤＣＩフォーマットに対応してＰＵＳＣＨが送信される場合、図１４の
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数式（ａ－２）を適用する。ＴＤＤ　ＵＬ－ＤＬ設定が１から６で設定されたサービング
セルでＤＣＩフォーマットに対応してＰＵＳＣＨが送信される場合、図１４の数式（ａ－
３）を適用する。
【０４５０】
　端末装置２がＰＵＣＣＨで送信する場合、BDLcはMと等しい（図１４の数式（ａ－１）
）。
【０４５１】
　ＴＤＤ　ＵＬ－ＤＬ設定０のＴＤＤセル、または、関連して検出されたＤＣＩフォーマ
ット０／４に基づいて調整されなかったＰＵＳＣＨにおいて、BDLcはMcと等しい（図１４
の数式（ａ－１））。端末装置２がサブフレームｎ－ｋでＰＤＳＣＨもしくは下りリンク
ＳＰＳの解放を示すＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨを受信しない場合、端末装置２はＨＡＲＱ
応答情報をＰＵＳＣＨで送信しない。ここで、ｋはＫに属する（ｋ∈Ｋ）。
【０４５２】
　ＴＤＤ　ＵＬ－ＤＬ設定が｛０，１，２，３，４，６｝のいずれかのＴＤＤセルにおい
て、または、ＤＣＩフォーマット０／４を付随して、検出されたＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣ
Ｈに基づいて調整されたサブフレームｎのＰＵＳＣＨ送信に対して、端末装置２はWULDAI
をBDLcに代入する（図１４の数式（ａ－２））ことを想定する。WULDAIが４であって（WU
L
DAI＝４）、端末装置２がサブフレームｎ－ｋでＰＤＳＣＨもしくは下りリンクＳＰＳの
解放を示すＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨを受信しない場合、端末装置２はＨＡＲＱ－ＡＣＫ
をＰＵＳＣＨで送信しない。ここで、ｋはＫに属する（ｋ∈Ｋ）。
【０４５３】
　ＴＤＤ　ＵＬ－ＤＬ設定が５であるＴＤＤセルにおいて、または、ＤＣＩフォーマット
０／４を付随して、検出されたＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨに基づいて調整されたサブフレ
ームｎのＰＵＳＣＨ送信において、端末装置２は、UとWULDAIとの差分を４で除算した値
の小数点を正の無限大の方向に丸めて４を乗算した値にWULDAIを加算した値をBDLcに代入
する（図１４の数式（ａ－３））ことを想定する。ここで、Uは全ての設定されたサービ
ングセルの間で最大のUcの値を示し、UcはセットＫに属するｋにより定められるｃ番目の
サービングセルのサブフレームｎ－ｋで受信したＰＤＳＣＨおよび下りリンクＳＰＳの解
放を示すＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨの総数である。WULDAIが４であって（WULDAI＝４）、
端末装置２がサブフレームｎ－ｋでＰＤＳＣＨおよび下りリンクＳＰＳの解放を示すＰＤ
ＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨの両方を受信しなかった場合、端末装置２はＰＵＳＣＨによるＨＡ
ＲＱ－ＡＣＫを送信しない。
【０４５４】
　以下では、端末装置２に２つ以上のＴＤＤセルが設定され、少なくとも２つのＴＤＤセ
ルのＴＤＤ　ＵＬ－ＤＬ設定が異なる場合のBDLcの決定について説明する。
【０４５５】
　サブフレームｎにおいて、ＰＵＣＣＨでＨＡＲＱ応答情報を送信、もしくは、ＤＣＩフ
ォーマットに対応されないＰＵＳＣＨが送信、もしくは、上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定
が０のサービングセルでＤＣＩフォーマットに対応してＰＵＳＣＨが送信される場合、図
１４の数式（ｂ－１）を適用する。上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定が１から６で下りリン
ク参照ＵＬ－ＤＬ設定が０、１、２、３、４、または、６のいずれかが設定されたサービ
ングセルでＤＣＩフォーマットに対応してＰＵＳＣＨが送信される場合、図１４の数式（
ｂ－２）を適用する。上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定が１から６で下りリンク参照ＵＬ－
ＤＬ設定５が設定されたサービングセルでＤＣＩフォーマットに対応してＰＵＳＣＨが送
信される場合、図１４の数式（ｂ－３）を適用する。
【０４５６】
　すなわち、端末装置２でサブフレームｎにおいて、ＰＵＣＣＨ、もしくは、検出された
ＤＣＩフォーマット０／４に基づいて調整されなかったＰＵＳＣＨ、もしくは、関連して
検出された上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定０のＤＣＩフォーマット０／４に基づいて調整
されたＰＵＳＣＨ、が送信された場合に、BDLcはMcと等しい（図１４の数式（ｂ－１））
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。端末装置２がサブフレームｎ－ｋでＰＤＳＣＨもしくは下りリンクＳＰＳの解放を示す
ＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨを受信しない場合、端末装置２はＨＡＲＱ応答情報をＰＵＳＣ
Ｈで送信しない。ここで、ｋはＫに属する（ｋ∈Ｋ）。
【０４５７】
　すなわち、設定されたサービングセルの各々の下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定が｛０，
１，２，３，４，６｝のいずれかに属する場合に、上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定が｛１
，２，３，４，５，６｝のいずれかに属するＴＤＤセルを用いてＤＣＩフォーマット０／
４を付随して、検出されたＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨに基づいて調整されたサブフレーム
ｎのＰＵＳＣＨ送信に対して、端末装置２はWULDAIとMcで比較し小さい値をBDLcに代入す
る（図１４の数式（ｂ－２））ことを想定する。端末装置２がサブフレームｎ－ｋでＰＤ
ＳＣＨもしくは下りリンクＳＰＳの解放を示すＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨを受信しない場
合、端末装置２はＨＡＲＱ－ＡＣＫをＰＵＳＣＨで送信しない。ここで、ｋはＫに属する
（ｋ∈Ｋ）。
【０４５８】
　すなわち、少なくとも１つのサービングセルの下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定が５であ
る場合に、上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定が｛１，２，３，４，５，６｝のいずれかに属
するＴＤＤセルを用いてＤＣＩフォーマット０／４を付随して、検出されたＰＤＣＣＨ／
ＥＰＤＣＣＨに基づいて調整されたサブフレームｎのＰＵＳＣＨ送信に対して、端末装置
２は、UとWULDAIとの差分を４で除算した値の小数点を正の無限大の方向に丸めて４を乗
算した値にWULDAIを加算した値と、Mcと比較して小さい値をBDLcに代入する（図１４の数
式（ｂ－３））ことを想定する。ここで、Uは全ての設定されたサービングセルの間で最
大のUcの値を示し、UcはセットＫに属するｋにより定められるｃ番目のサービングセルの
サブフレームｎ－ｋで受信したＰＤＳＣＨおよび下りリンクＳＰＳの解放を示すＰＤＣＣ
Ｈ／ＥＰＤＣＣＨの総数である。WULDAIが４であって（WULDAI＝４）、端末装置２がサブ
フレームｎ－ｋでＰＤＳＣＨおよび下りリンクＳＰＳの解放を示すＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣ
ＣＨの両方を受信しなかった場合、端末装置２はＰＵＳＣＨによるＨＡＲＱ－ＡＣＫを送
信しない。
【０４５９】
　以下では、端末装置２に２つ以上のサービングセルが設定され、少なくとも２つのサー
ビングセルのフレーム構成が異なる場合のBDLcの決定について説明する。
【０４６０】
　プライマリーセルがＴＤＤセルの場合、ＦＤＤセルにおいても、上りリンクグラントに
含まれるＤＡＩの値と下りリンク関連セットＭの値に基づいてＨＡＲＱ－ＡＣＫフィード
バックビットの大きさを決定する。
【０４６１】
　ＴＤＤプライマリーセルである場合のみにサービングセルにＤＡＩフィールドが設定さ
れる場合であって、下りリンク関連セットが定義されるテーブルがＴＤＤセルとＦＤＤセ
ルとで個別に設定される場合において、下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定によって適用する
数式を切り替える一例を示す。
【０４６２】
　プライマリーセルがＴＤＤである場合に、サブフレームｎにおいて、ＰＵＣＣＨでＨＡ
ＲＱ応答情報を送信、もしくは、ＤＣＩフォーマットに対応されないＰＵＳＣＨが送信、
もしくは、上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定が０のサービングセルでＤＣＩフォーマットに
対応してＰＵＳＣＨが送信される場合、図１４の数式（ｂ－１）を適用する。プライマリ
ーセルがＴＤＤである場合に、サブフレームｎにおいて、上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定
が１から６で設定され、下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定が０、１、３、または、６のいず
れかが設定されたＦＤＤセルまたは下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定が０、１、２、３、４
、または、６のいずれかが設定されたＴＤＤセルでＤＣＩフォーマットに対応してＰＵＳ
ＣＨが送信される場合、図１４の数式（ｂ－２）を適用する。プライマリーセルがＴＤＤ
である場合に、サブフレームｎにおいて、上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定が１から６で下
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りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定が２、４、または、５のいずれかが設定されたＦＤＤセルま
たは下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定５が設定されたＴＤＤセルでＤＣＩフォーマットに対
応してＰＵＳＣＨが送信される場合、図１４の数式（ｂ－３）を適用する。プライマリー
セルがＦＤＤである場合に、図１４の数式（ｂ－４）を適用する。
【０４６３】
　プライマリーセルがＴＤＤである場合に、端末装置２でサブフレームｎにおいて、ＰＵ
ＣＣＨ、もしくは、検出されたＤＣＩフォーマット０／４に基づいて調整されなかったＰ
ＵＳＣＨ、もしくは、関連して検出された上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定０のＤＣＩフォ
ーマット０／４に基づいて調整されたＰＵＳＣＨ、が送信された場合に、BDLcはMcと等し
い（図１４の数式（ｂ－１））。端末装置２がサブフレームｎ－ｋでＰＤＳＣＨもしくは
下りリンクＳＰＳの解放を示すＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨを受信しない場合、端末装置２
はＨＡＲＱ応答情報をＰＵＳＣＨで送信しない。ここで、ｋはＫに属する（ｋ∈Ｋ）。
【０４６４】
　プライマリーセルがＴＤＤである場合で、設定されたＦＤＤセルの各々の下りリンク参
照ＵＬ－ＤＬ設定が｛０，１，３，６｝のいずれかに属する、または、設定されたＴＤＤ
セルの各々の下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定が｛０，１，２，３，４，６｝のいずれかに
属する、場合に、上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定が｛１，２，３，４，５，６｝のいずれ
かに属するサービングセルを用いてＤＣＩフォーマット０／４を付随して、検出されたＰ
ＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨに基づいて調整されたサブフレームｎのＰＵＳＣＨ送信に対して
、端末装置２はWULDAIとMcで比較し小さい値をBDLcに代入する（図１４の数式（ｂ－２）
）ことを想定する。端末装置２がサブフレームｎ－ｋでＰＤＳＣＨもしくは下りリンクＳ
ＰＳの解放を示すＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨを受信しない場合、端末装置２はＨＡＲＱ－
ＡＣＫをＰＵＳＣＨで送信しない。ここで、ｋはＫに属する（ｋ∈Ｋ）。
【０４６５】
　プライマリーセルがＴＤＤである場合で、少なくとも１つのＦＤＤセルの下りリンク参
照ＵＬ－ＤＬ設定が｛２，４，５｝である、または、少なくとも１つのＴＤＤセルの下り
リンク参照ＵＬ－ＤＬ設定が５である場合に、上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定が｛１，２
，３，４，５，６｝のいずれかに属するサービングセルを用いてＤＣＩフォーマット０／
４を付随して、検出されたＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨに基づいて調整されたサブフレーム
ｎのＰＵＳＣＨ送信に対して、端末装置２は、UとWULDAIとの差分を４で除算した値の小
数点を正の無限大の方向に丸めて４を乗算した値にWULDAIを加算した値と、Mcと比較して
小さい値をBDLcに代入する（図１４の数式（ｂ－３））ことを想定する。ここで、Uは全
ての設定されたサービングセルの間で最大のUcの値を示し、UcはセットＫに属するｋによ
り定められるｃ番目のサービングセルのサブフレームｎ－ｋで受信したＰＤＳＣＨおよび
下りリンクＳＰＳの解放を示すＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨの総数である。WULDAIが４であ
って（WULDAI＝４）、端末装置２がサブフレームｎ－ｋでＰＤＳＣＨおよび下りリンクＳ
ＰＳの解放を示すＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨの両方を受信しなかった場合、端末装置２は
ＰＵＳＣＨによるＨＡＲＱ－ＡＣＫを送信しない。
【０４６６】
　プライマリーセルがＦＤＤである場合に、BDLcに１を代入する（図１４の数式（ｂ－４
））。端末装置２がサブフレームｎ－４でＰＤＳＣＨもしくは下りリンクＳＰＳの解放を
示すＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨを受信しない場合、端末装置２はＨＡＲＱ応答情報をＰＵ
ＳＣＨで送信しない。
【０４６７】
　なお、プライマリーセルがＦＤＤである場合に、Mc＝１として、図１４の数式（ｂ－１
）を適用してもよい。なお、プライマリーセルがＦＤＤである場合にもＴＤＤセカンダリ
ーセルにＤＡＩが設定される場合、プライマリーセルがＦＤＤである場合に、図１４の数
式（ｂ－２）を適用してもよい。
【０４６８】
　ＴＤＤプライマリーセルである場合のみにサービングセルにＤＡＩフィールドが設定さ
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れる場合であって、下りリンク関連セットが定義されるテーブルがＴＤＤセルとＦＤＤセ
ルとで個別に設定される場合において、Ｍの大きさによって適用する数式を切り替える一
例を示す。
【０４６９】
　プライマリーセルがＴＤＤである場合に、サブフレームｎにおいて、ＰＵＣＣＨでＨＡ
ＲＱ応答情報を送信、もしくは、ＤＣＩフォーマットに対応されないＰＵＳＣＨが送信、
もしくは、上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定が０のサービングセルでＤＣＩフォーマットに
対応してＰＵＳＣＨが送信される場合、図１４の数式（ｂ－１）を適用する。プライマリ
ーセルがＴＤＤである場合に、サブフレームｎにおいてＭが４以下の場合で、上りリンク
参照ＵＬ－ＤＬ設定が１から６が設定されたサービングセルでＤＣＩフォーマットに対応
してＰＵＳＣＨが送信される場合、図１４の数式（ｂ－２）を適用する。プライマリーセ
ルがＴＤＤである場合に、サブフレームｎにおいてＭが５以上の場合で、上りリンク参照
ＵＬ－ＤＬ設定が１から６で下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定が２、４、または、５のいず
れかが設定されたサービングセルでＤＣＩフォーマットに対応してＰＵＳＣＨが送信され
る場合、図１４の数式（ｂ－３）を適用する。プライマリーセルがＦＤＤである場合に、
図１４の数式（ｂ－４）を適用する。
【０４７０】
　プライマリーセルがＴＤＤである場合に、端末装置２でサブフレームｎにおいて、ＰＵ
ＣＣＨ、もしくは、検出されたＤＣＩフォーマット０／４に基づいて調整されなかったＰ
ＵＳＣＨ、もしくは、関連して検出された上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定０のＤＣＩフォ
ーマット０／４に基づいて調整されたＰＵＳＣＨ、が送信された場合に、BDLcはMcと等し
い（図１４の数式（ｂ－１））。端末装置２がサブフレームｎ－ｋでＰＤＳＣＨもしくは
下りリンクＳＰＳの解放を示すＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨを受信しない場合、端末装置２
はＨＡＲＱ応答情報をＰＵＳＣＨで送信しない。ここで、ｋはＫに属する（ｋ∈Ｋ）。
【０４７１】
　プライマリーセルがＴＤＤである場合で、上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定が｛１，２，
３，４，５，６｝のいずれかに属するＴＤＤセルを用いてＤＣＩフォーマット０／４を付
随して、検出されたＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨに基づいて調整されたサブフレームｎのＰ
ＵＳＣＨ送信に対して、Mcが４以下の場合に、端末装置２はWULDAIとMcで比較し小さい値
をBDLcに代入する（図１４の数式（ｂ－２））ことを想定する。端末装置２がサブフレー
ムｎ－ｋでＰＤＳＣＨもしくは下りリンクＳＰＳの解放を示すＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨ
を受信しない場合、端末装置２はＨＡＲＱ－ＡＣＫをＰＵＳＣＨで送信しない。ここで、
ｋはＫに属する（ｋ∈Ｋ）。
【０４７２】
　プライマリーセルがＴＤＤである場合で、上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定が｛１，２，
３，４，５，６｝のいずれかに属するＴＤＤセルを用いてＤＣＩフォーマット０／４を付
随して、検出されたＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨに基づいて調整されたサブフレームｎのＰ
ＵＳＣＨ送信に対して、Mcが４より大きい場合に、端末装置２は、UとWULDAIとの差分を
４で除算した値の小数点を正の無限大の方向に丸めて４を乗算した値にWULDAIを加算した
値と、Mcと比較して小さい値をBDLcに代入する（図１４の数式（ｂ－３））ことを想定す
る。ここで、Uは全ての設定されたサービングセルの間で最大のUcの値を示し、Ucはセッ
トＫに属するｋにより定められるｃ番目のサービングセルのサブフレームｎ－ｋで受信し
たＰＤＳＣＨおよび下りリンクＳＰＳの解放を示すＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨの総数であ
る。WULDAIが４であって（WULDAI＝４）、端末装置２がサブフレームｎ－ｋでＰＤＳＣＨ
および下りリンクＳＰＳの解放を示すＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨの両方を受信しなかった
場合、端末装置２はＰＵＳＣＨによるＨＡＲＱ－ＡＣＫを送信しない。
【０４７３】
　プライマリーセルがＦＤＤである場合に、BDLcに１を代入する（図１４の数式（ｂ－４
））。端末装置２がサブフレームｎ－４でＰＤＳＣＨもしくは下りリンクＳＰＳの解放を
示すＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨを受信しない場合、端末装置２はＨＡＲＱ応答情報をＰＵ
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ＳＣＨで送信しない。
【０４７４】
　なお、プライマリーセルがＦＤＤである場合に、Mc＝１として、図１４の数式（ｂ－１
）を適用してもよい。なお、プライマリーセルがＦＤＤである場合にもＴＤＤセカンダリ
ーセルにＤＡＩが設定される場合、プライマリーセルがＦＤＤである場合に、図１４の数
式（ｂ－２）を適用してもよい。
【０４７５】
　以下では、端末装置２に１つ以上のＴＤＤセルが設定される場合のＨＡＲＱ－ＡＣＫフ
ィードバックビットの配置の決定について説明する。
【０４７６】
　ＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨに対応するＰＤＳＣＨ送信または下りリンクＳＰＳの解放を
示すＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨに対するＨＡＲＱ－ＡＣＫは、該ＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣ
Ｈに含むＤＡＩの値の順番に配置される。
【０４７７】
　ＨＡＲＱ－ＡＣＫの送信としてＰＵＣＣＨフォーマット３が設定された場合で、下りリ
ンク参照ＵＬ－ＤＬ設定が｛１，２，３，４，５，６｝のうちのいずれかに属する場合、
サブフレームｎ－ｋのＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨに対応するＰＤＳＣＨ送信または下りリ
ンクＳＰＳの解放を示すＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨに対するＨＡＲＱ－ＡＣＫは、ｃ番目
のサービングセルに設定された送信モードが１つのトランスポートブロックをサポートす
るか、空間ＨＡＲＱ－ＡＣＫバンドリングが適用されている場合に、oACKc,DAI(k)-1に割
り当てられ、それ以外ではoACKc,2DAI(k)-2とoACKc,2DAI(k)-1に割り当てられる。ここで
、DAI(k)は、サブフレームｎ－ｋで検出されたＤＣＩフォーマット１Ａ／１Ｂ／１Ｄ１／
２／２Ａ／２Ｃ／２Ｄの中のＤＡＩの値である。oACKc,2DAI(k)-2とoACKc,2DAI(k)-1は、
それぞれコードワード０とコードワード１に対するＨＡＲＱ－ＡＣＫフィードバックであ
る。NSPSが０より大きい値（NSPS>0）である場合、ＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨに対応しな
いＰＤＳＣＨ送信に伴うＨＡＲＱ－ＡＣＫはoACKc,OACKc-1にマップされる。一切のＰＤ
ＳＣＨ送信または下りリンクＳＰＳの解放を示すＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨの検出がない
ＨＡＲＱ－ＡＣＫフィードバックビットは、ＮＡＣＫとしてセットされる。
【０４７８】
　ＨＡＲＱ－ＡＣＫの送信としてＰＵＣＣＨフォーマット３が設定された場合で、下りリ
ンク参照ＵＬ－ＤＬ設定が０の場合、サブフレームｎ－ｋのＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨに
対応するＰＤＳＣＨ送信または下りリンクＳＰＳの解放を示すＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨ
に対するＨＡＲＱ－ＡＣＫは、ｃ番目のサービングセルに設定された送信モードが１つの
トランスポートブロックをサポートするか、空間ＨＡＲＱ－ＡＣＫバンドリングが適用さ
れている場合に、oACKc,0に割り当てられ、それ以外ではoACKc,0とoACKc,1に割り当てら
れる。oACKc,0とoACKc,1は、それぞれコードワード０とコードワード１に対するＨＡＲＱ
－ＡＣＫフィードバックである。一切のＰＤＳＣＨ送信または下りリンクＳＰＳの解放を
示すＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨの検出がないＨＡＲＱ－ＡＣＫフィードバックビットは、
ＮＡＣＫとしてセットされる。
【０４７９】
　以下では、端末装置２に２つ以上のサービングセルが設定され、少なくとも２つのサー
ビングセルのフレーム構成が異なる場合のＨＡＲＱ－ＡＣＫフィードバックビットの配置
の決定を説明する。
【０４８０】
　ＦＤＤセルにおいても、下りリンクグラントに含まれるＤＡＩの値を用いてＨＡＲＱ－
ＡＣＫフィードバックビットを配置する。
【０４８１】
　ＴＤＤプライマリーセルである場合のみにサービングセルにＤＡＩフィールドが設定さ
れる場合であって、下りリンク関連セットが定義されるテーブルがＴＤＤセルとＦＤＤセ
ルとで個別に設定される場合の一例を示す。
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【０４８２】
　ＨＡＲＱ－ＡＣＫの送信としてＰＵＣＣＨフォーマット３が設定された場合で、プライ
マリーセルがＴＤＤである場合で、ＦＤＤセルまたは下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定が｛
１，２，３，４，５，６｝のうちのいずれかに属するＴＤＤセルにおいて、サブフレーム
ｎ－ｋのＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨに対応するＰＤＳＣＨ送信または下りリンクＳＰＳの
解放を示すＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨに対するＨＡＲＱ－ＡＣＫは、ｃ番目のサービング
セルに設定された送信モードが１つのトランスポートブロックをサポートするか、空間Ｈ
ＡＲＱ－ＡＣＫバンドリングが適用されている場合に、oACKc,DAI(k)-1に割り当てられ、
それ以外ではoACKc,2DAI(k)-2とoACKc,2DAI(k)-1に割り当てられる。ここで、DAI(k)は、
サブフレームｎ－ｋで検出されたＤＣＩフォーマット１Ａ／１Ｂ／１Ｄ１／２／２Ａ／２
Ｃ／２Ｄの中のＤＡＩの値である。oACKc,2DAI(k)-2とoACKc,2DAI(k)-1は、それぞれコー
ドワード０とコードワード１に対するＨＡＲＱ－ＡＣＫフィードバックである。NSPSが０
より大きい値（NSPS>0）である場合、ＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨに対応しないＰＤＳＣＨ
送信に伴うＨＡＲＱ－ＡＣＫはoACKc,OACKc-1にマップされる。一切のＰＤＳＣＨ送信ま
たは下りリンクＳＰＳの解放を示すＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨの検出がないＨＡＲＱ－Ａ
ＣＫフィードバックビットは、ＮＡＣＫとしてセットされる。
【０４８３】
　ＨＡＲＱ－ＡＣＫの送信としてＰＵＣＣＨフォーマット３が設定された場合で、下りリ
ンク参照ＵＬ－ＤＬ設定が０のＴＤＤセルにおいて、サブフレームｎ－ｋのＰＤＣＣＨ／
ＥＰＤＣＣＨに対応するＰＤＳＣＨ送信または下りリンクＳＰＳの解放を示すＰＤＣＣＨ
／ＥＰＤＣＣＨに対するＨＡＲＱ－ＡＣＫは、ｃ番目のサービングセルに設定された送信
モードが１つのトランスポートブロックをサポートするか、空間ＨＡＲＱ－ＡＣＫバンド
リングが適用されている場合に、oACKc,0に割り当てられ、それ以外ではoACKc,0とoACKc,
1に割り当てられる。oACKc,0とoACKc,1は、それぞれコードワード０とコードワード１に
対するＨＡＲＱ－ＡＣＫフィードバックである。一切のＰＤＳＣＨ送信または下りリンク
ＳＰＳの解放を示すＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨの検出がないＨＡＲＱ－ＡＣＫフィードバ
ックビットは、ＮＡＣＫとしてセットされる。
【０４８４】
　ＨＡＲＱ－ＡＣＫの送信としてＰＵＣＣＨフォーマット３が設定された場合で、プライ
マリーセルがＦＤＤである場合、サービングセルにおいて、サブフレームｎ－４のＰＤＣ
ＣＨ／ＥＰＤＣＣＨに対応するＰＤＳＣＨ送信または下りリンクＳＰＳの解放を示すＰＤ
ＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨに対するＨＡＲＱ－ＡＣＫは、ｃ番目のサービングセルに設定され
た送信モードが１つのトランスポートブロックをサポートするか、空間ＨＡＲＱ－ＡＣＫ
バンドリングが適用されている場合に、oACKc,0に割り当てられ、それ以外ではoACKc,0と
oACKc,1に割り当てられる。oACKc,0とoACKc,1は、それぞれコードワード０とコードワー
ド１に対するＨＡＲＱ－ＡＣＫフィードバックである。一切のＰＤＳＣＨ送信または下り
リンクＳＰＳの解放を示すＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨの検出がないＨＡＲＱ－ＡＣＫフィ
ードバックビットは、ＮＡＣＫとしてセットされる。
【０４８５】
　なお、ＴＤＤセルとＴＤＤプライマリーセルで設定されたＦＤＤセカンダリーセルに対
してＤＡＩフィールドが設定される場合は、ＤＡＩの値を用いてＨＡＲＱ－ＡＣＫフィー
ドバックビットの配置を行なってもよい。
【０４８６】
　ＴＤＤプライマリーセルである場合のみにサービングセルにＤＡＩフィールドが設定さ
れる場合であって、下りリンク関連セットが定義されるテーブルがＴＤＤセルとＦＤＤセ
ルとで共通に設定される場合の一例を示す。
【０４８７】
　ＨＡＲＱ－ＡＣＫの送信としてＰＵＣＣＨフォーマット３が設定された場合で、プライ
マリーセルがＴＤＤである場合で、下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定が｛１，２，３，４，
５，６｝のうちのいずれかに属するサービングセルにおいて、サブフレームｎ－ｋのＰＤ
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ＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨに対応するＰＤＳＣＨ送信または下りリンクＳＰＳの解放を示すＰ
ＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨに対するＨＡＲＱ－ＡＣＫは、ｃ番目のサービングセルに設定さ
れた送信モードが１つのトランスポートブロックをサポートするか、空間ＨＡＲＱ－ＡＣ
Ｋバンドリングが適用されている場合に、oACKc,DAI(k)-1に割り当てられ、それ以外では
oACKc,2DAI(k)-2とoACKc,2DAI(k)-1に割り当てられる。ここで、DAI(k)は、サブフレーム
ｎ－ｋで検出されたＤＣＩフォーマット１Ａ／１Ｂ／１Ｄ１／２／２Ａ／２Ｃ／２Ｄの中
のＤＡＩの値である。oACKc,2DAI(k)-2とoACKc,2DAI(k)-1は、それぞれコードワード０と
コードワード１に対するＨＡＲＱ－ＡＣＫフィードバックである。NSPSが０より大きい値
（NSPS>0）である場合、ＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨに対応しないＰＤＳＣＨ送信に伴うＨ
ＡＲＱ－ＡＣＫはoACKc,OACKc-1にマップされる。一切のＰＤＳＣＨ送信または下りリン
クＳＰＳの解放を示すＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨの検出がないＨＡＲＱ－ＡＣＫフィード
バックビットは、ＮＡＣＫとしてセットされる。
【０４８８】
　ＨＡＲＱ－ＡＣＫの送信としてＰＵＣＣＨフォーマット３が設定された場合で、下りリ
ンク参照ＵＬ－ＤＬ設定が０のサービングセルにおいて、サブフレームｎ－ｋのＰＤＣＣ
Ｈ／ＥＰＤＣＣＨに対応するＰＤＳＣＨ送信または下りリンクＳＰＳの解放を示すＰＤＣ
ＣＨ／ＥＰＤＣＣＨに対するＨＡＲＱ－ＡＣＫは、ｃ番目のサービングセルに設定された
送信モードが１つのトランスポートブロックをサポートするか、空間ＨＡＲＱ－ＡＣＫバ
ンドリングが適用されている場合に、oACKc,0に割り当てられ、それ以外ではoACKc,0とoA
CK

c,1に割り当てられる。oACKc,0とoACKc,1は、それぞれコードワード０とコードワード
１に対するＨＡＲＱ－ＡＣＫフィードバックである。一切のＰＤＳＣＨ送信または下りリ
ンクＳＰＳの解放を示すＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨの検出がないＨＡＲＱ－ＡＣＫフィー
ドバックビットは、ＮＡＣＫとしてセットされる。
【０４８９】
　ＨＡＲＱ－ＡＣＫの送信としてＰＵＣＣＨフォーマット３が設定された場合で、プライ
マリーセルがＦＤＤである場合、サービングセルにおいて、サブフレームｎ－４のＰＤＣ
ＣＨ／ＥＰＤＣＣＨに対応するＰＤＳＣＨ送信または下りリンクＳＰＳの解放を示すＰＤ
ＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨに対するＨＡＲＱ－ＡＣＫは、ｃ番目のサービングセルに設定され
た送信モードが１つのトランスポートブロックをサポートするか、空間ＨＡＲＱ－ＡＣＫ
バンドリングが適用されている場合に、oACKc,0に割り当てられ、それ以外ではoACKc,0と
oACKc,1に割り当てられる。oACKc,0とoACKc,1は、それぞれコードワード０とコードワー
ド１に対するＨＡＲＱ－ＡＣＫフィードバックである。一切のＰＤＳＣＨ送信または下り
リンクＳＰＳの解放を示すＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨの検出がないＨＡＲＱ－ＡＣＫフィ
ードバックビットは、ＮＡＣＫとしてセットされる。
【０４９０】
　なお、ＴＤＤセルとＴＤＤプライマリーセルで設定されたＦＤＤセカンダリーセルに対
してＤＡＩフィールドが設定される場合は、ＤＡＩの値を用いてＨＡＲＱ－ＡＣＫフィー
ドバックビットの配置を行なってもよい。
【０４９１】
　上記の説明はＰＵＣＣＨフォーマット３において説明したが、２つ以上のサービングセ
ルが設定され、全てのサービングセルのＵＬ－ＤＬ設定が同じ場合の、２つ以上のサービ
ングセルのＨＡＲＱ－ＡＣＫフィードバックをチャネル選択を行うＰＵＣＣＨフォーマッ
ト１ｂによって送信される場合における、ＨＡＲＱ－ＡＣＫフィードバックビットの構成
は、ＴＤＤ　ＵＬ－ＤＬ設定が｛１，２，３，４，６｝のいずれかに属しWULDAIが１か２
の上りリンクグラントに含んだＤＡＩを受信し、前記上りリンクグラントがＰＵＳＣＨ送
信に対しての指示であった場合、上記のＰＵＣＣＨフォーマット３と同様の割当てが可能
である。
【０４９２】
　すなわち、ＴＤＤ　ＵＬ－ＤＬ設定が｛１，２，３，４，６｝のいずれかに属する場合
、WULDAIが１か２のＤＣＩフォーマット０／４を付随して検出されたＰＤＣＣＨ／ＥＰＤ
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ＣＣＨに基づいて調整されたＰＵＳＣＨ送信に対して、oACKjはＨＡＲＱ－ＡＣＫの送信
のためにＰＵＣＣＨフォーマット３が設定された場合と同様に決定される。但し、WULDAI
＝２の場合の最大２つのトランスポートブロックがサポートされた下りリンク送信モード
が設定された全てのサービングセルに対して１つの下りリンクサブフレームのうちの複数
のコードワードにまたがって空間ＨＡＲＱ－ＡＣＫバンドリングが行われる場合を除く。
【０４９３】
　また、２つ以上のサービングセルが設定され、少なくとも２つのサービングセルのＵＬ
－ＤＬ設定が異なる場合の、２つ以上のサービングセルのＨＡＲＱ－ＡＣＫフィードバッ
クをチャネル選択を行うＰＵＣＣＨフォーマット１ｂによって送信される場合における、
ＨＡＲＱ－ＡＣＫフィードバックビットの構成は、上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定が｛１
，２，３，４，６｝のいずれかに属しWULDAIが１か２の上りリンクグラントに含んだＤＡ
Ｉを受信し、前記上りリンクグラントがＰＵＳＣＨ送信に対しての指示であった場合、上
記のＰＵＣＣＨフォーマット３と同様の割当てが可能である。
【０４９４】
　すなわち、上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定が｛１，２，３，４，６｝のいずれかに属す
る場合、WULDAIが１か２のＤＣＩフォーマット０／４を付随して検出されたＰＤＣＣＨ／
ＥＰＤＣＣＨに基づいて調整されたＰＵＳＣＨ送信に対して、oACKjはＨＡＲＱ－ＡＣＫ
の送信のためにＰＵＣＣＨフォーマット３が設定された場合と同様に決定される。但し、
WULDAI＝２の場合の最大２つのトランスポートブロックがサポートされた下りリンク送信
モードが設定された全てのサービングセルに対して１つの下りリンクサブフレームのうち
の複数のコードワードにまたがって空間ＨＡＲＱ－ＡＣＫバンドリングが行われる場合を
除く。ここで、上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定はＰＵＳＣＨ送信に対応するサービングセ
ルの上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定である。
【０４９５】
　また、２つ以上のサービングセルが設定され、少なくとも２つのサービングセルのフレ
ーム構成が異なる場合の、２つ以上のサービングセルのＨＡＲＱ－ＡＣＫフィードバック
をチャネル選択を行うＰＵＣＣＨフォーマット１ｂによって送信される場合における、Ｈ
ＡＲＱ－ＡＣＫフィードバックビットの構成は、プライマリーセルがＴＤＤである場合で
、上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定が｛１，２，３，４，６｝のいずれかに属しWULDAIが１
か２の上りリンクグラントに含んだＤＡＩを受信し、前記上りリンクグラントがＰＵＳＣ
Ｈ送信に対しての指示であった場合、上記のＰＵＣＣＨフォーマット３と同様の割当てが
可能である。
【０４９６】
　すなわち、プライマリーセルがＴＤＤである場合で、上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定が
｛１，２，３，４，６｝のいずれかに属する場合、WULDAIが１か２のＤＣＩフォーマット
０／４を付随して検出されたＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨに基づいて調整されたＰＵＳＣＨ
送信に対して、oACKjはＨＡＲＱ－ＡＣＫの送信のためにＰＵＣＣＨフォーマット３が設
定された場合と同様に決定される。但し、WULDAI＝２の場合の最大２つのトランスポート
ブロックがサポートされた下りリンク送信モードが設定された全てのサービングセルに対
して１つの下りリンクサブフレームのうちの複数のコードワードにまたがって空間ＨＡＲ
Ｑ－ＡＣＫバンドリングが行われる場合を除く。ここで、上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定
はＰＵＳＣＨ送信に対応するサービングセルの上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定である。
【０４９７】
　また、２つ以上のサービングセルが設定され、少なくとも２つのサービングセルのフレ
ーム構成が異なる場合の、２つ以上のサービングセルのＨＡＲＱ－ＡＣＫフィードバック
をチャネル選択を行うＰＵＣＣＨフォーマット１ｂによって送信される場合における、Ｈ
ＡＲＱ－ＡＣＫフィードバックビットの構成は、ＴＤＤセル、もしくは、ＴＤＤプライマ
リーセルと集約されたＦＤＤセカンダリーセルにおいて、上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定
が｛１，２，３，４，６｝のいずれかに属しWULDAIが１か２の上りリンクグラントに含ん
だＤＡＩを受信し、前記上りリンクグラントがＰＵＳＣＨ送信に対しての指示であった場
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合、上記のＰＵＣＣＨフォーマット３と同様の割当てが可能である。
【０４９８】
　すなわち、ＴＤＤセル、もしくは、ＴＤＤプライマリーセルと集約されたＦＤＤセカン
ダリーセルにおいて、上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定が｛１，２，３，４，６｝のいずれ
かに属する場合、WULDAIが１か２のＤＣＩフォーマット０／４を付随して検出されたＰＤ
ＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨに基づいて調整されたＰＵＳＣＨ送信に対して、oACKjはＨＡＲＱ
－ＡＣＫの送信のためにＰＵＣＣＨフォーマット３が設定された場合と同様に決定される
。但し、WULDAI＝２の場合の最大２つのトランスポートブロックがサポートされた下りリ
ンク送信モードが設定された全てのサービングセルに対して１つの下りリンクサブフレー
ムのうちの複数のコードワードにまたがって空間ＨＡＲＱ－ＡＣＫバンドリングが行われ
る場合を除く。ここで、上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定はＰＵＳＣＨ送信に対応するサー
ビングセルの上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定である。
【０４９９】
　上記のＨＡＲＱ－ＡＣＫフィードバックビットの構成方法により、ＦＤＤセルにおいて
も複数のＨＡＲＱ－ＡＣＫフィードバックビットを構成することができる。
【０５００】
　これにより、端末装置２はＤＡＩを用いて効率的に通信を行うことができる。
【０５０１】
　なお、セルアグリゲーション（キャリアアグリゲーション）を行なう端末装置２は、プ
ライマリーセルと少なくとも１つのセカンダリーセルにおいて、異なるフレーム構造タイ
プ（ＦＤＤ（タイプ１）およびＴＤＤ（タイプ２））が適用される場合、端末装置２にプ
ライマリーセルとセカンダリーセルそれぞれがサポートしているバンド間において、同時
に送受信を行なう機能（性能、能力）がなければ、プライマリーセルとセカンダリーセル
とで同時に送受信を行なわない。
【０５０２】
　また、本実施形態は、異なるバンド（E-UTRA Operating Band, E-UTRA Band, Band）に
対しても適用されてもよい。
【０５０３】
　ここで、デュプレックスモードがＴＤＤのバンドをＴＤＤバンド、デュプレックスモー
ドがＦＤＤのバンドをＦＤＤバンドと呼称する場合もある。同様に、フレーム構造タイプ
がＦＤＤ（タイプ１）のセル（キャリア）をＦＤＤセル（ＦＤＤキャリア）、フレーム構
造タイプがＴＤＤ（タイプ２）のセル（キャリア）をＴＤＤセル（ＴＤＤキャリア）と呼
称する場合もある。
【０５０４】
　図１は、本発明の基地局装置１の構成を示す概略ブロック図である。図示するように、
基地局装置１は、上位層処理部１０１、制御部１０３、受信部１０５、送信部１０７、チ
ャネル測定部１０９、および、送受信アンテナ１１１、を含んで構成される。また、受信
部１０５は、復号化部１０５１、復調部１０５３、多重分離部１０５５と無線受信部１０
５７を含んで構成される。また、基地局装置１の受信処理は、上位層処理部１０１、制御
部１０３、受信部１０５、送受信アンテナ１１１で行なわれる。また、送信部１０７は、
符号化部１０７１、変調部１０７３、多重部１０７５、無線送信部１０７７と下りリンク
参照信号生成部１０７９を含んで構成される。また、基地局装置１の送信処理は、上位層
処理部１０１、制御部１０３、送信部１０７、送受信アンテナ１１１で行なわれる。
【０５０５】
　上位層処理部１０１は、媒体アクセス制御（MAC: Medium Access Control）層、パケッ
トデータ統合プロトコル（PDCP: Packet Data Convergence Protocol）層、無線リンク制
御（RLC: Radio Link Control）層、無線リソース制御（RRC: Radio Resource Control）
層の処理を行う。
【０５０６】
　上位層処理部１０１は、下りリンクの各チャネルに配置する情報を生成、又は上位ノー
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ドから取得し、送信部１０７に出力する。また、上位層処理部１０１は、上りリンクの無
線リソースの中から、端末装置２が上りリンクのデータ情報である物理上りリンク共用チ
ャネル（PUSCH: Physical Uplink Shared Channel）を配置する無線リソースを割り当て
る。また、上位層処理部１０１は、下りリンクの無線リソースの中から、下りリンクのデ
ータ情報である物理下りリンク共用チャネル（PDSCH: Physical Downlink Shared Channe
l）を配置する無線リソースを決定する。
【０５０７】
　上位層処理部１０１は、当該無線リソースの割り当てを示す下りリンク制御情報を生成
し、送信部１０７を介して、端末装置２に送信する。
【０５０８】
　上位層処理部１０１は、ＰＵＳＣＨを配置する無線リソースを割り当てる際に、チャネ
ル測定部１０９から入力された上りリンクのチャネル測定結果を基に、チャネル品質のよ
い無線リソースを優先的に割り当てる。つまり、上位層処理部１０１は、ある端末装置ま
たはあるセルに対して各種下りリンク信号の設定に関する情報および各種上りリンク信号
の設定に関する情報を生成する。
【０５０９】
　また、上位層処理部１０１は、種々の下りリンク信号の設定に関する情報および種々の
上りリンク信号の設定に関する情報をセル毎に生成してもよい。また、上位層処理部１０
１は、種々の下りリンク信号の設定に関する情報および種々の上りリンク信号の設定に関
する情報を端末装置２毎に生成してもよい。
【０５１０】
　また、上位層処理部１０１は、ある端末装置２またはあるセルに対して、つまり、端末
装置固有および／またはセル固有に、第１の設定に関する情報から第ｎの設定に関する情
報（ｎは自然数）を生成し、送信部１０７を介して、端末装置２へ送信してもよい。例え
ば、下りリンク信号および／または上りリンク信号の設定に関する情報とは、リソース割
り当てに関するパラメータを含んでもよい。
【０５１１】
　また、下りリンク信号および／または上りリンク信号の設定に関する情報とは、系列算
出に使用するパラメータを含んでもよい。なお、これらの無線リソースを時間周波数リソ
ース、サブキャリア、リソースエレメント（RE: Resource Element）、リソースエレメン
トグループ（REG: Resource Element Group）、制御チャネル要素（CCE: Control Channe
l Element）、リソースブロック（RB: Resource Block）、リソースブロックグループ（R
BG: Resource Block Group）などと呼称する場合もある。
【０５１２】
　これらの設定情報および制御情報を情報要素として定義してもよい。また、これらの設
定情報および制御情報をＲＲＣメッセージとして定義してもよい。また、これらの設定情
報および制御情報をシステム情報で端末装置２へ送信してもよい。また、これらの設定情
報および制御情報を専用シグナリングで端末装置２へ送信してもよい。
【０５１３】
　また、上位層処理部１０１は、システムインフォメーションブロックタイプ１に少なく
とも１つのＴＤＤ　ＵＬ／ＤＬ設定（TDD UL/DL configuration(s), TDD config, tdd-Co
nfig, uplink-downlink configuration(s)）を設定する。ＴＤＤ　ＵＬ／ＤＬ設定は、図
３のように定義されてもよい。インデックスを設定することによって、ＴＤＤの構成を示
してもよい。さらに、下りリンク参照として、第２のＴＤＤ　ＵＬ／ＤＬ設定を設定して
もよい。また、システムインフォメーションブロックは複数のタイプを用意してもよい。
例えば、システムインフォメーションブロックタイプ１には、ＴＤＤ　ＵＬ／ＤＬ設定に
関する情報要素が含まれる。
【０５１４】
　また、システムインフォメーションブロックタイプ２には、無線リソース制御に関する
情報要素が含まれる。なお、ある情報要素の中に、その情報要素に係るパラメータが情報
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要素として含まれてもよい。例えば、物理層では、パラメータと呼称されるものが、上位
層では、情報要素として定義されてもよい。
【０５１５】
　なお、本発明では、identity, identifier, identificationをＩＤ（識別子、識別符号
、識別番号）と呼称する。端末固有に設定されるＩＤ（ＵＥＩＤ）には、Ｃ－ＲＮＴＩ（
Cell Radio Network Temporary Identifier），ＳＰＳ　Ｃ－ＲＮＴＩ（Semi-persistent
 Scheduling C-RNTI），Ｔｅｍｐｏｒａｒｙ　Ｃ－ＲＮＴＩ，ＴＰＣ－ＰＵＳＣＨ　ＲＮ
ＴＩ，ＴＰＣ－ＰＵＣＣＨ　ＲＮＴＩ、コンテンションレゾリューションのためのランダ
ム値がある。これらのＩＤは、セル単位で使用される。これらのＩＤは、上位層処理部１
０１によって設定される。
【０５１６】
　また、上位層処理部１０１は、端末装置２に対して種々の識別子を設定し、送信部１０
７を介して、端末装置２へ通知する。例えば、ＲＮＴIを設定し、端末装置２へ通知する
。また、物理層セルＩＤまたは仮想セルＩＤまたは仮想セルＩＤに相当するＩＤを設定し
、通知する。例えば、仮想セルＩＤに相当するＩＤとして、物理チャネル固有に設定可能
なＩＤ（ＰＵＳＣＨ　ＩＤ，ＰＵＣＣＨ　ＩＤ，スクランブリング初期化ＩＤ，参照信号
ＩＤ（ＲＳＩＤ）など）がある。物理層セルＩＤや仮想セルＩＤは物理チャネルおよび物
理信号の系列生成に用いることがある。
【０５１７】
　上位層処理部１０１は、物理下りリンク制御チャネル（PDCCH: Physical Downlink Con
trol Channel）または拡張物理下りリンク制御チャネル（EPDCCH: Enhanced Physical Do
wnlink Control Channel）で通知する下りリンク制御情報（DCI: Downlink Control Info
rmation）、受信部１０５および送信部１０７の制御を行うために制御情報を生成し、制
御部１０３に出力する。
【０５１８】
　上位層処理部１０１は、端末装置２から物理上りリンク制御チャネル（PUCCH: Physica
l Uplink Control Channel）で通知された上りリンク制御情報（UCI: Uplink Control In
formation）、および端末装置２から通知されたバッファの状況や上位層処理部１０１が
設定した端末装置２各々の各種設定情報（ＲＲＣメッセージ、システムインフォメーショ
ン、パラメータ、情報要素）に基づき、受信部１０５および送信部１０７の制御を行うた
めに制御情報を生成し、制御部１０３に出力する。なお、ＵＣＩには、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ
、スケジューリング要求（SR: Scheduling Request）、チャネル状態情報（CSI: Channel
 State Information）のうち少なくとも一つが含まれる。なお、ＣＳＩには、ＣＱＩ，Ｐ
ＭＩ，ＲＩのうち少なくとも一つが含まれる。
【０５１９】
　上位層処理部１０１は、上りリンク信号（ＰＲＡＣＨ、ＰＵＣＣＨ、ＰＵＳＣＨ、ＵＬ
　ＤＭＲＳ、Ｐ－ＳＲＳ、およびＡ－ＳＲＳ）の送信電力および送信電力に関するパラメ
ータを設定する。また、上位層処理部１０１は、下りリンク信号（ＣＲＳ、ＤＬ　ＤＭＲ
Ｓ、ＣＳＩ－ＲＳ、ＰＤＳＣＨ、ＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨなど）の送信電力および送信
電力に関するパラメータを、送信部１０７を介して、端末装置２に送信する。つまり、上
位層処理部１０１は、上りリンクおよび下りリンクの電力制御に関する情報を、送信部１
０７を介して、端末装置２に送信する。言い換えると、上位層処理部１０１は、基地局装
置１および端末装置２の送信電力制御に関する情報を生成する。例えば、上位層処理部１
０１は、基地局装置１の送信電力に関するパラメータを端末装置２に送信する。
【０５２０】
　また、上位層処理部１０１は、端末装置２の最大送信電力ＰＣＭＡＸ，ｃおよび総最大
出力電力ＰＣＭＡＸを設定するために用いられるパラメータを端末装置２に送信する。ま
た、上位層処理部１０１は、種々の物理チャネルの送信電力制御に関する情報を端末装置
２に送信する。
【０５２１】
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　また、上位層処理部１０１は、隣接する基地局装置からの干渉量を示す情報、隣接する
基地局装置から通知された隣接する基地局装置１に与えている干渉量を示す情報、またチ
ャネル測定部１０９から入力されたチャネルの品質などに応じて、ＰＵＳＣＨなどが所定
のチャネル品質を満たすよう、また、隣接する基地局装置１への干渉を考慮し、端末装置
２の送信電力をセットし、これらの設定を示す情報を、送信部１０７を介して、端末装置
２に送信する。
【０５２２】
　具体的には、上位層処理部１０１は、端末装置２間で共有する情報（上りリンク電力制
御に関する共有パラメータの情報）または端末装置２間で共通なパラメータとして設定さ
れる情報として、ＰＵＳＣＨとＰＵＣＣＨそれぞれに対する標準電力（ＰＯ＿ＮＯＭＩＮ

ＡＬ＿ＰＵＳＣＨ，ＰＯ＿ＮＯＭＩＮＡＬ＿ＰＵＣＣＨ）、伝搬路損失補償係数（減衰係
数）α、メッセージ３用の電力オフセット、ＰＵＣＣＨフォーマット毎に規定される電力
オフセットなどをシステムインフォメーションで送信する。その際、ＰＵＣＣＨフォーマ
ット３の電力オフセットおよびデルタＰＵＣＣＨフォーマット１ｂＣＳの電力オフセット
を追加して通知してもよい。また、これらの共有パラメータの情報は、ＲＲＣメッセージ
で通知されてもよい。
【０５２３】
　また、上位層処理部１０１は、端末装置２毎に設定可能な情報（上りリンク電力制御に
関する専用パラメータの情報）として、端末装置固有ＰＵＳＣＨ電力Ｐ０＿ＵＥ＿ＰＵＳ

ＣＨ、デルタＭＣＳが有効か否かを指示するパラメータ（deltaMCS-Enabled）、アキュム
レーションが有効か否かを指示するパラメータ（accumulationEnabled）、端末装置固有
ＰＵＣＣＨ電力Ｐ０＿ＵＥ＿ＰＵＣＣＨ、Ｐ－ＳＲＳ電力オフセットＰＳＲＳ＿ＯＦＦＳ

ＥＴ（０）、フィルタ係数をＲＲＣメッセージで通知する。その際、各ＰＵＣＣＨフォー
マットにおける送信ダイバーシチの電力オフセット、Ａ－ＳＲＳ電力オフセットＰＳＲＳ

＿ＯＦＦＳＥＴ（１）を通知してもよい。なお、ここで述べるαとはパスロス値と共に送
信電力をセットするために用いられ、パスロスを補償する度合いを表す係数、言い換える
とパスロスに応じてどの程度送信電力を増減させるか（つまり、どの程度送信電力を補償
するか）を決定する係数（減衰係数、伝送路損失補償係数）である。αは通常０から１の
値をとり、０であればパスロスに応じた電力の補償は行なわず、１であればパスロスの影
響が基地局装置１において生じないよう端末装置２の送信電力を補償する。これらの情報
は、再設定情報として端末装置２へ送信されてもよい。なお、これらの共有パラメータお
よび専用パラメータは、プライマリーセルとセカンダリーセルまたは複数のサービングセ
ルでそれぞれ独立に設定されてもよい。
【０５２４】
　また、上位層処理部１０１は、受信部１０５において、端末装置２から端末装置２の機
能情報を受信した場合、端末装置２の機能情報に基づいて、種々の設定を行なう。例えば
、端末装置２の機能情報に基づいて、端末装置２がサポートしているバンド（EUTRA Oper
ating Band）から、上りリンクのキャリア周波数と下りリンクのキャリア周波数を決定す
る。また、端末装置２の機能情報に基づいて、端末装置２に対してＭＩＭＯ通信を行なう
か否かを決定する。また、端末装置２の機能情報に基づいて、キャリアアグリゲーション
を行なうか否かを決定する。また、端末装置２の機能情報に基づいて、異なるフレーム構
造タイプのコンポーネントキャリアによるキャリアアグリゲーションを行なうか否かを決
定する。すなわち、セカンダリーセルを設定するか否かおよびセカンダリーセルに対して
用いる種々のパラメータを決定する。決定した情報を端末装置２へ通知する。なお、キャ
リア周波数に関する情報は、ＲＲＣメッセージで通知されてもよい。すなわち、キャリア
周波数に関する情報は、システムインフォメーションで通知されてもよい。また、キャリ
ア周波数に関する情報は、モビリティ制御情報に含まれて通知されてもよい。また、キャ
リア周波数に関する情報は、ＲＲＣ情報として上位層より通知されてもよい。
【０５２５】
　また、上位層処理部１０１は、端末装置２に対して、セカンダリーセルを設定する場合
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、セカンダリーセルに特定の値（例えば、“０”または“０”に相当する情報ビット）以
外のセルインデックスを付与し、その設定情報を端末装置２へ送信する。セカンダリーセ
ルが設定された場合、端末装置２は、プライマリーセルのセルインデックスを特定の値と
みなす。
【０５２６】
　また、上位層処理部１０１は、端末装置２毎に下りリンク信号／上りリンク信号の送信
電力または送信電力に関するパラメータを設定してもよい。また、上位層処理部１０１は
、端末装置２間で共通の下りリンク／上りリンク信号の送信電力または送信電力に関する
パラメータを設定してもよい。上位層処理部１０１は、これらのパラメータに関する情報
を上りリンク電力制御に関する情報（上りリンク電力制御に関するパラメータの情報）お
よび／または下りリンク電力制御に関する情報（下りリンク電力制御に関するパラメータ
の情報）として端末装置２へ送信してもよい。上りリンク電力制御に関するパラメータの
情報および下りリンク電力制御に関するパラメータの情報には、少なくとも１つのパラメ
ータが含まれて端末装置２へ送信される。
【０５２７】
　上位層処理部１０１は、種々の物理チャネル／物理信号に係る種々のＩＤの設定を行な
い、制御部１０３を介して、受信部１０５および送信部１０７へＩＤの設定に関する情報
を出力する。例えば、上位層処理部１０１は、下りリンク制御情報フォーマットに含まれ
るＣＲＣをスクランブルするＲＮＴＩ（ＵＥＩＤ）の値を設定する。
【０５２８】
　また、上位層処理部１０１は、Ｃ－ＲＮＴＩ（Cell Radio Network Temporary Identif
ier），Ｔｅｍｐｏｒａｒｙ　Ｃ－ＲＮＴＩ，Ｐ－ＲＮＴＩ（Paging-RNTI），ＲＡ－ＲＮ
ＴＩ（Random Access RNTI），ＳＰＳ　Ｃ－ＲＮＴＩ（Semi-Persistent Scheduling C-R
NTI）、ＳＩ－ＲＮＴＩ（System Information RNTI）などの種々の識別子の値を設定して
もよい。
【０５２９】
　また、上位層処理部１０１は、物理セルＩＤや仮想セルＩＤ、スクランブル初期化ＩＤ
などのＩＤの値を設定する。これらの設定情報は、制御部１０３を介して、各処理部へ出
力される。また、これらの設定情報は、ＲＲＣメッセージやシステムインフォメーション
、端末装置固有の専用情報、情報要素として端末装置２へ送信されてもよい。また、一部
のＲＮＴＩはＭＡＣ　ＣＥ（Control Element）を用いて送信されてもよい。
【０５３０】
　制御部１０３は、上位層処理部１０１からの制御情報に基づいて、受信部１０５、およ
び送信部１０７の制御を行なう制御信号を生成する。制御部１０３は、生成した制御信号
を受信部１０５、および送信部１０７に出力して受信部１０５、および送信部１０７の制
御を行なう。
【０５３１】
　受信部１０５は、制御部１０３から入力された制御信号に従って、送受信アンテナ１１
１を介して端末装置２から受信した受信信号を分離、復調、復号し、復号した情報を上位
層処理部１０１に出力する。無線受信部１０５７は、送受信アンテナ１１１を介して受信
した上りリンクの信号を、中間周波数（IF: Intermediate Frequency）に変換し（ダウン
コンバート）、不要な周波数成分を除去し、信号レベルが適切に維持されるように増幅レ
ベルを制御し、受信した信号の同相成分および直交成分に基づいて、直交復調し、直交復
調されたアナログ信号をディジタル信号に変換する。無線受信部１０５７は、変換したデ
ィジタル信号からガードインターバル（GI: Guard Interval）に相当する部分を除去する
。無線受信部１０５７は、ガードインターバルを除去した信号に対して高速フーリエ変換
（FFT: Fast Fourier Transform）を行ない、周波数領域の信号を抽出し多重分離部１０
５５に出力する。
【０５３２】
　多重分離部１０５５は、無線受信部１０５７から入力された信号をＰＵＣＣＨ、ＰＵＳ
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ＣＨ、ＵＬ　ＤＭＲＳ、ＳＲＳなどの信号に、それぞれ分離する。尚、この分離は、予め
基地局装置１が決定して各端末装置２に通知した無線リソースの割り当て情報に基づいて
行われる。また、多重分離部１０５５は、チャネル測定部１０９から入力された伝送路の
推定値から、ＰＵＣＣＨとＰＵＳＣＨの伝送路の補償を行なう。また、多重分離部１０５
５は、分離したＵＬ　ＤＭＲＳおよびＳＲＳをチャネル測定部１０９に出力する。
【０５３３】
　復調部１０５３は、ＰＵＳＣＨを逆離散フーリエ変換（IDFT: Inverse Discrete Fouri
er Transform）し、変調シンボルを取得し、ＰＵＣＣＨとＰＵＳＣＨの変調シンボルそれ
ぞれに対して、２位相偏移変調（BPSK: Binary Phase Shift Keying）、４相位相偏移変
調（QPSK: Quadrature Phase Shift Keying）、１６値直交振幅変調（16QAM: 16 Quadrat
ure Amplitude Modulation）、６４値直交振幅変調（64QAM: 64 Quadrature Amplitude M
odulation）等の予め定められた、または基地局装置１が端末装置２各々に下りリンク制
御情報で予め通知した変調方式を用いて受信信号の復調を行なう。
【０５３４】
　復号化部１０５１は、復調したＰＵＣＣＨとＰＵＳＣＨの符号化ビットを、予め定めら
れた符号化方式の、予め定められた、又は基地局装置１が端末装置２に上りリンクグラン
ト（UL grant）で予め通知した符号化率で復号を行ない、復号したデータ情報と、上りリ
ンク制御情報を上位層処理部１０１へ出力する。
【０５３５】
　チャネル測定部１０９は、多重分離部１０５５から入力された上りリンク復調参照信号
ＵＬ　ＤＭＲＳとＳＲＳから伝送路の推定値、チャネルの品質などを測定し、多重分離部
１０５５および上位層処理部１０１に出力する。また、チャネル測定部１０９は、第１の
信号から第ｎの信号の受信電力および／または受信品質を測定し、多重分離部１０５５お
よび上位層処理部１０１に出力する。
【０５３６】
　送信部１０７は、制御部１０３から入力された制御信号に基づいて、下りリンクの参照
信号（下りリンク参照信号）を生成し、上位層処理部１０１から入力されたデータ情報、
下りリンク制御情報を符号化、および変調し、ＤＣＩフォーマットを用いたＰＤＣＣＨ（
ＥＰＤＣＣＨ）、ＰＤＳＣＨ、および下りリンク参照信号を多重して、送受信アンテナ１
１１を介して端末装置２に下りリンク信号を送信する。送信部は、第１のＤＣＩフォーマ
ットまたは第２のＤＣＩフォーマットを用いてＰＤＣＣＨを送信する。
【０５３７】
　符号化部１０７１は、上位層処理部１０１から入力された下りリンク制御情報、および
データ情報を、ターボ符号化、畳み込み符号化、ブロック符号化等の符号化を行う。変調
部１０７３は、符号化ビットをＱＰＳＫ、１６ＱＡＭ、６４ＱＡＭ等の変調方式で変調す
る。下りリンク参照信号生成部１０７９は、基地局装置１を識別するためのセル識別子（
Cell ID, Cell Identity, Cell Identifier, Cell Identification）などを基に予め定め
られた規則で求まる、端末装置２が既知の系列で下りリンク参照信号として生成する。多
重部１０７５は、変調した各チャネルと生成した下りリンク参照信号を多重する。
【０５３８】
　無線送信部１０７７は、多重した変調シンボルを逆高速フーリエ変換（IFFT: Inverse 
Fast Fourier Transform）して、ＯＦＤＭ方式の変調を行ない、ＯＦＤＭ変調されたＯＦ
ＤＭシンボルにガードインターバルを付加し、ベースバンドのディジタル信号を生成し、
ベースバンドのディジタル信号をアナログ信号に変換し、アナログ信号から中間周波数の
同相成分および直交成分を生成し、中間周波数帯域に対する余分な周波数成分を除去し、
中間周波数の信号を高周波数の信号に変換（アップコンバート）し、余分な周波数成分を
除去し、電力増幅し、送受信アンテナ１１１に出力して送信する。
【０５３９】
　図２は、本実施形態に係る端末装置２の構成を示す概略ブロック図である。図示するよ
うに、端末装置２は、上位層処理部２０１、制御部２０３、受信部２０５、送信部２０７
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、チャネル測定部２０９、および、送受信アンテナ２１１、を含んで構成される。また、
受信部２０５は、復号化部２０５１、復調部２０５３、多重分離部２０５５と無線受信部
２０５７を含んで構成される。端末局装置２の受信処理は、上位層処理部２０１、制御部
２０３、受信部２０５、送受信アンテナ２１１で行なわれる。また、送信部２０７は、符
号化部２０７１、変調部２０７３、多重部２０７５と無線送信部２０７７を含んで構成さ
れる。また、端末装置２の送信処理は、上位層処理部２０１、制御部２０３、送信部２０
７、送受信アンテナ２１１で行なわれる。
【０５４０】
　上位層処理部２０１は、ユーザの操作等により生成された上りリンクのデータ情報を、
送信部に出力する。また、上位層処理部２０１は、媒体アクセス制御（MAC: Medium Acce
ss Control）層、パケットデータ統合プロトコル（PDCP: Packet Data Convergence Prot
ocol）層、無線リンク制御（RLC: Radio Link Control）層、無線リソース制御（RRC: Ra
dio Resource Control）層の処理を行なう。
【０５４１】
　上位層処理部２０１は、自局の各種設定情報の管理を行なう。また、上位層処理部２０
１は、上りリンクの各チャネルに配置する情報を生成し、送信部２０７に出力する。上位
層処理部２０１は、基地局装置１からＰＤＣＣＨで通知された下りリンク制御情報（ＤＣ
Ｉ）、およびＰＤＳＣＨで通知された無線リソース制御情報が設定された上位層処理部２
０１が管理する自局の各種設定情報に基づき、受信部２０５、および送信部２０７の制御
を行うために制御情報を生成し、制御部２０３に出力する。また、上位層処理部２０１は
、基地局装置１から通知された第１の設定に関する情報から第ｎの設定に関する情報に基
づいて、各信号の種々のパラメータ（情報要素、ＲＲＣメッセージ）をセットする。また
、それらのセットした情報を生成し、制御部２０３を介して、送信部２０７に出力する。
また、上位層処理部２０１は、基地局装置１とのコネクションを確立する際に、端末装置
２の機能情報を生成し、制御部２０３を介して、送信部２０７に出力し、基地局装置１へ
通知する。また、上位層処理部２０１は、基地局装置１とコネクションが確立した後に、
機能情報を基地局装置１へ通知してもよい。
【０５４２】
　機能情報には、ＲＦのパラメータに関する情報（RF-Parameters）が含まれてもよい。
ＲＦのパラメータに関する情報には、端末装置２がサポートしているバンドを示す情報（
1st SupportedBandCombination）が含まれてもよい。ＲＦのパラメータに関する情報には
、キャリアアグリゲーションおよび／またはＭＩＭＯをサポートしているバンドを示す情
報（SupportedBandCombinationExt）が含まれてもよい。ＲＦのパラメータに関する情報
には、端末装置２に同時に集約されるバンド間で複数のタイミングアドバンスやバンド間
で同時に送受信を行なう機能をサポートしているバンドを示す情報（2nd SupportedBandC
onbination）が含まれてもよい。これらのバンドは、それぞれリスト化されてもよい。複
数のリスト化された情報で示される値（エントリー）は、共通であってもよい（同じもの
を示してもよい）。
【０５４３】
　端末装置２がサポートしているバンド（bandE-UTRA, FreqBandIndicator, E-UTRA Oper
ating Band）それぞれに対して、ハーフデュプレックスをサポートしているかが示されて
もよい。ハーフデュプレックスがサポートされていないバンドにおいては、フルデュプレ
ックスをサポートする。
【０５４４】
　端末装置２がサポートしているバンドに対して、上りリンクでキャリアアグリゲーショ
ンおよび／またはＭＩＭＯをサポートしているかが示されてもよい。
【０５４５】
　端末装置２がサポートしているバンドに対して、下りリンクでキャリアアグリゲーショ
ンおよび／またはＭＩＭＯをサポートしているかが示されてもよい。
【０５４６】
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ＲＦのパラメータに関する情報には、ＴＤＤ－ＦＤＤキャリアアグリゲーションをサポー
トするバンドを示す情報が含まれてもよい。これらのバンドは、リスト化されてもよい。
【０５４７】
ＲＦのパラメータに関する情報には、ＴＤＤ－ＦＤＤキャリアアグリゲーションをサポー
トするバンド間で同時に送受信を行なう機能をサポートしているかを示す情報が含まれて
もよい。
【０５４８】
　また、ＲＦのパラメータに関する情報には、異なるデュプレックスモードのバンド間で
同時に送受信を行なえるか否かを示す情報が含まれてもよい。
【０５４９】
　上位層処理部２０１は、機能情報に含まれているこれらの機能のうち、サポートしてい
ない機能がある場合には、その機能をサポートしているか否かを示す情報を機能情報にセ
ットしなくてもよい。基地局装置１は、機能情報にセットされていない機能については、
端末装置２はサポートしていないとみなし、種々の設定を行なう。なお、機能をサポート
しているか否かを示す情報は、機能をサポートしていることを示す情報であってもよい。
【０５５０】
　上位層処理部２０１は、これらの機能情報のうち、サポートしていない機能があれば、
その機能について、サポートしていないことを表す特定の値（例えば、“０”）または情
報（例えば、“not supported”, “disable”, “FALSE”など）をセットし、その情報
を含む機能情報を基地局装置１へ通知してもよい。
【０５５１】
　上位層処理部２０１は、これらの機能情報のうち、サポートしている機能があれば、そ
の機能について、サポートしていることを表す特定の値（例えば、“１”）または情報（
例えば、“supported”, “enable”, “TRUE”など）をセットし、その情報を含む機能
情報を基地局装置１へ通知してもよい。
【０５５２】
　上位層処理部２０１は、同時に集約可能なバンド間で同時に送受信する機能がない場合
、同時に集約可能なバンド間で同時に送受信する機能をサポートしているか否かを示す情
報（simultaneousRx-Tx）にサポートしていないことを示す特定の値または情報をセット
する。または、機能情報に、同時に集約可能なバンド間で同時に送受信する機能をサポー
トしているか否かを示す情報そのものがセットされていなくてもよい。
【０５５３】
　上位層処理部２０１は、基地局装置１が報知しているＳＲＳを送信するための無線リソ
ースを予約するサブフレームであるサウンディングサブフレーム（ＳＲＳサブフレーム、
ＳＲＳ送信サブフレーム）、およびサウンディングサブフレーム内でＳＲＳを送信するた
めに予約する無線リソースの帯域幅を示す情報、および、基地局装置１が端末装置２に通
知したピリオディックＳＲＳを送信するサブフレームと、周波数帯域と、ピリオディック
ＳＲＳのＣＡＺＡＣ系列に用いるサイクリックシフトの量と、を示す情報、および、基地
局装置１が端末装置２に通知したアピリオディックＳＲＳを送信する周波数帯域と、アピ
リオディックＳＲＳのＣＡＺＡＣ系列に用いるサイクリックシフトの量と、を示す情報を
受信部２０５から取得する。
【０５５４】
　上位層処理部２０１は、前記情報に従ってＳＲＳ送信の制御を行なう。具体的には、上
位層処理部２０１は、前記ピリオディックＳＲＳに関する情報に従ってピリオディックＳ
ＲＳを１回または周期的に送信するよう送信部２０７を制御する。また、上位層処理部２
０１は、受信部２０５から入力されたＳＲＳリクエスト（ＳＲＳインディケータ）におい
てアピリオディックＳＲＳの送信を要求された場合、アピリオディックＳＲＳに関する情
報に従ってアピリオディックＳＲＳを予め定められた回数（例えば、１回）だけ送信する
。
【０５５５】
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　上位層処理部２０１は、基地局装置１から送信される種々の上りリンク信号の送信電力
制御に関する情報に基づいて、ＰＲＡＣＨ、ＰＵＣＣＨ、ＰＵＳＣＨ、ピリオディックＳ
ＲＳ、およびアピリオディックＳＲＳの送信電力の制御を行なう。具体的には、上位層処
理部２０１は、受信部２０５から取得した種々の上りリンク電力制御に関する情報に基づ
いて種々の上りリンク信号の送信電力を設定する。例えば、ＳＲＳの送信電力は、Ｐ０＿

ＰＵＳＣＨ、α、ピリオディックＳＲＳ用の電力オフセットＰＳＲＳ＿ＯＦＦＳＥＴ（０
）（第１の電力オフセット（pSRS-Offset））、アピリオディックＳＲＳ用の電力オフセ
ットＰＳＲＳ＿ＯＦＦＳＥＴ（１）（第２の電力オフセット（pSRS-OffsetAp））、およ
びＴＰＣコマンドに基づいて制御される。なお、上位層処理部２０１は、ＰＳＲＳ＿ＯＦ

ＦＳＥＴに対してピリオディックＳＲＳかアピリオディックＳＲＳかに応じて第１の電力
オフセットか第２の電力オフセットかを切り替える。
【０５５６】
　また、上位層処理部２０１は、ピリオディックＳＲＳおよび／またはアピリオディック
ＳＲＳに対して第３の電力オフセットが設定されている場合、第３の電力オフセットに基
づいて送信電力をセットする。なお、第３の電力オフセットは、第１の電力オフセットや
第２の電力オフセットよりも広い範囲で値が設定されてもよい。第３の電力オフセットは
、ピリオディックＳＲＳおよびアピリオディックＳＲＳそれぞれに対して設定されてもよ
い。つまり、上りリンク電力制御に関するパラメータの情報とは、種々の上りリンク物理
チャネルの送信電力の制御に係るパラメータが含まれる情報要素やＲＲＣメッセージのこ
とである。
【０５５７】
　また、上位層処理部２０１は、あるサービングセルおよびあるサブフレームにおいて、
第１の上りリンク参照信号の送信電力と物理上りリンク共用チャネルの送信電力の合計が
端末装置２に設定される最大送信電力（例えば、ＰＣＭＡＸやＰＣＭＡＸ，ｃ）を超える
場合、物理上りリンク共用チャネルを送信するように、制御部２０３を介して送信部２０
７に指示情報を出力する。
【０５５８】
　また、上位層処理部２０１は、あるサービングセルおよびあるサブフレームにおいて、
第１の上りリンク参照信号の送信電力と物理上りリンク制御チャネルの送信電力の合計が
端末装置２に設定される最大送信電力（例えば、ＰＣＭＡＸやＰＣＭＡＸ，ｃ）を超える
場合、物理上りリンク制御チャネルを送信するように、制御部２０３を介して送信部２０
７に指示情報を出力する。
【０５５９】
　また、上位層処理部２０１は、あるサービングセルおよびあるサブフレームにおいて、
第２の上りリンク参照信号の送信電力と物理上りリンク共用チャネルの送信電力の合計が
端末装置２に設定される最大送信電力を超える場合、物理上りリンク共用チャネルを送信
するように、制御部２０３を介して送信部２０７に指示情報を出力する。
【０５６０】
　また、上位層処理部２０１は、あるサービングセル（例えば、サービングセルｃ）およ
びあるサブフレーム（例えば、サブフレームｉ）において、第２の上りリンク参照信号の
送信電力と物理上りリンク制御チャネルの送信電力の合計が端末装置２に設定される最大
送信電力を超える場合、物理上りリンク制御チャネルを送信するように、制御部２０３を
介して送信部２０７に指示情報を出力する。
【０５６１】
　また、上位層処理部２０１は、同じタイミング（例えば、サブフレーム）で複数の物理
チャネルの送信が生じる場合、種々の物理チャネルの優先度に応じて、種々の物理チャネ
ルの送信電力を制御したり、種々の物理チャネルの送信を制御したりすることもできる。
上位層処理部２０１は、制御部２０３を介してその制御情報を送信部２０７に出力する。
【０５６２】
　また、上位層処理部２０１は、複数のサービングセルまたは複数のサービングセルそれ
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ぞれに対応する複数のコンポーネントキャリアを用いるキャリアアグリゲーションを行な
う場合、物理チャネルの優先度に応じて、種々の物理チャネルの送信電力を制御したり、
種々の物理チャネルの送信を制御したりすることもできる。
【０５６３】
　また、上位層処理部２０１は、セルの優先度に応じて、該セルから送信される種々の物
理チャネルの送信制御を行なってもよい。上位層処理部２０１は、制御部２０３を介して
その制御情報を送信部２０７に出力する。
【０５６４】
　上位層処理部２０１は、基地局装置１から通知された上りリンク参照信号の設定に関す
る情報に基づいて上りリンク参照信号の生成等を行なうように制御部２０３を介して送信
部２０７に指示情報を出力する。つまり、参照信号制御部２０１３は、制御部２０３を介
して、上りリンク参照信号の設定に関する情報を上りリンク参照信号生成部２０７９へ出
力する。
【０５６５】
　制御部２０３は、上位層処理部２０１からの制御情報に基づいて、受信部２０５、およ
び送信部２０７の制御を行なう制御信号を生成する。制御部２０３は、生成した制御信号
を受信部２０５および送信部２０７に出力して、受信部２０５および送信部２０７の制御
を行なう。
【０５６６】
　受信部２０５は、制御部２０３から入力された制御信号に従って、送受信アンテナ２１
１を介して基地局装置１から受信した受信信号を、分離、復調、復号し、復号した情報を
上位層処理部２０１に出力する。受信部は、第１のＤＣＩフォーマットまたは第２のＤＣ
Ｉフォーマットを用いて送信されたＰＤＣＣＨを受信する。
【０５６７】
　受信部２０５は、第１の設定に関する情報および／または第２の設定に関する情報を受
信するか否かによって、適切な受信処理を行なう。例えば、第１の設定に関する情報また
は第２の設定に関する情報のうち、何れか一方を受信している場合には、受信した下りリ
ンク制御情報フォーマットから第１の制御情報フィールドを検出し、第１の設定に関する
情報および第２の設定に関する情報を受信している場合には、受信した下りリンク制御情
報フォーマットから第２の制御情報フィールドを検出する。
【０５６８】
　無線受信部２０５７は、各受信アンテナを介して受信した下りリンクの信号を、中間周
波数に変換し（ダウンコンバート）、不要な周波数成分を除去し、信号レベルが適切に維
持されるように増幅レベルを制御し、受信した信号の同相成分および直交成分に基づいて
、直交復調し、直交復調されたアナログ信号をディジタル信号に変換する。無線受信部２
０５７は、変換したディジタル信号からガードインターバルに相当する部分を除去し、ガ
ードインターバルを除去した信号に対して高速フーリエ変換を行ない、周波数領域の信号
を抽出する。
【０５６９】
　多重分離部２０５５は、抽出した信号をＰＤＣＣＨ、ＰＤＳＣＨ、および下りリンク参
照信号（DL-RS: Downlink Reference Signal）に、それぞれ分離する。尚、この分離は、
下りリンク制御情報で通知された無線リソースの割り当て情報などに基づいて行われる。
また、多重分離部２０５５は、チャネル測定部２０９から入力された伝送路の推定値から
、ＰＤＣＣＨとＰＤＳＣＨの伝送路の補償を行なう。また、多重分離部２０５５は、分離
した下りリンク参照信号をチャネル測定部２０９に出力する。
【０５７０】
　復調部２０５３は、ＤＣＩフォーマットを用いて送信されたＰＤＣＣＨに対して、ＱＰ
ＳＫ変調方式の復調を行ない、復号化部２０５１へ出力する。復号化部２０５１は、ＰＤ
ＣＣＨの復号を試み、復号に成功した場合、復号した下りリンク制御情報（ＤＣＩ）を上
位層処理部２０１に出力する。復調部２０５３は、ＰＤＳＣＨに対して、ＱＰＳＫ、１６
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ＱＡＭ、６４ＱＡＭ等の下りリンク制御情報で通知された変調方式の復調を行ない、復号
化部２０５１へ出力する。復号化部２０５１は、下りリンク制御情報で通知された符号化
率に対する復号を行い、復号したデータ情報を上位層処理部２０１へ出力する。
【０５７１】
　チャネル測定部２０９は、多重分離部２０５５から入力された下りリンク参照信号から
下りリンクのパスロスを測定し、測定したパスロスを上位層処理部２０１へ出力する。ま
た、チャネル測定部２０９は、下りリンク参照信号から下りリンクの伝送路の推定値を算
出し、多重分離部２０５５へ出力する。また、チャネル測定部２０９は、参照信号制御部
２０１３から制御部２０３を介して通知された測定に関する種々の情報、測定報告に関す
る種々の情報に従って、第１の信号および／または第２の信号の受信電力測定や受信品質
測定を行なう。その結果を上位層処理部２０１に出力する。また、チャネル測定部２０９
は、第１の信号および／または第２の信号のチャネル評価を行なうことを指示された場合
、それぞれの信号のチャネル評価に関する結果を上位層処理部２０１に出力してもよい。
ここで、第１の信号や第２の信号は、参照信号（パイロット信号、パイロットチャネル、
基準信号）であり、第１の信号や第２の信号の他に第３の信号や第４の信号があってもよ
い。つまり、チャネル測定部２０９は、１つ以上の信号のチャネルを測定する。また、チ
ャネル測定部２０９は、上位層処理部２０１から、制御部２０３を介して、通知された制
御情報に従って、チャネル測定を行なう信号を設定する。
【０５７２】
　また、チャネル測定部２０９は、あるセル（第１のセル）において、上りリンク送信が
要求された上りリンクサブフレームが生じたことによって、あるセルとは異なるセル（第
２のセル）の同じサブフレームでＣＲＳやＣＳＩ－ＲＳを測定できなかった場合、第２の
セルにおける測定結果（受信電力や受信品質、チャネル品質など）の平均を測定できなか
ったサブフレームを除いて行なってもよい。言い換えると、チャネル測定部２０９は、受
信したＣＲＳやＣＳＩ－ＲＳのみを用いて、測定結果（受信電力や受信品質、チャネル品
質など）の平均値を算出してもよい。その算出結果（算出結果に対応するインディケータ
または情報）を送信部２０７を介して、基地局装置１へ送信してもよい。
【０５７３】
　送信部２０７は、制御部２０３から入力された制御信号（制御情報）に基づいて、上り
リンク復調参照信号（ＵＬ　ＤＭＲＳ）および／またはサウンディング参照信号（ＳＲＳ
）を生成し、上位層処理部２０１から入力されたデータ情報を符号化および変調し、ＰＵ
ＣＣＨ、ＰＵＳＣＨ、および生成したＵＬ　ＤＭＲＳおよび／またはＳＲＳを多重し、Ｐ
ＵＣＣＨ、ＰＵＳＣＨ、ＵＬ　ＤＭＲＳ、およびＳＲＳの送信電力を調整し、送受信アン
テナ２１１を介して基地局装置１に送信する。
【０５７４】
　また、送信部２０７は、上位層処理部２０１から測定結果に関する情報が出力された場
合、送受信アンテナ２１１を介して基地局装置１に送信する。
【０５７５】
　また、送信部２０７は、上位層処理部２０１からチャネル評価に関する結果であるチャ
ネル状態情報が出力された場合、そのチャネル状態情報を基地局装置１へフィードバック
する。つまり、上位層処理部２０１は、チャネル測定部２０９から通知された測定結果に
基づいてチャネル状態情報（ＣＳＩ、ＣＱＩ、ＰＭＩ、ＲＩ）を生成し、制御部２０３を
介して基地局装置１へフィードバックする。
【０５７６】
　送信部２０７は、受信部２０５において、所定のグラント（または所定の下りリンク制
御情報フォーマット）が検出されると、所定のグラントに対応する上りリンク信号を、グ
ラントを検出したサブフレームから所定のサブフレーム以降の最初の上りリンクサブフレ
ームで上りリンク信号を送信する。例えば、サブフレームｉでグラントを検出すると、サ
ブフレームｉ＋ｋ以降の最初の上りリンクサブフレームで上りリンク信号を送信すること
ができる。
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【０５７７】
　また、送信部２０７は、上りリンク信号の送信サブフレームがサブフレームｉである場
合、サブフレームｉ－ｋで受信したＴＰＣコマンドによって得られる電力制御調整値に基
づいて上りリンク信号の送信電力をセットする。ここで、電力制御調整値ｆ（ｉ）（また
はｇ（ｉ））は、ＴＰＣコマンドにセットされた値に対応付けられた補正値または絶対値
に基づいて設定される。アキュムレーションが有効な場合、ＴＰＣコマンドにセットされ
た値に対応付けられた補正値を累算し、その累算結果を電力制御調整値として適用する。
アキュムレーションが有効でない場合、単一のＴＰＣコマンドにセットされた値に対応付
けられた絶対値を電力制御調整値として適用する。
【０５７８】
　送信部２０７は、受信部２０５において第１の設定に関する情報または第２の設定に関
する情報のうち、何れか一方を受信する場合には、第１の上りリンク電力制御に関するパ
ラメータに基づいて送信電力をセットし、受信部２０５において第１の設定に関する情報
および第２の設定に関する情報を受信する場合には、第２の上りリンク電力制御に関する
パラメータに基づいて送信電力をセットし、上りリンク信号を送信する。
【０５７９】
　符号化部２０７１は、上位層処理部２０１から入力された上りリンク制御情報、および
データ情報を、ターボ符号化、畳み込み符号化、ブロック符号化等の符号化を行なう。変
調部２０７３は、符号化部２０７１から入力された符号化ビットをＢＰＳＫ、ＱＰＳＫ、
１６ＱＡＭ、６４ＱＡＭ等の変調方式で変調する。
【０５８０】
　上りリンク参照信号生成部２０７９は、上りリンク参照信号の設定に関する情報に基づ
いて上りリンク参照信号を生成する。つまり、上りリンク参照信号生成部２０７９は、基
地局装置１を識別するためのセル識別子、上りリンク復調参照信号、第１の上りリンク参
照信号、第２の上りリンク参照信号を配置する帯域幅などを基に予め定められた規則で求
まる、基地局装置１が既知のＣＡＺＡＣ系列を生成する。また、上りリンク参照信号生成
部２０７９は、制御部２０３から入力された制御信号に基づいて、生成した上りリンク復
調参照信号、第１の上りリンク参照信号、第２の上りリンク参照信号のＣＡＺＡＣ系列に
サイクリックシフトを与える。
【０５８１】
　上りリンク参照信号生成部２０７９は、上りリンク復調参照信号および／またはサウン
ディング参照信号、上りリンク参照信号の基準系列を所定のパラメータに基づいて初期化
してもよい。所定のパラメータは各参照信号で同じパラメータであってもよい。また、所
定のパラメータは各参照信号に独立に設定されたパラメータであってもよい。つまり、上
りリンク参照信号生成部２０７９は、独立に設定されたパラメータがなければ、同じパラ
メータで各参照信号の基準系列を初期化することができる。
【０５８２】
　多重部２０７５は、制御部２０３から入力された制御信号に基づいて、ＰＵＳＣＨの変
調シンボルを並列に並び替えてから離散フーリエ変換（DFT: Discrete Fourier Transfor
m）し、ＰＵＣＣＨとＰＵＳＣＨの信号と生成したＵＬ　ＤＭＲＳおよびＳＲＳを多重す
る。
【０５８３】
　無線送信部２０７７は、多重した信号を逆高速フーリエ変換して、ＳＣ－ＦＤＭＡ方式
の変調を行い、ＳＣ－ＦＤＭＡ変調されたＳＣ－ＦＤＭＡシンボルにガードインターバル
を付加し、ベースバンドのディジタル信号を生成し、ベースバンドのディジタル信号をア
ナログ信号に変換し、アナログ信号から中間周波数の同相成分および直交成分を生成し、
中間周波数帯域に対する余分な周波数成分を除去し、中間周波数の信号を高周波数（無線
周波数）の信号に変換（アップコンバート）し、余分な周波数成分を除去し、電力増幅し
、送受信アンテナ２１１に出力して送信する。
【０５８４】
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　なお、上記各実施形態において、キャリアアグリゲーションが設定された（セカンダリ
ーセルが設定された）場合、プライマリーセルにおいてＰＵＣＣＨが送受信される場合に
ついて説明したが，これに限るものではない。キャリアアグリゲーションが設定された場
合、セカンダリーセルにおけるＰＤＳＣＨに対応するＨＡＲＱ－ＡＣＫがセカンダリーセ
ルにおいて送受信されることもできる。このとき、キャリアアグリゲーションが設定され
、かつ上りリンクのキャリアアグリゲーションが設定されない場合、すなわち上りリンク
コンポーネントキャリアの設定を伴わないセカンダリーセルが設定された場合、そのセカ
ンダリーセルにおけるＰＤＳＣＨに対応するＨＡＲＱ－ＡＣＫがプライマリーセルにおい
て送受信される。このとき、上記各実施形態で説明されたＨＡＲＱ－ＡＣＫの送受信手順
を用いることができる。また、ＰＵＣＣＨが送受信されるサービングセルがプライマリー
セルではないサービングセル（例えば、セカンダリーセルグループ内の一部（１つ）のセ
カンダリーセル）である場合にも、上記各実施形態で説明されたＨＡＲＱ－ＡＣＫの送受
信手順を用いることができる。このとき、上記各実施形態におけるプライマリーセルを例
えば一部のセカンダリーセルに置きかえることで同様の効果を奏することができる。
【０５８５】
　なお、上記各実施形態において、受信処理とは、検出処理（Detection）を含んでもよ
い。また、受信処理とは、復調処理（Demodulation）を含んでもよい。また、受信処理と
は、復号処理（Decode, Decoding）を含んでもよい。
【０５８６】
　端末装置２は、物理チャネルの種類に応じて送信する物理チャネル／物理信号の優先度
が設定または事前に定義されてもよい。
【０５８７】
　なお、上記各実施形態では、端末装置２は、ＣＳＩ－ＲＳまたはＤＲＳ（Discovery Re
ference Signal）に基づく受信電力の測定結果を基地局装置１へ報告してもよい。端末装
置２は、その報告を周期的に行なってもよい。また、端末装置２は、その報告をある条件
を満たした場合に行なってもよい。
【０５８８】
　なお、上記各実施形態では、端末装置２はＣＳＩ－ＲＳまたはＤＲＳに基づく受信電力
を測定する場合、その受信電力に基づいて上りリンク信号の送信電力制御を行なってもよ
い。つまり、端末装置２は、下りリンクパスロスをその受信電力に基づいて決定してもよ
い。
【０５８９】
　なお、上記各実施形態では、端末装置２は、第１の上りリンク参照信号および／または
第２の上りリンク参照信号の送信電力を含む種々の上りリンク信号の送信電力の合計が端
末装置２に設定される最大送信電力を超える場合、第１の上りリンク参照信号および／ま
たは第２の上りリンク参照信号を送信しなくてもよい。
【０５９０】
　また、端末装置２は、上りリンク送信参照用のＴＤＤ　ＵＬ／ＤＬ設定（第１のＴＤＤ
　ＵＬ／ＤＬ設定）と下りリンク送信参照用のＴＤＤ　ＵＬ／ＤＬ設定（第２のＴＤＤ　
ＵＬ／ＤＬ設定）が設定され、さらに、上りリンク送信電力制御に関する情報が設定され
ると、第１のＴＤＤ　ＵＬ／ＤＬ設定と第２のＴＤＤ　ＵＬ／ＤＬ設定で同じ種類のサブ
フレームが設定されている場合には、そのサブフレームの上りリンク電力制御は第１の上
りリンク電力制御に関するパラメータに基づいてセットされ、第１のＴＤＤ　ＵＬ／ＤＬ
設定と第２のＴＤＤ　ＵＬ／ＤＬ設定で異なる種類のサブフレームが設定されている場合
には、そのサブフレームの上りリンク電力は第２の上りリンク電力制御に関するパラメー
タに基づいてセットされる。
【０５９１】
　なお、フレキシブルサブフレームは、上りリンクサブフレームであり、下りリンクサブ
フレームであるサブフレームのことである。また、フレキシブルサブフレームは、下りリ
ンクサブフレームであり、スペシャルサブフレームであるサブフレームのことである。ま
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た、フレキシブルサブフレームは、上りリンクサブフレームであり、スペシャルサブフレ
ームであるサブフレームのことである。つまり、フレキシブルサブフレームは、第１のサ
ブフレームであり、第２のサブフレームであるサブフレームのことである。例えば、また
、フレキシブルサブフレームとして設定されるサブフレームは、条件１の場合、第１のサ
ブフレーム（例えば、上りリンクサブフレーム）として処理され、条件２の場合、第２の
サブフレーム（例えば、下りリンクサブフレーム）として処理される。
【０５９２】
　なお、フレキシブルサブフレームは、第１の設定および第２の設定に基づいてセットさ
れてもよい。例えば、あるサブフレームｉに対して第１の設定では上りリンクサブフレー
ム、第２の設定では下りリンクサブフレームとして設定された場合、サブフレームｉはフ
レキシブルサブフレームとなる。フレキシブルサブフレームは、フレキシブルサブフレー
ムのサブフレームパターンを指示する情報に基づいて設定されてもよい。
【０５９３】
　また、複数のサブフレームセットは、２つのＴＤＤ　ＵＬ／ＤＬ設定ではなく、１つの
ＴＤＤ　ＵＬ／ＤＬ設定とフレキシブルサブフレームパターン（下りリンク候補サブフレ
ームパターンまたは上りリンク候補サブフレームパターン、追加サブフレーム）に基づい
て設定されてもよい。端末装置２は、フレキシブルサブフレームパターンで示されるサブ
フレームインデックスにおいては、ＴＤＤ　ＵＬ／ＤＬ設定で上りリンクサブフレームと
示されていてもそのサブフレームで上りリンク信号を送信することがなければ、下りリン
ク信号を受信することができるし、ＴＤＤ　ＵＬ／ＤＬ設定で下りリンクサブフレームと
示されていても事前にそのサブフレームで上りリンク信号を送信することを指示されてい
れば、上りリンク信号を送信することができる。特定のサブフレームに対して上りリンク
／下りリンク候補のサブフレームとして指示されてもよい。
【０５９４】
　端末装置２は、ある条件を満たすと、何れか一方を上りリンクのためのサブフレームセ
ットと認識し、もう一方を下りリンクのためのサブフレームセットと認識してもよい。こ
こで、上りリンクのためのサブフレームセットとは、ＰＵＳＣＨおよびＰＨＩＣＨの送信
のために設定されるサブフレームのセットであり、下りリンクサブフレームセットとは、
ＰＤＳＣＨおよびＨＡＲＱの送信のために設定されるサブフレームのセットである。ＰＵ
ＳＣＨとＰＨＩＣＨのサブフレームの関連を示す情報とＰＤＳＣＨとＨＡＲＱのサブフレ
ームの関連を示す情報が端末装置２に事前に設定されてもよい。
【０５９５】
　なお、上記各実施形態において、１つのサービングセル（プライマリーセル、セカンダ
リーセル、キャリア周波数、送信周波数、コンポーネントキャリア）に対して複数のサブ
フレームセットが設定されてもよい。複数のサブフレームセットが設定されるセルと複数
のサブフレームセットが設定されないセルがあってもよい。
【０５９６】
　なお、上記各実施形態において、１つのサービングセルに対して、２つ以上のサブフレ
ームセットが独立に構成される場合、それぞれのサブフレームセットに対して、端末装置
２毎に設定される最大送信電力（ＰＣＭＡＸ、ＰＣＭＡＸ，ｃ）が設定されてもよい。つ
まり、端末装置２は、独立した最大送信電力を複数設定してもよい。つまり、１つのサー
ビングセルに対して、複数の最大送信電力（ＰＣＭＡＸ、ＰＣＭＡＸ，ｃ）がセットされ
てもよい。また、１つのサービングセルに対して、複数の最大許容出力電力（ＰＥＭＡＸ

，ｃ）が設定されてもよい。
【０５９７】
　また、種々の上りリンク信号のリソース割り当てが同じ場合、基地局装置１は、各上り
リンク信号の信号系列の違いによって、種々の上りリンク信号を検出することができる。
つまり、基地局装置１は、受信した上りリンク信号の信号系列の違いによって、各上りリ
ンク信号を識別することができる。また、基地局装置１は、受信した上りリンク信号の信
号系列の違いによって、自局宛ての送信か否かを判定することができる。
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【０５９８】
　さらに、端末装置２は、基地局装置１からＣＳＩ－ＲＳまたはＤＲＳによる受信電力測
定が指示された場合、その測定結果に基づいて下りリンクパスロスを算出し、上りリンク
送信電力制御に用いてもよい。
【０５９９】
　ここで、受信電力測定は、参照信号受信電力（RSRP: Reference Signal Received Powe
r）測定や受信信号電力測定と呼称する場合もある。また、受信品質測定は、参照信号受
信品質（RSRQ: Reference Signal Received Quality）測定や受信信号品質測定と呼称す
る場合もある。
【０６００】
　また、ＣＳＩ－ＲＳまたはＤＲＳのリソース割り当て（Resource allocation, mapping
 to resource elements, mapping to physical resources）は、周波数シフトされてもよ
い。ＣＳＩ－ＲＳまたはＤＲＳの周波数シフトは、物理セルＩＤに基づいて決定されても
よい。また、ＣＳＩ－ＲＳまたはＤＲＳの周波数シフトは、仮想セルＩＤに基づいて決定
されてもよい。
【０６０１】
　例えば、端末装置２は、基地局装置１から情報が通知されなければ、第１の下りリンク
参照信号の受信電力測定を行なう。基地局装置１から端末装置２に対して、第２の下りリ
ンク参照信号の受信電力測定を行なうか否かを指示する情報が通知される。端末装置２は
、その指示情報が第２の下りリンク参照信号の受信電力測定を行なうことができると指示
している場合、第２の下りリンク参照信号の受信電力測定を行なう。この時、端末装置２
は、パラレルに第１の下りリンク参照信号の受信電力測定を行なってもよい。端末装置２
は、その指示情報が第２の下りリンク参照信号の受信電力測定を行なうことができないと
指示している場合、端末装置２は、第１の下りリンク参照信号のみの受信電力測定を行な
う。さらに、この指示情報には、第２の下りリンク参照信号の受信品質測定を行なうか否
かを指示する情報が含まれてもよい。また、第３の下りリンク参照信号は、この指示情報
によらず、受信電力測定を行なってもよい。
【０６０２】
　１つのサービングセルに対して、２つのサブフレームセットが設定される場合、第２の
サブフレームセットがフレキシブルサブフレームのサブフレームパターンであるとすると
、フレキシブルサブフレームに対するＴＰＣコマンドフィールドを含むＤＣＩフォーマッ
トを受信可能なサブフレームのパターンを指示する情報が基地局装置１から端末装置２へ
送信されてもよい。
【０６０３】
　第１のサブフレームセットに属する上りリンクサブフレームに対して適用可能なＴＰＣ
コマンドが送信されるサブフレームのパターンと第２のサブフレームセットに属する上り
リンクサブフレームに対して適用可能なＴＰＣコマンドが送信されるサブフレームのパタ
ーンがそれぞれ設定されてもよい。上りリンクサブフレームとその上りリンクサブフレー
ムに対するＴＰＣコマンドを含むＤＣＩフォーマットが送信される下りリンクサブフレー
ムの対応付け（紐付け）がテーブル管理されてもよい。
【０６０４】
　また、ＲＳＲＰ測定結果をサブフレームセットで独立であってもよい。固定サブフレー
ムの下りリンクサブフレームで受信したＣＲＳによるＲＳＲＰとフレキシブルサブフレー
ムで受信したＣＲＳによるＲＳＲＰの測定は独立に行なってもよい。
【０６０５】
　なお、上記各実施形態では、種々の上りリンク信号や下りリンク信号のマッピング単位
としてリソースエレメントやリソースブロックを用い、時間方向の送信単位としてシンボ
ル、サブフレームや無線フレームを用いて説明したが、これに限るものではない。任意の
周波数と時間で構成される領域および時間単位をこれらに代えて用いても、同様の効果を
得ることができる。なお、上記各実施形態では、プリコーディング処理されたＲＳを用い
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て復調する場合について説明し、プリコーディング処理されたＲＳに対応するポートとし
て、ＭＩＭＯのレイヤーと等価であるポートを用いて説明したが、これに限るものではな
い。この他にも、互いに異なる参照信号に対応するポートに対して、本発明を適用するこ
とにより、同様の効果を得ることができる。例えば、Ｐｒｅｃｏｄｅｄ　ＲＳではなくＵ
ｎｐｒｅｃｏｄｅｄ（Ｎｏｎｐｒｅｃｏｄｅｄ）　ＲＳを用い、ポートとしては、プリコ
ーディング処理後の出力端と等価であるポートあるいは物理アンテナ（あるいは物理アン
テナの組み合わせ）と等価であるポートを用いることができる。
【０６０６】
　なお、上記各実施形態において、ある下りリンクサブフレームでＤＣＩフォーマット３
／３Ａのみを受信した場合、ＤＣＩフォーマット３／３Ａに含まれているＴＰＣコマンド
フィールドにセットされている値に対応する補正値（または絶対値）は、下りリンクサブ
フレームがどのサブフレームセットに属しているかに因らず、特定のサブフレームセット
で送信されるＰＵＳＣＨの送信電力に対する電力制御調整値に対して適用される。ある下
りリンクサブフレームでＤＣＩフォーマット３／３Ａのみを受信した場合、ＤＣＩフォー
マット３／３Ａに含まれているＴＰＣコマンドのアキュムレーションは、特定のサブフレ
ームセットで送信されるＰＵＳＣＨに対する送信電力に用いられる電力制御調整値に対し
て適用されてもよい。なお、特定のサブフレームセットは、固定サブフレームのセットで
あってもよいし、フレキシブルサブフレームのセットでもよいし、任意のサブフレームの
セットでもよい。
【０６０７】
　なお、上記各実施形態では、上りリンク電力制御に関するパラメータとは、上りリンク
物理チャネル／物理信号（ＰＵＳＣＨ、ＰＵＣＣＨ、ＰＲＡＣＨ、ＳＲＳ、ＤＭＲＳなど
）の送信電力制御に用いられるパラメータのことであり、送信電力制御に用いられるパラ
メータには、種々の上りリンク物理チャネルの送信電力の設定に用いられる種々のパラメ
ータの切り替えまたは（再）設定に関する情報を含んでいる。また、下りリンク送信電力
制御に関するパラメータとは、下りリンク物理チャネル／物理信号（ＣＲＳ，ＵＥＲＳ（
ＤＬ　ＤＭＲＳ），ＣＳＩ－ＲＳ，ＰＤＳＣＨ，ＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨ，ＰＢＣＨ，
ＰＳＳ／ＳＳＳ，ＰＭＣＨ，ＰＲＳなど）の送信電力制御に用いられるパラメータのこと
であり、送信電力制御に用いられるパラメータには、種々の下りリンク物理チャネルの送
信電力の設定に使用する種々のパラメータの切り替えまたは（再）設定に関する情報を含
んでいる。
【０６０８】
　なお、上記各実施形態では、基地局装置１は、１つの端末装置２に対して複数の仮想セ
ルＩＤを設定できるようにしてもよい。例えば、基地局装置１および少なくとも１つの基
地局装置１を含むネットワークは、物理チャネル／物理信号毎に独立に仮想セルＩＤを設
定できるようにしてもよい。また、１つの物理チャネル／物理信号に対して複数の仮想セ
ルＩＤを設定できるようにしてもよい。つまり、各物理チャネル／物理信号の設定毎に仮
想セルＩＤがセットできるようにしてもよい。また、複数の物理チャネル／物理信号で仮
想セルＩＤは共有されてもよい。
【０６０９】
　なお、上記各実施形態の説明では、例えば、電力をセットすることは電力の値をセット
することを含み、電力をセットすることは電力に関するパラメータに値をセットすること
を含み、電力を計算することは電力の値を計算することを含み、電力を測定することは電
力の値を測定することを含み、電力を報告することは電力の値を報告することを含む。こ
のように、電力という表現は、適宜電力の値という意味も含まれる。
【０６１０】
　なお、上記各実施形態の説明では、送信を行なわないとは、送信処理を行なわないこと
を含む。また、送信を行なわないとは、送信のための信号生成を行なわないことを含む。
また、送信を行なわないとは、信号（または情報）までは生成し、信号（または情報）を
送信しないことを含む。また、受信を行なわないとは、受信処理を行なわないことを含む
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。また、受信を行なわないとは、検出処理を行なわないことを含む。また、受信を行なわ
ないとは、復号・復調処理を行なわないことを含む。
【０６１１】
　なお、上記各実施形態の説明では、例えば、パスロスを計算することはパスロスの値を
計算することを含む。このように、パスロスという表現には、適宜パスロスの値という意
味も含まれる。
【０６１２】
　なお、上記各実施形態の説明では、種々のパラメータを設定することは種々のパラメー
タの値を設定することを含む。このように、種々のパラメータという表現には、適宜種々
のパラメータの値という意味も含まれる。
【０６１３】
　本発明に関わる基地局装置１および端末装置２で動作するプログラムは、本発明に関わ
る上記実施形態の機能を実現するように、ＣＰＵ等を制御するプログラム（コンピュータ
を機能させるプログラム）である。そして、これら装置で取り扱われる情報は、その処理
時に一時的にＲＡＭに蓄積され、その後、各種ＲＯＭやＨＤＤに格納され、必要に応じて
ＣＰＵによって読み出し、修正・書き込みが行なわれる。プログラムを格納する記録媒体
としては、半導体媒体（例えば、ＲＯＭ、不揮発性メモリカード等）、光記録媒体（例え
ば、ＤＶＤ、ＭＯ、ＭＤ、ＣＤ、ＢＤ等）、磁気記録媒体（例えば、磁気テープ、フレキ
シブルディスク等）等のいずれであってもよい。また、ロードしたプログラムを実行する
ことにより、上述した実施形態の機能が実現されるだけでなく、そのプログラムの指示に
基づき、オペレーティングシステムあるいは他のアプリケーションプログラム等と共同し
て処理することにより、本発明の機能が実現される場合もある。
【０６１４】
　また市場に流通させる場合には、可搬型の記録媒体にプログラムを格納して流通させた
り、インターネット等のネットワークを介して接続されたサーバコンピュータに転送した
りすることができる。この場合、サーバコンピュータの記憶装置も本発明に含まれる。ま
た、上述した実施形態における基地局装置１および端末装置２の一部、または全部を典型
的には集積回路であるＬＳＩとして実現してもよい。基地局装置１および端末装置２の各
機能ブロックは個別にチップ化してもよいし、一部、または全部を集積してチップ化して
もよい。また、集積回路化の手法はＬＳＩに限らず専用回路、または汎用プロセッサで実
現してもよい。また、半導体技術の進歩によりＬＳＩに代替する集積回路化の技術が出現
した場合、当該技術による集積回路を用いることも可能である。
【０６１５】
　以上、この発明の実施形態に関して図面を参照して詳述してきたが、具体的な構成はこ
の実施形態に限られるものではなく、この発明の要旨を逸脱しない範囲の設計変更等も含
まれる。また、本発明は、請求項に示した範囲で種々の変更が可能であり、異なる実施形
態にそれぞれ開示された技術的手段を適宜組み合わせて得られる実施形態についても本発
明の技術的範囲に含まれる。また、上記各実施形態に記載された要素であり、同様の効果
を奏する要素同士を置換した構成も含まれる。
【０６１６】
　なお、本願発明は、上述の実施形態に限定されるものではない。本願発明の端末装置は
、移動局への適用に限定されるものではなく、屋内外に設置される据え置き型または非可
動型の電子機器、例えば、ＡＶ機器、キッチン機器、掃除・洗濯機器、空調機器、オフィ
ス機器、自動販売機、その他生活機器などに適用できることは言うまでもない。また、本
発明は、無線基地局装置や無線端末装置や無線通信システムや無線通信方法に用いて好適
である。
【符号の説明】
【０６１７】
１　基地局装置
２　端末装置
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１０１　上位層処理部
１０３　制御部
１０５　受信部
１０７　送信部
１０９　チャネル測定部
１１１　送受信アンテナ
１０５１　復号化部
１０５３　復調部
１０５５　多重分離部
１０５７　無線受信部
１０７１　符号化部
１０７３　変調部
１０７５　多重部
１０７７　無線送信部
１０７９　下りリンク参照信号生成部
２０１　上位層処理部
２０３　制御部
２０５　受信部
２０７　送信部
２０９　チャネル測定部
２１１　送受信アンテナ
２０５１　復号化部
２０５３　復調部
２０５５　多重分離部
２０５７　無線受信部
２０７１　符号化部
２０７３　変調部
２０７５　多重部
２０７７　無線送信部
２０７９　上りリンク参照信号生成部
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